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羅 自 事 業 場

昭 和 4 7 年 1 0 月 竣 功

総工事費 4 . 6 1 0 万 円

建物面積 9 0  0, o M 2

平家鉄骨造り片屋根

賽 魚 池  ・ 飼 育 池

室内養魚池 2 2 5. 0 M 2

屋外 〟 7 1 5. 2 M 2

″飼育池  5 1 5 , 0 M 2

収 容  能 力  1 , 9 2 o万粒

増収型ふ化糟 4 8 本



収容能力  1 , 9 2 o万粒

增収ア トキンス式  4 8 本

幌 内 事 業 場

昭 和 4 7 年 1 1 月 壊 功

総 工 事 費  3 , 0 2 5 万 円

建 物 面 積  5 7 3 , 7 0 M 2

鉄骨1部木造平家建

1萬別事業場第2ふ化室

昭 和 4 7 年 1 1 月 竣 功

総 工 事 費  4 . 6 8 1 万 円

建 物 面 積  9 9 0 , o M 2

鉄骨平家建

1選 魚 池

室 内 5 7 3 , 0  0 M 2

屋 外 7 1 4. 7 0 M 2

養魚池屋内 5 1 2 , 0  M 2

飼育池屋外 3 5 0. 0 M 2



刊 行 の こ と ば

昭和 4  7年度の事業結果を報告します。

本年度は、 「さけ・ます資源增大再生産計面」 ( 前 期 5 ヶ 年計画 ) の 2 年目に

当りますが、回帰群は一番放流の少なかつた4 3年放流のものでありました関係

上、その結果については尠からず危惧いたしてお l ) ま し た が 、 幸 い に し て 4 6 年

度と同様 l二予想を上回り、戦後最高を記録した前年度 ( 7 6 5万尾 ) に次ぐ豊漁

を記録したのであります。

申すまでもな く 、 さけ ・ ます資源を維持し増大をはかるためには、その再生産

事業を質、 量の両面に直つて向上拡大してゆかなければなりません。 中でも再生

産 に必要な種卵の確保が第一に重要な言'1l l題でありますが、 親魚来遊量が多かつた
にもかかわらず河川内そ上率は、 8 . 8 パ ー セ ン ト に ま で 低 下 し ま し た た め 採 卵実

績は計画数を大きく下回つたのであります。

今後、 事業計面の目標を達成するためには漁獲と再生産に関する管理体制の確

立をはかり官民一体 と なって有効なる增殖 一事業を推進することが、不可欠の要件
であ l)ますので関係各方面の一層のこ'協力をおねがい致します。

当場といたしましても総合的なさけ ・ ます資源増大のためよ り一層の努力を傾
注する所存であります。

昭 和 4 9 年 2 月

水産庁北海道さけ・ますふ化場

場 長 五十嵐 . 重四郎
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本 書 の 見 方

1. さけ ・ ます増殖事業の実施体制と経過概要
北海道にぉけるさけ・ます増殖事業は,明治2 1年. 現在の千歳支場の地に北海道庁所管の中央
ふ化場の創設をもって始まり . その後道内各地に民間(漁業組合)経営の人工ふ化場が設立され.
一時水産試験場の所属となったが, 昭和9年には全道のふ化場を道営に移管したo
昭和2 7年 , 農林省所管水産庁北海道さけ・ますふ化場が設立されて, さけ・ますの人工ふ化放

流を行なうこ と となったが, このうち親魚の捕獲事業は北海道立水産ふ化場に委託した。しかし,

昭和41年以降は道立水産ふ化場に代つて北海道さけ・ま .す増殖事業協会に委託し今日に至つてい

る・

2 . 主  要 魚 種

創設当時から人工ふ化放流事業を実施している魚種は3種類(さけ, さ く ら ます, からふとます )

と, 支笏湖のひめます増殖事業を行なってきた。このほかに, 昭 和 3 5 年 か ら ァ メ リ カ 産 マ ス ノ ス

ケの移殖放流事業を継続実施中であり, 昭和40年度からはべニサケ生産事業を実施し, これに加

えて昭和4 3年からァラスカ産べニサケ卵を移入してべニサケ資源の造成をはかつているo  さ らに

このほかに, さけ・からふとますの支配種の増殖試験も行なっている。

3. 計画年度と成績

単年度計画は, 国の会計年度区分(4月̃翌年3月)によつて計画を立てるが, この成積書は親

魚の捕獲採卵, 卵管理, 稚魚飼育, 放 流, 降海稚魚の保護までの一環した成積を取まとめしてい

るので, 翌会計年度の4̃ 6月頃までの成績を扱つている。

4.主な用語の意味

〔沿岸来遊量〕 さけ・ます漁業は,再生産のための河川内親魚の捕獲(特別採捕)を除いて,

違洋,近海, 沿岸の3つに大別出来る。このうち, 沿岸漁獲量と河川内捕獲数を合せて沿岸来遊量

としている。

〔 年級群 〕  さけ・ますの産卵のための回帰は主に2̃ 5年にわたつている。これらは産卵年か

ら起算しての回帰年数であり, (発生年ではない。 )或年の2年魚, 翌年の3年魚, 翌.々年の4年

魚さらにその翌年の5年魚は同一年級群である。
〔河川そ上率〕 河川そ上数(捕獲数)一沿岸来遊量で表わしている。沿岸のさけ・ます資源を

維持するためには1 4 . 2 %以上が必要である。

〔 移殖と移話 〕  採卵された河川以外に種卵を移すことを移殖というが, これは採卵直後のこと
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もあり, 発限後の場合もあり, 死卵数も含めて移第卵数という。

5. 海区別と支場担当区域
全道海域を5海区に分け, その境界はそれぞれ, 知床解, 宗谷岬, 自神luli 納沙布輝, 構集lliPで

区分している。

支場の担当区域は, 下記区分の海面に流入する河川を包合する流域と している。

北見支場 宗谷 ・細走支庁界̃知床岬 .

根室支場 知床lll甲̃根室・al路支庁界
十勝支場 根室 ・al路支庁界̃様基岬
天塩支場 宗谷・總走支庁界̃雄冬岬

千歳支場 雄冬岬̃神威岬, および標装岬̃地球岬

渡島支場 地球岬̃神威岬

/
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S 1 さけ・ます捕獲事業実施体制

昭和47年度のさけ・ます捕獲採卵事業は, 道内 8 8 河 川, 9 5 捕 獲場 ( さ l ナ 4 8 力所, さけ十

ま す 3 7 力 所, ます9力所, ひめます1力所 )で実施した。 このうち国が直接実施した捕獲場は4

力所(下中川, 素別, 遊楽部および支笏湖) , 民開団体lこ委託して実施した捕獲場91力所で, こ
の詳細については, 第 1表の とお りで, 支場別に整理したものが, 第 2表である。
〇 さ け ◎ さ l 十 ・ぺ l こ さけ

〇 さ く ら ます  o からふとます

③ ひめます ◎ さ く ら ます ・か らふ と ます

第 1 表  昭和 4  7年度さけ・ます捕獲採卵事業実施体制

海

区

7」'( 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

実施区分 海

区

7」'く 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 ・場

実施l11-iii:- 1分
さ け ます ます

国 民 国 民 国 民 国 民

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 集 別

斜 里

藻 琴

網 走

//

能 取 湖

常 呂

ライトコ口

佐呂間別

携 別

活 滑

深 興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北見幌別

llllll 別

猿 払

知 来 別

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

深 琴

網 走

西 網 走

能 取 湖

常 呂

ライトコロ

佐呂間別

携 別

活 滑

藻 興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北見1lli:別
頓 別

疲 払

知 来 別

岩 尾 別

//

斜 里

//

藻 琴

網 走

//

//

北 見

//

//

傷 別

活 滑

//

幌 内

/

徳 志 別

歌 登

頓 別

//

1//

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0
C
C
C

C
C
C

〇

◎

0

0
0

0

小 平 築

i 寒 別
信 砂

石 狩

支 場 湖

余 市

尻 別

朱 太

利 別

厚 沢 部

小 平 築

号 寒 別

信 砂

西 越

支 笏 湖

余 l:fi

名 駒

朱 太

冷 水

厚 沢 部

天 塩 1
〟 l

" l
千 歳 l
支 場 湖 l
千 歳 1

尻 別 1

″ 1利 別

厚 沢 部

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

本

海

区

1lli)

〇
オ

ホ

1

ツ

ク

海

区

露

〇

〇

0

計 1 4 1 5 7 l 1 9 2 1 8
0

(0
0
0

0

0
(9
0

0

lC

ル サ

サシルイ

羅 臼

春刈古丹

植 別

元崎無異

崎 無 異

意 別

古 多 糠

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

ル サ

サシルイ

羅 臼

春刈古丹

植 別

元崎無異

崎 無 異

素 別

古 多 糠

忠 類

伊 茶 仁

標 津

3 1  線

当 幌

春 別

床 丹

羅 自

//

ar

//

//

//

//

素 別

伊 茶 仁

//

//

根 室

中 標 津

計 根 別

/

l l

1°l 11°l〇 i

lo1 l°
1o l l

tlg l に))l 1 - 1 °
lol 1lol b
に 1 9

根

室

海

計 2 0 2 1 1 1 1 8 1 7

l日

ホロナイ

美基
l 速 〟 別

船 泊

增 幌

天 塩

下 中 川

違 別

天 塩

中 川

//

//

//

0

e
0

lc

(一、

C

区

(

l
(l1
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海

区

捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 所

実施区分 海

区

捕 獲

採 卵 場

所 ・ 管

事 業 場

実施区分

水 系 さlナ ます ・水 系 さlナ ます

国 民 国 民 国 民 国 民

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 賀

種 香

西 別

矢 自 別

風 ・ 連

別 当 賀

種 香

虹 別

浜 中

//

厚 床

//

9

◎

〇

〇

〇

〇
i-i

◎

◎

◎

◎

仁 雁 別

幌 満

日高幌別

元 浦

三 石

静 内

新 冠

沙 流

1i;
勇 払

自 老

数 生

買 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

尻 岸 内

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

仁 雁 別

幌 満

幌 別

元 浦 川

三 石

静 内

新 冠

富 川

je 川

勇 払

白 老

敷 生

買 気 別

長 万 部

遊 與 部

汐 泊

尻 岸 内

戸 切 地

茂 辺 地

1l 川
知 内

静 内

//

' / /

/

//

//

//

//

//

//

自 老

数 生

八 雲

//

/

//

//

知 内

f「

//

//

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

根

室
海

区

0

計 2 0 2 1 1 1 2 標

裳

以

西

海

区

0

llil 戸

別寒辺牛

釧 路

チョロべツ

阿 寒

茶 路

庶 路

書 別

十 勝

//

//

//

//

歴 舟

豊 似

広 尾

雄 留

幌 戸

厚 岸

釧 路

チョロべツ

阿 寒

茶 路

庶 路

書 別

打 内

東 3 3 号

利 別

幕 別

千 代 田

歴 舟

豊 似

広 尾

疲 留

太 田

//

釧 路

/

阿 寒

轉 居

//

//

十 勝

慕 別

//

//

札 内

大 樹

//

//

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0

標

業

以

東

海

区

〇 〇

0

0

0

0

計 2 1 2 1 5 1 2 0 1 3

合

計
8 8 9 5

l
4 0 3

l
8 2 3 l l 4

計 1 3 1 7 8 1 7 4

第 2 表  支場別さlナ ・ます捕獲採卵事業実施体制

支 場 水 系

捕 獲

採卵場

実 施 区 分

さ け ま す 備 考

国 民 問 国 民 間

北 見

根 室

十 略

天 塩

千 歳

渡 島

1 5

2 0

1 3

1 2

1 5

1 3

1 6

2 1

1 7

1 3

1 5

1 3

1 5

l 8

1 7

7

1 4

1 1

1 2

1 2

4

. 1 0

3

. 3

l

1

1

1

1

1

計 - 8 8 9 5 3 8 2 3 4 4

4 6 年 度 8 5 9 3 3 7 7 2 5 5
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S 2 さけ ・ ますふ化放流実施体常u
昭和47年度のさl十・ます人工ふ化放流事業は, 6 9 力 所 ( 国 3 8 力 所, 道 1 力所, 民 国 3 0 力

所)で実施し, 35水系に稚魚を放流した。そのほかlこ, 捕獲を実施しているが, ふ化場のない水

系, 捕獲・ふ化とも行なっていない水系にも稚魚を放流したo

a1i和47年度のさけ・ますふ化放流実施体制l, l-:いては, 第 1表から第 4表 l こ示したとおりであるo
し j さlナ ・ ・ ・ 〇さけ oべ :二一 さ け

第 1 表  昭和47年度さけ・ますふ化放流実施体制l
ます ・ ・ ・〇 さ く らます  oからふとます

海 : 放  流
. l

区 l 水 系 名
放流実施

事 業 場
支 場

魚 種 ' 海 放 流

水 系 名

放流実施

事 業 場
支 場

魚 種

さ け l ます 区 さ け l ます
l 岩 尾 別
l 斜 里
オ 1 藻 琴
ホ l 網 走
l 1 常 呂
ツ l 構 別

l

ク 1 活 滑
海 l 幌  内l 徳 志 別
区

1 北見幌別
l 頓 別

岩 尾 別

斜 里

環 琴

網 走

北 見

構 別

活 滑

幌 内

徳 志 別

歌 登

iliill 別

北 見

//

//

//

//

//

//

//

天 塩

//

//

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

l〇

0

0

0

◎

0

◎

0

標 津

当 ll]fa
西 別

風 蓮

別 当 賀

中 標 津

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

根 室

//

//

//

//

〇

〇

◎

〇

〇

根

室

海

区

〇

〇

〇

〇

計 8 9 1 9 8

別寒辺牛

釧 路

//

阿 寒

十 勝

//

//

歴 舟

太 田

31ll 路

1S 居
//

十 勝

幕 別

札 内

大 樹

十 勝

/

ar

ar

//

//

//

l//

〇

〇

〇

〇

(一、、
〇

〇

〇

標

裳

以

東

海

区

0

計 1 1 1 1 ・2 1 1 9

l 天 塩
l
1 //

El l
l 石 狩本
1 支 場湖

海 l 尻 別
区 l 利 別
l 厚 沢 部

天 塩

中 川

千 線t

支 場 湖

尻 別

利 別

厚 沢 部

天 塩

//

千 歳

//

渡 島

//

1//

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

計 5 7 1 8 l

(重重)
〇
標
裳
以
西
海
区

静 内

白 老

敷 生

遊 楽 部

知 内

静 内

敷 生

//

八 雲

知 内

千 歳

/

//

渡 島

//

〇

〇

〇

〇

〇

◎
l

計 l 6 7 3 6 3

1 羅 自

要 l 素 別

1重 1 伊 茶 仁
i 標 津 i茶 要

根 :″室 〇
〇

〇

〇 1
計 5 4 2 5 1

に 3 5 3 8 6 3 9 2 2

- 5 -



第 2 表  道・民問の収容施設 さ lナ
ま す

す
す
ま
ま
と

け

ら
ふ
く
ら

さ
さ
か

〇
〇
o

・
'1

'・・l・

海 区
放 流

水 系 名

収 容 実 施

箇 所 名
支 場

魚 種
備 考

さ け ます

オホーツク海区
来 運

鬼 志 別

来 運

鬼 志 別

北 見

天 塩

〇
〇

斜里第1漁協

疲払漁協

礼文島ホロ:''1「
増 幌

信 砂

i 寒 別
厚 田

余 市

美 国

天 の

船 泊

増 幌

信 砂

9 寒 別
厚 田

余 市

美 国

天 の

天 塩
//

/

//

千 歳

//

//

渡 島

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

0

◎

◎

船泊漁協

宗谷漁協

増毛漁協
//

厚田漁協

余市漁協

美国漁協

上の国漁協

日 本 海 区

ル サ .

床 丹

矢 臼 別

穩 香

ル サ

l来 丹

矢 日 別
構 香

根 室
//

//

//

〇
〇
〇
〇

羅自漁協

野村漁協

別海漁協

根室漁協

根 室 海 区 ◎

幌 戸

茶 路

音 別

厚 内

十 勝

広 尾

旗 留

幌 戸

茶 路

音 別

厚 内

利 別

広 尾

疲 留

十 勝

//

//

//

//

//

//

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

浜中漁協

自様漁協
ar

大津漁協

池 田 町

広尾漁協

幌 泉 町

標裳以東海区

歌 別

元 浦

沙 流

買 気 別

尻 岸 内

汐 泊

亀 川

戸 切 地

茂 辺 地

歌 別
元 浦 川

富 川

● 気 別

尻 岸 内

汐 泊

● 川

有 川

茂 辺 地

森 ・

千 歳
//

//

渡 島
//

//

/

//

//

//

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

,晩泉様似町
浦 河 町

通川漁協

豊浦漁協

1lli岸内漁協
銭亀沢漁協

木古内漁協

上磯漁協

茂辺地漁協

北 海 道

0

標裳以西海区

l 合 計
l

3 0 3 l 6 3 1 5

註 収容箇所名のうちゴ 11;l,ツク体で表わしたものは, 年度当初lこ計画したもので,その他は仮収容
施設

第 3 表  還元・輸送放流

海
区 放流水系

放流実施

事 業 場

所 属

支 場

魚 種 1i 放流水系 放流実施事 業 場

所 属

支 場

魚 種

さlナ ます さ け ます

オ

ホ

I

ツ

ク

奥 ,薬 別
パイラギ

能 取 湖

ライトコロ

佐呂問別

斜 里

網 走

網走・斜里

北 見

北見 ・湧別

北 見
//

//

//

/

〇
〇
〇
〇
〇

海

区

芭 露

興 部

渡 払

場 別

潜 滑

通 ( 完商 l1;1

北 見
//

天 塩

〇
〇
〇

速 別
風 速 別

(信 砂)

( 〟 )
天 塩
//

〇〇'

- 6 -

海

区
放流水系

放流実施

事 業 場

所 属

支 場

魚 權 海

区
放流水系

放流実施

事 業 場

所 属

支 場

魚

さ lナ
種

iさ iナ ます

古 丹 別

小 平 薬

浜 益

厚 田

積 丹

古 宇

朱 太

泊

突 符

石 崎

及 部

(信 砂)

( ar )

( 森 )

千 歳

( 森 )

尻 別

尻別・ (森 )

尻 別

( 森 )

( " )
( 〟 )

天 塩
zr

渡 島
千 ili

渡 島
//

//

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

t_

阿 寒

庶 路

茶 路

豊 似

鶴 居
/

1//

(広 ・ 尾)

十 勝
//

//

/

〇
〇
〇
〇

日

本

海

区

歌 別

仁 雁 別

幌 満

日高幌別

三 石

静 内

新 冠

沙 流

鵡 川

自 老

貫 気 別

長 万 部

落 部

常 路

大 船-

尻 岸 内

汐 泊

大 当 別

松 倉

亀 川

知 内

福 島

(元 浦 川 )

( " )
( " )
( 〟 )
静内(元浦)

千 歳

l//

千裁 ・敷生

千 請

敷 生

( 森 )

( 〟 )
八 雲

( 森 )

八 雲

( 森 )

八雲 (森 )

(茂 辺 的

八 雲

八雲(茂辺地?

( 森茂辺地 )

(茂 辺 地、

千 歳

//

//

//

//

//

//

//

//

//

渡 島
/

//

/

//

//

/

//

//

//

//

//

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
(、

渡 島
// 標

裳

以

西

海

区

サシルイ

春刈古丹

植 別

元崎無異

崎 無 異

素 別

古 多 糠

忠 類

標 津

当 幌

春 別

矢 自 別

風 蓮
別 当 賀

穗 香

羅 自
//

//

//

//

羅日・伊茶仁

'''コll 茶 仁
//

Si茶仁・計根別
浜中(床丹)

( 床  丹 )
虹 別

虹別・計根別
tl //

虹 別

根 室
//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

根

室

海

区

◎

0

〇

標 チョロぺツ 釧 路 十 勝 〇 計 6 3 2 6 6 6 2 5

註 ;  ( ) は, 道・民間個所

第 4 表  支場別さけ・ますふ化放流実施体制

支 場
放 流

水系数

ふ 化 施 設 実 施 区 分
備 考

国 営 道 営 民 間 l 計 さ lナ ま す

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

1 5

2 0

1 4

1 4

1 8

2 5

8

9

7

5

4

5

1

4

7

5

6

7

f
〇

〇

〇

r、,
〇

〇

〇

n

〇

〇

〇

〇1

計 1 0 6 3 8 1 3 0 6 9
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S 3 さけ ・ます増殖事業経費 .

昭和4 7年度のさけ ・ます增殖事業のため‘t要した経費, 予算および決算額は, 下記のとおりで
ある o

昭和 4 7 年度 さ lt・ます增殖事業のための予算および決算額

区 分. 予 算 額 決 算 額 備 ' 考

( 組 裁  )

水 産 庁 .

( 項 ) -

北 海 道 さ l ナ ・ ますMヒ場

( 月 )

人 当 経 費

職 Pl, 旅 i 't

- 庁 費

採卵 ・ip・化放流庁  費

土 地  建 物 倍 料

各 所 修 結

自 動 車  重 最 税

国有資産所在l!河'・技1llll税
水' 産 庁 施 設 'lLt
. 施 設 施 工 旅 'ft
施 設 n 工 庁 1llt

施 設 整 備 i i

量 林 本 省

農 林 本 省 施 設 賀

施 設 整 備 置

合 計

円

5 0 8.9 0 0 , 0 0 0

4 l 9 , 9 7 3.0 0  0

271 ,0  0 2.0 0  0

7.034 , 0  0 0
1 2.6 6 6 , 0  0 0
l 1 7 , 4 5 7 , 0 0 0

1.6 8 1.0 0 0
9.6 9 7.0 0 0
! 9 1 , 0 0 0

2 4 5 , 0 0 0

8 8.927 , 0  0 0
7 5 0 , 0 0 0

5 6 5 , 0 0 0

8 7 , 6 1 2.0 0  0
5 1 0 , 0 0 0

5 1 0 , 0 0  0

5 1 0 , 0 0 0

5 0 9 , 4 1 0 , 0 0 0

円

5 0 0 , 4 5 0.5 6 8

4 1 1.5 4 1.3 2 0

2 6 2 , 7 4 8 , 1 2 0

7 , 0 3 3.4 1 9
1 2 , 6 5 5.9 1 1
1 1 7 , 4 2 3.9 3 0
1.5 5 0 , 6 2 5
9.6 9 6.9 4 5
1 8 7.5 0 0
2 4 4.8 7 0

8 8.9 0 9 , 2 4 8

7 4 9 , 2 7 6

' 5 6 4 , 9 7 2

8 7 , 5 9 5.0 0 0
. 5 0 9 , 5 0 0

5 0 9.5 0 0
5 0 9.5 0 0

5 0 0.9 6 0 , 0 6 8

- 8 -

S ・4 北海道さけ ・ ますふ化場の現員

昭和4  8 年 3  月 3 1 日現在の本場および支場別人員配置状況は第l表のとぉりであるo

第 1 表  北海道さlt ・ますi '化場姚:口し本 ・支場別人.員配置表

場 名

技 . 官

事 務 集g 計

名
3 ・0

- l 7

l 9

2 l

8

l 0

8

名
l 5

5

5

4

4

4

3

名
4 5

2 2

2 4

・ 2 5

1 2

1 4

1 1

本 場

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 i量

渡 島

計 l 1 3 4 0 1 5 3

前 年 度 .

l l 7 3 6 1 5 3

註 本場の技官のうち8名は研究員

- g -





S 6  さけ・ます増殖事業成績総括

昭和 4 7年度さけ ・ ます捕獲採卵事業は 4 7年 5月 1日から 4 8 年 1月 1  5日までの間において実施

べ=サケも実施してぉり、 これらの成鑽は第1表のとおりである。

第 1 表  海区別、魚種別成積集計表

し、 主要3魚種の確魚は. 4 8 年 1 月 1 日 から同年 6月 :; 0日の開lこ放流した。 また、 このほかlこ.ひめます、

魚 種 さ け

水

系

数

実
施
箇
所
数

水

系

数

1 9

2 0

実
施
箇
所
数

1 1

1 3

海 区
項 目 捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

1 6 9.3 3 6
2 1 8 , 1 7 6

1 2 8 . 8 %

放 流 数

千尾

1 計 画

オホーツク海区 1 実 續

l 達 成 率

1 3

1 7

1 4

1 8

1 5 5 , 7 0  0

2 1 5 , 0 0 8

1 3 8 . 1 %

1 5 0 , 4 5 9

1 3 4.0 8 6

. 8 9 . 1 %

計 画

実 績

達 成 率

6

9

7

1 0

13.0 0 0

3 0 , 8 3 9

2 3 7 . 2 %

1 3 . 6 2 4

3 4 , 5 0 4

2 5 3 . 3 %

1 6

2 5

8

1 4

6 0 , 2 8 0

3 9.1 6 9

65.0%

日 本 海 区

計 画

実 績

達 成 率

1 6 l 1 7 l 1 4 9 , 0 0 0
l i

1 8 . 1 9 l  9 6、4 0 6

l l 6 4 . 7 %

1 6 5.9 l 9

1 0 8 , 8 l 7

6 5 . t;%

1 6

2 0

1 1

l 3

1 3 0 , 0 1 0

1 1 5.1 5 9
8 8 . 6 %

根 室 海 区

. l 計 面
1

標装以東海区 1 実 鑽

j 達 成 率

8

1 3

1 2

1 7

2 9 7 , 4 0 0

2 3 4.9 0 8

79 . 0%

2 9 1 , 2 1 5

2 0 8 , 7 5 1

7 1 . 7 %

1 3

1 4

1 0

1 5

l 3 8 , 9 5 2

1 4 3 . 7 0 5

1 0 3 . 4%l 計 画

標 裳 以 西 海 区 実 績

達 成 率l

1 8

2 1

1 8

2 1

2 5.8 0  0
3 7 , 0 7 8

1 4 3 . 7 %

2 5 , 2 4 4

2 6.9 8 1

1 0 6 . 9 %

2 2

2 7

1 l

1 4

tl 8.0 4 0

4 3 . 6 8 6

tl 4 . 2 %

合 計 l j 成 要 6 1

7 8

tl 8

1l; 5

o 4 0 , 9 0 0

6 1 4 , 2 3 9

95 . 8 %

6 6 5 , 3 3 8

5 9 7.2 2 9
89 . 8%

8 6

1 0 6

5 1

6 9

5 4 7 , 7 4 1

4 7 5.8 0 5
8 6 . 9 %

註 1. 計画l‘:1は、そ上調査河川を含んでいない。

2. 実 ,i資lcは、そ .ヒ調査河川を含んでいる。

3. さlナ採卵数 (実 1l1ll) lこは海産卵を含んでいないが放流数lcは含む。

4. さくらます放流数lこは拡大再生産事業分( 3 8 9千尾 )を含まない。

5. べ一さlナ放流数は、 4 6年度産のものである。

-1 2-

さ く ら ま す か ら ふ と ま す

水

系

数

素 l 1
置 j 捕 獲 数 l 採 卵 数

i電j l 尾 l 千粒

水

系

数 ・

実
施
筒
所
数

' 1水

1 l
捕 渡 数 l採 卵 数 l 系

l
尾 1 千粒 ;数

1

水

系

数

実
施
筒
所
数

'実 l  ・

書 1 放 流 数
月力l

数 l 千尾

放 流 数

千尾

6

8

6

8

7.9 0  0
4.2 6 7
54 . 0 %

7 , 7 0 6

3.2 4 2

42.1 %

9

4

7

4

6.5 4 7

1.9 1 3
29 . 2 %

1 4

1 7

1 5

1 7

1 1
1 9 , 7 0 0 l  1 2.6 0 5 1 5

13 5.1 0 3  1 9.2 1 1  9

1 7 8 . 2 % l 1 5 2 . 4 % l

l 1

9

1 0 , 2 2 2

1 1.7 1 0
1 1 4 . 6 %

4

7

4 l 2.1 0 0
7 1 2.1 5 6
1 1 0 2 . 7 %

3 . 5 4 0

3.1 9 7

9 0 . 3 %

3

5

3

5

3 . 9 1 0

1.5 7 6

4 0 . 3 %

1

5

1

6

2 0 0

9 8

4 9 . 0 %

8 6

3 0

3 4 . 9 f

4

4

2

4

1 , 6 6 9

2.6 4 5

1 5 8 . 5 %

9

1 0

1 0

1 0

5 ,70  0

4 , 4 0 7

7 7 . 3 %

6.8 0 1
4 , 3 2 9

6 3 . 7 %

・ 9

1 0

3

8

4 , 9 8 9

3 . 4 9 3

7 0 . 0 %

1 3

1 2

1 4

1 2

2 2.8 0 0 l 1 0.7 2 7
l 1.2 7 8 l 3 . 1 4 3

l
4 9 . 5 % l  29.3f・

1 3

8

5

6

5.5 0 9

3 . 4 6 8

6 3 . 0 %

0

0

°l °
0 l ・ 0

l

0

0

0

0

0

0

0

0

2

3

3

4

6 0 0

3 3 5

5 5 . 8 %

3 0 7

1 5 5

50 . 5%

2

1

3

1

2 4 6

1 0 5

4 2 . 7 %

2

0

2 1

2 5

2

0

6 0 0

0

0 %

6 8 0

0

0 %

1

1

1

1

2 8 6

2 0

0.7%

3

4

3

4

1.9 0 0

3 . 6 6 2

1 9 2 . 7 %

9 7 6

1.2 1 1

1 2 4 . 1 %

3

2

2

2

3 . 3 7 9

2 , 4 6 2

7 2.9%

l::
l
1 6 , 3 0 0

1 0 , 8 3 0

6 6 . 4 % 報
2 2

2 0

l 1 4l1 8 1 5 , 7 3 27 , 0 0 2
4 4 . 5 %

::F:l ::.:;:
l 1 l 1 . 7 %

2 4.7 0 1

2 3 . 7 5 0

9 6 . l %

3 7

2 4

2 3

2 2

2 1.0 2 5
2 0 , 3 9 0

9 7 . 0 %

1 3-





第 1 図  魚 種 別 成 積 図

r- ぺ に さ け

,---一 ぺ に さ け

-1 6-

6 5千尾

1.o o 9千尾

7.0  0 2千尾

2 0 . 3 9 0千尾



海 区 実 施 地 区 採 卵 数

1 , 2 0 0

5 6 0

1 , 8 2 2

3. 5 8 2

収 容 事 業 場 実 施 者 海 区 実 施 地 区 採 卵 数 収 容 事 業 場 実 施 者

ウ ト l:l

常 P;

概 別

計

標 津

野 付

想 香

計

;f-; 尾 別
北 見

携, 別

ウ ト ロ ll 協

常 昌 漁 協

親 別 漁 協
オホーツク海区 標基以東海区

広 尾

波 留

計

5 8

2 0・ 4

2 6 2

( 広 尾 )

( 旗  留 )

広 尾 漁 協

現 泉 漁 協

根 室 湖 区

2. 8 3 4

2 3 6

2 7 2

3 , 3 4 2

伊 茶 仁

計 根 別

(想 香)

標 律 lfll. 協

野 付 漁 協

根 室 ね 協

浦 河

計

3 4 9

3 4 9

( 元浦川 ) 萩 伏 漁 協

標集以西海区

第 3 表  般近1 0力句二のさけ增事aiS業成類 (Hli和 3 8̃ 4 7年度 )
、、、 _  f 1 : 度
内 資R 、一一、一 -、

l
3 8  l 3 9

l

4 0 4 1 4 2 4 3 4 4  1 4 5  1 4 6 4 7  l 平 均

言i rf, 来 遊 成(千尾)

河 川 内 i商 薄 数(千尾)

そ '一 率 ( % )

? 組 魚 抽 i電 1 ' 1F -尾)
lll 比 ( -ll) )

字 報 魚 使 用  数(千尾)

使 用 率 ( % )

採 卵 数(千粒)

11lt平均採卵 数 ( 粒 )

仮 収 容 1l1l1 数(千粒)

海産卵 ( 千粒 )

収 容 卵 数(千粒)

収 / 仮 ( % )

ふ 出 尾 数(千尾)

ふ / 収 ( % )

始  解  尾  数(千尾)

絵 / ふ ( % )

始 / 収 ( % )

放 流 尾 数(千尾)

放 / 採 ( % )

3.7 6 9
3 6 1

9.6

1 7 3

4 8 . !

l 4 7

84.7

3 6 1 , 2 6 3

2.3 9 2

3 6 2.4 4 l
9 9 0

3 l 8 , 3 4 6

87.8

2 8 5.2 7 9

89.5

7 3 , 3 0 8

25 . 7

23.0

2 7 2.1 0 6
7 5 . 3

3.8 1 4
5 9 3

! 5 . 5

2 0 4

34.6

1 6 7

81.5

4 1 0.9 2 5
2.4 6 4

4 1 3.4 2 6
2.5 0 2

3 9 0.4 4 4
94 . 4

3 4 8 , 0 l 3

8 9 . 2

1 0 3 , 6 4 5

.

29.8

26.5

3 3 4.4 6 3

8 1.4

4.7 4 9
l 8 0 6
l

1 7 . 0

l 3 9 9

4 9 . 5

l 2 9 6

74.3

7 7 4. l 2 0

2,6 1 0

l
7 7 4.5 9 1

17 1

7 0 6.3 4 6
91.2

5 9 3.6 4 0
84.0

1 2 1 2 7 4

20.41 l 7 . 2

5 4 9 , 2 7 8

70.9

3.8 0 5
3 9 7

10.4

1 7 1

4 3 . 2

i 3 3

77.7

3 4 2 , 6 7 6

2 ,60  0

3 4 8.4 7 9
S , 8 9 5

3 4 8 , 4 6 9

99.9

2 8 9 , 0 9 6

83 .0

l 5 7.4 9 2
5 4 . 5

45 .2

2 7 2 . 0 3 6

79.4

4.5 0 l

5 9 2

13 .2

2 6 9

4 5 . 5

2 0 2

76.1

5 3 8.9 5 1

2.6 7 0
5 4 6 , 0 1 4

7.1 4 4
5 4 5.6 4 6
99.9

4 7 2.4 4 8
86.6

2 1 1 , 1 6 1

4 4.7

38 .7

4 3 4.7 2 9

80.7

2. l 3 8
2 3 6

1 1.0

1 0 4

44.0

8 9

85.6

2 3 5.0 8 6

2 , 6 5 0

2 4 1 , 6 9 8

6 , 6 6 0

2 4 1.1 1 4
9 9 . 8

2 l 5.9 7 6

89.6

1 9 2 , l 4 3

8 9.0

79.7

2 0 7 , 4 3 8

88 .2

4. l 7 3
S 7 8

1 3.9

2 2 3

38.6

1 9 9

89 .3

4 7 2.5 2 9
2、380

4 7 5.3 4 4
3 , 4 2 0

4 6 1.6 2 8
97.1

3 8 9 , 5 0 4

- 84.4

2 7 6 , 5 1 9

7 1.0

42 . 4

3 6 1.5 7 l
76.5

5.2 8 7

6 2 6

11.8

2 8 6  '

・1l 5.6

2 3 5

82.3

. 5 4 6 , 6 2 0

2 , 3 2 0

5 5 9 , 7 3 2

1 3 , 1 1 2

5 5 6 , 5 8 9

99.4

4 6 7 , 1 1 8

83.9

3 2 7 , 1 2 1

70.0

58.8

4 4 2.1 0 1
80 .9

7,6 5 2

8 4 5

1 l.0

3 4 4

40.6

3 0 9

90.1

7 5 1.7 5 5

2.2 l 0

7 6 0 , 9 6 3

9 , 2 0 8

7 4 8, 6 5 1

. 98.4

6 2 4.9 4 2

83.5

4 3 5.6 1 5
6 9 . 7

58 .2

5 7 5 .9 8 6

76.6

6.9 5 7
6 1 4

8.8

2 7 4

4 4 . 6

2 4 9

90 . 8

5 9 7 , 2 2 9

2.3 9 8
6 0 4.7 6 4

7 , 5 3 5

6 0 1 , 0 l 0

99.4

5 0 8.0 3 5

84 .5

3 7 6.9 6 9
7 4 . 2

6 2 . 7

4 7 5.8 0 5

79 .7

4.6 8 5
5 6 5

12.1

2 4 5

, l3.4

2 0 3

8 2 . 9

5 0 3.1 4 5
2.4 7 9

5 0 8 , 7 4 5

5.664

4 9 1.8 2 4
96.7

4 1 9.4 0 5
85 . 3

2 2 7.5 2 5

54 . 2

46 .3

3 9 2 , 5 5 1

78.0
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S 7 さけ增殖事業

l さけの沿岸来遊概況

昭和47年度の全道の来遊量(沿岸十河川) は、 6 9 5 . 7 万 尾で 、  これは、 戦後最高を言l1!録した前年

度 ( 7 6 5 . 2 万 尾 ) l こ 次 ぐ も のであった。その主群は、 3 41l二魚 で 3 3 5 万 尾 ( 4 8 . 2 % ) 回??し、 4?二

魚は、 2 7 0 万 尾 ( 3 8 . 9 % ) しか回帰がなく、また前'llt:度 l こ豊漁をもたらした 1 9 6 7年級の生残り

が、 5lif:魚 と し て 8 2 万 尾 ・ ( 1 1 . 8 % ) 回帰したため 5年魚としては多かつた。

河川内そ上数(捕獲数)は、沿岸の豊l1票lにもかかわらず、 6 1 . 4 万尾 l,l一 とどま り 、そ. ヒ率 8 . 8 %と

1 0 %を割り最低を記録した。

本年度の計画目標は、報魚捕獲数. 6 4 0万尾、採卵数、  6 億 6 千 5 3 3 万 粒 で 7 8 7」、(系、 8 5 捕 獲
採卵場で実施した。 これらの実績と前年度の対比は、 第 1表のとぉ りである。

第 1 表  事業計画と実續ならびll;1前有二度との比較 ・

,
l1又

昭 和 4 7 度

- l 9-

ul 1 和 4 6 f l 度 . 1 前 年 度 と の  1
l l
: l

一 ' '  1 計 . 画 数 実 續 l 達 成 率 % l 実 i・:i j 対 比 増 減 △ l

l_ _-- - -- ----: -一一一一1- - - -- ----一一

補 獲 数 ( 尾 ) 1 6 4 0.9 0 0 l 6 l 4.2 3 9 l  95 . 8 l 8 4 5 , 1 7 9 l △ 2 3 0 , 9 4 0a採 卵 数 ( 千 粒 )  6 6 5 , 3 3 8 l 5 9 7 , 2 2 9 l 89 .8  7 5 1 , 7 5 5 l 0 1 5 4 , 5 2 6 l1 l
放 流 数 ( 千 尾 ) l 5 4 7.7 4 1 l 4 7 5.8 0 5  86 .9  5 7 5 , 9 8 6 l △ 1 0 0 , 1 8 1 l

各海l1又の状況は次のとぉりであるo

(1)  ォホーツク海区

この海L)'1の沿岸来遊量は、 3. 4 6 3 . 8 千 尾 ( 沿 岸 3 , 2 4 8 , 8 千 i1毒,、河川 2 1 5 , 0 千尾 ) で 、 - l lll漁であ
つた前年度をも大幅lこ上理り、 2 i i:続きの大豊漁であった。沿岸域では、 ,斜細地区は斜里川、網走川系

群の回帰量が非常l,l_多かつたため270万尾と大豊漁であり、また、斜網地lメ以 l?の各地区も、 これら
地域の河川系群の回ll lf;が例1illより多かつたため好漁であった。 そして、 3 llt魚が主解であった。

河川内そ上数は、 2 1 5. 0千尾であり、一応計画数を上地つたが、多くの来遊最tがあった l Cもかかわ
t:、ず、. そ上率は、 6 . 2 % と 前年度 ( 4 . 4 % )をやや上廻つたが、 l 0 %を割つており来遊量の少ないと

きは、 必lll_:河川のそ上性の確保がlli1l難であり、 再生産lことつて好ましいことではないので、 こ の よ う な
時態が生じた場合ltは、 何らかの規制措置をとる必i要l1がある。

( 2 )  日 本 海 区

この海区は、 5 1 , 9 千尾 ( 沿岸 2 1 , 1 千尾 、河川 3 0 , 8 千尾 ) の来遊で 、前年度の 3 5. 0千尾と比較

すると 1 . 5 倍であるが、 往年の来遊量l,1一は程遠い。

河川内そ上数は多く30 , 8千尾が捕推され. そ上率は5 9. 4 % と非常 l l:高く石狩川をはじめ各河川と
も 4 年 魚 ( 6 4 % )が主群であった力'、厚沢部川は、 3 年 魚 ( 5 4 . 0 % ) が 主 群で あ ったo
この海区の沿岸漁i-1iは、 来遊量が少ないため漁業経営上から沿岸漁獲努力が弱く 2万尾程度しか漁推



されていないため、 河川内捕獲は、 3万尾であり、 半数以上がそ上しているo こ の よ う lC・多 くの河川そ

上があったことは、 最近におけるこの海区の増殖努力の強化を考え合せ、 この資源を大事に育てること

“:期待するところが大きいo

( 3 ) 根 室 海 区

この海区は、 1. 7 8 0 , 5 千 尾 ( 沿 岸 l , 6 8 4 . 1 千 尾. 河川 9 6. 4千尾)の来遊で、前 'l1l:度 ( 2 4 8 万
尾 ) lt_は及ばなかつたが、 この海区としては、好漁であった。しかし、地域によって差異がみられ・ 野
付半,島の北側は、 オホーツク海区系の漁控および標津川、 伊茶仁川系の魚群の多回帰などで好漁であっ

たが、 野付半島以南域は、 l内別川系をはじめ他河川系群の回帰が少なかつたため歯舞地区以外は., 前年

を大幅に下地lつた。

そしてこの漁現1lのうち、この海区で再生産された回帰魚は、 1 3 0万尾程度で主群は、 3 年魚で 5 9'

万 尾 ( 4 6 . 2 % ) で あ り 、  4 4-魚は、 5 1 万 尾 ( 3 9 . 8 % ) と 少 な く 5 年 魚 は 1 7 万 尾 ( 1 3 . 5 % ) と
例年より多く回1l1:,,した。
河川内捕家通は、 9 6. .i千尾と沿岸漁獲建' le:比し、そ上率も 5 . 4 % と前年度 ( 6 ・ 0 % ) を 下 廻 り、 この
海区のそ上率は、年々低下の傾向ll: ある o

( 4 )  襟裳以東海区

この海l要の来遊性は、 1 . 3 l 8. 3 千 尾 ( 沿 岸 1 , 0 8 3 , 4 千 尾 、 河川 2 3 4,9千尾 )であ り、前 i i:度

( 1 8 4. 6万是)の70%程度の来遊で、最近の平均水準であったo

この,,lii区の回帰角の9 0 % 以 .1:は、 十勝川系、?l路川系群が占めこの二大河川の回帰量lこよつて漁が
ii右される力 '、、 十勝川系詳の回用lが少なかったため大津、 厚内沿岸は漁が悪かつたo 自様より東側の各

地区は、金y ll路川系詳力、前 f可'並みの回a1.1があった。回帰1l1l1.は、 4 4 -魚が主群で 7 2 2. 2 千 尾 ( 5 4 . 8 % )
であり、 3 年 魚 群 は 3 5 l . 4 千 尾 ( 2 6 . 7 % ) と 少 な く 、  5 年 魚 詳 は 2 2 5. 9 千 尾 ( 1 7・ 1 % ) と 例i li
より多<回帰した。

河川内1111職事:1t.は、 2 3 4 . 9千尾で、前年度の半分lこ と どま り 、そ上率も 1 7 . 8 % と と 前 年 度 ( 2 8 . 3
% ) を大群;にドll連lつた。このうち 5 5 . 5 %は、十勝川系で占め、次いで;il l 路川系 ( 3 9・ 5 % ) で あったo

また、辺1,,1ll一牛川は、 8 . 1 千 ,尾で、その他の河川は性少であった o

( 5 )  襟裳以西海区

この海区の来遊?は、 3 ,l 2. 6 千 尾 ( 沿 岸 3 0 5. 5 千尾 、河川 3 7 , 1 千:尾)と,前1if :'度 ( 4 7. 4万尾)

の 7 o%程度の漁であった。 しかし、 この海区の再生産資源は4' 々 ;tl .t加の傾向にある力、多獲地域であ

る日高沿1j1は、 f停袋以東海区系群が余り回遊しなかったため、 前 'ft-度を下廻り媒.基沿岸が最もその影響
を受けた。 胆振地区、 津軽海峡地区は前年-並み、 噴火湾地t9.、 鹿部、 南茅?地区は前1it:'度を上理る好漁
であった o

河川内描;'基は、 3 7 , 1 千11Elと前年度 ( 3 2 , 8千尾 )を若干上廻つた。また、そ上率も 1 0 . 8 %と始め

て 1 0 %台を上理つた。

-2 0-

2 沿岸漁業と再生産用親魚の確保

北海道沿岸l,:;おlナるさlナ漁業は、その大部分がさlナ定置網漁業l ,l:よって占められているが、 この資源

の再生産は人工ふ化事業lこよって維持されている。

現在、 沿岸来遊資源の回帰率は1. o %程度であり、 現状におlナる再生産効率を勘案すれば、 或一定:'
の沿岸来遊量を維持するための再生産用報魚量は14.2 % と算定される。即ち、沿岸来遊量が10  0 万

尾あり、この水準を維持するとしてゆくものと想定した場合の必要観魚数は14 .2万尾となる。 (これ

からの稚魚1i:産放流尾数は1億尾となる。 ) しかし、 現状では沿岸lc.おl十る漁獲努力が大きな影響を与

えているo

沿岸のさlナ資源を安定したものとするためl,l一は、 河川そ上率を云云することよりも親魚の絶対必要量

の確保が誤題となる。

本 ff:'度の沿岸来遊量は6 9 5 . 7万尾と戦後2番 l=lの成績を記録した。河川内規魚捕渡数は61.4万尾

と計画善 ' t ( 6 4 . 1万尾 ) l こ対して9 5 . 8 % と目標を達成できなかつた。そ l : : 率では 8 . 8 % と 1 0 % 台を

大きく下1llD!つた。

各海区lこおいて秋さlナを対象とした定置網の許可統装lltついては全道計51 2力統があり、その支庁

1lllL 海区別の内訳は第2表のとおりである。

第 2 表  9l1l 和 4  7年'度さけ定置網の許可統数

海 区 支 庁 支庁 別統 班r 海区別統数

細 走

宗 谷

留 兩

石 狩

1 0 6
オ ホ - ツ ク 1 3 0

3 5

1 5

目 本 1 6 4 8

後 志

檜 山 '

6

根 室 1 0 6

根 室 1 2 0

標 裳 以 東 1 1 3釧 路 6 2

十 勝 2 9

日 高

胆 振

8 1

2 6
標 裳 以 西

渡 島 1 6
l 1 5

計 5 1 2 5. 1 2

-2 1-



第 3 表  海区別のさけ沿岸漁獲数、 河川捕獲数、 河川そ上率

1 9 6 7

4 2 年 度

1 9 6 8

4 3 年 度

1 9 6 9

4 4 年度 '

1 9 7 0

4 5 年 度

1 9 7 1

4 6 年 度

1 9 7 2

4 7 年 度

オ
ホ
l
ツ
ク
海
区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

1. 3 1 7

4 8

1 , 3 6 5

3 . 5

7 6 9

3 3

・ 8 0 2

4 . 1

1. 3 2 1

1 7 7

1. 4 9 8

1 1 . 8

l , 3 6 3

2 2 1

1. 5 8 4
1 4 . 0

2 , 6 9 l l 3. 2 4 9
1 2 3 1 2 1 5

2. 8 1 4 l 3. 4 6 4
4 . 4  6 . 2

日

本

海

区

沿 岸

河 川

合 計

そ ・ 上 率

4 7

1 2

5 9

2 0 . 3

3 3

1 7

5 0

3 4 . 4

1 5

9

2 4

3 7 . 5

9

7

l 6

4 3 . 8

1 8

1 7

3 5

4 8 . 6

2 1

3 1

5 2

5 9 . 4

根

室
海

区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

1. 4 4 0
1 6 3

1 , 6 0 3

1 0 . 2

5 6 1

8 6

6 4 7

1 3 . 3

9 9 9

1 8 9

1. 1 8 8

l 5 . 9

1. 9 2 4

1 l 3

2. 0 3 7

5 . 6

2. 3 3 4

1 4 9

2. 4 8 3

6 . 0

1 , 6 8 4

9 6

1 , 7 8 0

5. 4

標
集
以
東
海
区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

8 0 3

3 5 3

1 , 1 5 6

3 0 . 6

3 2 9

8 5

4 1 4

2 0 . 5

9 7 7

1 9 1

1. 1 6 8

1 6 . 4

1 , 1 4 3

2 6 2

1. 4 0 5

1 8 . 7

1 , 3 2 3

5 2 3

1. 8 4 6

2 8 . 3

1 , 0 8 3

2 3 5

1 , 3 1 8

l 7 . 8

標
装
以
西
海
区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

3 0 2

1 6

3 1  8

5. 0

2 1 0

1 5

2 2 5

6 . 5

2 8 3

1 2

2 9 5

4 . 1

2 1 3

2 3

2 3 6

9 . 8

4 4 1

3 3

4 7 4

・7. 0

3 0 6

3 7

3 4 3

1 0 . 8

全

道

計

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

3 , 9 0 9

5 9 2

4 , 5 0 1

1 3 . 2

1 , 9 0 2

2 3 6

2. 1 3 8

1 1 . 0

3 , 5 9 5

5 7 8

4 , 1 7 3

1 3 . 9

l 64, 5 1

6 2 6

5 , 2 7 7

1 1 . 8

ti, 8 0 7

8 4 5

7. 6 5 2

1 1 . 0

6 , 3 4 3

6 1 4

6. 9 5 7

8 . 8

註 l .  千尾未満の数字は四描五入してまとめた。 ・

2. 河川そ上率とは、河川捕獲数÷(沿岸漁撞数十河川捕渡数 )である。

-2 2-

沿岸、 河川(千尾)
単位 {
そ 上 率 ( % )
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第 1 図  海 区 別 事 集 成 構
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第 6 表
-t・一 ・ - , -

l l f l和47年 解区別さlナ事業成類集計表

魚

率

、、 項 目
、、、
、、
、
、、、

海 区 、、、.

捕 獲 採

1'1ll 券i ? 1 性 l 率親魚  1 率組i
--; 一「一;一「 計一 l 率 比 1 使用数  l 使 用 i: ' l ' l

l 尾 l 尾 l 尾 : f 1 尾 jオホーツク海区 1 0 2.2 7 1 1 1 2.7 3 7 l 2 1 5.0 0 8 l 4 7 . 6 j  9 9.4 0 0  9 :

' ! 1 : i l
日 本 海 区 l 1 4.1 9 6 l 1 6.6 4 3  3 0.8 3 9 l  46.0 l l 2.0 7 2 l . S 1
根 室 海 区 1 4 8.4 2 1 l 4 7 , 9 8 5 l 9 6.4 0 6 l 50.2 4 7.0 2 0 1 9 '

・ l : .

i藤裳以東海区 l 9 4 , 8 0 6 1 l 4 0 , 1 0 2 l 2 3 4 , 9 0 8 1 40.4 , 7 8 , 0 3 7 l 8 :

機集以西海区 l 1 4.6 3 6 l . 2 2.4 4 2 1 3 7.0 7 8 l 3 9 . 5 j 1 2.4 9 8 l 81

合 計

前 任 費'

2 7 4.3 3_0 j 3 3 9 , 9 0 9 l 6 1 4.2 3 9 1 44.7 l 2 4 9.0 2 7 l 9 (

l l : ; l
t A t a A A、? 0 1 ?・? : a A ? 1 ' l 〇 : l ll 9 l i 0 〇 a 1 9 i 〇 l

%_

7 . 2

5.0

-
-

l
I
f-
:

．

一

1

3

4

一
8

7

2

5
1

0

0.1

/
/
/

合

第 7 表  a目和4 7 イ「度支場別さl -t・事業成戦集計表
項 月

計

前 f l二・ 度

4. .9

補 獲 採

9,0

、、、 1 fili 獲 数 1
、.、、 l_ ____ __ ___ _. _1 __ _---._- 1 字性比

l ii.i 区 、、、 l 率 l 容 I 計 1

字 親 魚

使用数

字規魚

使 .用率

l 尾 ! 建 l 尾 l  %

北 見 支 場 l 9 3.6 l - l 1 l 0 3.7 9 3 l 1 9 7.4 8 4 l 47.4

..! : l
根 室 支 場  -l 8.4 2 1 1  ・ l 7 , 9 8 5 ,  9 6.4 0 6  50.2

i 1 1 1
十 勝 支 場 l 9 4.8 0 6 l l 4 0 , 1 0 2 l  2 3 4.9 0 8 , 40.4

場 l l l l天 塩 支  1 3 , 0 4 7 .  1 4.2 3 2 l  2 7.2 7 9 l 47.8

' l l 1

千 救 支 場 1 1 0.0 2 7 1 1 3.8 8 7 1 2 3.9 1 4 1 41 .9

- , l ' i ;渡 島 支 場  1 4.3 3 8 1 1 9.9 1 0  3 4.2・ l 8 l  4 1.8
l ' l l

尾 1 %
9 l , 2 9 7 l 9 7.4

:

4 7 , 0 2 0 l 97.1

・ l

7 8.0 3 7 j 8 2.3
l

1 0.9 8 4 l 84.2
l

8.5 5 0 l 85.3
i

1 3.1 3 9 l 9 1.6

A ! 1 l , l計 2 7 A 3 a 0 ,  a a a 0 0 0 6 1 A つt ,0 . I A 1 つ . l 〇 0 つ '' o l、a0l

-2 6-

卵 成 . 積 ふ 化 放 流 成 城

平均採卵数 採 卵 数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

粒
' 2 , 1 9 5

2.8 5 8

2.3 1 4

2.6 7 5

2.1 5 9

・ 千粒

2 l 8 , l 7 6

3 4.5 0 4

l 0 8.8 1 7

2 0 8 , 7 5 1

2 6.9 8 1

千粒
1 7 5. 9 8 0

5 4 , 5 9 1

1 3 4.3 0 9

1 7 8 , 1 1 2

5 8.0 1 8

千尾
1 4 2 , 4 9 2

4 6.4 9 3

1 1 8.1 8 1

1 l l l 2.7 3 4

4 8. l 3 5

%
81 .0

8 5 . 2

88 .0

85 .0

83 .0

千尾
1 3 4.0 8 6

3 9 , 1 6 9

1 l 5.1 5 9

1 4 3 , 7 0 5

4 3.6 8 6

9. l̃1 .12

8 . l 6̃1219

9. 1̃1.15

9. 1̃1231

8. 1̃ l231

3. 1 6̃. 1

2. 1̃6.30

3. 1̃5 .31

2.15̃5.31

2 . ! 0̃5 .15

二:: ::=:に二: 6 0 1 , 0 1 07 4 8.6 5 1 ::g:: 84.5

83.5

・ 4 7 5.8 0 5

5 7 5.9 8 6

2. 1̃6.30

3. 3̃6.20

卵 成 積 .i, 化 放 流 成 i9t

平均l1来卵数 採 卵 数 実施期間 収容卵数 ,i,出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

粒
2.1 2 6

2 , 3 l 4

2 , 6 7 5

2.9 3 3
2.7 5 8

2.2 4 7

千粒
1 9 4.3 2 9

1 0 8.8 1 7

2 0 8 , 7 5 1

3 2.2 2 l

2 3 , 5 8 5

2 9.5 2 6

千粒
1 5 7.1 0 3

11 3 4.3 0 9

1 7 8.1 1 2

4 1 , 0 1 1

4 5 , 8 5 7

4 4.6.1 8

千尾
1 2 5 , 4 8 7

1 1 8.1 8 1

1 5 2.7 3 4

3 6.9 5 3

3 6.8 0 8

3 7.8 7 2

%
79 .9

88.0

85 .8

9 0 . l

80.3

84.9

千尾
1 1 8.8 1 6

1 l 5.1 5 9

1 4 3.7 0 5
2 9.8 8 6

3 4.0 1 9

3 4.2 2 0

g. 1̃1.1 0

9. 1̃1 .15

9. 1̃1231

9. 1̃ l 2 2 8

8. 1̃1230

9. 1̃ l 2 3 l

3. 1̃5.31

3. 1̃5 . 3 1

2 . 1 5̃ 5.31

3 .15̃6 .30

2.28̃5 .28

2. 1̃5.23

2 , 3 9 8

2.4 3 0 ::二:に:::
6 0 1 , 0 1 0

l 7 4 8.6 5 1 ::g:: l :: 4 7 5.8 0 5

5 7 5.. 9 8 6

2. 1̃6 .30

3. 1̃6.1 5

- 2 7-



第 8 表  昭 和 4  7年度海区 ・水系別さけ親魚捕撞 ・採卵成績表

海区 水 系
1 ;識 ;ll
l 採卵場1業i 補 1服 数 使 用 親 1l

3率 1 0 計 率

ル シ ヤ

岩 尾 別

表:: 第 別

斜 里

親 琴

細 走

//

小 計

能 取 湖

常 昌

ライトコo

佐呂問別

翻 別

活 滑

深 興 部

i環 内

徳 志 別

北見幌別

頓 別

尾
0

1.9 2 3
1.8 0 3
2 5.6 l 4

5 9 2

2 1.2 4 7
5 5

2 l , 3 0 2

5 1

3.1 7 3
7 8

9 6 8

3 2 , 3 7 5

4. l 8 3

9 9

l , 5 3 0

5.7 2 7

1.1 7 3
1 , 6 8 0

尾
0

1 , 9 7 9

l 1 , 7 1 8

2 6.0 6 6
4 4 8

2 2 , 4 5 8

2 5

2 2 , 4 8 3

1 0 3

3.1 5 1
4 6

8 1 4

4 0 , 0 2 7

4.4 1 5

9 7

2 , 4 4 6

5.4 9 3

1 , 7 9 9

1.6 5 2

尾
0

3.9 0 2
3.5 2 l

・ 5 1.6 8 0

1.0 4 0
4 3.7 0 5
8 0

4 3.7 8 5
1 5 4

6 , 3 2 4

1 2 4

1.7 8 2
7 2.4 0 2
8.5 9 8

1 9 6

3.9 7 6
1 1.2 2 0
2.9 7 2
3.3 3 2

?ii) 1 生al ,. 2 3  5 5 2

l , 7 7 1  6 3 1

2 4.9 5 8  8,8 7 4
i

5 7 7  2 4 2

2 0.2 5 3  8.3 8 8
5 5  2 5

2 0.3 0 8 l 8 . 4 1 3

9 1 9

3 , 1 6 4  1.0 3 9
7 8  3 6

9 3 7  2 7 1

3 1 , 7 8 9  9 , 3 6 0

4 , 1 6 4  1 , 3 0 2

9 3  5 7

1.5 2 6 l 5 2 3

5.4 0 3 l 2 , 5 2 8

1 , 0 2 3 l 3 7 1

1 , 6 7 7 1 1.3 0 3

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 義 別

斜 里

藤 琴

細 走

西 網 走

能 取 湖

常 呂

ライトコロ

佐昌間別

構 別

活 滑

深 興 部

環 内

德 志 別

北見幌別

頓 別

岩 尾 別

//

斜 里

//

藻 琴

細 走

//

解 走

北 見

//

//

場 別

活 滑

//

,配 内

德 志 別

歌 登

領 別

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 0 2 , 2 7 1

6 3.0 7 5
1 1 2.7 3 7
6 0.2 0 7

2 l 5.0 0 8
1 2 3.2 8 2

9 9.4 0  0
6 0.8 0 3

3 5 . 5 1 l

2 1.0 1 9
增 幌

天 塩

//

小 計

オビラシ°'、

B・ 寒 別

石 狩

余 市

朱 太

利 別

厚 沢 部

增 幌

天 塩

ド 中 川

オビラi/べ

器 寒 別

西 越

余 市

朱 太

冷 水

厚 沢 部

中 川

天 塩

中 川

中 川

天 塩

千 演

//

尻 別

利 別

1l 事沢部

4 8

1.8 4 1
1.7 7 9
3.6 2 0

2

7 9 7

6.0 7 3
4 7 5

1 3 8

1 , 2 2 3

l , 8 2 0

6 2

2 , 6 6 0

」 , 5 6 0

4. 2 2 0

9

9 9 7

6 , 8 2 6

4 0 4

l 6 0

1 , 1 0 l

2.8 6 4

1 1 0

4.5 0 1

3.3 3 9
7.8 4 0
1 1

1 , 7 9 4

1 2 , 8 9 9

8 7 9

2 9 8

2.3 2 4

4.6 8 4

4 7 1 6 1

3 5 1 1 6 6

l
1.7 1 2 l 4 7 5

2 , 0 6 3 l 5 4 1
l
0 l  0

l
7 7 l  4 3 6

5.5 9 7  1 , 4 4 6

4 4 8  1 2 5

1 3 0  7 7

1 , 2 0 7 l 5 0 4

1 , 8 0 9 1 9 1 5

日

本

海

l

区

1 本 年 度
海 区 計 l

1 前 年 度

1 4.1 9 6  l 1 6 , 6 4 3 l 3 0 , 8 3 9
l ,

6 , 4 6 4  l 1 0.3 8 8 l 1 6.8 5 2
1 2 , 0 7 2

5.4 6 9
4. l 0 5
1.9 9 3

-2 8-

魚 数 率親魚

使用率

平 均

採卵数
実 施 期 日採 卵 数 增減卵数 l 仮収容卵数

1計

尾
0

2.4 7 5
2.4 0 2
3 3 , 8 3 2

8 1 9

2 8 . 6 4 1

8 0

2 8.7 2 1

1 8

4 , 2 0 3

1 1 4

1 , 2 0 8

4 1 , 1 4 9

5.4 6 6

1 5 0

2 , 0 4 9

7 , 9 3 1

1 , 3 9 4

2.9 8 0

千粒
0

4.1 7 9
3.4 4 9

5 0 , l 6 3

1 , 4 7 8

4 8.0 1 7

1 l 8

4 8.1 3 5

1 4

6 , 9 4 3

2 8 0

1 , 9 0 6

6 4.0 9 8
9 , 7 6 9

1 8 9

3 , 7 2 6

1 6 , 0 4 7

2 , 9 4 4

4.8 5 6

千粒

海 1 , 2 0 0

千粒
0

5.3 7 9

3.4 4 9
5 0 , 1 6 3

1.4 7 8

4 8.0 1 7

l 1 8

48.1 3 5

1 4

lll.5 0 3
2 8 0

1 , 9 0 6

6 5. 9 2 0

9 , 7 6 9

1 8 9

3 , 7 2 6

1 6.0 4 7
2.9 4 4
4.8 5 6

%
0.0

1 0  0.0

98.2

9' l1.4

9 7 . 5

95.3

1 0 0 . 0

95 .3

17.6

99.7

l 0 0 . 0

96 .8

98 . 2

9 9.5

93 . 9

99 .7

9 4 . 3

87 .2

99.8

粒
0

2 , 1 7 3

1 , 9 4 7

2 , 0 1 0

2 , 5 6 2

2 , 3 7 1

2.1 4 5

2.370

1 , 5 5 6

2. l 9 4

3.5 9 0 '
2.0 3 4

2.0 l 6

2.3 4 6
2 , 0 3 2

2 , 4 4 2

2 , 9 7 0

2 , 8 7 8

2 , 8 9 6

9. 1̃ 1 1 . 3 0
1 0 .  1̃ 1 2 . 3 i
9. 2 0̃ 1 2 . l 4
9. l~ l 2 . 2 5
9. 2 0̃ 1 2 . 2 0
g. 1̃ l .  g

1 1. 2 5̃ l 2 . 2 0
g. 1̃ l g

1 0 . 1 0̃ 1 1. 2 4
9. 1̃ 1 2 . 2 l

1 0 . 2 1̃ 1 1 . 1 7
1 0 .  1̃ 1 2 . 2 2
9. 1̃ 1. 1 2

9 . 2 1̃ 1 2 . 2 9
l 0 .  5̃ 1 2 . 2 7

9 . 1 0̃ 1 2 . 2 0
9. 1̃ 1 2 . 1 8
9. 5̃ 1 1 . 1 7

9 . 2 1̃ 1 1. 2 6

海 S 6 0

海 1 , 8 2 2

1 3 4.9 1 1

8 1.8 2 2
2 1 8. l 7 6

1 4 1 , 5 5 8

海 3.5 8 2
海 4.7 7 9

2 2 1 , 7 5 8

l 4 6.3 3 7
97.2

96.4

2.1 9 5

2 , 3 3 0

9. 1̃ 1 . 1 2
9. 1~ 1. 2 3

1 0 8

4 1 7

2 , 1 8 7

2 , 6 0 4

0

1 , 2 0 7

7 , 0 4 3

5 7 3

2 0 7

l , 7 1 1

2 , 7 2 4

1 l 0

9 7 0

5.1 4 9

6.l 1 9
0

2.1 4 5
1 5.6 1 8

l.4 2 2
3 2 5

3.8 2 0
4.9 4 5

1 l 0

9 7 0

5 , 1 4 9

6 , 1 1 9

0

2 , l 4 5

1 5.6 1 8
l.4 2 2
3 2 5

3.8 2 、)
4.9 4 5

97.9

19.1

96.2

57.0

0.0 '

96.7

92.2

9 4 . 3

94 . 2

9 8 . 7

99.4

2 , 3 4 0

2.7 6 4

3,0 0 8

2.9 6 6
0

2 , 7 8 2

2.7 9 0

3.1 8 0

2 , 5 0 0

3 , 1 6 5

2.7 3 4

9. 2 1̃ 1 0 . 3 1
9. 7̃ l 0 . 2 6

9. 1̃ 1 2 . 1 0

9. 1̃ 1 2 . 1 0

9 . 1 0̃ 1 2 . 1 9

9 . l 7̃ 1 1. 2 0
8 . 2 0.̃ 1 l . 2 8
9. 8̃ 1 1. 3 0
9. 1̃ 1 2 .  1

9 . 1 1̃ 1 1 . 2 0
9 . 2 !̃ 1 1 . 2 5

1 6.1 7 7
7 , 4 6 2 := J 4.5 0 4

l 4.3 6 9
85 .0

84.6

2.8 5 8

2 , 6 3 0

8 . 1  6̃ l 2 . l 9
8. 2̃ 1 2 . 2 0

-2 9-



海区 水 系
捕 1境t

採卵場

所 . . 書

事業場

. 浦 . 獲 数 . .使 . 用 .  報

率 31 l 計 率 10

l・ ル サ1 f 自
柏 別

根 元 崎 無 異

- 崎 無 異

l 1震 別

l 古 多 械

室 l 忠 類l 伊 茶 仁
標 津

//

l 小 計
海 l・ 当 晩

l
春 別

・ 床 丹・

西 別

区 矢 自 .別l 風 蓮
別 当 賀

l 想 香

ル サ 1 羅 自 l 4 o程 l 3 7見 l a 3 8量 l 2 if
程 自 ″ 1 4.7 9 1 l 2 ,641  7.4 3 2  4.2 8 2 l  l , 9 9 2
植 別l  " 1 2.0 9 4 1  1 , 2 1 6  3.3 1 0 -  l , 9 9 8 l 1 , 0 2 9

l 1 '
元崎無異 ″ 1 1 , 3 2 6 6 6 4 l 1.9 9 0 l 1 , 2 5 1 1 5 2 4

崎 無 異 1 ″ : 1 ,131  6 4 0 '  1 , 7 7 1 l 1.0 6 1 1 . 4 8 5
素 別 i 素 別l 2 , 4 7 l l 9 4 7 l 3 , 4 l 8  2 , 3 8 6 l 9 2 3

古 多 様 l 伊 茶 仁 1 3 4 9  2 7 6 l 6 2 5 1 '3 0 3 l 1 6 1

忠 類 l ・// 1 9 6 1 l 4 7 8 1 l , 4 3 9  9 5 7 1 3 4 8

伊 茶 仁 l ″ l 4 , 3 l 9 l l.7 4 3 1 6.0 6 2  4 , 2 9 5 l 1.4 5 2
・ i 1 '標 津 ,根  室 : 1 2.9 7 6 l 2 0 , 0 1 9 i 3 2.9 9 5  1 2.8 9 5 t  5.4 3 6
3 1 線 l 中 標 津 1 7 8 l 8 9 1 1 6 7 1 5 8 1 4 1

l l ・ l l ij 1 3 0 5 4  2 0 1 0 8 1 3 3 1 6 2  1 2 9 5 3 ・ 5 4 7 7

当 幌 l 計 根 別 l i 3 2 7 l 1:8 4 l 2 8 i 1 l 1.2 8 1 1 9 3 1l春 別 lj ・″ 1 3 4 8 1 2 4 2 1 5 9 0  3 4 8  2 4 2

床 丹 l ″ 1 7 1 7 l 6 6 2 l 1.3 7 9 l 7 l O j 6 5 8

西 別 l 虹 別 l 1 3.6 2 1 : 1 4.5 2 0 l 2 8.1 4 1 :l 1 3.5 1 1 l 5 , 6 8 6

矢 臼 別 l 浜 中 l 5 6 l 3 2 1 8 8 i  4 7  2 2

?、i事l l lM91″床 l = 1 1::: =: :;: l ;:;
l l l

構 香 l ″ l 7 6  5 4 _ l 3 0  5 9  2 6

本 年 度 1 l 4 8.4 2 1
前 年 度 1 . l 7 5.6 4 1

4 7.9 8 5
7 3.5 4 5

9 6.4 0 6
1 4 9 , 1 8 6

4 7.0 2 0
7 3 , 9 3 6

2 1 , 1 5 9

3 1 , 8 3 7
l 海 区 計
1l 幌 戸

l 別寒辺牛
1 釧 路

線 l チョロぺツ

1i 1i集 庶 路

海海 十 勝
l-

区 l , ″
l :
l

lei 戸 l 太 田 1 ! 0 8

厚 岸 1 ″ 4.3 6 7

釧 路 1 釧 路 3 7.6 7 4
チョロぺツ 1 ″ 4 9

lal 寒 , 阿  寒 2 0

- l庶 略 將  居 4 6

l茶 路 ″ 8 4
1

音 別 1 ″ , 3 2

打 内 l十 勝 l 1 8.6 1 9
利 別 l 幕 別 l 2 0 3

東 3 3 号 l ″ l 2 , 7 12
l ,* 別 ; ″ l 6 , 5 8 8

1 0 6 l 2 1 4 l . 7 2 l 3 2

3 , 8 0 5 l 3.1 7 2 j 4.0 5 3 i  1 , 3 0 7
l l
15 5.1 9 1 9 2 , 8 6 5 l 3 1 , 2 1 3 1 1 , 5 9 1

l i

7 2 ,  1 2 l  2 7 1・ 1 7

i ・

5 4 l 7 4  1 7  5

1 9  6 5  1 9  5

1 9 3 l 2 7 7  6 8  l 7

i
6 3 8  3 1 l , 6

' 2 8.4 7 6 . 4 7 , 0 9 5  1 0 , 9 5 0  1 , 5 3 2

l5 0 1 . 7 0 4 . l 1 4 1  ・ 6 0

l l

3.4 7 4 l 6 , 1 8 6 : 2.5 4 6  6 3 2
l ' l

7 , 6 5 5 1 1 4.2 4 3 : 6 , l 9 7 1 1 , 2 3 8

-3 0- -3 1-

illl. 報 率銀魚

使用率

平 均

採卵数計
採 卵 数 增減卵数 -ii.収容卵数 実 施 期 日

尾
6 2 7

6 , 2 7 4・

3.0 2 7
1 , 7 7 5

l , 5 4 6

3.3 0 9
4 6 4

l.3 0 5
5 , 7 4 7

1 8.3 3 1
9 9

・ 1 8.4 3 0
2.2 l 2
5 9 0

1 , 3 6 8

l 9.19・7
6 9

7 2 2

1 , 4 3 2

8 5

千粒
7 2 3

9 , 8 8 8

4 , 6 6 4

2.6 9 4
12l.4 4 8
5 .755

6 5 6

2 , 2 5 6

1 0 , 3 0 3

2 9 , 4 9 8

1 3 0

2 9 , 6 2 8

2 , 6 9 4

8 0 5

1 , 754

3 1 , 2 7 0

9 7

1 , 3 5 0

1 , 6 9 8

1 3 4

千粒 千粒
7 2 3

9 , 8 8 8

4.6 6 4

2.6 9 4
2.4 4 8
5.7 5 5

6 5 6

2.2 5 6
1 3.1 3 7
2 9 , 4 9 8

! 3 0

2 9.6 2 8
2 , 6 9 4

8 0 5

1 , 9 9 0

3 1 , 2 7 0

9 7

1 , 3 5 0

1 , 6 9 8

4 0 6

%
95.3

89.4

95.4

94.3

93.8

96.6

86.8

99.6

99.4

. 99.4

74.4

99.2

96.5

! 0 0 . 0

99.0

99.2

83.9

78.5

94.2

7 7.6

粒
1 , 8 8 3

2 , 3 0 9

2 , 3 3 4

2.1 5 3
2.3 0 7
2 . 412

2 , 1 6 5

2.3 5 7
2.3 9 9

2 , 2 8 8

2 , 2 4 2

2.2 8 7

2.1 0 3

2.3 1 3

2.4 7 0

2.3 1 4

2.0 6 4

2.6 2 1

2 , 5 0 1

2 , 2 7 l

1 1. l̃ 1 2 . 2 5

l 0 . 2 0̃ 1 2 . 2 6

9 . l 5̃ 1 2 . 2 3
! 0 .  3̃ 1 2 . 2 3

1 0 .  1̃ 1 2 . 2 3

9 . 2 6̃ 1 2 . 2 5
l 0 .  3̃ 1 2 . 2 3

9 . 1  l̃ l 2 . 2 5

9 . l 1̃ l 2 . 3 1
9. 1̃ l 7

1 0 . 2 1̃ 1 2 . 1 0
・9. 1̃ 1 7

9. 1̃ 1 2 . :3 1

9 . .  1̃ l 2 . 3 1
9 . 1 0̃ ! 2 . 2 0
9. l̃ 1 . 1 5

9 . 2 1̃ 1 1. l 3

9. 1̃ 1 1 . 2 1
9. l̃ 1 2 . 1 0

9 . 1 1̃ 1 1. 3 0

海 2 , 8 3 4

海 2 3 6

海 2 7 2

68.1 7 9

l 0 5.7 7 3
1 0 8・l 7
1 7 4.0 5 3

海 3 , 3 4 2

海 2.0 9 9

1 1 2 , l 5 9

l 7 6 , 1 5 2

9 7 . l

97.7

2.3 1 4

2.3 5 0

9. 1̃ 1. 1 5
9. l̃ 1. 2 2

1 0 4

5.3 ti 0

4 2.8 0 4
4 4

2 2

2 4・ 8 5

3 7

1 2 , 4 8 2

2 0 1

3.1 7 8
7.4 3 5

1 7 3

1 1 , 4 l 1

8 4.1 2 3
7 5

4 2

5 0

1 7 7

9 7

2 9 , 4 1 3

3 1 3

6.7 2 0
、 1 6.3 54

1 7 3

1 1 , 4 1 1

8 4. l 2 3
7 5

4 2

5 0

1 7 7

9 9

2 9 , 4 1 :3

3 1:1

6.7 2C
1 6 , 3 5 , l

66.7

92.8

82.9

55.l

85.0

4 1.3

8 1.0

96.9

58 . 8

l 69.5

93.9

94 . 1

2 , 4 0 3

2.8 1 5

2 , 6 9 5

2.7 7 8
2 , 4 7 1

2 , 6 3 2

2.6 0 3

.1;.1 9 3

2.686

2 , 2 2 0

2 , 6 3 9

2 , 6 3 9

9. l̃ 1 l . 2 0
9. 8̃ ! l. 2 0
9. 3̃ ! 2 . 2 1

9. 2 1̃ 1 2 . 2 0

9. 3̃ 1 0 . 2 0

9. 1̃ l 2. 2 0

9. 1 1̃ 1 1. :L 7
9 . 2 1̃ 1 1 .  6

9. l 0 ̃ l 1. 2 1

9. 2 4̃ 1 0 . 3 l

9 . 1 0̃ 1 0 . 2 0

9 . 1 0̃ 1 2 . 2 0

__」





第 9 表  昭和 4  7年度支場・事業場別さけ親魚捕獲・採卵成積表

捕 . 獲 数 使 用 ・親 魚 数

支場 事 業  場
率 0 計

尾
3 , 9 0 2

5 5.2 0 1

1.0 4 0
4 3 , 9 3 9

8.230

7 2.4 0 2

8.7 9 4

3.9 7 6

率

尾
1 , 9 2 3

2 6 , 7 2 9

5 7 7

2 0 , 3 1 7

4.1 7 9

3 1 , 7 8 9

4.2 5 7

1 , 5 2 6

合 計

尾
2.4 7 5

3 6.2 3 4

8 1 9

2 8.7 3 9

5.5 2 5

4 1.1 4 9
5. 6 1 6

2.0 4 9

尾
1 , 9 2 3

2 7 , 4 1 7

5 9 2

2 1 , 3 5 3

4.2-19

3 2 , 3 7 5

4.2 8 2 .

1 , 5 3 0

尾
1 , 9 7 9

2 7 , 7 8 4

4 4 8

2 2 , 5 8 6

4.0 1 1

4 0 , 0 2 7

4.5 l 2

, 2 , 4 4 6

尾
5 5 2

9 , 5 0 5

2 4 2

8 , 4 2 2

1 , 3 4 6

9 , 3 6 0

l , 3 5 9

5 2 3

北

見

支

場

岩 尾 別

斜 里

藤 琴

細 走

北 見

場 別

活 滑

幌 内

計
本 .  年 度

前 年 . 度

9 3 , 6 9 1

' 6 0 , 7 7 4

1 0 3 , 7 9 3

5 6 , 4 9 1

5.5 3 7

9 4 7

2.4 9 7

2 0. l 0 8

2.3 8 8

1 4. 5 2 0

6 2 0

1.3 6 8
4 7 , 9 8 5

7 3.5 4 5

1 9 7 , 4 8 4

1 1 7.2 6 5

1 5.2 8 2

3.4 1 8
8.1 2 6

3 3.1 6 2

4.7 8 0

2 8.1 4 1

1 , 3 3 2

2.1 6 5

9 1 , 2 9 7

5 8.7 5 4

8.9 7 6

2.3 8 6

5.5 5 5

・1 2.9 5 3

2.3 3 9

1 3 , 5 1 1

5 6 2

7 3 8

4 7.0 2 0
7 3.9 3 6

3 1.3 0 9

2 0 , 2 3 6

1 2 2 , 6 0 6

7 8.9 9 0

1 3.2 4 9

3 , 3 0 9

7 , 5 1 6

18.4 3 0

4 , l 7 0

1 9 , 1 9 7

7 9 1

1 , 5 l 7

6 8.1 7 9

1 0 5.7 7 3

羅 自

意 別

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

9 , 7 4 5

2 , 4 7 1

5.6 2 9

l 3.0 5 4

2 , 3 9 2

1 3.6 2 1

7 1 2

7 9 7

4 8 , 4 2 1

7 5.6 4 1

4.2 7 3

9 2 3

1 , 9 6 1

5.4 7 7

1 , 8 3 1

5.6 8 6

2 2 9

7 7 9

根

室

支

場

計
本 年 度

前 年 度

9 6 , 4 0 6

l 4 9.1 8 6
2 1.1 5 9

3 1 , 8 3 7

太 田

割 路

B 居

阿 寒

十 勝

札 内

基 別

大 樹

4.4 7 2

3 7 , 7 2 3

1 6 2

2 0

1 8 , 6 1 9

・ 2 3.2 8 0

9 , 5 0 3

1 , 0 2 4

3 , 9 1 1

5 5.2 6 3

2 l 8

5 4

2 8.4 7 6

3 9.0 3 2

1 1.6 3 0
1 , 5 1 8

8 , 3 8 6

9 2.9 8 6

3 8 0

7 4

4 7 , 0 9 5

6 2.3 1 2

2 1 , l 3 3

2 , 5 4 2

4.1 2 5

3 1 , 2 4 0

1 l 8

1 7

1 0 , 9 5 0

2 1 , 9 3 3

8 .884

7 7 0

1.3 3 9 ・

1 1 , 6 0 8

2 8

5

1 , 5 3 2

5.4 5 6

1.9 3 0
2 9 3

5.4 6 4

4 2.8 4 8

. l 4 6

2 2

1 2 , 4 8 2

2 7 , 3 8 9

1 0 , 8 1 4

1 , 0 6 3

十

'勝

支

場

計
本 年 度

前 年 度

9 4 , 8 0 6  I 1 4 0. l 0 2
l1 8 5.1 8 4  3 3 7.8 0 6

2 3 4.9 0 8

5 2 2 , 9 9 0

78 .03 7

1 5 7 , 5 1 3

2 2 , 1 9 1

3 4.2 3 5

1 0 0 , 2 2 8

1 9 1 , 7 4 8

-3 4-

採 卵 数 增減卵数 仮収容卵数
率 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間

千粒
4.1 7 9

5 3.6 1 2

l , 4 7 8

4 8.1 4 9

9,1 2 9

6 4.0 9 8

. 9.9 5 8

3 , 7 2 6

千粒
海 l , 2 0 0

千粒
5.3 7 9

5 3.6 1 2
1 , 4 7 8

48.1 4 9

9.6 8 9

6 5. 9 2 0

9.9 5 8

3.7 2 6

% l 粒 1 月日 ̃ 月日

1 0 0 . 0  2.1 7 3 l 1 0 .  1 ̃ 1 2 . 3 1
97.5 2.0 0 6 l 9. 1 ̃ 12 . 2 5

i
9 7 . 5 l 2.5 6 2 1  9.20 ̃ 1 2 . 2 6

95 . 1  1 2.3 7 0 l 9. 1 ̃ 1 2 . 2 0
i ,

99 .1  1 2.1 8 4 l 9. 1 ̃ 12 . 2 2
1 l98 .2  2.0 1 6 .  9 . 1  ̃ 1.10

l '99.4 2 , 3 3 9 l 9.21  ̃ 1 2 . 2 9

99.7 l 2.4 4 2 l 9.i 1 ̃ 1 2 . 2 0

海 5 6 0

海 1 , 8 2 2

1 9 4 , 3 2 9

1 3 6.2 2 3
海 3 , 5 8 2

海 4.7 7 9

l 9 7.9 1 1

l 4 1 , 0 0 2

9 7 . 4

96.7

2.1 2 6

2 . 3 2 0

g. 1 ̃ 1.10

9. 1 ̃ 1 .23

2 0 , 4 1 7

5.7 5 5

1 3 , 2 1 5

2 9 , 6 2 8

5.2 5 3

3 1 , 2 7 0

1 , 4 4 7

1 , 8 3 2

2 0 , 4 l 7

5,7 5 5

1 6.0 4 9

2 9.6 2 8

S.4 8 9

3 1.2 7 0

1.4 4 7

2 , l 0 4

l ̃

92.3 2. 2 7 0  1 9.15 1 2 . 2 6

l
96 . 6  2 , 4 1 2  l 9 . 2 6  ̃ 1 2 . 2 5

:

98.7 2.3 7 9  l 9 . l l  ̃ 1 2 . 3 1
199 .2  1 2 , 2 8 7  . 9. 1 ̃ 1. 7

1 l
97.8  l 2.2 4 6  l 9. 1 ̃ 1 2 . 3 l
l l

99.2 l 2.3 1 4  l 9. 1 ̃ 1 . 1 5
l

78 . 9  2.5 7 5  l 9. 1 ̃ 1 1 . 1 3
1 1

9 2 . 6  l 2.4 8 2  l 9. l ̃ l 2 . l 5l l 

海 2 , 8 3 4

海 2 3 6

海 2 7 2

1 0 8.8 1 7

1 7 4.0 5 3

海 3.3 4 2
海 2.0 9 9

1 1 2.1 5 9

1 7 6 , 1 5 2

97 . 1

97 . 7

2 , 3 1'4 l 9. 1 ̃ 1 . 1 5
l

2.3 5 0  l 9. 1 ̃ 1 .22 .
1 l , 5 8 4

8 4.1 9 8

3 2 6

4 2

2 9 , 4 1 3

5 7 , 8 8 8

2 3 , 3 8 7

1.9 1 3

1 1.5 8 4
8 4.1 9 8

3 2 6

4 2

2 9 , 4 1 3

5 7 , 8 8 8

2 3.3 8 7
2.l 7 5

92 . 2

8 2 . 8

72.8

8 5 . 0

58 .8

94.2

9 3 . 5

75 .2

l

2 , 8 0 8  , 9. 1 ̃ l 1.2 0
l

l2 , 6 9 5  9. 3 ̃ l 2 . 2 1
l

2.7 6 2  1 9 . 1 1  ̃ 1 1.1 7
2.4 7 1  l 9. 3 ̃ l 0 . 2 0

i ̃
2.6 8 6  l 9 . 1 0  1 1 . 2 1

l
2 , 6 3 9  l 9. 1 ̃ l 2 . 2 5
2.6 3 3  ・ 9.10 ̃ 1 2 . 2 0

l
2 , 4 8 4  l 9. 1 ~ 1 2 . 3 1

l 海 2 6 2

2 0 8 , 7 5 1

3 9 5.6 0 0

海 2 6 2

海 1.0 8 6

2 0 9 , 0 1 3  1 82.3
l .

3 9 6 , 6 8 6  1 85.1

2.6 7 5

2.5 1 0

9. 1 ̃ l 2. ''1
9. 1 l 2 . 2 9-3 5-



捕 獲 数 使 用 規 魚 数
支場 事 業 場

、 率 e 計 率 な 計

天

塩

支

場

徳 志 別 l 5.7 2 f
歌 登 l 1. l 7 3
l頓 別 1  l , 6 8 0

l
中 川 l 1 , 8 2 9
天 塩 l 2 , 6 3 8

1

尾
5.4 9 3

1 ,7 l l l 9

1.6 5 2

1.6 3 l

3 , 6 5 7

尾
1 1.2 2 0
2.9 7 2

3.3 3 2

3.4 6 0

6.2 9 5

尾
5.4 0 3

1 , 0 2 3

1 , 6 7 7

1 , 7 5 9

1 , l 2 2

尾
2.5 2 8
3 7 1

1 , 3 0 3

5 3 6

5 0 2

尾
7.9 3 1
1 , 3 9 4

2 , 9 8 0

2 , 2 9 5

l , 6 2 4

計
本 年 度 l 1 3.0 4 7
前 年 度 l 3 , 2 3 6

l

l 4.2 3 2

6.5 3 4

2 7 , 2 7 9

9 , 7 7 0

1 0.9 8 4

2 , 6 6 3

5.2 4 0

1 , 0 3 l

1 6 , 2 2 4

3 , 6 9 4

: 千 オ l 6.6 7 4
千 l l
才 l 静 内 3.1 4 4

支 l 白 老 4 ・ 7

場 l
敏 生 l 1 6 2

7 , 6 6 3

5.5 0 1

2 2 6

4 9 7

1 4 , 3 3 7

8,6 4 5

2 7 3

6 5 9

6.1 1 0

2 , 2 3 9

3 9

1 6 2

1.5 9 8

8 3 5

4 0

1 2 8

7,7・0 8

3.0 7 4
7 9

2 9 0

1 本 年 度
計 i

l 前 年- 度

1 0.0 2 7
7.1 3 7

1 3 , 8 8 7

1 1 , 1 0 4

2 3 , 9 1 4

1 8.2 4 1

8 , 5 5 0

5. 6 3 7

2 , 6 0 1

1.9 3 5

1 1.1 5 1

7.5 7 2
l 尻 別

渡 l
1 利 別

島 l _.

1 l.字. 沢 部
支
八 要

場

l 知 内
l

l 表
l
2.8 3 2

l - 8.3 2 5

1 6 0

1 , 1 0 1

2 , 8 6 4

3.4 1 0

1 2.3 7 5

2 9 8

2.3 2 4

4.6 8 4

6 , 2 4 2

2 0.7 0 0

1 3 0

1 , 2 0 7

l , 8 0 9

2 , 3 3 0

7.6 6 3

7 7

5 0 4

9 1 5

1 , 0 8 7

4.2 8 4

2 0 7

1 , 7 1 1

2.7 2 4

3.4 l 7

1 1 , 9 4 7、本 i i二 度 l l 4.3 3 8
計 j 1
l 前  年 度 l 1 1.6 7 2

1 9 , 9 1 0

1 6.0 5 5

3 4.2 4 8

2 7 , 7 2 7

1 3.1 3 9

1 1 , 1 0 9

6 , 8 6 7

5.6 7 8

20,0 0 6

1 6 , ' ' 8 7

l 本 年 度
合計、前 ,jf 度

2 7 4.3 3 0

3 4 3 , 6 4 4

3 3 9 , 9 0 9

5 0 1.5 3 5

6 1 4.2 3 9

8 4 5.1 7 9

2 4 9 , 0 2 7 ・ l 8 9 , 3 6 7  l 3 3 8 , 3 9 4
・ l .

3 0 9 , 6 l 2  ; 9 4.9 5 2  l 4 0 4.5 6 4

3 6

採 卵 数 增減卵数 仮収容卵数
率 規 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 問

千粒
1 6.0 4 7

2 , 9 4 4

4 , 8 5 6

5 , 2 5 9

3 , 1 l 5

千粒 千粒
1 6.0 4 7

2.9 4 4

4 , 8 5 6

5.2 5 9

3.1 1 5

%
94.3

87.2

99.8

9 6 . 2

4 2 . 5

粒
2.9 7 0

2.8 7 8

2.8 9 6

2.9 8 9

2,7 7 6

月日 月日
9. l ̃ 1 2 . 2 8

9. 5 ̃ 1 1 . 1 7

9 . 2 1 ~ 1 l . 2 6

9. 1 ̃ 1 2 . 1 0

9. 7 ̃ 1 1 . 2 0

3 2.2 2 1

6 , 9 0 l

3 2 , 2 2 1

6.9 0 1

8 4 . 2

82 . 3

2.9 3 3

2.5 9 0

9. 1 ~ 1 2 . 2 8

9. 1 ̃ 1 2 . 2 0

1 7 , 2 7 3

5.7 6 7

9 8

4 4 2

1 7 , 2 7 8

6 , 1 1 6

9 8

4 4 2

91.5

71 .2

83 . 0

1 0  0.0

2 , 8 2 8

2 , 5 7 6

2 , 5 l 3

2 , 7 2 8

8 . 1 6 ~ 1 1.3 0

8. 1 ̃ 1 2 . 3 0

9 . 1 0  ̃ l 2 . 1 5

9. 3 ̃ 1 2 . 1 5

8. 1 ̃ 1 2 . 3 0

8. 2 ̃ 1 2.2 8

9. 1 ̃ 12 .  1

9.11 ̃ l 1 . 2 0

9 . 21  ̃ 1 1 . 2 5

8 . 2 7 ~ 1 2 . 2 9

9 . 2 0  ̃ 1 2 . 3 1

海 3 4 9

2 3 , 5 8 5

1 4.5 9 3

海 3 4 9

海 9 3 3

2 3.9 3 4

1 5.5 2 6

85.3

7 9 . 0

2 , 7 5 8

2 , 5 9 0

3 2 5

3 , 8 2 0

4.9 4 5

6.9 1 7
l 3.5 1 9

海 3 1 1

3 2 5

3 , 8 2 0

4.9 4 5

6.9 1 7

l 3 , 5 1 9

l

94 .2 l 2.5 0 0
98.7 l 3 , 1 6 5

i .
99.4 . 2 , 7 3 4

l

・ l

8 2 . 3  2 , 9 6 8

l
92 . 0  j 1 , 7 6 4

2 9 , 5 2 6

2 4 , 3 8 5

2 9 , 5 2 6

2 4.6 9 6

91.6 1 2.2 4 7 1 9. 1 ̃ 1 2 . 3 1
l l

9 5 . 2 l 2 , 1 9 0 l 9. 1 ̃ 1. 1 0

5 9 7.2 2 9
7 5 1.7 5 5

海 7.5 3 5 1 6 0 4.7 6 4

海 9.2 0 8 l 7 6 0 , 9 6 3
l

9 0 . 9 1  2 . 3 9 8

l9 0 . 1  2.4 3 0

S. 1 ̃ 1 . 1 5

8. 2 ̃ 1.23j-7 5 1.7 5 5 l 海 9.2 0 8 l 7 6 0 , 9 6 3 l 9 0 . 1 l 2.4 3 0 1 8 . 2 ̃ 1.23

3 7



3. さけ種卵の移殖

本年度、 さ け の 採 卵 数 は 計 画 ( 6 6 5 . 3 3 8 千 粒 ) に対 して実織 ( 5 9 7 , 2 2 9 千 粒 ) の 達成率は 、

まったが、前年度不振地区のオホーツク海区、 1 2 8 . 8 %、日本海区、 2 5 3 . 3 % 、標裳以西海区は、

種卵の移殖は、 次の方針lこ基づいて実施した。

① ォホー ツク海区北部、 日本海tメおよび操裳以西海区への資源均てん化

② 稚魚飼育''ll l業計画lこ基づく不足權卵の供給
③ 本州lこ対する 11ii;生P準用事發卵の供給

④ 早期群および後期詳の資源育成のための供給

雪1 l o 表 さ け稱卵の移殖ならびlt試験供用lこ伴なう動き

卵 子 収

容 設 備

増 減 卵 数 仮 収 容

卵 数

支 場 採 卵 数

海 産 卵 △ 供 試 卵

北 見 1 2 1 0. 6 0 0 l 1 9 4 . 3 2 9 1 3.5 8 2

根 室 l 1 9 6.5 1 5 l l 0 8.8 l 7  3 3 4 2

十 11券 1 2 3 5.9 7 5 l 2 0 8 . 7 5 1  2 6 2

天 塩 1 1 0 , 2 0 0 l 3 2 . 2 2 1 1 0

l _ l l
千 歳 :  7 9 ,9 o 0 l  2 3.5 8 5 l 3 4 9

渡 島 l 6 5.6 9 0 1 2 9 , 5 2 6 l 0

1 1 9 7 , 9 1 1

l 1 1 2 , l 5 9
l
l 2 0 9. 0 l 3
l
3 2.2 2 1

l 2 3,9 3 4

l

1 2 9.5 2 6
l

合 計 l l8 2 8.9 3 0  ・ 5 9 7 , 2 2 9  l 7 , 5 3 5

l . .

l 6 0 4 ,7 6 4

1it 1. 収容設11用は、 'l,l業計画書l,: :よる。

2・ 収容設備l,1:は、 道、民間を含み、一部では增収ポツ ク ス設備を含む。

3. 発眼卵の移殖は移箱卵数。

3 8

1 3.5 6 8

2 9.5 9 8

1 6  1

l 4 .9 5 6 l
l '

---------r--- -- -  ' --- - .
' 4 - f l ' 43 . o o 4 :1l 4 . 5 5  1 6

1 . :o 5 0 _ 3 . 4 8 9
1 0 . l 3 6

4 6.2 4 1  1 1 6 . 2 4 l

3 9

i

最

( 単位 :手粒 )

終 l収容能力に

l対する収容

数 1 率 ( % )

7 .1.6

6 1i. 3

7 5. -o
1 0 2 .0

4 5 . 8 7 3 5 7 . 4

4 1 . 6 1 8

6 0 l . 0 1 0

6 7 . 9

72 . 5

8 9. 8%で予想を下理1り、 昨il二度、 好成織であった根室演i区は、 6 5 . 6 %、  標装以東海区7 1 . 7 % lこ と ど

1 0 6 . 9 % と計面を上地1る好成績を挙げた。

l l
l
l ・

1 1

1 1

_L_ . _____ __ __3.7 3 8



第 1 1 表  道 内 移 殖(供給状況)

供 合 地

事業場定
移殖年月日

受 給 地 移 1ll l 卵 の 内 訳

移殖前施顧 l 移殖実卵数 摘 要支場名 支場名 事業場名 移籍卵数

l
北 見 l 斜 里
/ //

/ /

l

" 1 〟

// //

// /

l
// l //

l 小 計
l

″ 1 網 走

l
l
l 小 計

" 1 湧 別
″ l ″
〟 l ″

l

l 小 計

l4 7 . 1 2 . 4  根 室
l

〟 5 l "

// 6 l //″ 9 l ″

〟 1 3 l  〟
l
l

4 8 . 1 . 2 6 : 天 塩
l
l

〟27 l 〟
l
1

4 7 . 1 2 . 4 l 根 室
″ 6 . 〟

l// 9 //

l
4 8 . 1 . 2 7 l 天 塩
2 . 6 l 千 歳

l
7 l  //

l
l

千粒
2 , 4 9 9

3 , 7 8 3

2 , 5 4 4

2.1 8 7

2 , 1 9 4

千粒 l '千粒, 2.4 9 9
l

l 3 , 7 8 3
l

l 2 , 5 4 4

1
1 2 , 1 8 7
i

1 2.1 9 4
l

l

6 4 4 l 7 , 0 7 6

1

l
6 4 4  1 7 , 0 7 0

2 , 8 0 7

3.0 3 0
i
l 1.9 4 2
l

l . 7 , 7 7 9
l

9 5 4 l 1 , 2 5 4
l

l 4 , 9 9 4
l

l

l 4 , 9 0 0

l
9 5 4  l 1 1 , 1 4 8

- - 1 5 9=「一 3-9:2i o--

受精直後卵

//

//

//

//

発眼卵

虹 別

/

//

/

//

天 塩

/

虹 別

//

//

天 塩

千 歳

//

、
L 7 , 7 2 0
J

2 0 , 9 2 7

2 , 8 0 7

3.0 3 0

1 , 9 4 2

7 , 7 7 9

2 , 2 0 8

4 , 9 9 4

4 , 9 0 0

1 2 , 1 0 2

受精直後卵

ay

//

発眼卵

発限卵
(未検卵)
発限卵
(未検5l1)

計 4 0 , 8 0 8

根 室

//

//

//

虹 別

//

a,

//

小 計

4 8 .  1 . 18

" 2 3
//

//

渡 島

//

//

//

㈱

(〟)

尻 別

八 雲

,
6 , 0 0 0  l l , 0 1 2

,, 5 7 8  j 3 3 9

l
1 , 5 0 9  l 2 9 8

l

il , 0 4 9  1 6 4

1 0 ,ユ 3 6  1 , 8 1 3
l

4 , 9 8 8

1.2 3 9

1.2 1 1

8 8 5

8 , 3 2 3

発眼卵

/

//

//

計
l

1 0 , 1 3 6  j 1 , 8 1 3 8 , 3 2 3

十 勝

ar

//

//

//

釧 路

//

//

//

//

小 計

l 4 7 . 1 1 . 1 8

l . : ::
1 - ″ 3 0

l 1 2 . 2 1

渡 島

//

根 室

//

千 報i

㈱

(〟)

計 根 別

//

千 歳

2. 8 5 3 l : 2.8 5 3

2 , 1 0 3 l 1 2.1 0 3
4 , 4 3 1 l j 4 .4 3 1

l .

4 , 1 8 1 l 1 4 , 1 8 1

5 , 3 1 4 1 l 5.3 1 4
1 8.8 8 2 1  1 1 8,8 8 2

受精直後卵

/

//

//

発眼卵- (未検卵)
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供 給 地 受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳 1
一 一1 摘  發

移タ道実卵数 l
移殖年月日

支場名 事業場名 支場名 事業場名 移籍卵数 1移殖前死卵数
十 勝

//

//

十 勝

//

f「

小 計

4 7 . 1 2 . 1 8

1.1 6

48 .  2. 5

千 歳

//

//

敷 生

(元浦河)

千 歳

千粒 l 千粒 l 千粒 1
1 , 8 1 0 1 3 0 7  1 , 5 0 3 1 発眼卵

11 , l 4 6  I 4 6 l l , 0 0 0 l  //

5.3 2 5  1 , 1 5 0 1 4 , 1 7 5 l //

8 , 2 8 i 1 1 , 6 0 3 1 6.6 7 8 1
計 2 7 , 1 6 3 1 , 6 0 3

1
2 5.5 6 0 1

l

天 塩 徳志別

千 歳

47 . 1 1.2 8 根 室 伊茶仁

伊茶仁

1. l 3 8 8 2  l l , 0 5 6  l 発眼卵

千 歳 47 . 1 1.2 8 1 根 室 1 , 5 5 0
・ 1 0 4  1 1 , 4 4 6  ; //

ム. a l l l 9L ・lel ? 1 9 つ M  l 7 ? 〇 ?「、 1 e

支

第 l 2 表  道 内 移 殖(受給状況)

場 計 2.2 2.

受 給 地

支場名 1 事業場名
l

供 給 地
l

移 殖 卵 の 内 訳 l_ _ _ . _ _ ・  ・造 a
移殖年月日

支場名 事業場名 移籍卵数 l移殖前地P数1移殖実卵数 1 - X
l

根 室 1 虹 別

″ l ″

″ l ″
l
l

″ 1 ″

/ . //

1// //
l

i
// l //

l

1
″ l ″

1 小 計根 室  伊 1茶仁
1

″ l i「

l 小 計
1

根 室 1 計根別
1

1
// ・ //

1

1 小 計

4 7 . 1 2 4 l 北 見 1 斜 里 1 2.4千g業 l 千粒 l 2,4にf l 受精直後1
5 l ″ // 3 , 7 8 3 l l 3.7 8 3 l ″

6 l // 1 〟 l 2 , 5 4 4 1 l 2 , 5 4 4 l ″
9 l ″ ″ l 2.1 8 7 l  i 2.1 8 7 l ″
1 3  〟 ″ 1 2,1 9 4 l 1 2 , 1 9 4 1 〟

4 ″ l 網 走 1 2.8 0 7 1 1 2.e 0 7 l ″

6 1 " 1 〟 3 , 0 3 0 1 1 3 , 0 3 0 1 ″

9 1 〟 l ″ l - l 1 - l ″ .1 l 2 0 , 9 8 6 l 1 2 0 , 9 8 6 1
1 1 . 2 8 千 歳 1 千 歳  1 , 5 5 0 1 1 0 4 1 1 , 4 4 6 1 発限卵
″ 天 塩 徳 志 別  1 , 1 3 8 1 ・ 8 2 1 l , 0 5 6 1 ″

l 2 , 6 8 8  1 8 6 1 2.5 0 2 l1 . l

1 1 . 2 5 1 十 勝 l 釧 路 l 4_ l 1 4 , 4 3 1 1 受精直後1
3 0 l ″ l 〟 l 4 , 1 8 l l l 4.1 8 1 1 "

' 1 1 1 1l l 8 . 6 1 2 1  l 8. 6 1 2 l
i : : 1

卵

- 4 1-



要 給 地

支場名 l 事業1,i -名

天 塩 l 天 塩
l
l

l ″
l
l
1 //

l 供 給 地
移殖年月日 l-- - - 1- - --」支場名 ' 事業場名

_1__ __---- -- 1---- -

4 8 . 1 . 2 6 1 北 見 1 斜 里
1.27 l // l /

″ 〟 l 場 別

移 殖 卵 の 内 訳 1- ----- - -,-------- ・ 一r-------- ・ 一 - l 摘  要

移箱卵数 1移殖前死卵数 1 移殖実卵数 l
千粒 1 千粒 l 千粒l

l 1
'・ 7.7 2 0 l 6 4 4 l 7 , 0 7 6 l 発眼卵

1 l 1
2.2 0 8 1 9 5 4 l 1 , 2 5 4 l ″

支 場 計
l l l

9 , 9 2 8  1 l , 5 9 8  l 8 , 3 2 0 1

千 積 l 敷 生 l 4 7 . 1 2 . 1 8 l 十 勝 l 十 勝
l l 1

″ 1 千 我 l 2 1 1 ″ 1 釧 路
1 ' l l

″ l 〟 l 4 8. 2 . 5 l ″ 十 ll券

″ 1 ″ 1 2 . 6 l 北 見 1 務 別
l" l 〟 1 7 1 // l 〟

, l ' l
1 小 計 l 1 l

千 i l i i (元浦河) l 4 8 . 1 . l 6 l 十 膀 l 十用1;
, l l l

1 , 8 1 0 l 3 0 7 1 1.5 0 3 l 発眼卵
5.3 1 4 l l 5.3 1 4 j?灘卵)
5.3 2 5 l 1 .1 5 0 1  4.1 7 5 1 発眼卵

4・994 l l 4・994 11要器卵)
i l l 発限卵

4,9 0 0 1 l 4・900 l (未検卵)
l '2 2 , 3 4 3 1 1 , 4 5 7  2 0 , 8 8 6 1

l 1 1
1 , 1 4 6 l 1 4 6 1 1.0 0 0 l

支 場 計 i
l

1 ・ l

1 , 6 0 3  1 2 1 , 8 8 6 12 3 , 4 8 9

渡 島 l 八 雲 1 4 8 . l . 2 3 l 根 室 1 虹 別 l l , 0 4 9 l 1 6 4 l 8 8 5 1 発限卵
″ l tlfi 別 1 ″ l ″ l " 、1.5 0 9 1 2 9 8 1 1 , 2 1 l l 〟

i l l l 1 1 1 ;″ l 的 l 1 1 8 l ″  " l 6 0 0 0 j 1 0 1 2 l 4 , 9 8 8 〟
〟 l ″ l 2 3 1 ″ l 1 5 7 8 l 二 1 1 , 2 3 9 1 〟
" 1 〟 l 4 7 . 1 1 . 1 8 1 十 勝 1 釧 路 1 2.8 5 3 l 1 2.8 5 3 1 受精直後卵
〟 l " l ″21 1 〟 1 〟 l 2 , 1 0 3 1 l 2. l 0 3 l "

1 小 計 l l l l 1 2.5 3 4 l l.3 5 1 l 1 1 , 1 8 3 1
l 1

l
l
l

r
1 3 , 2 7 9  l

-i支 場 1 計  1 1 5 , 0 9 2 1.8 1 3

合 計 1
---

1
1 8 0 , 7 9 5 5.2 0 0  ' 7 5.5 9 5

第 l 3 表  本 州 移 殖

受 給 地
移殖年月日

供 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

支場名 事業場名 支場名 事業場名 移緒卵数 移殖前死卵数 移殖実卵数

太平洋さ

け ・ます

増殖セン

1-

千粒

3 , 7 3 8

千粒

2 2 9

・千粒

3.5 0 9
岩手県 4 7 . 1 2 . 1 9 l十 勝

l

十 勝 発眼卵

-4 2- -4 3-



4 さけふ化放流成績概要

本年度は、 採卵数 5 9 7 , 2 2 9 千 粒 、  寄贈海産卵7 1 5 3 5千粒を ;受入れ. 仮収容卵数 6 0 4 , 7 6 4 千 粒
の種卵を 3 8事業場と道営1ケ所、民営3 0ケ所、計 6 9ケ所のふ化場 l こ収容し、給解稚魚3 7 6 , 9 6 g

魚一生産率 7 9 . 2 % )  4 8 年 2 月 l 日 か ら 同 年 6 月 3 0 日 l1:.か lナて、全道 1 0 6水系へ放流した。
これらの水系別、 支場別のふ化放流成職t1l、 第 l 4 表 、 第 1 5 表 の と お り で あ る。

第 1  4 表  昭和47年度海区・水系別さlナふ化放流成績

の中から道外移殖(本州)  3. 7 3 8千粒および供試卵数1  6千粒を除き、 最終収容卵数6 0 1 , 0  1 0 千 粒

千尾 ( 給iEl放流率79・ 2 % ) 、 無給西稚魚 9 8. 8 3 6千尾の合計4 7 5 , 8 0 5千尾の稚魚を生産し、  (稚

l海

区
水 系

(=:) 収容卵数 死卵数 ふ出尾 1f111 ふ出率
放 流 尾 数

無結1国 給 解 計

千粒

1 0 , 1 8 9

0

2 5 , 1 3 4

5. 0 6 0

9.3 0 8

2 5 , 6 7 l

0

0

9.3 4 4

1.3 l 4

0

0

0

4 3 , 3 9 1

1 1 , 5 0 2

0

1 6. l 9 0

7 , 3 9 6

4.4 1 6

千粒

5 0 1

0

2.2 1 7

4 6 0

1 , 1 0 4

3.0 2 5

0

0

8 0 0

7 5 7

0

0

0

1 6 , 0 5 6

1 , 6 7 6

0

5 , 0 2 0

- 3 8 8

3 0 1

千尾

. 9.6 8 8

0

2 2.9 1 7

4 .6 0 0

8.2 0 4

2 2 , 6 4 6

0

0

8 , 5 4 4

5 5 7

0

0

0

2 7.3 3 5

9 , 8 2 6

0

1 1 , 1 7 0

7,0 0 8

4.1 l 5

%
95.1

0.0

91.2

90.9

88 . 1

8 8 . 2

0.0

0.0

91.4

42.4

0.0

0.0

0.0

63.0

8 5 . 4

0.0

t; 9.0

94 .8

93.2

千尾 l 千尾 l 千尾
7 , 5 7 5  1 , 9 7 5 l 9 , 550

l
0 2 , 5 0 0 1 2.5 0 0

7 , 5 2 4 l 1 0 , 9 3 5 l 1 8 , 4 5 9
l ・.0 1 2.0 1 0 l 2 , 0 l 0

. l
5 , 6 0 0  2 , 2 0 0 1 7 , 8 0 0
1 3.5 0 0 l 5 , 5 0 0 l 9 , 0 0 0

l1 , 5 7 0  0 l 1 , 5 7 0

11.3 5 0 4 , 0 0 0 1 5. 3 5 0
l

2.5 0 0  0 l 2.5 0 0
i l ・

2.5 3 0 l 0 1 2.5 3 0
1 ,

1 , 4 0 0 1  0 1 1 , 4 0 0

l
3.0 0 0  0 1 3.0 0 0
2 , 0 0 0  0 1 2 , 0 0 0

1
7 , 1 2 8  1 6 , 9 7 1 1 2 4 , 0 9 9
0 6.7 4 8 l 6.7 4 8
0 3.0 0 0 l 3.0 0 0
l0 l 7 , 3 0 0 l 7 , 3 0 0
0 6,ti 0 0 1 6.6 0 0
l 1
0 l 3.8 7 0 . 3 , 8 7 0

岩 尾 別

奥 藥 別

斜 里

//

藻 琴

網 走

パ イ ラ ギ

能 取 湖

常 呂

//

ラ イ ト コ ロ

佐 昌 間 別

芭 露

揚 別

活 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

北 見 幌 別

岩尾別

斜 里

来 運

課 琴

細 走

オ

ホ

l

ツ

ク

北 見

北 見

海

癌 別

i者- 滑区

幌 内

徳志別

歌 登
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仮収容から収容までの卵の動き・・事業場単位
放 流 期 問 備 考

稚 魚 移 殖 放 流 ・ ・ ・ ・ ・ 括  弧 書

l0l:-/ ・
科 ̃ 5.20 斜里 よ り 4 , 8 1 0 千 粒

5 . 2 3 ̃ 5 . 2 4  斜里へ 3. 4 4 9 千 粒 ( 来 運 よ り 2. 5 0  0千尾)

・ 3-, 5 ̃ 5・3, l 要-fM津意千葉1運ミ1解 線 議1M果薄n、能聽轄=3常。構是1
5 .23 ̃ 5 .24  1 斜里よ り 5 , 0 6 0 千 粒 ( 奥藥別へ 2 , 5 0  0千尾) '
3.20 ̃ 5 . 2 0  細走 よ り 7 , 8 3 0 千 粒  

3 5 ̃ 5 2 0  虹別lへ 8 , 024千粒、 北見へ 1.5 4 4千粒. 深◆へ 7.830千粒、 斜里へ 5,080千粒、 t1
湖より l 4 千粒 (能取湖へ 1 , 3 5 0千尾、 ハイフギ~、1 , 5 7 0千尾) ◆

4 .2 2 ̃ 4 . 2 2  係理走より1 , 5 7 0千尾 )

4 . 1 7 ̃ 4 .19  細走へ 1 4 千 粒 (細走よ り 1 , 3 5 0 千 尾 、斜里 よ り 4 , 0  0 0千尾)

3 1 ̃ 5 1 g  活滑へ 1. 5 4 4 千響、佐昌間別よ り 1 , 5 6 0 千粒 、細走よ り 1 , 5 4 4 千粒 (佐呂fF,
l ~、.2. 0 0  0 千尾 、 フ イ ト コ ロへ 1. 2 0  0千尾、常呂̃、2 , 5 3 0 千 尾 )

4 2 6 ̃ 4 2 6  l 携別よ り 9 6 9 千粒 、佐呂g別 よ り 3 4 5 千 粒1 ( 北見より 2. 5 3 0 千 尾 、 フ イ ト コ ロへ 2 0  0千尾)
4.20 ~ 4. 2 0  ( 北見よ り 1 . 2 0  0 千 尾 、常呂 よ り 2 0  0千尾)

4・ l 8 ̃ 5.1 9  l 常呂へ 3 4 8千粒、北見へ 1 , 5 6 1 千粒 ( 北見よ り 2.0 0 0千尾、場別より1 , 0 0  0千尾)
5 . 2 1 ̃ 5 . 2 2  l (携別より 2. 0  0 0千尾)  _

?、、・ .
5 2 l ̃ 5 2 2  天塩へ 2 , 2 0 8千粒、千オへ 9 ・ 8 9 4千粒、幌内へ 9. 4 5 8 千 粒 ( 佐呂問別一、1.0

千尾、芭露へ 2. 0 0 0千尾 )l
4 . 1 7 ̃ 5 . 1 5 l :1t;見 よ り 1 , 5 4 4 千 粒 ( 興 部へ 3. 0 0 0千尾 )

l
4.20 ̃ 5 .12  l (活滑より 3. 0 0 0千尾)

i .

4 . l ̃ 5.31 携別 よ り 9 , 4 5 8 千 粒、斜里よ り 3 , 0  0 6 千 粒
4 1 ̃ 5 3 1  度茶仁へ 1 ・ 1 3 8千粒、歌登へ 2 ・ 6 0 7 千 粒. 天塩へ 1 0 3 千 粒 、 歌 登 よ り 6 4 9

粒、中川へ 5. 4 5 2 千 粒
3・1 5 ̃ 5 . 1 5  ・徳志別より 2 , 6 0 7千粒、徳志別へ 6 4 9 千粒 、天塩へ 4 8 6 千 粒

-4 5-

綱走
)

能取

間別

0 0

千



海

区
水 系

事業場 l
l 収容卵f'、

(収容場) l

究卵1、

ふ出尾i.-t ふ出率
放 流 尾 数

無給解 給 餌 計

1 1 1 千粒
ォ l ll1l1 別 l 頓  別 l l . 8 5 7
ホ l  l ll l 旗 払 o
ッ l l l
系 l 定 志 別 1 鬼志別 1 2.2 0 8
L望 l-- -- l一 本;・ 一度一11-7-5, 9 8 0

l 海 区 計 l _ _ l
1 1 日l1自' 度 l l 5 2.9 0 5

千粒

2 0 4

0

9 7 9

千尾

4 . 6 5 3

0

1,2 2 9

% 1 千尾
9 5 . 8 l 0

0.0 l 8 5 0
5 5 . 7 l 2 5 0

千尾

3.7 0  0

0

0

千尾

3,7 0 0

8 5 0

2 5 0

3 3.4 8 8

2 6 , 7 0 5

1 4 2.4 9 2 l 81 .0 l 5 6 , 7 7 7 l 7 7 , 3 0 9: l 1
1 2 6 , 2 9 0 1 8 2 . 5 1 6 7 , 2 5 5 l 5 5.4 9 6

l 1 3 4 , 0 8 6
l 1 2 2.7 5 1

1 ネL 文 島 l ( 船 泊1 2 3 6 l 3 0 j 2 0 6 1 8 7 3 l 1 5 0 l 0 l 1 5 0ホ ロ ナ イ . l l

1 增 '幌 l ( 増 幌 . l 1 0  - l l 0 8 1 9 8 . 2 l 8 6 l 0 8 6

l 天 塩 l 天 i11,i l 2 5 0 4 j 1 9 3 i 2 3 1 1 1 9 2 3  0 1a 2-j " l 中 川 l 9 . 4 1 9 1 8 8 1 l 8 , 5 3 8 l 9 0 . 6  0 l .-0 4 , 4 0 0
日 1 小 計 1 1 1 1. 9 2 3 l 1 .0 7 4 1 1 0 , 8 4 9 l 9 1 . 0 l 0 1 6.5 3 0 6.5 3 0

l ;室 別 l l 0 l 0 1 0 l 0.0 l 0 l 1 , 3 0 0 1.3 0 0
1 風 連 別 l l o 1 o 1 o l oo l o 1 _ o 1 ooo1 古 丹 別 l l o - o l o l o.o 1 o l l ,oo 0 l 1,oo 0

本 l 小 平 薬 l : 0 0 l 0 l 0 0 l 0 j 1.3 0 0 1 1 .3 0 0

1 l 信 砂 1 ( 信 砂 ) 1 7.7 2 0 l 9 0 0 1 6. 8 2 0 l 8 8.3 1 0 1 l , 4 0 0 1 , 4 0 0
l 海 l '器- 寒 別 l ( ' 9- 第i別) 1 2 ・ l 4 5  1 8 0 1 , 9 6 5 9 1 . 6  0 1 , 8 5 0 1 1.8 5 0l l 浜 益 1 1 0 0 l 0 0 0 l 0 l 3 0 0 l 3 0 0

1 厚 田 j ( 厚 田 ) l 2 0 0 l 5 4 1 1 4 6 l 7 3 . 0 l 4 8 9 1 0 1 4 8 9

区 1 石 狩 l 千 才 l 1 7.2 3 7 3.b 5 6 l 1 3 .5 8 1 l 7 8 . 8 l 5 l 8 , 7 7 5 1 8 . 7 8 0l 1 1 l ・ 1 1 ' 1 l .l 余 市- l ( 余 一市) l 4 .6 8 4 l 9 0 4 l 3.7 8 0 8 0 . 7 l 0 l 3.4 6 9 l 3.4 6 9
1 i美 国 1 ( 美 国 ) l 1.0 2 0  2 4 5 l 7 7 5 l 7 6 . 0 l 0 l 7 4 5 l 7 4 5

1 l I l l 1 ll l 積 丹 l l 0 0 l 0 l 0 . 0 l 0 . 5 6 0 1 5 6 0

1 ,8 3 4 3 8 5

0.0

1.4 4 9 l 7 9 . 0  j
i l

0 l  0 0  1

l 0 0

4 1 5

1 0 0

4 1 5

7 0 0 8 0 0 1.5 0 0

-4 b-

3. 1 ̃ 6. 1

放 流  期 間

4 . 1 5 ̃ 5 . 1 2

6. 1 ̃ 6. 1

6. 1 ̃ 6. l

版1〇l.谷n、り 1t.K谷 9 . -C u)9Pり動1さ ' ' 期 業?i早1:lZ
備 考

稚 魚 移 殖 放 流 ・  ・ ・  ・ 括 弧 書

( 定志別よ り 8 5 0 千尾 )

天塩 よ り 2 , 2 0 8 千 粒 ( 猿 払へ 8 5 0 千 尾 )

仮収容から収容までの卵の動き 事業場単位

-4 7-

3 . 15 ̃ 5 . 3 1
l

l
5. 4 ̃ 5. 4

6 . 3 0 ̃ 6 . 3 0

4. 1 ̃ 5 . 2 1

4.20 ̃ 4 . 30

4. 1 ̃ 5 . 21

6 . 1 2 ̃ 6 . 1 2

6 . 1 1 ̃ 6 .11

6. 7 ̃ 6. 7

6. 6 ̃ 6. 6

6. 6 ̃ 6 . 2 0

5 . 1 0 ̃ 6 . 1 0

4.24 ・̃ 4 .25

4. 4 ̃ 5. 8

2 . 2 8 ̃ 5 . 1 0

4.20 ̃ 5 . 2 5

5 . 2 8 ̃ 5 . 2 8

4 . 1 1 ̃ 4 . 1 1

5 . 2 2 ̃ 5 . 2 2

4 . 1 5 ̃ 5 . 2 3

3 . 2 8 ̃ 4.  5

天1:taよ り 2 3 6 千 粒

徳志別より 1 0 3千粒、  鵜別 よ り 2 , 2 0 8 千 粒 、  歌登 よ り 4 8 6 千 粒 、  定志別̃、.:
千粒、船泊~、2 3 6 千 粒. 中 川 よ り 1 , 1 8 2 千 粒
徳志別よ り 5 , 4 5 2 千粒 、天塩へ 1 , 1 8 2 千 粒

( 信砂よ り 1 , 3 o o 千尾)

( " 1 , 0  o 0千尾)

( " 1 , 0  0 0千尾)

( ″ 1 , 3 0  0千尾)

斜里 よ り 7 , 7 2 0 千 粒 ( 小平薬へ 1 , 3 0  0千尾、古丹別へ 1 . 0  0 0千f ie;、底.ti1上別・
1. 0 0 o 千屋_、遠別へ 1 , 3 0  o 千尾)

( 森 よ り 3 0  0千尾)

千オ ょ り 2 0  0 千 粒 ( 千 才 よ り 3 5 0 千 尾 )

元浦河へ 2 , 8 4 4千粒、 厚田へ 2 0  0千粒、 1議L.よ り 2 3 8千粒、購川よ り 7 4 9千粒、
へ 5 , 1 2 5千粒、故生へ 5 , 8 8 4千粒、余市へ 3.2 6 2千粒、美国へ 1,020千粒、伊茶1
1 , 5 5 0千粒、本場 (調査課) へ 16千粒、釧路よりo,314千粒、十,務券より5,3 '25千
構l1」よ り 9 , 8 9 4千粒 (11要.田へ 3 5 0千尾、硬_内へ 8 5 0千尾、新冠へ 5 0  0千尾、富川
千尾、船川~、1,3 o o千尾)
千オよ り 3. 2 6 2 千 粒

千オ ょ り 1 , 0 2 0 千 粒

( 森 よ り 5 6 0 千 尾 )

( 尻 別 よ り 1 0  0千尾)

虹別 よ り 1 , 5 0 9 千 粒 、 朱 太 よ り 3 2 5 千 粒
(朱太へ 7 o 0千尾、古宇へ 1 o 0i: 尾 、泊へ 1 o 0千尾)

尻別へ 3 2 5 千 粒 ( 森 よ り 8 0  0 千尾 、尻別よ り 7 0  0千尾)

へ2.2 0 8

へ



l 一 一 l l - l - l - ' - 一 一 ' - i -- ;
l一 、一 -_ __--

海

区
水 系

事業場

(収容場)
収容卵1t11 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放 流 尾 数

無給国 給 解 計

千粒
0

2.9 0 2

0

3.8 8 0

7 0 0

0

0

千粒
0

2 8 8

0

3 5 7

2 3

0

0

千尾
0

2 , 6 1 4

0

3 , 5 2 3

6 7 7

0

0

%
0.0

9 0 . 6

0.0

90.8

9 6 . 7

0.0

0.0

千尾
1 0 0

0

0

4 2 0

6 0 0

0

0

千尾
0

2.5 4 5

5 6 0

2.8 5 0

0

5 6 0

5 6 0

千尾
1 0 0

2.5 4 5

5 l l l 0

3 , 2 7 0

6 0 0

5 li 0

5 6 0

泊

利 別

突 符

厚 沢 部

天 の

石 崎

及 部

日 利 別

厚沢部

( 天  の ;

本

海

区

海 区 計
本 年 度

前年度

5 4.5 9 1

4 4 , 8 3 8

8 , 0 9 8

7.4 0 3

4 6.4 9 3

3 7 , 4 3 5

85.2

83 .5

3.0 6 5

1 , 2 1 0

3 6 , 1 0 4

3 3 , 3 3 5

3 9 , 1 6 9

3 4 , 5 4 5

l:レ シ ル:

に 自

根
春刈古丹

1業業崎無
室 1: 無 s;
i1 伊 茶 仁

l
標 津

区

標 津

小 計

j 当 幌

l i, 春 別

( ル サ )

羅 自

1 , 0 7 2

0

l 3 , 0 2 8

0

0

0

0

3.9 3 9

0

0

2 7 , 2 3 2

9, 1 1 2

8.2 1 0

1 7 , 3 2 2

1 4.7 5 1

9 6

0

1 , 1 3 2

0

0

、0

0

4 5 4

0

0

3 .5 3 6

9 7 1

l
l 1 , 2 8 0
l 2 , 2 5 !
l 2.5 5 2

0

9 7 6

0

1 1 .8 9 6

l .

l i
0l 3 4 8:

'23.6 9:

に::l 1 5 , 0 7 1l 1 2 , 1 9 9
l

0

91.0

0.0

91 .3

9 7 1

0

0

0

3 8 3

5 , 9 7 4

9 7 1

3 8 3

5 , 9 7 4

0.0

0.0

0.0

0.0

.88.5

0.0

0.0

87 . 0

8 9.3

l

l
84.4

87.0

8 2 . 7

0.0

0

0

0

0

0

0

0

0

9 5 8

1.0 0 3

1 , 5 6 3

5 0 0

6 .6 1 l

5 2 0

5 8 5

l 8 , 1 2 0

l 2 3 , 3 8 16 , 9 1 53 0.2 9 6
l 4 , l 7 4
l
l
0

9 5 8

1 , 0 0 3

1.5 6 3

5 0 0

6 , 6 1 l

5 2 0

5 8 5

8.1 2 0

2 3.3 8 l

6 , 9 1 5

l ・3 0.2 9 64 , 1 7 4
l
9 0 0

( 摘 別 )

C元崎無異)「崎 無 異 )
素 別

l伊茶仁根 室
l 中 操 津

l 計 根 別

l
1

0

l

l 。

l
9 0 00
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仮収容から収容までの卵の動き ・ ・事業場学位
放 流 期 間 備 考 -

稚 魚 移 殖 放 流 ・ ・ ・ ・  括 弧 書

5 . 2 2̃ 5 . 2 2

2. 1 ̃ 4 .2 0

4. 7 ̃ 4. 7

2. 1 ̃ 4 .30

4 . 1 4 ̃ 5 . 2 0

4. 9 ̃ 4. 9

4 . 1 4 ̃ 4 . 14

(尻別より千尾)

( 森 よ り 5 6 0 千 尾 )

八雲へ 1 , 0 6 5 千 粒

森 よ り 7 0  0千粒

( 森 よ り 5 6 0 千 尾 )

( 森 よ り 5 6 0 千 尾 )

2. 1 ̃ 6.30

3 . 22 ̃ 5.24

4. 5 ̃ 5 . 1 0

5.21 ̃ 5 . 2 1

5. 1 ̃ 5 . 2 5

羅自̃、5 8 7 千 粒 、  計根別へ 6 8 千粒 、  根室̃、6 8千粒、  羅 臼 よ り 1 , 0 7 2 千 粒

( 羅 自 よ り 3 8 3 千 尾 )

ルサへ 1 , 0 7 2 千粒 、計根別へ 2 3 0 千 粒 、 ル サ ょ り 5 8 7 千 粒 、 植 別 よ り 1 , 8 7 5 .千
粒. 根室へ 1 9 9 千 粒 、 元崎無異 よ り 8 7 7 千 粒. 崎無異 よ り 1 , 3 0 2 千 粒 ( サ シル イ
・へ 3 8 3 千 尾 , 植 別へ 1,003千尾、元崎無異へ 1 , 5 6 3千尾 ,崎無異へ 500千尾、 . 春刈
古丹へ 9 5 8 千 尾 、 ili:別へ 1. 4 6 0 千 尾 )
(羅 自 よ り 9 5 8 千 尾 )

羅臼へ 1.8 7 5千粒. 根室へ 1.056千粒、 計根別へ 1.7 3 3 千粒 ( 羅自 よ り 1.0 03千尾)
線自へ 877千粒、根室へ 1.0 l 0千粒、計根別へ 807千粒(期l l l自より1,563千尾)

羅自へ 1 , 3 0 2千粒、根室 6 1 9千粒. 計根別へ 5 2 7千粒 (羅自 よ り 5 0  0千尾)

伊茶仁~、1 , 8 1 6 千 粒 ( 雜 自 よ り 1 , 4 6 0 千 尾 、 伊 茶 仁 よ り 1 , 8 9 6 千 尾 )

伊茶仁へ 6 5 tl 千 粒 ( 伊 茶仁 よ り 5 2 0 千 尾 )

伊茶仁へ 2 , 2 5 6 千 粒 ( 伊 茶 仁 よ り 5 3 5 千 尾 )
千オょり 1 , .5 5 0 千粒 、徳志別よ り 1. l 3 8 千 粒. 素別 よ り l. 8 l 6 千 粒 、 標 津 よ り
6. 6 7 9 千 粒 、 古 多被 よ り 6 5 6 千 粒 、 忠1El11よ り 2 , 2 5 6 千 粒 (f'美別へ 1 , 8 9 .6千尾、
古多糠へ 5 2 0 千尾 、忠期へ 5 8 5 千 尾 、 標津̃、1 1 , 9 5 1 千 尾 )

ルサ 、よ り 6 9 千 粒 、 權 臼 よ り 1 9 9 :li.格植別 よ り 1 , o 5 6千粒、元崎無異より1.0 1 0
千粒、崎無異より 6 1 9千粒、 a業津より6 , 0 4 2千粒. 中標津より9 2千粒.虹別よ り 2 6
千粒 ( 伊 茶 仁 よ り l 1. 9 5 l 千尾 、計根別よ り 3 . 5 6 3 千 尾 )

標津より 8. 1 7 2 千 粒 、 根 室へ 9 2 千 粒

5 . 2 l ̃ 5 .21

5 . 2 2 ̃ 5.22

5 . 2 1 ̃ 5.21

5.21 ̃ 5.21

5. 1 ̃ 5 . 3 l

5. 1 ̃ 5. 1

5. 1 ̃ 5. l

4. 1 ̃ 5.20

5 . 1 0 ̃ 5 . 2 9

4 . l 7 ̃ 5 . 1 5

4 . 1 7 ̃ 5 . 2 9 '

4 . 2 7 ̃ 5 . 3 l

4 . 1 3 ̃ 4 .13

釧路よ り 8 , 6 1 2 千粒 、  ルサよ り 6 8 千 粒 、 羅自 よ り 2 3 0 千 粒 、  植 別 よ り 1 , 7 3 3 千
粒 元 崎 無 異 よ り 8 0 '7 千粒 、崎無異よ り 5 2 7 千粒. 標津 よ り 1 , 4 8 5 千 粒
(1重1liiliへ 1 , 9 7 3 千 尾s 構 1津へ 3 . 5 6 3千尾、別当賀 'へ 8 4 7 千 尾 )
計根別へ 4 7 1 千 粒 、 床 丹へ 3 3 4 千 粒 ( 床 丹 よ り 9 0  0千尾)
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海

区
水 系

事業場

(収容場)

収容卵 i.:' 死卵数 ふ出尾数 ふ出率
放

無t合餌

流 尾 i

計 .

給 解

千粒
2.2 0  0

4 7.0 2 7

2 , 0 0 0

3 . 6 3 4

1 , 6 9 8

4 0 6

千粒
2 1 8

4 , 8 6 7

4 0 0

4 6 0

1 3 9

2 3

千尾
1 , 9 8 2

4 2 , 1 6 0

1 , 6 0 0

3.1 7 4

1 , 5 5 9

3 8 3

%
9 0 . 1

8 9 . 7

80.0

8 7 . 3

91 . 8

94.3

千尾
1 , 0 3 9

0

1.5 7 2

0

2 5 9

3 8 0

千尾
0

3 5.7 4 2

0

7 , 3 1 9

5 , 8 3 2

4 5 8

千尾
1 , 0 3 9

3 5 , 7 4 2

1 , 5 7 2

7.3 l 9

6.0 9 1

8 3 8

床 丹

西 別

矢 臼 別

風 速

別 当 '習

穩 香

( 床  丹 )

虹 別

( 矢 自 別 )

浜 中

厚 床

( 穗  香 )

根

室

海

区

海 区 計

本 年 度

前年度

1 3 4.3 0 9

2 2 2 , 6 8 8

1 6.1 2 8

3 2.7 7 6

1 1 8 , 1 8 1

1 8 9 , 9 l 2

88 . 0

8 5 . 3

5 , 1 2 1

2 1 , 0 9 1

1 1 0.0 3 8

1 5 3 . 1 9 6

1 1 5 , 1 5 9

1 7 4 , 2 8 7

幌 戸

別寒辺牛

チョロべツ

釧 路

釧 路

小 計

阿 寒

庶 路

茶 路

音 別

厚 内

十 勝

( 幌 戸 )

太 日 l

釧 路

鶴 居

l( 茶 路 )

f
( 厚 内 )

十 勝

慕 別

札 内

( 利 別 )

大 樹

l. 1 4 3

1 0 , 4 4 1

0

3 9. l 1 4

1 5.1 6 2

5 4 , 2 7 6

0

0

1.2 2 6

2 , 9 1 4

1 , 7 2 8

1 3.3 0 2

1 5 2

1 , 5 8 3

0

3 . 4 1 4

1 , 7 4 9

5.1 6 3

0

0

1 7 9

3 3 1

2 2 0

2.4 4 3

9 9 1

8 , 8 5 8

0

3 5 , 7 0 0

1 3 . 4 1 3

4 9 , l 1 3

' 0

0

1 , 0 4 7

2 , 5 8 3

1.5 0 8

l 0 , 8 5 9

86.7

84.8

0.0

9 1.3

8 8 . 5

90 .5

0.0

0.0

85 . 4

8 8 . 6

8 7 . 3

81 . 6

9 5 4

8.6 9 5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1 .2 0 0

3 4 , 1 8 8

9 , 7 0 0

4 3 . 8 8 8

1.0 0 0

1 , 0 0 0

2 , 0 0 0

2 , 5 0 0

1 , 4 0 0

1 0 , 0 0  0

9 5 4

8.6 9 5

1 , 2 0 0

3 4 , 1 8 8

9 , 7 0 0

4 3.8 8 8

1 , 0 0 0

1.0 0  0

2,0 0 0

2.5 0 0

1 , 4 0 0

1 0 , 0 0 0

エ

l;

モ・

以

東

海

区

ar

//

1//

小  計
l

歴 舟

3 1.5 6 l

4 6 , 2 6 0

1 , 0 1 3

9 2 , 1 3 6

6 , 0 3 9

5 , 0 3 4

7 , 8 7 0

6 8

1 5 , 4 1 5

1 , 0 1 8

2 6 , 5 2 7

3 8.3 9 0

9 4 5

7 6 , 7 2 1

5 , 0 2 1

84 . 0

83.0

9 3 . 3

83.3

8 3 . 1

0

0

9 4 0

9 4 0

0

2 5 , 1 0  0

3 3 . 1 4 8

0

6 8 , 2 4 8

5,0 0 0

2 5 , 1 0 0

3 3 . 1 4 8

9 4 0

6 9 , 1 8 8

5,0 0 0
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i 仮収容から収容までの卵の動き・ ・事業場単位
放 流 期 問l 備 考

1 稚 魚 移 殖 放 流 ・ ・ ・ ・  括 弧 書

4.10 ̃ 4.30

3. l ̃ 5.a 0

5 . 1 0 ̃ 5.31

4 . 20 ̃ 5 .20

4.25 ̃ 5 . 2 5

5. 5 ̃ 5. 9

当幌より1 , 1 4 4千粒、  春別 よ り 3 3 4 千 粒 、  計根別へ 1.2 6 8千粒、  (春別へ 9 0  0千尾)
森~、7. 5 7 8 千 粒 、 尻 別̃、1 , 5 0 9 千 粒. 八整へ 1 , 0 4 9 千 粒 、 浜中へ 2. 1 8 7 千 粒 、
斜 里 よ り 1 2. 9 6 2 千 粒 、 細 走 よ り 8,0 2 4 千 粒 、 標 津 よ り 7 , 1 2 0 千 粒 、 根 室へ 2 6
千粒(風連へ 2. 2 0  0千尾、別当賀へ 3. 7 0  0千尾、穂香へ ‘ l 5 8 千 尾

浜中へ 9 7千粒、計根別より2 . o  0 0千粒

虹別より2 , 1 8 7千粒、矢臼別より9 7千粒 (虹別よ り 2.200千尾、計根別,より1.9 7 3千尾)

(計根別より 8 4 7手尾、虹別より 3 . 7 0  0千尾)

( 虹 別 よ り 4 5 8 千尾 )

3. 1 ̃ 5 . 3 1

3 . 1 5 ̃ 6 . 1 0

4. 1 ̃ 5 . 3 1

4 . 1 2 ̃ 5.31

4.23 ̃ 4 . 2 6

4.  9 ̃ 5 . 1 6

4. 1 ̃ 4 . 3 0

4. 1 ̃ 5 . l 6

4 . 1 6 ̃ 4 . 1 6

太 田 よ り 9 7 0 千 粒

幌戸へ 9 7 0 千 粒

釧路へ 7 5 千 粒 ( 釧 路 よ り 1 , 2 0  0千尾)

森へ 4 , 9 56千粒、計根別へ 8.612千粒、千オへ 5.3 1 4千粒、十勝へ 5 , 7 1 7千1ll、1◆、鶴 ,属-へ
1 4.7 9 4千粒、チ-ヨロべツより75千粒、大樹̃、2.858千本1l1l広尾へ2 , 833千粒チ◆oべジへ:1,20cFll1量
阿寒より 4 2千粒、茶路より 1 7 7千粒、庶路より 5 0千粒、音別より 9 9千粒、 111l,l路より
1 4.7 9 4千粒 (阿寒へ 1,00 0千尾、庶路へ 1.0 0 0千尾、茶路へ 1 .0 0  0千尾)

鶴居へ 4 a千粒 ( 總居よ り 1 , 0  0 0千尾 )

4 . 1 7 ̃ 4 . 1 7  l鶴居へ 5 0 千 粒  (鶴馬-よ り 1 , 0  0 0千尾)
5 . 1 2 ̃ 5 .31

5 . 1 2 ̃ 5 . 31

4 . 1 2 ̃ 4 . 2 7

4. 1 ̃ 4 . 2 0

2 . 2 0 ̃ 4 . 3 0

2 . 1 5 ̃ 4 . 2 5

3 .20 ̃ 4 . 3 0

鶴居へ 1 7 7 千 粒 、  十勝より 1 , 2 2 6千粒 (1結l. 居より l ,  0 0 0千尾 )

鶴居 9 9 千粒 、十1I1ll・よ り 2. 9 1 4 千 粒

十 勝 よ り 1 , 7 2 8 千 粒

数生へ 1・810千粒、元浦河̃、1 , 1 4 6千粒、.手才へ 5.3 2 5千粒、釧路より 5 , 7 1 7千粒、
尾へ 2.1 5 3 千粒. 大樹へ 2 , 5 8 3千粒. 太平津''セ ン タ ーへ 3.7 3 8 千 粒 、 札内 よ り 2 6 7
疲留へ 1.6 4 6千粒、厚内へ 1 , 7 2 8千粒、茶路へ 1 , 2 2 6千粒. 音別へ 2 . 9 1 4千粒
和1別へ 7 0  0千粒

十ll1li~、2 6 7 千 粒

幕別 よ り 7 0  0千粒=2.1 5 ̃ 4 . 3 0
4 . 2 0 ̃ 4 . 3 0  十 勝 よ り 2 , 5 8 3 千 粒. 釧路より 2. 8 5 8 千 粒
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海

区
水 系

事業場

(収容場)

収容卵表_ ・'

死卵ま'1 ふ出尾 1l111 ふ出率
放 流 尾 数

無給餌 給 解 計

千粒
0

6 , 2 7 1

1 , 9 3 8

千粒
0

1 , 1 0 7

2 1 0

千尾
0

5 , 1 6 4

1 , 7 2 8

%
0.0

8 2 . 3

89 . 2

千尾
0

0

1.7 2 0

千尾
5 0 0

4 , 6 6 0

0

千尾
5 0 0

4 , 6 6 0

1 , 7 2 0

エ
リ
モ
以
東

海
区

豊 似

広 尾

旗 留

海 区 計

( 広  尾 )

( 疲  留 )

本 年 度

前 年 度

1 7 8.1 1 2

2 4 5 , 9 8 8

2 5.3 7 8

3 7.4 4 3

1 5 2.7 3 4

2 0 8 , 5 4 5

8 5 . 8

8 4 . 8

1 2 , 3 0 9

2 4 , 7 7 0

1 3 1 , 3 9 6

1 6 4.9 4 3
1 4 3 . 7 0 5

1 8 9.7 1 3

l歌 別

仁 雁 別

'0 是 満

エ 日 高 幌 別

元 浦

リ 1三 石

,L 静 内

l
l 新 冠

以 l
1 沙 流

l
1 i1l11 川

西 1
自 老

敷 生

海 貫 気 別

長 万 部

区 l遊 楽 部
l

l 落 部

l常 銘 各

l大 船
l

l尻 岸 内
l

l
( 7 i:浦 河 ) 3 6 0

0

0

0

( 元 浦 河 ) 6 , 6 1 9

l 0

l
静 内 l 7.0 7 7

l
l 0

1
富 川 4 2 6

0

0

i数 生 8 , 2 3 4

( 買 気 別 ) 2 2

0

八 雲 9.3 8 0

l 0

0

l o

l
( 尻 岸 内 ) l 1 5 0

. l

ti 0

0

0

0

9 9 0

0

1.0 2 5

0

4 1

0

0

2.0 7 4

9

0

1 , 2 0 7

0

0

0

2 1

3 0 0

0

0

0

5 , 6 2 9

0

6 , 0 5 2

0

3 8 5

0

0

6 , 1 6 0

1 3

0

8.1 7 3

0

0

0

1 2 9

83.3

0.0

0.0

0.0

85 . 0

0.0

85 .5

0.0

90 . 4

0.0

0.0

74 .8

59.1

0.0

87.1

0.0

. 0・0

0.0

86 .0

2 8 7

0

0

2 , 1 9 5

0

0

8 5 0

5 0 0

1 , 1 8 5

1 , 3 0 0

0

1.4 8 0

1 2

0

2 , 0 5 0

0

0

0

1 2 0

1 5 0

5 0 0

5 0 0

2 6 5

1 , 7 0 0

7 5 0

4.4 0 4

0

0

0

1,0 0 0

3 . 4 7 0

8 0 0

7 2 0

4 , 9 2 3

2 0 0

5 9 0

5 0

8 0 0

4 3 7

5 0 0

5 0 0

2.・,ll60

1.7 0 0

7 5 0

5.2 5 4

5 0 0

1 , 1 8 5

1.3 0 0

1,0 0 0

4 , 9 5 0

8 1 2

7 2 0

- 6.9 7 3

2 0 0

5 9 0

5 0

9 2 0
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放 流
稚 魚 移 殖 放 流 ・ ・ ・ ・  括 弧 書

広 尾 l 3 千 粒 ( 広 尾 よ り 5 0  0千尾) .

豊似より 1 3千粒、十勝より 2.1 5 3千粒、釧路より 2.8 3 3 千粒 (豊似へ 5 0  0千尾 )

-l-f勝 よ り 1 , 6 4 6 千 粒

静 内 よ り 3 6 0 千 粒、 (:元浦河より 1  5 0 千尾 )

元浦河へ 2 2 4千粒、  ( 元 浦河 よ り 5 0  0千尾)

期 iiii

4.19 ̃ 4 . 1 9

4 .20 ̃ 4 . 2 8

3.20 ̃ 4 . 2 8

4 . 1 9 ̃ 5 . 1 0

4. - 1 ̃ 5 .15
5. 9 ̃ 5. 9

5. 8 ̃ 5. 8

5. 7 ̃ 5. 7

4.20 ̃ 4 . 20

3. 1 ̃ 4 . 2 0

4 . l 0 ̃ 4 . 1 4

3 . 2 7 ̃ 4. 5

3.10 ̃ 5 .15

4. 9 ̃ 4.

1 - l -3.22 ̃ 4 . 1 0 (森よ ) 5 9 0 千 尾 )

l4 . 1 9 ̃ 4.19 ( 八雲 よ り 5 0 千尾 )

2.10 ̃ 4 . 6  遊 楽 部 よ り 1 0 7 千 粒 ( 森 よ り 8 0  0千尾)一 一一一一

備 考
仮収容から収容までの卵の動き 事業場単位

元浦河へ 1 o 千粒、 ( 元浦河よ り 5 0  0千尾)

元浦河へ 6 7 7 千 粒 、  (元浦河より2. 4 6 0 千 尾 )
十勝よ り 1. 1 4 6 千 粒 、 静 内 よ り 1. 2 4 0 千 粒 、 ll l是満より 1 0千粒、千オょり 2 , 8 4 4
千粒. 幌別 よ り 6 7 7 千 粒 、 仁確別 よ り 2 2 4 千 粒 、 . (歌別へ 1 5 0 千尾 、仁雁別へ
5 0  0千尾、 '陳:l満へ 5 0  0 千尾. 幌別へ 2. 4 6 0 千尾 、三石、へ 2 5 0 千尾)

千オ̃、1 3 5 千 粒 ( 静 内 よ り 5 0  0 千尾 、元浦河よ り 2 5 0 千尾 )
へ
り
別
よ
歌
冠新

粒

、

）
千
粒
尾

0
千
千

4
2
0

2
2
t

、:

1
7
8

へ
り
り

河
よ
よ

浦
川
オ

元
富
千

3 6 0 千 粒 、  富川~、4 2 6 千 粒 、  千オょり5. 1 2 5 千 粒
1 2 6 千 粒、 三lEiよ り 1 3 5 千 粒 ( 三 石へ 5 0  0千尾、

千オ̃、l 2 6 T・粒 ( 千才よ り 5 _ 0 .0千尾)

静内へ 7 2 2 千 粒 、  静 内 よ り 4 2 6 千 粒  ( 千 オ ょ り 8 0  0千尾 )

千オへ 7 4 9 千 粒 ( 千 オ ょ り l , 3 0  0千尾)

(i1l l生より1. 0 0 0千尾 )

十勝より1 , 8 1 0千粒、白老より98千粒、千オょり5 , 8 8 4千粒、 (自老へ 1.0 0 0千尾)

幡 よ り 8 0  0千尾 )

八雲へ 1 5 9 千 粒 ( 森 よ り 7 2 0 千 尾 )  .

虹別よ り 1 , 0 4 9 千 粒 、亀川 よ り 2 8 6 千 粒 、汐泊 よ り 5 6 5 千 粒 、尻岸内へ l 0 7 千
粒、長万部よ り 1 5 9 千粒 、冷水よ り 9 1 8 千粒 、厚沢部よ 1l1l l , 0 6 5 千 粒 (i tl,川̃、
2 5 0 千尾 、汐泊へ 3 0  0 千尾、落部へ 2 0  0千尾、大船へ 5 0 千尾 、松:自・へ 5 0?)

( 八 雲 よ り 2 0  0千尾 )
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海

区
水 系

事業場

(収容場)
収容卵 l'' 1;t卵数 ふ出尾室'' ふ出率 放 流 尾 数

計無給西 給 解

千粒
9 3 6

0

1 , 7 1 8

1 0 , 2 9 5

0

6 5 l

5 6 9

0

1 1 , 5 8 1

千粒
1 8 6

0

3 0 8

1 , 2 8 9

0

1 0 5

l 0 4

0

2 , 4 6 4

千尾
7 5 0

0

1 , 4 1 0

9,0 0 6

0

5 4 6

4 6 5

0

9 , 1 1 7

%
8 0 . 1

0.0

82.1

87.5

0.0

83.9

81.7

0.0

7 8 . 7

千尾
6 8 0

0

1 , 3 5 0

7.2 0  0

5 0 0

1 ,00  0

7 8 5

7 0

0

千尾
6 0 0

5 0

0

0

0

2 5 0

4 0 0

0

0

千尾
1.2 8 0

5 0

1 , 3 5 0

7 , 2 0  0

5 0 0

1 , 2 5 0

1 , 1 8 5

7 0

0

汐 泊

松. 倉

戸 切 地

茂 辺 地

大 当 別

亀 川

知 内

福 島

( 汐  泊 )

( 有  川 )

( 茂 辺地 〕

( 亀  川 )

知 内

エ

リ

モ

以

1alli
海

区

( 森 )

海 区 計

本 l lf 度 5 8.0 1 8 9 , 8 8 3 4 8 , 1 3 5 83.0 2 1 , 5 6 4 2 2 , 1 2 2

2 8 , 6 3 2

4 3 . 6 8 6

5 4 , 6 9 0前年度 8 2 , 1 4 2 1 9.3 8 2 6 2 , 7 6 0 76.4 2 6 , 0 5 8

合 計

本 年 度 l5 0 1 , 0 1 0 9 2 , 9 7 5 5 0 8.0 3 5 8 4 . 5 9 8 , 8 3 6 3 7 6.9 6 9 4 7 5.8 0 5

前 年 度 7 4 8.6 5 1 l1 2 3 . 7 0 9 6 2 4 , 9 4 2 83.5 l 1 4 0.3 7 1 l
4 3 5.6 1 5 15 7 5 , 9 8 6

さけ構卵の採卵から収容までの動き

採 卵 数 河 川

海 産

仮収容卵l:、'''

供 試 卵

本州移殖

収 容 卵 iz

5 4

5 9 7 , 2 2 9  千粒

7 , 5 3 5  "
6 0 4.7 6 4  〟
0 1 6  〟

3.7 3 8  〟

0 0 1 , 0 1 0  //

放 流 期 間

一一一
3.15 ̃ 4 . 3 0

4.18 ̃ 4 .18

3 . 20 ̃ 4 . 2 0

2.25 ̃ 3 . 3 1

3 .19 ̃ 3 . 1 9

3. 5 ̃ 4. 2

3 . 15 ̃ 4.15

3.28 ̃ 3.28

備 考 - - - - - -- --
稚 魚 移 殖 放 流 ・ ・ ・ ・ ・ 括  弧 書

森へ 247千粒、 八雲へ 5 6 5千粒、森より  5 0  0千粒、 (八雲より30  0千尾、 森より 3 0  0千理

( 八雲よ り 5 0千尾 )

茂辺地よ り 1 , 5 1 6 千粒

有川へ 1. 5 1 6 千 粒 、  (知内へ 3 5 0 千尾 、大当別へ 5 0  0千尾、亀川へ 5 0  0千尾、
福島・、7 0 千 尾 )
( 茂辺地より 5 0  0千尾)

八雪へ 2 8 6千粒. ( 八雲よ り 2 5 0 千尾 、茂辺地よ り 5 0  0千尾)
( 茂 辺地 よ り 3 5 0 千尾 、森 よ り 4 0  0千尾)

( 茂辺地より 7 0千躍 )

虹別より 7. 5 7 5 千 粒. 創降よ り 4 . 9 5 6 千 粒 、 汐 泊 よ り 2 4 2 千 粒 、 汐 泊へ 5 0  0
千粒、天のへ 7 0  0千粒. (貫気別へ 8 0  0千尾、長万部へ 7 2 0 千 尾 、 常 路へ 5 9 0
千尾、尻岸内へ 8 0  0千尾、汐泊̃、3 0  0千尾、知内へ 4 0  0千尾、及部へ 5 6 0 千
尾、石崎へ 5 6 0 千 尾 、 突符へ 5 6 0 千 尾 、 朱 太へ 8 0  0千尾、積丹へ 5 6 0 千 尾 、
通 器へ 3 0  0: l :・1量、 '

2 . 10 ̃ 5 . 1 5

3. 3 ̃ 5 . 1 9

2. 1 ̃ 6.30

仮収容から収容までの卵の動き ・ ・ 事業場単tlf

3 . 3 ̃ 6.2() l 3 ̃ 6.20 l ---

1if



第 1 5 表  昭和 4 7 年度 、  支、 事業場別さけふ化放流成積表

支 場
事 業 場

(収容場)

収容卵数

( A )

ふ出尾数

( B )

ふ 出 率
B /AX
1 0 0

放 流 尾
死 卵 数

三
5 0 1

2.2 1 7

4 6 0

1 , l 0 4

3 , 0 2 5

8 0 0

7 5 7

1 6 , 0 5 6

1 , 6 7 6

5.0 2 0

無 給 解 給 18耳

千粒
1 0.1 8 9

2 5 , 1 3 4

5.0 6 0

9 , 3 0 8

2 5. 6 7 1

9 , 3 4 4

1.3 1 4

4 3 , 3 9 1

1 1 , 5 0 2

1 6 , 1 9 0

1 5 7 , 1 0 3

1 3 9 , 3 7 1

千尾
9 , 6 8 8

2 2 , 9 1 7

4 , 6 0  0

8 , 2 0 4

2 2 , 6 4 6

8.5 4 4

5 5 7

2 7 , 3 3 5

9 , 8 2 6

1 1 , 1 7 0

%
95 .1

91 .2

90.9

8 8 . 1

88.2

9 1.4

4 2 . 4

63.0

8 5 . 4

69 .0

千尾
7 , 5 7 3

7 , 5 2 4

0

5.6 0 0

1 6 , 4 2 0

8.2 3 0

2 0 0

1 0 , 1 2 8

0

0

千尾
1 .9 7 5

1 4 .9 3 5

4 .5 1 0

2.2 0  0

5.5 0 0

0

0

1 6.9 7 1

9 , 7 4 8

7 , 30  0

北 見 岩 尾 別

斜 里

(来 運)

漢 琴

網 走

北見(北見)

″(常呂)

鴻 別

活 滑

幌 内

本 年 度 計

前年度  計

3 1.6 1 6

2 4 , 1 7 2

9 6

1 , 1 3 2

4 5 4

3 , 5 3 6

9 7 1

1 , 2 8 0

2.5 5 2

2 1 8

4 .8 6 7

1 3 9

4 6 0

4 0 0

2 3

! 6 , 1 2 8

3 2 , 7 7 6

1 2 5.4 8 7

l 1 5.1 9 9

9 7 6

1 1 , 8 9 6

3.4 8 5

2 3.6 9 6

8.1 4 l

6.9 3 0

1 2 , 1 9 9

1 , 9 8 2

4 2.1 6 0

l.5 5 9

3 , 1 7 4

1 , 6 0 0

3 8 3

l 1 8 , 1 8 1

1 8 9 , 9 1 2

7 9 . 9

82.7

5 5.6 7 7

6 7.0 1 2

6 3.1 3 9

4 5.4 8 9

根 室 (ル サ)

羅 自

無 別

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

(床 丹)

虹 別

厚 床

浜 中

(矢 臼 別)

(穩 香)

1 , 0 7 2

1 3 , 0 2 8

3 , 9 3 9

2 7.2 3 2

9 , 1 1 2

8.2 1 0

1 4 , 7 5 1

2 , 2 0 0

4 7 , 0 2 7

! , 6 9 8

3.6 3 4

2 , 0 0 0

4 0 6

91.0

91.3

88 .5

87 .0

8 9 . 3

8 4 . 4

8 2 . 7

90 . 1

89 .7

91 .8

8 7 . 3

8 0 . 0

94 . 3

8 8 . 0

85 .3

9 7 1

0

0

0

0

0

0

1 , 9 3 9

0

2 5 9

0

1, 1i 7 2

3 8 0

0

1 1 , 8 4 1

3 , 2 5 5

2 3 , 0 7 2

7 , 8 6 7

6.9 1 5

1 0 , 5 1i 7

0

4 2 , 1 0 0

1 , 2 8 5

3.1 4 6

0

0

本 年 度 計

前 年 度 計

1 3 4 , 3 0 9

2 2 2.6 8 8

5. l 2 1

2 1 , 0 9 1

1 1 0 , 0 3 8

1 5 3 , 1 9 6

-5 6-

一数 放 流 率
〇/AX
1 0 0

放流期間 備 . 考
計 ( C )

- 千尾

9 , 5 5 0

2 2.4 5 9

4.5 1 0

7.8 0  0

2 1 , 9 2 0

8.2 3 0

2 0 0

2 7 , 0 9 9

9 , 7 4 8

7 , 3 0 0

%
9 3 . 7

93 .3

8 9 . 1

83 .8

8 5 . 4

8 8 . 1

1 5 . 2

6 2 . 5

8 4 . 8

45.1

5. l̃5.20

3 .1 5̃ 5 . 3 1

5 . 2 3 ̃ 5 . 2 4

3 . 2 0̃ 5 . 2 0

3. 5̃ 5.20

3. 1̃5.1 9

4.26̃4 .2 6

4. 1̃5 . 3 1

4 . l 7̃ 5 . 1 5

4. 1̃5 . 3 1

1 1 8.8 1 6

1 1 2.5 0 1

75 . 6

80 .7

3. 1̃5 . 3 1

3 . 1 5̃ 5.31

9 7 1

1 1 , 8 4 1

S , 2 5 5

2 3 , 0 7 2

7 , 8 6 7

6.9 1 5

1 0 , 5 5 7

1 , 9 3 9

4 2. l 0 0

1 , 5 4 4

3 , 1 4 6

1 , 5 7 2

3 8 0

90 .6

9 0 . 9

8 2 . 6

84 .7

8 6 . 3

84 . 2

7 l . 6

88 . 1

89.5

9 0 . 9

8 6 . 6

7 8 . 6

9 3 . 6

4. 5̃5 . 1 0

5. 1̃5 . 2 5

5. 1 ̃ 5 . 3 1

4. 1̃ 5 . 2 0

5 . 1 5̃5 . 2 4

4 . 1 7̃ 5 . l 5

4 . 2 7̃5 . 3 1

4 . 1 0̃ 4 . 3 0

3. 1̃ 5.20

4 . 2 5̃5 . 2 5

4 . 2 0̃ 5.20

5 .1 0̃ 5 . 3 1

5. 5̃ 5. 9

1 1 5.1 5 9

1 7 4.2 8 7

85 .7

78 .3

3. 1̃5 . 3 1

3 . 1 5̃ 6 .10
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l 事 業 場 l 収容卵数
支 場

l (収容場) l ( A )
ふ出尾数

( B )

ふ 出 率
Bl/AX
1 0 0

放 流 尾
死 卵 数

無 給 国 給 西

十 勝 (i幌 戸)

太 田

釧 路

(茶 路 )

鶴 居

(音 別)

(厚 内)

幕 別

(利 別)

札 内

十 勝

大 樹

(広 尾)

(旗 留)

千粒
1 , 1 4 3

1 0 , 4 4 1

3 9.1 1 4

1 , 2 2 6

1 5.1 6 2

2.9 1 4

1 , 7 2 8

3 1 , 5 6 l

l . 0 1 3

4 6 , 2 6 0

1 3 , 3 0 2

6.0 3 9

6.2 7 1

1 , 9 3 8

千粒
1 5 2

1. lll 8 3

3 , 4 1 4

1 7 9

l , 7 4 9

3 3 1

2 2 0

5. 0 3 4

6 8

7 , 8 7 0

2.4 4 3

1.0 1 8

1; l 0 7

2 1 0

千尾
9 9 1

8 . 858

・3 5.7 0 0

1 , 0 4 7

1 3 , 4 1 3

2.5 8 3

1 , 5 0 8

2 6 , 5 2 7

9 4 5

3 8.3 9 0

1 0 , 8 5 9

5.0 2 1

5.1 6 4

1.7 2 8

%
86.7

8 4 . 8

91 .3

85.4

88.3

88.6

8 7 . 3

8 4 . 0

93.3

83.0

81 .6

8 3 . l

82 . 3

89.2

千尾
9 5 4

8 , 6 9 5

0

0

0

0

0

0

9 4 0

0

0

0

0

1.7 2 0

千尾
0

0

3 5.3 8 8

1 , 0 0 0

1 2.7 0 0

2 , 5 0  0

1 , 4 0 0

2 5.1 0 0

0

3 3 , 1 4 8

1 0.0 0 0

5.00 0

5.1 6 0

0

本 年 度 計

前 年 度 計

1 7 8.1 1 2

2 4 5. 9 8 8

2 5.3 7 8

3 7 , 4 6 3

1 5 2 , 7 3 4

2 0 8.5 2 5

85.8

84.8

1 2 , 3 0 9

2 4.7 7 0

1 3 1.3 9 6

1 6 4 , 9 4 3

天 塩 徳 志 別

歌 登

頓 別

(鬼 志 別)

(船 泊)

(增  幌)

天 塩

中 川

(信 砂)

(醫 寒 別)

7.3 9 6

- 4.4 1 6
4.8 5 7

2.2 0 8

2 3 6

1 l 0

2.5 0 4

9 , 4 1 9

7.7 2 0

2.1 4 5

3 8 8

3 0 1

2 0 4

9 7 9

3 0

2

1 9 3

8 8 1

9 0 0

l 8 0

7.0 0 8

4.1 l 5

4.6 5 3

1 , 2 2 9

2 0 6

1 0 8

2.3 1 1

8 , 5 3 8

6.8 2 0

1 , 9 6 5

94.8

93.2

95 .8

55.7

8 7 . 3

98 .2

92.3

90 . 6

8 8 . 3

9 1.6

0

0

0

1 , 1 0 0

1 5 0

8 6

0

0

0

0

6.6 0  0

3 , 8 7 0

3.7 0 0

' 0

0

0

2.1 3 0

4.4 0 0

6.0 0 0

1 , 8 5 0= :::: ::: 3 6 , 9 5 31 7.4 8 4
90.1

81.2

1.3 3 6

9 7 3

2 8 , 5 5 0

1 5 , 5 4 1

-5 8-

数 放 流 率
C/AX
1 0 0

放 流 期 間 備 考
計 ( c )
千尾
9 5 4

8.6 9 5

3 5.3 8 8

1,00  0

1 2 , 7 0 0

2.5 0  0

1 , 4 0 0

2 5.1 0 0

9 4 0

3 3.1 4 8

l 0.0 0 0

5.0 0 0

5.1 6 0

1.7 2 0

%
83.5

83.3

90.5

8 1.6

83.8

85.8

8 1.0

7 9.5

92 . 8

71.7

75.2

82.8

82.3

88.8

4. 1̃5 . 3 1

4 . l 2̃ 5 .31

4. 9̃ 5.16

5 . ! 2̃ 5.31

3.20̃ 5.15

5 .1 2̃ 5 .31

4 . l 2̃4 .27

2 .1 5̃ 4 .30

3.20̃ 4 . 3 0

2.1 5~4 . 2 5

4. 1̃ 5.20

4.20̃ 4.30

4.1 0̃ 5.20

4 . l 5̃ 4.30

、

1 4 3 , 7 0 5

1 8 9.7 1 3

80.7

77.1

2 .1 5̃ 5.31

3 . 2 0̃ 6.2 0

6.6 0  0

3 , 8 7 0

3 , 70  0

1.1 0 0

1 5 0

8 6

2.1 3 0

4.4 0 0

6.0 0 0

1.8 5 0

89.2

87.6

76.2

49.8

63 .6

7 8 . 2

85.1

46.7

7 7.7

86 .2

4. 1̃ 5 . 3 l

3.15̃ 5 .15

4 . 1 5̃5 . 12

6. 1̃6. 1

5. 4̃ 5 .15

6 .3 0̃ 6.30

4. 1̃5 .21

4.2 0̃ 4.3 0

6. 6̃ 61.2 0

5.1 0̃ 6 . 1 0

2 9.8 8 6
1 6 , 5 l 4

72.9

76.7

3 . 1 5̃ 6.3 0

3.「 S̃ 5.31 -5 9-



支 場
事 業 , 場

(収容場)

収容卵数

( A )
死 卵 数

ふ出尾数

( B )

.il,出 率
B /AX
1 0 0

放 流 尾

無 始 解 給 ・西:

千粒
2 0 0

1 7.2 3 7

4. 6 8 4

1.0 2 0

3 6 0

6 , 6 1 9

7 , 0 7 7

4 2 6

8.2 3 4

千粒
5 4

3 , 6 5 6

9 0 4

2 4 5

6 0

9 9 0

1 , 0 2 5

4 1

2 , 0 7 4

千尾
1 4 6

1 3 , 5 8 1

3 , 7 8 0

7 7 5

3 0 0

5 , 6 2 9

6.0 5 2

3 8 5

6.1 6 0

%
73.0

78.8

80.7

76 . 0

83 . 3

85.0

8 5 . 5

90 .4

74.8

千尾
1 3 9

3 , 8 0 5

0

0

2 8 7

2 , 1 9 5

0

3 8 5

1 , 4 8 0

千尾
0

8.7 7 5

3 , 4 6 9

7 4 5

0

3 , 3 6 5

4.9 0 4

0

4.4 7 0

千 歳 (厚 田)

千 オ

(余 市)

(美 国)

(歌 別)

(元 浦 河)

静 内

(富 川)

敷 生

本 年 度 計 4 5.8 5 7 9 , 0 4 9 3 6 , 8 0 8 80 .3 8.2 9 ! 2 5.7 2 8

前 年 度 計 5 5.1 0 3 9 , 7 0 7 4 5.3 9 6 82.4 7 , 3 8 7 3 1 , ! 7 4

渡 島 尻 別

利 別

厚 沢 部

(天 の)

(買 気 別)

八 雲

( 森 )

(尻 岸 内)

(汐 泊)

(有 川)

(茂 辺 地)

(亀 川)

(知 内

1 , 8 3 4

2 , 9 0 2

3 , 8 8 0

7 0 0

2 2

9 , 3 8 0

l 1.5 8 1

1 5 0 '

9 3 6

1 , 7 1 8

1 0 , 2 9 5

6 5 1

5 6 9

38、5

2 8 8

3 5 7

2 3

9

1.2 0 7

2 , 4 6 4

2 1

1 8 6

3 0 8

1 , 2 8 9

1 0 5

1 0 4

1 , 4 4 9

2.6 1 4

・ 3 , 5 2 3

6 7 7

1 3

8.1 7 3

9 , 1 1 7

1 2 9

7 5 0

1 , 4 1 0

9 , 0 0 6

5 4 6

4 6 5

't 9.0

90.1

90.8

96 .7

5 9 . 1

8 7 . 1

・ 78.7

86.0

80.1

8 2 . l

8 7 . 5

8 3 . 9

81 . 7

1.3 1 5

0

4 2 0

6 0 0

1 2

2 , 0 5 0

0

1 2 0

6 8 0

1.3 S 0

8.6 2 0

1l,0 0

4 3 5

0

2.5 4 5

2 , 8 5 0

0

0

5 , 7 7 3

6 , 9 5-0

0

0

0

0

0

0

本 年 度 計 4 4.6 1 8 6.7 4 6 3 7 , 8 7 2

4 8.4 0 6

l 6.1 0 2 1 8 , 1 1 8

前 年 度 計 6 3.9 5 9 1 5.5 5 3 75 . 7
l

1 9 , 1 3 8  l 2 5.2 7 2

合 計
本 年 度 計 6 0 1.0 1 0 9 2.9 7 5 5 0 8 , 0 3 5 84 .5 ・ 9 8 . 8 3 6 3 7 6.9 6 9

前 年 度 計 7 4 8.6 5 1 1 2 3 , 7 0 9 6 2 4.9 4 2 l 83 .5 1 4 0 , 3 7 1  l 4 3 5.6 1 5

-6 0-

数 放 流 率
0/A>く
1 0 0
放 流 期 間 l 備 考

l計 ( c )
千尾
1 3 9

1 2.5 8 0

3 , 4 6 9

7 4 5

2 8 7

5.5 6 0

4.9 0 4

3 8 5

5. 9 5 0

%
69.5

73.0、
7 4 . 1

73.0

79.7

84 . 0

6 9 . 3

90.4

72.3

4. 4̃5. 8

2 . 2 8̃ 5 . 1 0

4 . 2 0̃ 5.25

5 . 2 8̃ 5 . 2 8

3 .1 0̃ 4 .17

3 . 2 0̃4 . 28

4. 5̃5 . 1 5

4. 1̃5. 8

3. 1̃ 4.20

3 4.0 l 9 7 4 . 2 2 . 2 8̃ 5 . 2 8

38.5 6 1 68.5 3. 1~5.27

1 , 3 1 5

2.5 4 5

3 , 2 7 0

6 0 0

1 2

7 , 8 2 3

6 , 9 5 0

l 2 0

6 8 0

1 , 3 5 0

8 , 6 2 0

5 0 0

4 3 5 '

71.7
l

87.7

84.3

96 .0

5 4 . 5

83 . 4

60.1

80 .0

7 2 . 6

7 8 . 6 .

83.7

76.8

76.4

4.1 5̃ 5 . 2 3

2. 1̃4 . 2 0

2. 1̃4.3 0

4.14̃ 5 .20

4.10̃4.10

3 . 1 0̃ 5 . 1 5

3 .22̃4.24

2.10̃2.10

3 .1 5̃ 4 . 3 0

3.2 0̃ 4 .20

2 . 2 5̃ 3.31

3. S̃ 3.31

3. :l 5̃ 4 . 1 5

3 4.2 2 0 2. 1̃5 . 2 3

4 4.4 1 0 70.4 3. 3̃5.24

4 7 5.8 0 5 79.2 2. l̃6.3 0

5 7 5.9 8 6 7 ll;9 3. 1̃6.1 5

-6 1-



さl十権魚の標識放流について、 放流時異l,1;よる回帰効果の確認などの目的ll:.よって千 i意川、 遊楽部川で

で実施した。 なぉ後◆良品環tの育成lこよる回帰効果の確認の目的で網走川でも実施した。 その概要は第l6

表のとぉりである。

第 1 6 表  さlナ権魚機識放流

放
る

，

よ

魚 構 河川名 放 流 期 間
標 識

屋 数 二部__ _位_L攤
脂ビレ l 有
左腹ビレ 1 有
右腹ピレ l 有
左腹ビレ l -
l

- l -

l:基i: l:

魚. 体

月 的

l
さ け l 千 オ

1
l 〟
l

1
l ″
l 網 走
l
l
l ″
l
1 遊楽部
l
l ″

l (千尾)
48 . 2 . 2 0̃3. 6 2 0 0

l

a 3 . 2 9  l 2 1 1

4 8.4 . l 7̃. i . 2 4  2 0 0

4 8. 5 . 8̃5.12  l 9 1

l48 . 5 . 2 8̃5.30 8 0

l
48.・1. 9 1 5 0

l
l

, ̃ っ i48. 1. 9 1_ 3 l 5 0

(9)、
0- 3 4̃0・ 5 l ll :j ・同一発生群稚魚の f

l l流時期の相異によ1
0 .74  l l、回帰効果, i
0.86 l 」
o・ 3 7 » 降下営響の差異に,l る回帰効果l 0.76 1

lo'4̃o'4 7 1 第l器)X 1 質良品

. ト

l ( 3 f l魚x 1 の育成
0 3  1 3 年'魚)  J

種

1=1 ″ 1 4 8 . 4 . 9̃'. 2 3 1 5 o l 脂_是最 ヒ.レ 1 有 1 o. 3  1 算量)X J二
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s 8. ま す 増 殖 事 業
1 捕獲採卵成續概要

〇 さくらます

本年度は, 2 5水系 ,  2 5捕獲・採卵場で,  4 7 年 5 月 l 日か ら 1 0 月 3 l 日 まで実施し 1 0 , 8 3 0

尾 ( う ち , 難 7 , 4 5 9 尾 , 雌 比 率 6 8 . 9 % )の親魚を捕獲し,蓄養中のへい死魚を除き 6 , 0 9 4 尾

の雌から 1 0. 7 6 8千粒の種卵を採卵した。 (雌規魚使用率8 1 . 7 % )

1 0 , 2 6 0 千粒の種卵を ,  1 5事業場と民営3ケ所の計18のふ化場に収容し,給顯稚魚4 , 1 9 9

千尾 ( 給 解放流率 6 0 . 0 % ) , 無 給 解魚 2. 8 0 3 千尾の合計 7. o 0 2千尾 (他にさ <らます資源
拡大再生産事業用292千尾)の稚魚を生産し, ( 稚 魚生産率 6 8 . 2 % ) ,  4 8 年 1 月 1 日 か ら同

年6月3 0日にかけて ,全道2 0水系へ放流した。

このほかに,さくらます資源拡大再生産事業用として, 2 9 2千尾を千歳事業場に ;t・いて, 飼育

管理中である。 -

な:l1・,本種は,我が国初の海外移殖用種卵として ,渡島支場尻別事業場より ,チリ国コヂャイケ

地区へ1 5 9千粒 (生卵 1 5 0千粒 )の発眼卵を供給した。 これらは ,チリ国の要請にょりとり行

なわれた。チリ国での放流は, 1 9 7 3 年 ( S 4 8 ) 1 月 4 日 , サイノ一吸収後無給解稚魚として

シンブソン川水系クラ ロ川へ 8 5千尾が放流された。

〇 からふとます

本年度は, 4 1水系 ,  4 3 捕獲 ・採卵場で 4 7 年 5月 1日から 1 0 月 3 1 日 まで実施し , 5 0 , 4 7 6

尾 ( う ち , 雌 2 2. 2 2 6 尾 , 雌 比率 4 ・t. 0 % )の親魚を捕獲し ,蓄養中のへい死魚等を除きl8.159

尾の雌から, 2 3 , 7 5 0千粒の種卵を採卵した。雌親魚使用率8 1 . 7 % )

2 3. 3 9 4千粒の種卵を l 7事業場と民営 5ケ所の計 2 2のふ化場に収容し ,給解稚魚 l 0 , l 9 7

千尾 (給iEl 放 流率 5 0 . 0 % ) , 無 給解魚 1 0 , 1 9 3 千尾の合計 2 0 , 3 9 0 千尾の稚魚を生産して

( 稚 魚 生 産 率 8 7 . 2 % ) 4 8 年 l 月 l 日 か ら , 同 年 6 月 l 5 日 に か け て ,全道24水系へ放流した。

事業計画と実續ならびに前年度との比較

第 l 表  さ く ら ま す

区 分
昭 和 4 7 年、度 昭和 4 6 年度  前年度との対比

計 画 数 実 績 達 成 率 % 実 績 増 減 △

捕 獲 数 尾

採 卵 数 千 粒

放 流 数 千 尾

l 6 , 3 0  0

l 8 , 7 2 7

1 -o.7 3 2

1 0 , 8 3 0

l 0 , 7 6 8

7,0 0 2

6 6 . 4

57 .5

4 4 . 5

6 , 9 4 0

6.6 7 3
4 , 8 0 9

3.8 9 0
4.0 9 5
2.4 1 3

第 2 表  からふとます

区 分
昭 和 4 7 年 度 昭和 4 6 年 度  前年度との対比

計 画 教 l 実 積 l 達 成 率 % 実 績 増 減 △

捕 獲 数 尾

採 卵 教 千 粒

放 流 数 千 尾

4 5 , 2 0  0

2 4 , 7 0 1

2 1 , 0 2 5

5 0 , 4 7 6

2 3 , 7 5 0

2 0 , 3 9 0

1 1 1 . 7

9 6 . l

97 .0

2 7 3.7 3 3
1 7 2.3 3 2

l 3 9.6 8 7

△ 2 2 3.2 5 7
△ 1 4 8 , 5 8 2

△ 1 1 9 , 2 9 7

- 6 3 -



さ く ら ま す
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か ら ふ と ま す

0 . 7 %
1 5 5千粒
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第 3 表  昭和4  7年度海区別さく らます事業成積集計表

1、

捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数
9 性 比

9 親 魚

使用数

l;l 親 魚

使用率9 6 計

尾

2 , 9 9 1

1.3 9 7

3.0 7 1

0

0

尾

1 , 2 7 6

7 5 9

l , 3 3 6

0

0

尾

4 , 2 6 7

2.1 5 6

4.4 0 7

0

0

%

70.0

6 4 . 8

69 .7

0

0

尾

2 , 2 5 9

1.3 2 6

2.5 0 9

0

0

%

75 . 5

9 4 . 9

8 1.7

・ 0

0

オホー ツク海区

日 本 海 区

根 室 海 区

1際整以東海区

標装以西海区

合 計

前 年 度

7 , 4 5 9

4 , 6 8 3

3 , 3 7 l

2 , 2 5 7

l 0.8 3 0

6.9 4 0

6 8 . 9

67.5

6 , 0 9 4

3.7 5 3

81 .7

8 0 . l

第 4 表  昭和 4  7年度支場別さく らます事業成積集計表

t支 場 項 目 捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数
9 性 比

9 親 魚 l 9 親 魚
使用数 l 使用率l;l 6 計

尾

1 , l 5 5

3.0 7 1

0

1 , 9 7 0

4 8

1 , 2 1 5

尾

6 7 l

1.3 3 6

0

6 8 8

2 l

6 5 5

尾

1 , 8 2 6

4 , 4 0 7

0

2 , 6 5 8

6 9

1.8 7 0

%

63.3

69.7

0

7 4 . l

6 9 . 6

65.0

尾 l %

7 7 3  66 . 9

2 , 5 0 9 i 81 .7

。l o

l
1 , 5 9 8  81.2

4 8.3

1 , 2 1 0  l 9 9 . 6
l

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩  支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

合 計

前 年 度

7 , 4 5 9

4 , 6 8 3

3.3 7 l

2.2 5 7

l 0.8 3 0

6 , 9 4 0

68 . 9

67 .5

6 , 0 9 4  1 8 1 . 7

3 , 7 5 3  ! 8 0 . 1
l

註 : ( )は ,  サクラマス資源拡大再生産事業に引き継ぎ

- 6 6 -

1a ふ 化 放 流 成 積

平 均

採 卵 数
採 卵 数

実 施

期 間
収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

粒

1 , 4 3 5

2 , 4 l 0

1.7 2 5

0

0

千粒

3 , 2 4 2

3 , l 9 7

4.3 2 9

0

0

千粒

2 , 4 7 l

3.4 3 3

4 , 3 2 9

0

2 7

千尾

2 , l 2 6

2 , 8 9 7

3 , 7 7 7

0

2 4

%

86 . 0

8 4 . 4

87 .2

0

8 8 . 9

千尾

1.9 l 3

1 , 5 7 6

3 , 4 9 3

0

2 0 ・

5.1̃l 0 . 1 5

5.1̃ l 0 . 3 1

6.1̃1 0 . l 0

1.1̃5 . 3 0

5 . l̃6 .30

1 2 . 3̃5 . 2 5

4 . l̃4 . 3 0

1.7 6 7

l , 7 8 0

l 0 , 7 6 8

6.6 7 3

5.1̃1 0 . 3 1

l 5 . l̃1 0 . 3 1
l 0 , 2 6 0

l 6.4 1 6
8 , 8 2 4

5 , 8 4 l

86 . 0

91.0

7,0 0 2

4 , 8 0 .9

l 2 . 3̃6 . 3 0

1 . l̃6.20

積 ふ 化 放 流 成 :構:

平 均

採 卵 数
採 卵 数

実 施

期 間
収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

粒

1 , 5 5 4

・1 , 7 2 5

0

1 , 4 1 1

2 , 7 5 0

2 , 4 5 7

千粒

1.2 0 l

4 , 3 2 9

0

2 , 2 5 4

1 l

2 , 9 7 3

千粒

9 7 6

4 , 3 2 9

0

1.7 0 8

4 3 3

2 , 8 l 4

千尾

8 3 4

3 , 7 7 7

0
、、?-
1 , 4 6 3

3 8 9

2 , 3 6 1

%

8 5 . 5

87 . 2

- 0

85 .7

8 9 . 8

8 3 . 9

千尾

8 1 3

3.4 9 3

0

1 , 2 2 6

( 2 9 2 )

1.4 7 0

5.1̃ l 0 . 6

6.1̃l 0 . 1 0

5 . l̃ l 0 . 3 l

8 . l 6̃9 . 3 0

8 . 2 l̃
1 0 . l ( )

1. l̃4 . 3 0

l 2 . 3̃5 . 2 5

5.1̃6 . 3 0

1 .g̃

4 . 3 0̃5 . 2 3

1 , 7 6 7

1.7 8 0

1 0 , 7 6 8

6 , 6 7 3 に:::= 1 0 , 2 6 0

6 , 4 1 6

8 , 8 2 4

5 , 8 4 1

8 6 . 0

9 1 . 1

7,0 0 2

( 2 9 2 )

4 , 8 0 9

1 2 . 3̃6.30

1 . l̃5 . 3 l

- 6 7 -



第 5 表  昭和4  7年度海区別からふとます事業成積集計表

1海 区 項 日 捕 ' 獲 採 卵 成

捕 獲 数 e 親 魚

l 使 用 数
lil 親 魚

使 用 率9 3 計
9 性 比

尾

1 6.3 9 5

3 9

3 , 9 0 4

1 4 5

1 , 7 4 3

尾

1 8 , 7 0 8

5 9

7 , 3 7 4

1 9 0

1 , 9 1 9

尾

3 5 , l 0 3

9 8

l 1 , 2 7 8

3 3 5

3 , 6 6 2

%

46.8

39.8

3 4 . 6

4 3 . 3

47.6

尾

l 4 , l 2 2

2 2

2.7 4 5

1 2 8

1 , 1 4 2

%

8 6 . l

5 6 . 4

70 .3

88 . 3

65 .5

オ ホー ツ ク 海 区

日 本 海 区

根 室 海 区

標装以東海区

標装以西海区

合 計

前 年 度

2 2 , 2 2 6

1 3 8 , 6 2 8

2 8 , 2 5 0

1 3 5.1 0 5 2;=: 44 . 0

50.6

l 8. l 5 9、

1 2 3 , 3 0 8

81 .7

88.9

第 6 表  昭和4  7年度支場別からふとます事業成積集計表、海 区 項 日 捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数 le 親 魚

・使 用 数

9 親 魚

使 用 率,e 10 計
e 性 比

尾

l 5 , 6 5 5

3.9 0 4

l 4 5

7 7 9

2 6

1.7 1 7

尾

1 7 , 7 l 5

7 , 3 7 4

1 9 0

1,0 5 2

1 l 6

1 , 8 0 3

尾

3 3.3 7 0

1 1 , 2 7 8

3 3 5

1 , 8 3 1

1 4 2

3.5 2 0

%

.1 6.9

3 4 . 6

4 3 . 3

4 2 . 5

l 8 . 3

48 . 8

尾

l 3 , 5 9 6

2 , 7 4 5

1 2 8

5 4 8

0

1 , 1 4 2

%

86 .8

70.3

8 8 . 3

70.3

・ 0

66.5

北 見 支 場

根 室 支  場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支  場

渡 島 支 場

合 計

前 年 度

2 2 , 2 2 6

l 3 8 , 6 2 8

2 8.2 5 0

l 3 5 , 1 0 5

5 0 , 4 7 6

2 7 3.7 3 3

44.0

50 . 6

l 8. l 5 9

l 2 3 , 3 0 8

8 1.7

88 . 9

- 6 8 -

積 ふ 化 放 流 成 la
平 均

採 卵 数
採 卵 数

実 施

期 間
収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

粒

1 , 3 6 0

1 , 3 6 4

1 , l 4 5

1.2 1 0
1 , 0 6 0

千粒

1 9 , 2 l l

3 0

3. l 4 3

l 5 5

1 , 2 1 l

千粒

l 3 , 3 5 7

3.0 3 9

4 , 0 7 0

l 5 5

2 , 7 7 3

千尾

1 2 , 0 6 3

2 , 8 4 0

3.5 2 5

l 2 0

2 , 5 4 8

%

90 . 3

9 3 . 5

86.6

77.4

91 .9

千尾

l 1.7 1 0

2.6 4 5

3 , 4 6 8

l 0 5

2.4 6 2

7.1̃ l 0 . 3 l

5 . l̃1 0 . 3 1

6. l̃1 0 . 2 1

8 . l̃ 9.30

7.3̃1 0 . 3 l

2 . l 2̃5.8

5.1̃e. 1 5

1 . l̃ 5 . 2 5

3.20̃3 . 3 l

2 . 2 3̃5 . l 0

1 , 3 0 8

1 , 4 0 0

2 3 , 7 5 0

l 7 2 , 3 3 2

5.1̃l 0 . 3 1

5 . 2 l̃
1 1 . 2 0

2 3 , 3 9 4

1 7 2 , 2 9 2

2 1 , 0 9 6

1 4 4 .8 4 6

90.2

8 4 . l

2 0 , 3 9 0

l 3 9 , 6 8 7

1 . l̃6 . l 5

1 . 2 0̃6.20

積 ふ 化 放 流 成 續

平 均

採 卵 数
採 卵 数

実 施

期 間
収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

粒

1 , 3 7 0

1.1 4 5

1 , 2 1 l

1 , l 0 8

0

1 , 0 6 0

千粒

l 8 , 6 3 4

3 , l 4 3

l 5 5

6 0 7

0

1 , 2 l 1

千粒

l 2 , 7 8 0

4 , 0 7 0

1 5 5

3 , 6 l 6

9 1 8

1.8 5 5

千尾

l 1 , 5 5 8

3 , 5 2 5

l 2 0

:- 'i ,-
3 , 3 4 5

8 5 0

1 , 6 9 8

%

90.4

8 6 . 6

7 7 . 4

9 2 . 5

9 2 . 6

91.5

千尾

l 1 , 2 4 0

3.4 6 8

l 0 5

3 , l l 5

8 0 0

l , 6 6 2

7.1̃1 0 . 3 l

6 . l̃1 0 . 2 1

8 . l̃9.30

5.1̃ l 0 . 3 l

8.1̃

7.3̃1 0 . l 9

2 . 1 2̃5.8

1 . l̃5 . 2 5

3 . 2 0̃3.31

4 . l̃6 .15

2.23̃2.24

4 . l̃5 . 1 0

1.3 0 8

1 , 4 0 0

2 3.7 5 0

l 7 2.3 3 2

5 . l̃ l 0 . 3 l

5 . 2 l̃
1 1 . 2 0

2 3 , 3 9 4

l 7 2 , 2 9 2

2 1 , 0 9 6

l 4 4 , 8 4 6

90.2

8 4.l

2 0.3 9 0

1 3 9 , 6 8 7

1.1̃6 . l 5

1 . 20̃6.20

- 6 9 -



第 7 表  昭和4  7年度海区 ・水系別さくらます親魚捕獲・採卵成積表

海区

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 1 使

l;l 11l 計

尾
0

l 0 9

l .1 4 4

5 7 3

0

1 , 4 3 1

7 9 1

1 9

l;l

尾
0

7 7

3 8 4

3 l 2

0

8 5 9

6 2 7

0

l lル シ ヤ ル シ ヤ 岩 尾 別

岩 尾 別に 尾 別  ″
1

斜 里 斜  里 1 斜 里
l l

活 滑 1 活 滑 l 港 滑

漢 興 部 1 深 興 部 1 "
' 1 士徳 志 別 徳 志 別 l 徳 ,・、 別

= l l北 見 幌 別 1 北 見 幌 別 歌  登
l l
l l知 来 別 知 来 別 l 頓 別1
l

尾
0

7 8

7 0 8

3 6 9

0

1 , 0 4 9

7 7 5

1 2

尾
0

3 1

4 3 6 -

2 0 4

0

3 8 2

2 l 6

7

海 区 計
本 年 度 1 2.9 9 l 1 , 2 7 6 4 , 2 6 7 2.2 5 9

前 年 度 1 , 9 8 3 1. l 1 5 3 , 0 9 8 1 . .! 7 0

日

本

海

-部 l i l
増 幌 , 增 幌 ' 中 川

1 1天 塩 下 中 川 l ″
l l ・

違 別 , 違 別 1 ″
l 1

信 砂 l 信 砂1天 塩l l
l l

石 狩 l 西 越 l 千 才

1 1
尻 別 ' 名 駒 l 尻 別

l 1
朱 太 1 朱 太 1 〟

l 1

2 6

l 5

8 2

l 8

1.2 1 5

0

2

3 4

0

4 7

2 l

6 5 5

0

l 3

6 0

l 5

l 2 9

6 9

1 , 8 7 0

0

l l

2 l

3

7 7

4

1 , 2 1 0

0

区
有 商 一一」- 本 年 度 l

l

1 , 3 9 7

6 6 9

7 5 9 2 , l 5 6 1,3 2 6

5 -o 4l 前 年 度 l 9 8 8 6 7

根

室

海

区

忠 類 l 忠 . 類 i 伊 茶 仁

1 l
伊 茶 仁に 茶 仁 1 〟

l
標 津 標  津 1 根 室

l l
当 幌l 当 幌 . 計 根 別

6

l 2

1 , 5 l 9

6 2

2

5

4 3 l

4 7

8 l 4
l
l

l 7  l l 0
l
l

1 , 9 5 0  l 1 , 1 8 6
1
l

1 0 9  l 6 0

- 7 0 -

用 親 魚 数

一一

6 l 計
採 卵 数 増減卵数 仮収容卵数

1ll 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 日

一 尾
0

2 5

l 6 0

7 0

0

2 4 4

l 8 5

0

尾
0

l 0 2

5 4 4

3 8 2

0

1 , 1 0 3

8 1 2

0

千f l 千粒
:::
4 3 0 l

0 i

l二
°l

千粒
0

l 4 4

6 2 7

4 3 0

0

1.3 4 1

7 0 0

0

%
0.0

9 8 . 7

5 4 . 2

8 4 . 6

0.0

81 .9

80.9

0.0

粒
0

1 .8 7 0

1 , 6 3 3

1 , 3 7 8

0

1.5 6 l ・

1. l l 6

0

5. l̃ 8 . 3 1

6. l̃ 9 . 2 6

5. l̃ 9.19

5 . 2 2̃ l 0 .  6

・ 5. l̃ l 0 . 1 5

5.2 6̃ 9.30

5 . 2 l̃ 9 . 3 0

7 . 1 0̃ 8 . 3 l

5. l̃1 0 . 1 56 8 4 2.9 4 3 3 , 2 4 2 3.2 4 2 7 5 . 5 1.4 3 5

6 4 0 2. l ! 0 2 , 4 4 7 2 , 4 4 7 7 4 . 1 1.6 6 0 5. 1̃ l 0 . l 5

2

8

0 ・

4 7

2

6 5 5

0

l 3

2 9

3

l 2 4

6

1 , 8 6 5

0

l 3

4 3

7

l 5 0

l 1

2 , 9 7 3

0

1 3

4 3

7

1 5 0

l l

2 , 9 7 3

0

1 0  0.0

8 0 . 8

2 0.0

93 .9

8.3

9 9 . 6

0.0

1
1 , l 8 2 l 7 . 2 1̃ 9 . 30

l

l2 . 0 l 8  9. 1̃ 9 . 3 0

l2 . 3 3 3  6. 2̃  9 . 2 3
1

1 9 4 8 1 - l̃ l 0 3 l

l 0 ・

2.7 5 0  8. 3 9 . 3 0

2. .i 5 7  5. 1̃1 0 . l 0

1
0 l 9. l ̃ 1 0 . 2 0

7 l 4 2.0 4 0 3.1 9 7 3 , 1 9 7 9 4.9
l2.4 l 0  , 5. l̃ 1 0 . 3 l
l

l 2 5 6 7 9 1 , 2 3 l
l

1.2 3 1  l 8 2 . 8
l

2.2 2 0 5. l̃1 0 . 3 l

2

3

3 3 6

4 6

6

l 3

1.5 2 2

1 0 6

7

l 7

2 , 0 l 1

l l 2

l l
7 1 6 6 . 7  l 1. 7 5 0

l 1
l 7  1 8 3 . 3  l l , 7 0 01 l

l l
2 , 0 l l 7 8 . 1  1 1 , 6 9 6

I

1 1 2  1 9 6 . 8  1 , 8 6 7
l .

6 . l l̃ l 0 . l 0

6. 1̃1 0 . l 0

6.21̃ l 0 . 1 0

6. l̃ 9 .30

- 7 l -



構区
補 種

採 卵 場

所 f

事 業 場

精 差 数 ・ 使

水 系
li

'0

計 9

尾
3 0

2 6

. 4 6 7

5 7

3 2 3

5 6 9

' 尾

1 2

8

2 2 8

4 6

・ l 3 3

4 2 4

' 尾
4 2

3 4

6 9 5

1 0 3

4 5 6

9 9 3

尾
3 0

2 6

4 2 6

l 2

l 8 9

5 6 6

1i 別

床 丹

西 別

矢 日 別

属, 連

別 当 責

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 ・ 当  資

計 根 別

//

虹 別

浜 中

//

厚 床

1l l

豊.

構

区

高 区  計

本 年 度 3 , 0 7 l 1 , 3 3 6 4.4 0 7 2.5 0 9

前 年 度 ' 2.0 1 3 ' 9 3 9 2 , 9 5 2 l , 7 2 2

解

集

以

i区

本 年 度

0 '

、 0

' .0

0

海 区 計
前 年 度 ! 8 5 2 3 7

合 計

本 ・年 度 7.4 5 9 3.3 7 !  . l 0.8 3 0 6 , 0 9 4

前 年 1i 4.6 8 3 ・ 2.2 5 7 6.9 4 0 3 , 7 5 3

- 7 2 -

用 温 常l、 数
操 卵 数m卵数 仮収容 .9lP数

0 報急

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 日

0 計

一 尾
l 2

8

1 9 9

, 8

0 6

4 l 8

, 尾

4 2

3 4

6 2 5

2 0

2 5 5

9 8 4

千技
6 2

6 5

1.0 3 9
2 3

3 8 6

6 0 7

. 千粒 千杜
6 2

6 5

l , 0 3 9 '

2 3

3 8 6

6 0 1「

%
l 0  0.0

l 0  0.0

91 .2

2 l .1

58 .5

99.5

粒

2,0 lll 7

2,50 0

2 ,439

1.9 l 7

2 ,042

1 , 0 7 2

6. 1̃ 9.3 0

6. l̃ 9.3'0_.
6 . l 0̃ 9.30

6. l 1̃ 0.2 7 .

6. l l̃ 9.2.9 :

7. l̃ 9.3●

1.0 9 8. 3 , 607 4 ,329 4.3 2 9 8 l . 7 ! , 7 2 5 6. l̃ 10.1 ◆

7 0 9 2 , 4 3 l 2,a 7 9 2l.9 7 9 85.5 1.7 3 0 5.2 l̃ l 0 .l 0

0 0 0 0 0 0

3 l 0

l 6 .

l 6 38.9 2,290 7. l̃ l0.2◆

2.4 9 6 ・ 8 ,590 l 0 ,'t6 8 1 0.7 6 8 ・ 8 1.7 1 , 7 6 7 5. 1̃ 1 0.3 l

1 , 4 7 7 5.2 3 0 6.6 7 3 6 , 673 ' 8 0 .1 l,l80 5. l̃ l 0 . 3 !

- 7 3-



第 8 表  昭和 4 7年度支・事業場別さくらます親魚捕基・採卵成積表

支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

9 1ll 計 lil 6

計 .

北
見

・ 支

場

尾
7 8

7 0 8

3 6 9

尾
3 l

4 3 6

2 0 4

尾
1 0 9

1 , 1 4 4

5 7 3

尾
7 7

3 8 4

3 l 2

尾
2 5

l 6 0

7 0

尾
l 0 2

5 4 4

3 8 2

岩 尾 別

斜 里

活 精

計
本 年 度 1.1 5 5 6 7 1 1 , 8 2 6 7 7 3

l , 3 5 9

2 5 5

6 1 0

1.0 2 8
1 , 9 6 9前 年 度 1 , 7 4 2 1 , 0 7 3 2 , 8 l 5

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

1 8

1 , 5 1 9

l l 8

4 6 7

3 8 0

5 6 9

7

. 4 3 1

6 7

2 2 8

l 7 9

4 2 4

2 5

1.9 5 0

l 8 5

6 9 5

5 5 9

9 9 3

l 4

1 , l 8 6

1 1 6

4 2 6

2 0 l

5 6 6

5 .

3 3 6

6 6

1 9 9

7 4

4 l 8

l 9

・ 1 , 5 2 2

1 8 2

6 2 5

2 7 5

9 8 4

根

室

支

場

計
本 年 度 3 , 0 7 l 1.3 3 6 ・ 4.4 0 7 2 , 5 0 9 1.0 9 8 3.6 0 7

前 年 度 2 , 0 l 3 9 3 9 2.9 5 2 1.7 2 2 7 0 9 2 , 4 3 l

天

塩

支

場

徳 志 別

歌 登

頓 別

中 川

天 塩

1 , 0 4 7

7 7 5

1 2

5 2

8 2

3 8 2

2 l 6

7

3 6

4 7

l , 4 3 l

9 9 l

l 9

8 8

1 2 9

8 5 9

6 2 7

0

3 5

7 7

2 4 4

l 8 5

0

1 0

4 7

1. l 0 3
8 l 2

0

4 5

1 2 4

計
本 年 度 1.9 7 0 6 8 8 2 , 6 5 8 1.5 9 8 4 8 6 2 , 0 8 4

前 年 度 4 0 5 9 5 5 0 0 2 4 l 6 6 3 0 7

千オ支場 千 オ 4 8 2 1 6 9 4 2 6

計
本 年 度 4 8 ・ 2 l 6 9 4 2 6

4 7前 年 度 l 0 l 7 0 7 l 3 1 l 6

渡島支場
尻 別

八 雲

1 , 2 l 5

0

6 5 5

0

1.8 7 0
0

1 , 2 1 0

0

6 5 5

0

1.8 6 5
0

計
本 年 度 1.2 1 5 6 5 5 1 , 8 7 0 1 , 2 l 0 6 5 5 1 , 8 6 5

前 年 度 4 2 2 8 0 5 0 2 4 0 0 7 6 4 7 6

合 割
本 年 度 7.4 5 9 3.3 7 1 l 0 , 8 3 0 6.0 9 4 2.4 9 6 8 , 590

前 年 度 4.6 8 3 1 2.2 5 7 6 , 9 4 0 . 3.7 5 3 l.4 7 7 5 , 2 3 0

- 7 4 -

採 卵 数 增減 卵数 仮収容卵数
9 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間

一 千粒
l 4 4

6 2 7

4 3 0

千粒 千粒
1 4 4

6 2 7

4 3 0

%
9 8 . 7

54 .2

8 4 . 6

粒
1 , 8 7 0

1.6 3 3

1.3 7 8

6. 1̃ 9.26

5. 1̃ 9 .16

5. 2̃ 1 0 .  6

1 , 2 0 1 1.2 0 l 66.9 1 , 5 5 4 5. l̃ 1 0 .  6

2.2 8 1 2.2 8 1 78.0 1 , 6 8 0 5. l̃ l 0 . l 1

2 4

. 2 , 0 1 !

2 3 9

1 , 0 3 9

4 0 7

6 0 7

2 4

2.0 1 1

2 3 9

1.0 3 9
4 0 7

6 0 7

77.7

7 8 」

9 8 . 3

9 1.2

5 2 . 9

99.5

1 , 7 1 4

1 , 6 9 6

2 , 0 6 0

2.4 3 9

2 , 0 3 4

1 , 0 7 2

6. 1~ 1 0 . l 0

6 .21̃ 1 0 . l 0

6. l̃ l 0 . 1 0

6.10̃ 9 . 3 0

6 . l 1- 9 . 2 9
7. 1̃ l 0 . l 0

4 , 3 2 9 4.3 2 9 81 . 7 1.7 2 5 6. 1̃ l 0 . l 0

2.9 7 9 2 , 9 7 9 85 . 5 1 , 7 3 0 5.21̃ 1 0 . 1 0

1 , 3 4 1

7 0 0

0

6 3

1 5 0

1 , 3 4 l

7 0 0

0

6 3

1 5 0

81.9

80 .9

0

67 .3

93 .9

l.5 6 l

1 , l 1 6

0

1 , 8 0 0

1.9 4 8

5 . 2 6̃ 9.30

5 . 2 1̃ 9.30

7 . 1 0̃ 8 . 3 !

6. 2̃ 9.30

5. l ̃ 1 0 . 3 1

2.2 5 4 2 , 2 5 4 81 .2 1 , 4 l 1 5. 1̃ 1 0 . 3 l

4 3 9 4 3 9 5 9.5 l , 8 2 0 5. 1̃ 1 0 . 3 1

l 1 1 l 8.3 2 , 7 5 0 8 . l 6̃ 9.30

l 1 l l : . lia-3 2 , 7 5 0 8 .16̃ 9 . 3 0

7 2 7 2 30.7 2.3 2 0 7. l̃ l 0 . 2 0

2 , 9 7 3

0

2 , 9 7 3

0

99 .6

0

2 , 4 5 7

0

8 . 2 l ̃ l 0 . 1 0

2.9 7 3 2.9 7 3 99.6 2 , 4 5 7 8 . 2 l ̃ l 0 . 1 0

9 0 2 9 0 2 9 4 . 8 2 , 2 6 . (1l 8 . 2 1̃ l 0 . l 3

1 0 , 7 6 8 l 0.7 6 8 8 1.7 1 , 7 6 7 5. l ̃ 1 0 . 3 1

6.6 7 3 6.6 7 3 80.l 1 , 7 8 0 5. 1 ̃ 1 0 . 3 1

- 7 5 -



第 9 表  昭和4  7年度海区 ・水系別からふとます親魚捕獲採卵成積表

海区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

9 10 計 9

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

藤 琴

網 走

常 昌

湯 別

活 滑

操 興 部

雄 武

幌 内

徳 志 別

北 見 幌 別

頓 別

猿 払

知 来 別

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 藥 別

斜 里

漢 琴

網 走

常 呂

湧 別

活 滑

藻 興 部

雄 武

幌 内

徳 志 別

北見 幌別

頓 別

旗 払

知 来 別

尾
4 3 0

6 , l 0 0

3 6 7

5.6 3 8

l 0

4 3

7 7 2

1 , l 0 2

5 7 4

3 9

l 1 1

4 6 9

5 4 9

5 8

l 2 5

2

6

尾
4 3 5

8,0 0 0

l 1 6

4 , 7 6 2

2

8 9

1 , 0 9 9

1 , 8 3 5

8 7 l

4 9

1 5 l

3 0 6

8 4 3

7 7

6 4

2

7

尾
8 6 5

1 4 , l 0 0

4 8 3

l 0 , 4 0 0

l 2

l 3 2

1 , 8 7 1

2 , 9 3 7

1 , 4 4 5

8 8

2 6 2

7 7 5

1 , 3 9 2

l 3 5

1 8 9

4

l 3

尾
0

6 , 0 9 7

3 5 3

4 , 6 2 7

0

3 9

5 5 4

9 5 0

4 7 6

l 5

7 7

4 0 8

3 8 2

4 7

9 7

0

0

岩 尾 別

/

斜 里

//

藻 琴

網 走

北 見

種l 別

活 滑

//

幌 内

//

徳 志 別

歌 登

頓 別

//

//

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

海 区 計
本 年 度 l 6 , 3 9 5 l 8 , 7 0 8 3 5.1 0 3 1 4.1 2 2

前 年 度 l 2 2 , 3 4 l 1 l O , 5 9 0 2 3 2 , 9 3 l l 0 9 , 2 8 1

増 幌

天 塩

小 計

ホ ロ ナ イ

遠 別

信 砂

增 幌

天 塩

下 中 川

船 舶

違 別

信 砂

中 川

天 塩

中 川

天 塩

中 川

天 塩

2 0

2

0

2

' l

l 5

1

2 5

2

4

6

3

2 5

0

4 5

4

4

8

4

4 0

1

2 0

0

0

0

l

0

1

日

本

海

区
海 区 計

本 年 度 3 9 5 9 9 8 2 2

前 年 度 1 1.7 0 2  ; 1 , 8 2 9 3.5 3 1 1.1 8 l

- 7 6 -

南 親 魚 数
採 卵 数 :曾減卵数 仮収容卵数

l;l 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 日

-6 計

一 尾
0

8 9 9

1 , 4 1 5

0

3 0

1 3 6

l 6 4

1 l 8

3

2 7

l 3 5

1 5 0

1 8

4 5

0

0

尾
0

6 , 9 9 6

3 5 3

6 , 0 4 2

0

6 9

6 9 0

1 , l 1 4

5 9 4

l 8

l 0 4

5 4 3

5 3 2

6 5

l 4 2

0

0

千粒
0

8.6 l 0

4 7 5

6.3 9 7

0

3 8

6 0 0

1 , 2 4 4

6 8 8

l 5

9 9

4 6 8

4 2 0

5 0

l 0 7

0

0

千粒 千粒
0

8,6. l 0

4 7 5

6 , 3 9 7

0

3 8

6 0 0

1 , 2 4 4

6 8 8

・ l 5

9 9

4 6 8

4 2 0

5 0

l 0 7

0

0

%
0.0

99.9

9 6 . 2

8 2 . l

0.0

90.7

71.8

86.2

82 . 9

38 . 5

69.4

87 . 0

69.6

81.0

7 7 . 6

0.0

0.0

粒
0

1.4 l 2

1 , 3 4 ・ 6

1 , 3 8 3

0

9 7 4

1 , 0 8 3

1 , 3 0 9

1 , 4 4 5

1,0 0 0

1.2 8 6

1 , 1 4 7

1 , 0 9 9

1 , 0 6 4

1.l 0 3

0

0

7. 1 ̃ 1 1 . 1 5

7. l ̃ 1 0 . 3 1

g. l ̃ 1 0 . 1 l

7. l ̃ 1 0 . l 4

9. l ̃ 1 0 . l 4

8. 1 ̃ 1 0 . l 6

8. 1 ̃ l 0 . 2 0

7.29̃ l 0 . 2 0

8. 1 ̃ l 0 . 1 1

7 . l 0̃ l 0 . l 0

7 . l l̃ 1 0 . l 2

8. 1 ̃ 1 0 . l 6

7. 1 ̃ l 0 . 2 0

7 . 2 0̃ 1 0 . l l

8. l̃ 1 0 . 1 4

7 . 1 7̃ 9.10

7 . l 0̃ 9 . l 0

3 , 1 4 0 1 7 , 2 6 2 1 9 , 2 1 l 1 9 , 2 l l 8 6 . l 1 , 3 6 0 7. 1̃ l 0 . 3 l

2 5. l 4 0 1 3 4A21 1 5 5 2 2 3 l 5 5 , 2 2 3 89.3 1 , 4 2 0 6 . l 0̃ 1 1 . 2 0

3 2

0

0

0

4

0

0

3 2

0

0

0

4

0

l

2 6

0

0

0

2

0

2

2 6

0

0

0

2

0

2

10.0.0

0.0

:・ :i,-
0.0

0.0

l 0 0 . 0

0.0

1 0 0 . 0

1.3 0 0
0

0

0

2.0 0 0

一 0

2,0 0 0

7 . l 0̃ l 0 .  3

7. l ̃ 9.20

7. l ̃ 9.30

7 . 2 8̃ 9 . 3 0

7. 7̃ 9.23

5. l ̃ l 0 . 3 1

1 5 3 7 3 0 3 0 56.4 1.3 6 4 5. 1̃ 1 0 . 3 l

5 1 3 1 , 6 9 4 1 , 4 9 6 1 , 4 9 6 6 9 . 4 1 , 2 7 0 7 . 1 l̃ 11 .  9
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海区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

9 6 計 9

サ シ ル イ

春刈 古 丹

忠 額

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 資

尾
2 6 l

6 7

l 9 5

1 0 9

8 6 5

1 6 4

2 l

1 9 5

1 , l 2 8

4

8 1 5

8 0

尾
l 4 1

2 3

8 2 3

9 6

2 , l 2 0

l 3 8

l 5

l 9 7

1.8 0 3

4

1.9 4 2
7 2

尾
4 0 2

9 0

1 , 0 l 8

2 0 5

2.9 8 5

3 0 2

3 6

3 9 2

2 . 9 3 l

8

2.7 5 7
1 5 2

尾
l 2 5

3 6

1 2 9

7 7

6 2 7

1 5 6

2 0

l 9 5

1. l l 8

4

1 7 8

8 0

サ シ ル イ

春刈 古丹

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 資

羅 自

//

伊 茶 仁

//

根 室

計 根 別

//

. //

虹 別

浜 中

//

厚 床

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度 3 , 9 0 4 7 , 3 7 4 l l , 2 7 8 2.7 4 5

8 , 8 0 5前 年 度 9 , 7 6 6 1 1 , 9 5 5 2 1.7 2 l

釧 路

十 勝

//

豊 似

釧 路

幕 別

千 代 田

豊 似

釧 路

幕 別

札 内

大 樹

l 4 5

0

0

0

1 9 0

0

0

0

3 3 5

0

0

0

1 2 8

0

' 0

0

標

整

以

東

海

区
本 年 度 1 4 5 1 9 0 3 3 5 l 2 8

海 区 計
前 年 度 3 , 8 7 6 8.9 0 5 l 2 , 7 8 l 3.4 3 3

様

装

以

西

海

区

幌 満

静 内

遊 楽 部

汐 泊

幌 満

静 内

遊 楽 部

汐 泊

静 内

//

八 雲

l

2 5

1.7 0 0

1 7

0

l l 6

1 , 7 6 8

3 5

l

1 4 l

3.4 6 8

5 2

0

0

1. l 4 2
0

L海 区 計 本 年 度 1.7 4 3 1 , 9 1 9 3.6 6 2 1 , l 4 2

前 年 度 9 4 3 1 , 8 2 6 2 , 7 6 9 6 0 8

合 計 本 年 度 2 2 , 2 2 6 2 8.2 5 0 5 0 , 4 7 6 l 8. l 5 9
前 年 度 l 3 8.6 2 8 1 3 5. l 0 5 2 7 3 , 7 3 3 1 2 3 , 3 0 8

- 7 8-

用 親 魚 数
採 卵 数 增減卵数 仮収容卵数

le 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 日

-6 計

尾
4 6

l 3

l 0 2

6 2

5 3 0

1 2 1

l 3

1 9 7

4 1 6

4

9 6

7 2

尾
1 7 l

4 9 '

2 3 l

1 3 9

1. l 5 7

2 7 7

3 3

3 9 2

1 , 5 3 4

8

2 7 4

1 5 2

千粒
1 4 0

4 0

1 2 3

7 4

6 8 5

l 7 4

1 0

l 4 3

1 , 4 3 1

6

2 2 2

9 5

千粒 千粒
l 4 0

4 0

l 2 3

7 4

6 8 5

1 7 4

1 0

1 4 3

1 , 4 3 l

6

2 2 2

9 5

%
47.9

53.7

6 6 . 2

70 .6

7 2 . 5

95.1

95.2

l 0  0.0

9 9 . l

1 0  0.0

21 .8

1 0  0.0

粒
1 , 1 2 0

1 , 1 l 1

9 5 3

9 6 l

1 , 0 9 2

l. l 1 5

5 0 0

7 3 3

1 , 2 8 0

1 , 5 0 0

1 , 2 4 7

1 , 1 8 8

7 . l 1̃ 1 0 . 2 1

8 . l 5̃ 1 0 .  9

7. 1̃ 1 0 . l 0

7. l ̃ l 0 . 1 0

7. l̃ 1 0 . 1 0

6. 1̃ l 0 . l 0

6. l̃ 1 0 . l 0

6. l ̃ l 0 . 1 0

6 . l 0̃ 9.30

. 6 . 2 l ̃ l 0 .  9

6 . 21̃ 1 0 .  9

7. l̃ 9 .30

l , 6 7 2 4.4 1 7 3 , 1 4 3 3 , 1 4 3 70 . 3 1.1 4 5 6. l ̃ 1 0 . 2 1

4 , 3 2 2 1 3.1 2 7 l 1 , 5 7 6 1 1 , 5 7 6 90.2 1 , 3 l 0 5 . 2 1̃ l 0 . 3 1

3 2

0

0

0

1 6 0

0

0

0

1 5 5

0

0

0

1 5 5

0

0

0

8 8 . 3

0.0

0.0

0.0

1 , 2 1 0

0

0

0

8. 1̃ 9.30

9 . l 0̃ 9.30

3 2 1 6 0 1 5 5 l 5 5 88.3

8 8 . 6

1.2 l 0 8. 1̃ 9 . 3 0

7. 1̃ l 0 . 2 12 , 6 8 5 6 , l l 8 3.2 8 0 3 , 2 8 0 9 6 0

0

0

3 5 9

0

0

0

1 , 5 0 l

0

0

0

1 , 2 1 1

0

0

0

1 , 2 l l

0

0.0

0.0

l、-
67.2

0.0

0

0

1 , 0 6 0

0

9. 4̃ l 0 . 1 0

8. l̃ l 0 . 3 1

7. 3̃ 9.30

8. 1̃ 8.31

3 5 9 1 , 5 0 l 1 , 2 1 1 1 , 2 l l 65 . 5 1 , 0 6 0 7. 3̃ 1 0 . 3 1

4 2 3 1.0 3 l 7 5 7 7 5 7 6 4 . 5 1.2 5 0 7. 1̃ 1 1 . 2 0

5.2 l 8 2 3 .3 7 7 2 3 , 7 5 0 2 3 , 7 5 0 81 . 7

88 . 9

1 , 3 0 8

1 , 4 0 0

5. l ̃ l 0 . 3 l

3 3 , 0 8 3 1 5 6 , 3 9 1 L 7 2.3 3 2 l 7 2 , 3 3 2 5 . 21̃ l 1 . 2 0
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第 1  o 表 昭和4  7年度支 ・事業場別からふとます親魚捕獲 '採卵成積表

支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

e 1ll 計 ,e 0 計

北

見

支

場

尾

6 , 5 3 0

6,0 0 5

l 0

4 3

7 7 2

1 , l 0 2

6 1 3

5 8 0

尾

8 , 4 3 5 ・

4.8 7 8

2

8 9

1 , 0 9 9

1 , 8 3 5

9 2 0

4 5 7

尾

l 4 , 9 6 5

1 0.8 8 3

1 2

1 3 2

1 , 8 7 1

2.9 3 7

1 , 5 3 3

1 , 0 3 7

尾
6 , 0 9 7

4 , 9 8 0

0

3 9

5 5 4

9 5 0

4 9 l

4 8 5

尾
8 9 9

1.4 1 5

0

3 0

l 3 6

l 6 4

1 2 l

1 6 2

尾

6 , 9 9 6

6 , 3 9 5

0

6 9

6 9 0

1 , 1 1 4

6 l 2

6 4 7

岩 尾 別

斜 里

操 琴

網 走

北 見

接l 別

活 滑

幌 内

計

本 年 度 l 5 , 6 5 5 l 7 , 7 1 5 3 3 , 3 7 0 l 3.5 9 6 2 , 9 2 7 1 6 , 5 2 3

前 ・ 年  度 1 0 1 , 7 0 9 9 1.l 2 6 l 9 2.8 3 5 9 3 , 6 9 7 2 0 , 9 0 3 1 l 4.6 0  0

根

室

羅 自

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

3 2 8

3 0 4

8 6 5

3 8 0

1 , 1 2 8

8 1 9

8 0

1 6 4

9 1 9

2.1 2 0

3 5 0

l.8 0 3

1.9 4 6

7 2

4 9 2

1.2 2 3

2.9 8 5

7 3 0

2 , 9 3 l

2.7 6 5

1 5 2

l 6 1

2 0 6

6 2 7

3 7 1

1.1 l 8

l 8 2

8 0

5 9

l 6 4

5 3 0

3 3 l

4 ! 6

1 0 0

7 2

2 2 0

3 7 0

1 , l 5 7

7 0 2

1 , 5 3 4

2 8 2

l 5 2

支

場

計

本 年 度 3 , 9 0 4 7.3 7 4 l 1 , 2 7 8 2.7 4 5 1 , 6 7 2 4 , 4 1 7

前 年 度 9 , 7 6 6 l 1 , 9 5 5  . 2 1 , 7 2 1 8.8 0 5 4.3 2 2 l 3 , l 2 7

十勝支場 釧 路 1 4 5 l 9 0 3 3 5 l 2 8 3 2 1 6 0

計

本 年 度 1 4 5 l 9 0 3 3 5 l 2 8 3 2 l 6 0

前 年 度 3.8 7 6 . 8 , 9 0 5 l 2.7 8 l 3 , 4 3 3 2.6 8 5 6 , 1 1 8

- 8 0 -

採 卵 数 増減卵数 仮収容卵数
9 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間

千粒
8.6 l 0

6 , 8 7 2

0

3 8

6 0 0

1 , 2 4 4

7 0 3

5 6 7

千粒 千粒
. 8.6 1 0

6 , 8 7 2

0

3 8

6 0 0

1.2 4 4

7 0 3

5 6 7

%
93 . 4

82 . 9

0

90.7

71.8

86.2

80.1

8 3 . 6

粒
1 , 4 1 2

1 , 3 8 0

0

9 7 4

1 , 0 8 3

1 , 3 0 9

1.4 3 2

1 , l 6 9

7. 1̃ 1 0 . 3 l

7. l̃ l 0 . 1 4

7. l̃ 1 0 . l 5

8. 1̃ l 0 . 1 6

8. l ̃ 1 0 . 2 0

7 . 29̃ 1 0 .  7

7 . l 0̃ 1 0 . l l

7 . l 3̃ l 0 . 1 6

l 8.6 3 4 l 8 , 6 3 4 86.8 1 , 3 7 0 7. l̃ l 0 . 3 l

1 3 4 , 6 4 6 l 3 4 , 6 4 6 9 2 . 1 1.4 4 0 6 . l 0̃ l 1 . 2 0

1 8 0

l 9 7

6 8 5

3 2 7

1 , 4 3 l

2 2 8

9 5

1 8 0

1 9 7

6 8 5

3 2 7

1 , 4 3 1

2 2 8

9 5

4 9 . 1

67.8

7 2 . 5

97 .6

99 . 1

22.2

l 0  0.0

1. l 1 8

9 5 6

1.0 9 3

8 8 2

1 , 2 8 0

1 , 2 5 3

1 , l 8 8

7 . 11̃ 1 0 . 2 1

6. 1̃ l 0 . l 0

6 . 2 l ̃ l 0 . l 01

6. l̃ 1 0 . 1 0

6 . l 0̃ 9 . 3 0

6 . 1 1̃ 1 0 .  9

. 7. l̃ l 0 . 1 0

3 , 1 4 3
・・l -
7 0 . 33 , l 4 5 1 , 1 4 5 6. l̃ 1 0 . 2 l

l 1 , 5 7 6 1 1.5 7 6 90.2 1.3 l 0 5 . 2 l ̃ 1 0 . 3 l

l 5 5 l 5 5 8 8 . 3 1.2 l 1 8. l ̃ 9.30

l 5 5 ・ 1 5 5 88 . 3 1 , 2 1 1 8. 1̃ 9.30

3.2 8 0 3 , 2 8 0 88.6 9 6 0 7. 1̃ 1 0 . 2 1

- 8 l -



支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

l;l 0 計 1i 1ll

計 .

天

塩

支

場

尾
5 4 9

5 8

l 3 3

3 4

4

尾
8 4 3

7 7

7 3

5 4

5

尾
1.3 9 2

1 3 5

2 0 6

8 8

9

尾
3 8 2

4 7

' 9 7

2 0

2

尾
1 5 0

1 8

4 5

l 2

3

尾
5 3 2

6 5

1 4 2

3 2

5

德 志 別

歌 登

頓 別

中 川

天 塩

計

本 年 度 7 7 9 1 , 0 5 2 l.8 3 1 5 4 8 2 2 8 7 7 6

前 年 度 2 2 .3 3 4 2 1 , 2 9 3 4 3 , 6 2 7 1 6 , 7 6 5 4 , 7 5 0 2 1 , 5 l 5

千才支場 静 内 2 6 1 1 6 1 4 2 0 0 0

計

本 年 度 2 6 1 l 6 l 4 2 0 0 0

前 年 度 5 l 6 1 , 2 l 4 l.7 3 0 2 l 5 2 8 7 5 0 2

渡島支場 八 雲 1 , 7 l 7 1 , 8 0 3 3 , 5 2 0 1.l 4 2 3 5 9 1 , 5 0 l

計

本 年 度 1 , 7 1 7 1 , 8 0 3 3 , 5 2 0 1 , 1 4 2 3 5 9 l , 5 0 l

前 年 度 4 2 7 6 1 2 1 , 0 3 9 3 9 3 l 3 6 5 2 7

合 計

本 年 度

2 2 , 2 2 6 '

2 8.2 5 0 5 0 , 4 7 6 1 8. l 5 9 5.2 l 8 2 3 , 3 7 7

前 年 度 l 3 8 , 6 2 8 l 3 5 , 1 0 5 2 7 3 , 7 3 3 1 2 3.3 0 8 3 3 , 0 8 3 1 5 6 , 3 9 1

8 2

採 卵 数 增減卵数 仮収容卵数
l;l 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間

千粒
4 2 0

5 0

1 0 7

2 6

4

千粒 千粒
4 2 0

5 0

l 0 7

2 6

4

%
69.6

8 1.0

72.9

58.8

50.0

粒
1 , 0 9 9

1 , 0 6 4

1 , l 0 3

1 , 3 0 0

2.0 0 0

7. l ̃ l 0 . 2 0

7 . 2 0̃ l 0 . l l

7 . 1 0̃ l 0 . 1 4

7. 7̃ 9.30

5. 1̃ 1 0 . 3 l

6 0 7 6 0 7 70 .3 1. l 0 8 5. 1̃ l 0 . 3 1

2 2 , 0 7 3 2 2 , 0 7 3 75 .1 1 , 3 2 0 7. 1̃ l 1.1 4

0 0 0 0 8. 1̃

0 0 0 0 8. l ̃

2 9 8 2 9 8 41.7 1 , 3 9 0 7. 1̃ l 1 . 2 0

1 , 2 1 1 1.2 l 1 66 . 5 1.0 6 0 7. 3̃ l 0 . l 9

1.2 1 1 1.2 1 l 66.5 1.0 6 0 7. 3̃ 1 0 . 1 9

4 5 9 4 5 9 92.0 1 , 1 7 0 7. l̃ 1 1.1 0

2 3 , 7 5 0 2 3 , 7 5 0 81.7 1 , 3 0 7 5. 1̃ 1 0 . 3 l

1 7 2.3 3 2 l 7 2 , 3 3 2 88.9 1 , 4 0 0 5 . 2 1̃ l 1 . 2 0

- 8 3



2 .  ます種卵の移殖

本年度のさくらますの採卵は, 計画に対し5 7 . 5 %の達成率で前年度( 3 0 . 7 % )をゃや上理る不成

9 3 0千粒 ,からふとます 6 , 2 1 0千粒の移殖をした。

ます種卵の移殖は, 次の方針に基ついて実施した。

さ く ら ます…一・・・ ① 「 さくらます資源拡大再生産事業」用の種卵の移動

② 本州に対する再生産用種卵の供給

からふとます…… ① 資源の均てん化と, 捕獲採卵不振地域にかける資源育成ための移動

② 本州に対する再生産用種卵の供給

第 l l 表  ま す 移 殖

支 場

増 減 卵 数 受精直後

魚 種 採 卵 数

海 産 卵 供 試 卵

仮収容卵数

供給卵数

さ < ら ま す

か ら ふ と ま す

計

1.2 0 l

1 8.6 3 4

l 9.9 3 5

1 , 2 0 l

1 8 , 6 3 4

1 9.8 3 5

北 見

さ く ら ま す

か ら.i,と ま す

計

4 , 3 2 9

3 , 1 4 3

7.4 7 2

4.3 2 9

3 , ! 4 3

7.4 7 2
根 室

さ く  ら ま す

か ら ふ と ま す

計

0

l 5 5

1 5 5

0

1 5 5

- l 5 5

十 勝

さ く ら ま す

か ら ふ と ま す

計

2.2 5 4

6 0 7

2.8 6 1 /

2.2 5 4

6 0 7

2.8 6 1

天 塩

さ く ら ま す

か ら ふ と ま す

計

1 l

0

l l

1 1

0

1 l

千 才

- 8 4 -

積であつた。 からふとますの採卵は, 計画に対し96 . 1 %の成積であり, 種卵の移動は, さ く ら ます

( 単位 : 千粒)

卵の移殖 発 限 卵 の

供 試 卵 数

発 限 卵 の 移 殖 最 終

道 内

受 給 卵 数 供 給 卵 数 受 給 卵 数
本 州

収 容 卵 数

△ 1 ! 1
ア メ リ ヵへ

△ l 1 1

△ 1 1 4

△ 1 1 4

9 7 6

l 2 , 7 8 0

1 3.7 5 6
5.8 5 4

5 . 8 5 4

4 , 3 2 9

4 , 0 7 0

8.3 9 9

9 2 7

9 2 7

0

1 5 5

1 5 5

4 2 2

4 2 2

△ l 2 4

△ 1 2 4

1,l7 0 8

3.6 1 6

5 , 3 2 4

3.0 0 9

3.0 0 9

4 2 2

9 l 8

1 , 3 4 0

・ 4 3 3

9 l 8

1.3 5 1

- 8 5 -



増 減 卵 数 . 受精直後

支 場 魚 種 採 卵 数

海 産 卵 供 試 卵

仮収容卵数

供給卵数

さ く ら ま す

か ら ふ と ま す

計

2 , 9 7 3

1 , 2 1 1

4 , 1 8 4

2.9 7 3

1 , 2 l l

4 , 1 8 4

渡 島

さ く  ら ま す

か ら ふ と ま す

計

1 0 , 7 6 8

2 3 , 7 5 0

3 4.5 l 8

! 0 , 7 6 8 l
2 3.7 5 0 l
3 4.5 1 8 l

l

合 計

第 l  2 表  さくらます種卵の移殖

供 給 地 移 殖

年 月 日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳

摘 要

支 場 事業場 支 場 事 業 場 移籍卵数
移 殖 前
死 卵 数

移 殖
実 卵 数

千粒

3 8 2

1 0 0

1 l 0

l 0 7

l 5 0

天 塩

//

北 見

//

渡 島

徳志別

//

斜 里

//

尻 別

4 7 . 1 0 . 1 4

1 0 . 1 7

1 0 . l 8

/

11. 2

千粒

4 2 2

l 2 4

1 1 4

1 1 1

1 5 9

千粒
4 0

2 4

4

4

9

千 歳

山形県

岩手県

米 国

チリ一国

千 歳

日本海さけ・ます
增 殖 セ ン タ ー

太平洋さけ・ます
増 殖 セ ン タ ー

ワシン トン漁業局

コジヤイケ地区

発眼卵

//

//

//

/ / ,

計
l

9 3 0  l 8 l
l

8 4 9

8 6

卵の移lt 発 限 卵 の

供 試 卵 数

発 眼 卵 の 移 殖
最 終

収 容 卵 数

道 内

受 給 卵 数
本 州

供 給 卵 数 受 給 卵 数

△ 1 5 9
チ リへ

△ 1 5 9

1,0 0 0

1,0 0 0

2.8 1 4

1 , 8 5 5

4 , 6 6 9

△ 3 5 6

△ 3 5 6

△ 2 7 0

△ 2 7 0

4 2 2

5.8 5 4

6 , 2 7 6

4 2 2

5.8 5 4

6.2 7 6

△ 2 3 8

△ 3 5 6

△ 5 9 4

1 0 , 2 6 0

2 3 , 3 9 4

3 3 , 6 5 4

第 1  3 表  からふとます種卵の移殖

供 給 地 移 殖 受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳

移e卵数 移 殖 前
死 卵 数

移 殖
実 卵 教

摘 要

支 場 事業場 年 月 日 支 場 事 業 場 .

北 見

//

//

//'

/

//

//

i1尾別

//

//

/

小 計

47.10.30

//

//

11・ l

天 塩

//

//

渡 島

千粒
1 , 3 6 6

3 0 0

4 2 0

1,0 0 0

3 , 0 8 6

千粒
5 8

l 5

2 0

4 2

1 3 5

千粒

1.3 0 8

2 8 5

4 0 0

9 5 8

2 , 9 5 1

天 塩

(礼文島船泊)

( 增  幌 )

八 雲

発眼卵

// .

//

//

1科 里

//

//

小 計

1 1 . l 0

11.20

11.19

根 室

天 塩

千 歳

浜 中

( 信  砂 )

( 元  浦 河 )

9 2 7
: ・ ' i ,-
9 2 3

9 l 8

2.7 6 8

5 7

5 2

5 5

l 6 4

8 7 0

8 7 l

8 6 3

2 , 6 0 4

l

//

//

渡 島 八 雲 l 1. 20 岩手県 有 家 3 5 6 5 6

3 5 5

3 0 0 //

計 6.2 1 0 5 , 8 5 5

- 8 7 -



3 ・ ますふ化放流成積概要

さ <らます

本年度は ,採卵教 1 0 , 7 6 8 千粒から l 0 , 2 6 0 千粒の種卵を ,  1 5 事開と民営3ケ所のふ化場

の稚魚を生産し, ( 稚魚生産率 6 8 . 2 % ) 4 8 年 l 月 1 日か ら同年 6月 3 0 日にかけて , 全道 2 0 水

また, さくらます資源拡大再生産のため,千歳支場にかいて管理中の種卵433千粒から292千

第 1  4 表  昭和 4  7年度海区水系別さくらますふ化放流成積

海

区
水 系

事業場

(収容場)
収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ 出  率

%
96.5

96.0

7 1.9

8 6 . 4

86.0

放 流 尾 数

無 給 f l 給 i耳 計

オ

ホ

1

ツ

ク

海

区

千粒

1 4 4

4 0 2

4 3 0

1 , 4 9 5

千粒
5

1 6

1 2 l

2 0 3

千尾
1 3 9

3 8 6

3 0 9

! , 2 9 2

千尾
l 3 7

3 8 0

2 9 6

0

千尾
0

0

0

1 , 1 0 0

1.l 0  0
0

千尾
l 3 7

3 8 0

2 9 6

1 , 1 0 0

岩 尾 別

斜 里

渚 滑

徳 志 別

岩 尾 別

斜 里

活 滑

徳 志 別

本 年 度 2 , 4 7 1 3 4 5 2 , 1 2 6 8 l 3 1.9 i 3
海 区 計

前 年 度 1 , 7 2 6 l 2 3 l , 6 0 3 9 2 . 9 1 , 5 4 3 1.5 4 3

增 幌

天 塩

信 砂

石 狩

古 宇

尻 別

( 增 幌 )

天 塩

( 信 砂 )

千 歳

1 3

5 0

l 5 0

4 3 3

0

2 , 7 8 7

l

l 9

2 2

4 4

0

4 5 0

1 2

3 1

1 2 8

3 8 9

0

2.3 3 7

92.3

62 . 0

85.3

89.8

0.0

83.9

1 l

0

0

0

0

0

0

1 5

1 0 0

0

3 0 0

1 , 1 5 0

1 1

l 5

1 0 0

0

3 0 0

1 , 1 5 0

日

本

海

尻 別

区
海 区 計

本 年 度 3 , 4 3 3 5 3 6 2 , 8 9 7 84 .4 1 l 1,56l l l 1 , 5 7 6

l.6 3 2前 年 度 2 , 8 9 5 3 3 2 2 , 5 6 3 88 .6

97 . 1

0.0

93.7

8 2

9 6

9 4

5 6

1.5 5 0

0

0

0

根
室
海
区

意 別

忠 類

伊 茶 仁

意 別

( 忠 類 )

伊 茶 仁

l 0 3

0

2 0 5

3

0

l 3

l 0 0

0

l 9 2

9 6

9 4

5 6

- 8 8 -

に収容し, 給解稚魚4,1  9 9 千尾 ( 給fl放流率6 0 .0 % ) ,  無給 f l稚魚2. 8 0  3千尾, 合計7. 0 0 3千尾
系へ放流した。

尾の稚魚を生産し, 飼育中である。

放 流 期 間

仮収容から収容までの卵の動き …一 事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流一一 括 弧 書

5.20̃ 4 . 3 0

1. l̃ 1 .31

4 . 1 7̃ 4 . 1 7

5. 1̃ 5.30

太平洋センターへ 1 1 4 千 粒 ,  ワ シ ン ト ン 州へ 1 l 1 千 粒

千歳へ 4 2 2 千 粒 ,  日本海センターへ 1 2 4 千 粒

1. 1̃ 5 .30

1. l̃ 4 . 3 0

5.30̃ 5 . 3 l

5. 1̃ 5 . 1 l

6 .30̃ 6.30

5. 1̃ 5 . 2 3

5. 1̃ 5 . 2 3

徳志別より 4 2 2千粒(サクラマス資源拡大再生産事業に継続)

(尻易lllよ り 3 o o千尾 )

チ リ国 コヂ ャ イ ケへ 1 5 9 千 粒 , 八 雲へ 2 7 千粒 ( 古宇へ 3 0  0千尾 )

5. 1̃ 6.30

3 . l 7̃ 5 . 3 l

2.26̃ 2.28

1.24̃ 1.24

1.24̃ 1.24

伊茶仁より l  0 3 千 粒

(伊茶仁よ ・り 9 4 千 尾 )

業別l 0 3千粒,根室へ 1 , 5 5 9千粒,計根別^、 1 6 8 千 粒 ( 忠 類へ 9 4 千 尾 )

- 8 9 -



海

区
水 系

事業場

(収容場)
収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ 出 率

放 流 尾 数

無 給 'i耳 給 '国 計

千粒
1.5 5 9

1 6 8

2 3 9

9 4 8

0

5 0 0

6 0 7

0

千粒
2 3 4

8

4 3

l l 8

0

8 4

4 9

0

千尾
l , 3 2 5

1 6 0

1 9 6

8 3 0

0

4 l 6

5 5 8

0

%
85.0

95 . 2

82.0

87.6

0.0

83 .2

91.9

0.0

千尾
0

l 5 3

l 9 6

7 l 7

l 0 0

0

5 4 7

0

千尾
1 , l 4 5

0

0

0

0

3 8 9

0

0

千尾
1.1 4 5

l 5 3

l 9 6

7 1 7

1 0 0

3 8 9

5 4 7

0

標 津

当 幌

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 資

//

根 室

計 根 別

( 床 丹 )

虹 別

(矢自別)

浜 中

厚 床

別 当 資

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度 4 , 3 2 9 5 5 2 3 , 7 7 7 87.2 1 , 9 5 9 1 , 5 3 4 3.4 9 3

前 年 度 1.7 8 1 l ! 8 1.6 6 3 93 . 4 1 , 5 9 0 0 1.5 9 0

エ
リ
モ

以
西
海
区

遊 楽 部 八 雲 2 7 3 2 4 8 8 . 9 2 0 0 2 0

海 区 計
本 年 度 2 7 3 2 4 88.9 2 0 0 2 0

前 年 度 1 4 2 l 2 85.7 l l 3 3 4 4

l 合 計
本 年 度 l 0 , 2 6 0 1 , 4 3 6 8 , 8 2 4 86.0

2 , 8 0 3

( o )
4. l 9 9
( 2 9 2 )

7,0 0 2

( 2 9 2 )

前 年 度 6.4 1 6 5 7 5 5 , 8 4 1 91 .0
3 , 2 2 6

( o )
1 , 5 8 3

( 2 8 0 )
4 .8 0 9
( 2 8 0 )

さ く らます種卵の採卵から収容までの動き

採 卵 数 1 0. 7 6 8 千 粒
仮収容卵数 l 0. 7 6 8  ″

供 試 卵  数 △ 2 7 0  ″

本州移殖卵数 2 3 8 "
収 容 卵 数  1 0 , 2 6 0  ″

- 9 0

放 流 期 間

仮収容から収容までの卵の動き -- 事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流 一一 括 弧 書

3 . 2 3̃ 5 . 2 3

2 . 2 0 ̃  2 . 2 8

4. l̃ 4 . 1 0

1 2 .  3̃ l 2 . 3 l

l 2 . 1 6̃ 1 2 . l 6

4 .3 0̃ 4 . 3 0

4 . 2 5̃ 5 . 2 5

伊茶仁 よ り 1 , 5 5 9 千 粒

伊茶仁 よ り 1 6 8 千 粒

浜中へ 1 o 4千粒, 矢自別より l 3千粒(矢自別へ l o o千尾 )

虹別へ l 3 千 粒 , 浜中へ 1 0 千 粒 ( 虹 別 よ り l 0  o千尾 )

虹別より l 0 4 千 粒 , 矢 自 別 よ り 1 o 千粒

別当資よ り 6 0 7 千粒

厚床へ 6 0 7 千 粒

1 2 .  3̃ 5.2 5

2 .22̃ 5. 9

4. 1̃ 4 . 3 0 尻別より2  7千粒

4. 1̃ 4 . 3 0

4 . l 4̃ 4 . l 4

1. 1̃ 6 . 3 0 ( )書きは, サクラマス拡大再生産用

1. l̃ 6 . 2 0

9 1



第 l  5 表  昭和4  7年度支・事業場別さくらますふ化放流成積表

支 場
事業場

(収容場1

収容卵数

( A )
死 卵 数

ふ出尾数

( B )

ふ 出 率

l /A X 1 0  0

放 流 尾 数

無 給 餌 給 解 計 ( c )

千粒

l 4 4

4 0 2

・ l 3 0

千粒

5

l 6

l 2 l

千尾

1 3 9

3 8 6

3 0 9

%

96.5

9 6 . 0

7 1 . 9

千尾

l 3 7

3 8 0

2 9 6

千尾

0

0

0

千尾

l 3 7

3 8 0

2 9 6

北 見 岩尾別

斜 里

活 滑

本年度

前年度

9 7 6

1.6 0 8

l 4 2

9 7

8 3 4

1 , 5 l 1

8 5 . 5

9 4 . 0

8 1 3

1 , 4 5 3

0

0

8 1 3

1 , 4 5 3

根 室 素 別

伊茶仁

根 室

計根別

虹 別

厚 床

浜 中

(床丹)

l 0 3

2 0 5

1 , 5 5 9

l 6 8

9 4 8

6 0 7

5 0 0

2 3 9

3

l 3

2 3 4

8

1 l 8

4 9

8 4

4 3

1 0 0

l 9 2

1 , 3 2 5

l 6 0

8 3 0

5 5 8

4 l 6

1 9 6

9 7 . 1

9 3 . 7

85.0

9 5 . 2

9 7 . 6

91 .9

8 3 . 2

8 2 . 0

9 6

1 5 0

0

l 5 3

8 l 7

5 4 7

0

1 9 6

0

0

1 , 1 4 5

0

0

0

3 8 9

0

9 6

1 5 0

1 . l 4 5

l 5 3

8 l 7

5 4 7

3 8 9

l 9 6

本年度

前年度

4 , 3 2 9

1 , 7 8 l

5 5 2

1 l 8

3 , 7 7 7

1.6 6 2

87 .2

9 3 . 4

1,9.5 9

1 , 5 9 0

1 , 5 3 4

0

3 , l 9 3

1 , 5 9 0

天 塩 徳志別

(増幌)

天 塩

(信砂)

1 .4 9 5

1 3

5 0

1 5 0

2 0 3

1

l 9

2 2

1 , 2 9 2

1 2

3 l

l 2 8

8 6 . 4

9 2 . 3

6 2 . 0

8 5 . 3

0

1 1

0

0

1 , 1 0 0

0

1 5

1 0 0

1 , 1 0 0

1 l

l 5

l 0 0

本年度

前年度

1 , 7 0 8

3 9 1

2 4 5

3 6

1.4 6 3

3 5 5

S 5 . 7

9 0 . 9

1 1

l 7 2

1 , 2 l 5

1 5 6

1 .2 2 6

3 2 8

千 歳 千 歳 4 3 3 4 4 3 8 9 89.8 ( 2 9 2 、 ( 2 9 2

本年度

前年度

4 3 3

4 0 8

4 4

7 8

3 8 9

3 3 0

8 9 . 8

8 0 . 9 0

( 2 9 2 )

( 2 8 0 )

( 2 9 2 ?

( 2 8 0

渡 島 尻 別

八 雲

2.7 8 7

2 7

4 5 0

3

2 , 3 3 7

2 4

8 3 . 9

8 8 . 9

0

2 0

1 , 4 5 0

0

l .4 5 0

2 0

本年度

前年度

2 , 8 1 4

2 , 2 2 8

4 5 3

2 4 6

2 , 3 6 l

1 , 9 8 2

8 3 . 9

8 9 . 0

2 0

l 1

1 , 4 5 0

1.4 l 0

1 .4 7 0

1 .4 2 1

l 合 言
l
i l= °::

l

l ::: 8 , 8 2 4

5 , 8 4 l

8 6 . 0

91 .0

2 , 8 0 3

( o )
3.2 2 6
( o )

4 .1 9 9
( 2 9 2 )

1.5 8 3
( 2 8 0 )

7.0 0 2
( 2 9 2 1
4 .8 0 9
( 2 8 0

- 9 2 -

放 流 率

〇/Ax 1 0  0
放 流 期 間 備 考

%

9 5 . 1

9 4 . 5

6 8 . 8

3.20̃ 4 . 3 0
1. 1̃ 1 . 3 1

4 . 1 7̃ 4 . 1 7

83 . 3

9 0 . 4

1. l̃ 4 . 3 0

1. l̃ 5. 9

9 3 . 2

7 3 . 2

7 3 . 4

9 1 . 1

9 6 . 2

9 0 . l

7 7 . 8

82.0

2 . 2 6̃ 2 . 2 8

l . 2 4̃ 1 . 24

3 . 2 3̃ 5 . 2 3

2.20̃ 2 . 2 8

1 2 .  3̃ l 2 . 3 1

4 . 2 5̃ 5 . 2 5

4 . 3 0̃ 4 . 3 0

4. l̃ 4 . l 0

80 .7

89.3

1 2 .  3̃ 5 .25

2 . 2 2̃ 5. 9

7 3 . 6

84 .6

30.0

66 . 7

5. 1̃ 5 . 3 0

5.30̃ 5 . 3 1
5. 1̃ 5 . l l

6 . 3 0̃ 6 . 3 0

71 . 8

8 3 . 9

5. l ̃ 6.30

3 . 1 5̃ 5 . 3 l

6 7 . 4 サ ク  ラマス資源拡大再生産事業に引き継ぎ(全数)

e 7.4

7 2 . 8

5 2 . 0

74 . 1

5. 1̃ 5 . 2 3

4 . 3 0̃ 4 . 3 0

・  、l -

5 2 . 2

6 3 . 8

4 . 3 0̃ 5 .23

4 . l 4̃ 5 . 3 l

6 8 . 2

7 9 . 4

( 7 9 . 3 )

1. 1̃ 6.30

1. l̃ 5 . 3 l

- 9 3 -



からふとます .

本年度は,採卵数23. 7 5 0千粒から道外移殖卵を除いた23 , 3 9 4千粒の種卵を1 7事業場と民営

尾, 合計20 , 3 9 0千尾の稚魚を生産し ,  4 8 年 1月 1日から同年 6月 1 5日にかけて, 全道2 4水系

第 1  6 表  昭和 4  7年度海区 ・水系別からふとますふ化放流成a表

海

区
水 系

事 業 場

(収容場)
収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ 出 率

放 流 尾 数

無 給 解 給 i耳 計

千粒

4 , 8 9 4

4.1 0 4

6 6 8

6 0 0

1 , 2 4 4

7 0 3

5 6 7

4 7 0

1 0 7

千粒

2 2 2

2 5 0

6 2

7 4

2 7 5

l 4 2

1 9 7

6 0

1 2

千尾

4.6 7 2

3.8 5 4

6 0 6

5 2 6

9 6 9

5 6 1

3 7 0

4 1 0

9 5

%

95 .5

93.9

9 0 . 7

87.7

77.9

79.8

65.3

87.2

88.0

千尾

2.6 2 0

1 , 8 0 4

6 0 0

5 2 0

0

5 2 4

3 5 0

0

0

千尾

1.9 8 0

1 , 9 7 0

0

0

8 7 2

0

0

3 8 0

9 0

千尾

4.6 0  0

3.7 7 4

6 0 0

5 2 0

8 7 2

5 2 4

3 5 0

3 8 0

9 0

岩 尾 別

斜 里

藤 琴

常 呂

携 別

猪 滑

幌 内

徳 志 別

頓 別

岩 尾 別

斜 里

深 琴

北 見

揚 別

活 滑

幌 内

徳 志 別

le買 別

オ

ホ

1

ツ

ク

海

区

海 区 計

本 年 度

前 年 度

l 3 , 3 5 7

7 2 , 9 7 7

l , 2 9 4

1 0 , 0 3 2

l 2.0 6 3

6 2.9 4 5

90.3

86.3

6.4 1 8

4 7 , 5 4 2

5.2 9 2

・ 1 4 , 5 5 7

1 1 . 7 l 0

6 2.0 9 9

1
增 幌

天 塩

信 砂

礼 文 島
ホロナイ

(增  幌)

天 塩

(信  砂)

(船 泊)

4 4 6

1 , 3 6 6

9 2 5

3 0 2

3 6

7 5

7 2

1 6

4 1 0

1 , 2 9 1

8 5 3

2 8 6

9 1.9

9 4 . 5

9 2 . 2

94 .7

0

0

0

0

4 0 5

1. 2 0 0

7 7 0

. 2 7 0

4 0 5

1 , 2 0 0

7 7 0

2 7 0

海 区 計

本 年 度

l前 年 度
3 , 0 3 9

5 0 , 9 9 5

1 9 9

9 , 2 7 9

2 , 8 4 0

4 1 , 7 1 6

93.5

8 1.8

0

9 , 4 0  0

2 , 6 4 5

2 2 , 7 0 0

2 , 6 4 5

3 2 , 1 0  0

- 9 4 -

5ケ所のふ化場に収容し, 給解稚魚1 0. 1 9 7 千尾 ( 給国放流率5 0 . 0 % ) ,  無給国稚魚1 o, 1  9 3 千
に放流した。

放 流 期 間

4. 1 ̃ 4 .30

3.10 ̃ 4.30

3. 1 ̃ 3.31

3. 1 ̃ 3.31

2.12  ̃ 5. 8

4 .17  ̃ 4 . l 7

3. 1 ̃ 3.31

4. 1 ̃ 5.31

4.15  ̃ 4 . 1 6

仮収容から収容までの卵の動き…一 事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流…一 括 弧 書

天塩へ 1 , 3 6 6 千粒 ,礼文島ホロナイ へ 3 0  0千粒, 增幌へ 4 2 0 千 粒 , 八 雲へ
1. 0 0 0千粒,操琴へ 6 3 0 千 粒
浜中へ 9 2 7 千 粒 , 信 砂へ 9 2 3千粒 ,元浦河へ 9 1 8 千 粒

岩尾別よ り 6 3 0 千粒 ,網走よ り 3 8 千粒

2.12  ̃ 5. 8

3. 1 ̃ 5 . l 2

6. 1 ̃ 6. 1

5. 1 ̃ 5 . 1 l

5 . 1 5  ̃ 6 . l 5

:?

石尾別よ り 4 2 0 千 粒

" l , 3 6 6 千 粒

斜 里 よ り 9 2 3 千 粒  .

6. 9 ̃ 6. 9 岩尾別より 3 0  0千粒 ・

5. 1 ̃ 6.15

4. 6 ̃ 6.20

- 9 5 -



海

区
水 系

事 業 場

(収容場)
収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ 出 率

放 流 尾 数

無 給 解 給 解 計

千粒

1 8 0

0

8 8 2

0

3 2 7

1 .4 3 3

!.1 5 3

9 5

千粒

2 3

0

1 0 7

0

4 3

2 2 4.

1 3 7

1 1

千尾

1 5 7

0

7 7 5

0

2 8 4

l .2 0 9

1 , 0 1 6

8 4

%

8 7 . 2

0.0

87.9

0.0

86 .8

8 4 .4

8 8 . 1

88 . 4

千尾

1 5 2

2 0 0

9 7 0

1 0 0

1 8 3

1 , 1 8 5

0

8 0

千尾

0

0

0

1 5 0

0

0

4 4 8

0

千尾

1 5 2

2 0 0

9 7 0

2 5 0

1 8 3

1 , 1 8 5

4 4 8

8 0

羅 自

忠 類

標 津

当 幌

-床 丹

西 別

風 蓮

別 当 資

羅 自

忠 類

根 室

当 幌

( 床  丹)

虹 別

浜 中

厚 床

根

室

海

区

海 区 計

本 年 度

前 年 度

4 .0 7 0

3 4.1 3 4

5 4 5

5 , 5 7 6

3.5 2 5

2 8.5 5 8

86.6

8 3 . 7

2 , 8 7 0

2 7 , 7 8 S

5 9 8

2 3 0

0

3.4 6 8

2 8.0 1 5

1 0 5
エ
リ
モ
以
東
海
区

釧 路 鶴 居 l 5 5

1 5 5

3.2 8 0

3 5 1 2 0

1 2 0

2 , 5 7 7

7 7 . 4 l 0 5

1 0 5

2 , 4 6 5

海 区 計

本 年 度

前 年 度

3 5

7 0 3

7 7 . 4

7 8 . 6

0

0

1 0 5

2.4 6 5

8 0 0

0

1 , 6 6 2

2 , 4 6 2

1 5.0 0 8

エ

リ

モ

以

西

海

区

幌 満

元 浦

遊 楽 部

0

9 1 8

l.8 5 5

0

6 8

1 5 7

0

8 5 0

1 , 6 9 3

0.0

92.6

9 1 . 5

8 0 0

0

0

0

0

1 , 6 6 2

(元浦河)

八 雲

本 年 度

前 年 度

2 , 7 7 3

10.9 0 6

2 2 5

l , 8 5 6

2.5 4 8

9 , 0 5 0

9 1 . 9

83.0

8 0 0

1 3.5 1 4

1 , 6 6 2

1 , 4 9 4

海 区 計

合 計

本 年 度

前 年 度

2 3 , 3 9 4

l 7 2.2 9 2

2 , 2 9 8

2 7 4 4 6

2 1 , 0 9 6

1 4 4 , 8 4 6

9 0.2

84 . 1

1 0 , 1 9 3

l 0 0 , 7 0 6

1 0 , l 9 7

3 8 , 9 8 1

2 0 , 3 9 0

1 3 9.6 8 7

からふとます種卵の採卵から収容までの動き

採 卵 数 2 3 , 7 5 0 千 粒

道外移殖卵 △ 3 5 6 "
収 容 卵 数  2 3. 3 9 4  ″

- 9 6 -

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流一一括 弧 書

3. 1 ̃ 4 . 2 5

( 浜 中 よ り 2 0  0千尾 )

伊茶仁よ り 8 8 2 千 粒 ( 浜中 よ り 2 0  o千尾)

( 床 丹 よ り 1 0  0 千 尾 , 浜 中 よ り 1 5 0 千 尾 )

( 当幌へ 1 o o千尾)

矢自別より2千粒

斜里よ り 9 2 7 千粒 ( 当幌へ 1 5 0 千尾 , 忠類へ 2 0  0千尾 ,標津へ 2 0 0 千 尾 )

別当賀より 9 5千粒

3 .20  ̃ 4 . 3 0

4. 1 ̃ 4 . 10

1. 1 ̃ 1 . 3 1

4 . 1 6  ̃ 4 . 3 0

4.2 5  ̃ 5 . 2 5

1.  1 ̃ 5 . 2 5

1 . 20  ̃ 4 . 3 0

3 . 20  ̃ 3 . 3 1

3 . 2 0  ̃ 3 . 3 1

4.1 5  ̃ 5. 5

2 . 2 3  ̃ 2 . 2 5

4. 1 ̃ 5 . 1 0

( 元 浦 河 よ り 8 0  0千尾 )

斜里よ り 9 1 8 千粒 ( 幌満へ 8 0  0 千尾 )

有家 (東北 )へ 3 5 6 千粒 , 岩尾別より1.o o 0千粒(道水産ふ化場へ調査試験
用として 2千尾 )

2.2 3  ̃ 5 . 1 0

3 . 2 0  ̃ 4 . 2 6

1. 1 ̃ 6 . 1 5

1.20 ̃ 6 . 20

- 9 7



第 1  7 表  昭和4  7年度支・事業場別から.i・とtす.t・化放流成構表

支 場
事 業 場

(収容場 )

収容卵数

( A )
死 卵 数

ふ出尾数

( B )

.1t・ 出 率

B /1Ax 10(

放 流 尾 t i

無 給 西 給 1国 計 ( C )

千粒
4.8 9 4

4 , 1 0 4

6 6 8

6 0 0

1 , 2 4 4

7 0 3

5 6 7

千粒
2 2 2

2 5 0

6 2

7 4

2 7 5

1 4 2

1 9 7

千尾
4 , 6 7 2

3.8 S 4

6 0 6

5 2 6

9 6 9

5 6 1

3 7 0

%
95.5

93.9

90.7

87 . 7

77 . 9

79 .8

65.3

千尾
2.6 2 0

!.8 0 4

6 0 0

5 2 0

0

5 2 4

3 5 0

千尾
1 , 9 8 0

1.9 7 0

0

0

8 7 2

0

0

千尾
4.6 0  0

3.7 7 4

6 0 0

5 2 0

8 7 2

5 2 4

3 5 0

北 見 岩 尾 別

科 里

漢 琴

北 見

蕩 別

活 精

幌 内

本 年 度

前 年 度

1 2.7 8 0

6 6 , 0 1 9

1.2 2 2

9 , 2 6 8

1 1.5 5 8

5 6.7 5 l

90.4

86.0

6 , 4 1 8

4 3 , 9 4 2

4 , 8 2 2

1 0.5 7 8

1 1 , 2 4 0

5 4 , 5 2 9

根 室 羅 自

根 室

( 床  丹 )

虹 別

厚 床

浜 中

1 8 0

8 8 2

3 2 7

1 , 4 3 3

9 5

1 , 1 5 3

2 3

1 0 7

4 3

2 2 4

1 1

1 3 7

1 5 7

7 7 5

2 8 4

1.2 0 9

8 4

1 , 0 1 6

8 7 . 2

87.9.

86.9

84.4

88.4

88.1

l 5 2

7 7 0

2 8 3

1 , 1 8 5

8 0

4 0 0

0

0

0

0

0

5 9 8

1 5 2

7 7 0

2 8 3

l.1 8 5

8 0

9 9 8

本 年 度

前 年 度

4.0 7 0

3 4.1 3 4

5 4 5

5.5 7 6

3.5 2 5

2 8 , 5 5 8

8 6.6

83 .7

2.8 7 0

2 7.7 8 5

5 9 8

2 3 0

3 , 4 6 8

2 8 , 0 1 5

l十 勝

l

総 居 l 5 5 3 5 1 2 0 77.4 1 0 5 0 1 0 5

本 年 度

前 年 度

1 5 5

3 , 2 8 0

3 5

7 0 3

1 2 0

2 , 5 7 7

77.4

7 8 . 6

1 0 5

2 , 4 6 5

0 1 0 5

2 , 4 6 5

- 9 8 -

放 流 率

C/:lll0<10 0
放 流 期 間 備 考

%
94 .0

92.0

89.8

86.7

70.1

74 .5

64.4

4. 1 ̃ 4 . 3 0

3.10 ̃ 4 .30

3. l ̃ 3 . 3 1

3. 1 ̃ 3.31

2.12  ̃ 5. 8

4 . 17  ̃ 4 . 1 7

3. 1 ̃ 3 .31

88.1

82.6

2.12 ̃ 5. 8

3. 1 ̃ 5. 5

84.4

87.3

86.5

82.7

84.2

86.6

3. 1 ̃ 4 .25

3.20 ̃ 4.30

4.  1 ̃ 4 . 10

1. 1 ̃ 1 .31

4.25 ̃ 5.25

3. 6 ̃ 4.30

85.2

82.1

67.7

1. 1 ̃ 5 . 2 5

1.20 ̃ 5 .31 :・ :i-?-
3.20 ̃ 3.31

67.7

75 .2

3 . 3 0  ̃ 3.31

4.15 ̃ 5. 5

.- g g -



支 場
事 業 場

( 収容場 )

収容卵数

( A )
死 卵 数

ふ出尾数

( B )

ふ 出 率

'8 /Ax100

放 流 尾 数

無 給 1i耳 給 解 計 ( C )

天 塩

千粒
4 7 0

1 0 7

4 4 6

1.3 6 6

9 2 5

3 0 2

千粒
6 0

1 2

3 6

7 5

7 2

1 6

千尾
4 1 0

9 5

4 1 0

1 , 2 9 1

8 5 3

2 8 6

%
8 7 . 2

8 8 . 8

91.9

9 4 . 5

9 2 . 2

9 4 . 7

千尾
0

0

0

0

0

0

千尾
3 8 0

9 0

4 0 5

1 , 2 0 0

7 7 0

2 7 0

千尾
3 8 0

9 0

4 0 5

1.2 0 0

7 7 0

2 7 0

徳 志  別

頓 別

( 增  幌 )

天 塩

( 信  砂 )

( 船  泊 )

本 年 度

前 年 度

3.6 1 6

3 7.9 5 6

2 7 1

5 , 5 5 2

3.3 4 5

3 2. 4 0 4

9 2.5

85 . 4

0

4.3 0 0

3. l 1 5

2 6 , 6 7 0

3. l 1 5

3 0 , 9 7 (1l

千 歳 (元浦河 ) 9 1 8 6 8 8 5 0 92 .6 8 0 0 0 8 tl 0

本 年 度

前 年 度

9 1 8

2 4 , 8 6 5

6 8

5 , 2 3 8

8 5 0

1 9 , 6 2 7

9 2 . 6

7 8 . 9

8 0 0

1 8 , 9 1 3

0

0

8 0 0

1 8 , 9 1 3

渡 島 八 雲 1 , 8 5 5 1 5 7 1.6 9 8 91 .5 0 1 , 6 6 2 1 6 6 2

本 年 度

前 年 度

l , 8 5 5

6.0 3 8

1 5 7

1 , 1 0 9

1 , 6 9 8

4.9 2 9

9 1.5

81.6

0

3 , 3 0 1

1 , 6 6 2

1 , 4 9 4

l.6 6 2

4 , 7 9 5

9 0 . 2

84 . 1

1 0.1 9 3

1 0 0.7 0 6

1 0 , 1 9 7

3 8 , 9 8 1

2 0 , 3 9 0

1 3 9 , 6 8 7

合 計:: 度度に:: 2.2 9 82 7 , 4 4 6

2 1.0 9 6

1 4 4 , 8 4 6

第 1  8 表  ます稚魚標識放流

魚 種 河 川 名 放 流 期 間
標

尾 数 部 位

からふとます

湧 〟 別 :::: 1 o 1千尾

9 8

脂ビレ ・右腹ピレ

" ・左腹ビレ

- 1 0 0 -

放 流 率

0l/1el:1く.1 0  0
放 流 期 間 備 考

%
80.9

8 4 . 1

90.8

8 7 . 8

8 3 . 2

89.4

4. 1 ̃ 5 . 3 1

4 . 1 5  ̃ 4 . 1 6

6. 1 ̃ 6. 1

5. 1 ̃ 5 . 1 1

5.1 5  ̃ 6 . 1 5

6. 9 ̃ 6. 9

86.1

81.6

4. 1 ̃ 6 .15

3 . 1 5  ̃ 6 . 20

87 . 1 2 . 2 3  ̃ 2 . 2 4

8 7 . 1

76.1

2 . 2 3  ̃ 2 . 2 4

4. 1 ̃ 4 . 2 0

89 .7 4. 1 ̃ 5 . 1 0

89 .7

7 9 . 4

4. 1 ̃ 5 . 1 0

3 . 2 0  ̃ 5 . 3 1

87.2

81 .1

1.  1 ̃ 6 . 1 5

1. 2 0̃  6 . 2 0

識

給 解 有 無 魚 体

有

有

( 河口より  7Km) }放流場所の相異による回帰効果の確認。

- 1 0  1 -



S9. ひ・めます增殖事業

1. ひめます捕獲採 .卵概況

本年のひめます捕獲採卵事業は,前年度と同様に支場湖内の2捕獲採卵場で10月1日から11月

2 5日まで実施し,  1 9 , 7 3 0 尾 ( う ち 雌 1 0. 2 2 0尾 )の親魚を捕獲し ,蓄養へい死等を除き,

7. 2 2 6 尾 の雌か ら 2. 7 4 3千粒の種卵を採卵した。 (雌規魚使用率7 0 . 7 % )計画に対しては ,捕

獲で9 8 . 7 % ,採卵で7 6 . 2 %の達成率であつた。

第 1 表  昭和 4  7年度ひめます親魚捕獲採卵成續表
r

4
-
-
-

-

，

，

，=
．

7

2
．

9

7

海

区
水 系

捕 獲

採 卵 場

所 属 捕 獲 数 使 用 親 魚 数

計 ( 尾 ) . lil (尾 ) 1l l ( 尾 ) 計 (尾事 業 場 11l (尾) 1ll (尾 )

日

本

海

区

支 場 湖
湖 畔

ポロピナイ

支 場 湖

//

4. 8 9 5

5.3 2 5

4 , 7 4 7

4 , 7 6 3

9 , 6 4 2

1 0.0 8 8

3 , 7 0 2

3.5 2 4

4 7 5

4 3 8

4 , 1 7 7

3 , 9 6 2

l 本 年 度
l 前 年 度 l1 '=: l 9 , 5 1 0l 5.5 4 3

1 9.7 3 0

l 3.5 8 6

7.2 2 6
6.3 4 3

i
9 1 3  l 8. l 3 9

l

l
l , 1 4 4  l 7 , 4 8 7

合 計

採 卵 数

( 千粒 )

増減卵数

( 千 粒 )

仮収容卵数

( 千粒 )

Sl親魚使用率

( % )

平均採卵数

( 粒 )
実 施 期 間

1 . 4 2 9

1. 3 1 4

0

0 :;: 7 5 . 6

6 6 . 2

3 8 6

3 7 3

l 0 .  1̃ l l . 2 5

l 0 .  1 ̃ 1 1 . 2 3

2. 7 4 3

2. 6 0 9

0 l 2. 7 4 3 1 7 0 . 7
i j

0 2 , 6 0 9 ! 7 8 . 9

3 8 0

4 1  0

1 0 .  1 ̃ l 1 . 2 5

1 0 .  1 ̃ 1 1 3 0

2. ひめます種卵の移殖ならびに分与
本年度は,べニさけ生産事業用種卵945千粒を根室支場虹別事業場へ移殖,道内人工湖沼開発資

源育成試験用として128千粒を北海道立水産ふ化場へ分与した。

また,この他に道内;ま,,・よび本州の湖沼再生産種苗として514千を分譲した。

第 2 表  種卵の移殖・分与(発眼卵)

供 給 地 i 受 給 地

移殖年月日一一 一一一 一一

1 支 場 l 事業場
移 殖 卵 の 内 訳

13--5a
実 卵 数

摘 要
支 場 事業場 移緒卵数

移 殖 前
死 卵 数

千 歳 支 場 湖 l 47.12 .23 l 根 室 1 虹 別
″ " 1 4 8 . 1 . l 0 1 道立水手ふ化場
計 .

千粒
9 4 5

1 2 8

l , 0 7 3

千粒

4 3 .

8

5 l

千粒
9 0 2

1 2 0

1.0 2 2

べニさけ生産事業用

人工湖沼開発資源育成
試験用

- 1 0 2 -

第 3 表  種卵の分譲(発眼卵)

供

支場

給 地

事業場名
分護年月日 受 . 給 地

分 議 卵 数

移緒卵数 分 讓 前 l 分 譲
死 卵 数 l 実 卵 数

摘 要

千歳

//

//

//

//

//

//

支 場 湖

//

//

//

/

. //

//

千粒
1 2 8

1 1

1 0 7

7 5

8 6

6 4

4 3

千粒
8

1

7

5

6

4

3

千粒

1 2 0

1 0

1 0 0

7 0

8 0

6 0

4 0

48. 1 .10

1 . 11

1. g

1 .22

1 . 10

1 .10

1 .10

長野県水産指導所

愛援県土居町

福方県奥越漁協

福島県農制部

洞爺湖漁協

阿寒湖漁協

虎杖浜漁協

言木湖 ( 発眼卵 )

土居多目的ダム(″)

九頭電 ダ ム  ( " )
秋元湖,沼沢沼(″)

洞爺湖 ( ″ )

阿寒湖 ( ″ )

倶多楽湖 ( " )
計 5 1 4 3 4 4 8 0

3・ ひめますふ化放流

支場湖で2, 7 4 3千粒の種卵を採卵し,このうち虹別事業場へ 9 4 5千粒,道立水産ふ化場へ 1 2 8

千粒, 長野県水産指導所,その他へ 5 1 4千粒を移殖:ま,・よび分譲し,残り1. 156千粒を支場湖事業場

へ収容した。これから1,0 09千尾の稚魚を生産して,全数給解を行なつて, 4 8年5月7日支場湖へ

放流した。

第 4 表  昭和4  7年度ひめますふ化放流成積表

海

区
水 系
事 業 場

(収容場)
収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数

l 放 流 尾 数
t L L l 商 l

無 給 解 給 解 j 計

日

本

海

区

千粒

1 , 1 5 6

千粒
7 1

千尾
1 , 0 8 5

%
9 3 . 9

千尾
0

千尾

1.0 0 9
千尾
1 , 0 0 9支場湖 支 場 湖

本 年 度

ii可 年 度

1 , 1 5 6

1 , 3 8 2

7 1

1 2 3

1.0 8 5
: . i ・,-
1 , 2 5 9

93.9

91.1

0

l , 2 0 4

1・oo:

1.0 0 9

1 , 2 0 4

合 計

仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位l 版 り K 谷a'ら り K 谷 i で り り l i の 動 さ一一學 菜 場 阜 位
放 流 期 間 l 備 考

l 稚 魚 移 殖 放 流一一括 弧 書
5. 7 ̃ 5. 7 虹月lJ事業場へ 9 4 5 千 粒 ,  道立水産ふ化場へ 1 2 8 千 粒 ,  長野県水産指導所

へ 1 2 8 千 粒
愛媛県土居町へ 1 1 千 粒 , 福 井 県 地.漁協へ l 0 7 千 粒 , 福島県農政部へ 75
千粒,洞爺湖漁協へ 8 6千粒 ,阿寒湖漁協へ 64千粒,虎杖浜漁協へ 4 3 千
粒

5. 7 ̃ 5. 7

4.25 ̃ 4.25

- 1 0 3 -



S 10. 昭和 4 7年度さけ ・  ます税魚蓄養成績

〔 さ  け 〕

7 8 水系 8 5 捕獲場で 1il 2 7 4. 3 3 0 尾 ,  6 3 3 9 , 9 0 9 尾 合 計 6 1 4 , 2 3 9 尾 の 親魚 を捕獲 し ,  li

2 7 4. 3 3 0 尾の う ちか ら即日採卵 2 5. 1 0  0尾 (即日使用率9 . 1 % ) 蓄養不能 3 , 4 2 8 尾 を除いた

2 4 5 , 8 0 2 尾が催熟のために蓄養された。 ( 害 養率 9 8・ 6 % ) o

このうち ,蓄養中の減耗は ,へい死1 8 , 2 8 5尾 ,  ( 蓄 養へい死率 7 . 4 % ) 逃 逸 2 , 6 0 7 尾 , 老 魚

7 4 0 尾 , 調 査 4 尾 , 未 熟 1 0 7 尾 , 盗 難 9 5 尾 , そ の 他 不 明 3 7 尾 を 差 し 引 い た 2 2 3 , 9 2 7 尾 ( 催

熟率 g 1 . 1 % )が採卵に供された。 liの総使用数は即日採卵25. 1 0  0尾を加えると,  2 4 9 , 0 2 7 尾

となり,全道平均の e使用率は前年度(9 o. 1 % ) を若干上理る 9 o・ 8 %の好成續を収めた。
この成績を支場別に示すと, 次のとぉ,りである。

北見支場管内では, lil 9 3. 6 9 1尾を捕獲し即日採卵3. 0 1 7 尾 , 蓄 養 不 能 2 3 尾 を 除 く 9 0 , 6 5 1

尾が蓄養された (蓄養率9 9 . 9 % )蓄養中の減耗はへい死, 2 , 3 1 3 尾 ( へ い死率 2・ 5 % ,  )その他未

熱 ,不明が 5 8 尾 , こ れ らを差引いた 8 8. 2 8 0 尾 ( 催熱率 9 7 . 4 % ) が採卵に供され , これに即日採

卵 3. 0 1 7 尾 を 加 え る と eの総使用数は 9 1 , 2 9 7 尾で , この使用率は 9 7 . 4 % とな り前年度の9 6・ 7
%を上1l国lる好成績を示した。 な;i1;,岩尾別川では総使用数のうち87 ・ 9%が即日採卵されたものである。

根室支場管内では94 8. 4 2 1 尾 を捕獲 し , 即日採卵 6 , 9 7 6 尾 , 蓄養不能 6 2 8 尾 を除 く 4 0 ・ 8 1 7

尾が蓄養された (蓄養率9 8. 5 % ) 。蓄養中の減耗は ,へい死 4 7 4尾 ,老魚 2 1 3尾 ,未熱 8 6尾で ,

これを差引いた .1 0. 0 4 4 尾 ( 催 熟 率 9 8 . 1 % )が採卵に供され, これに即日採卵の6・ 9 7 6尾を加え

る と lil 総使用数は4 7. 0 2 0 尾 で , こ の 使用率は 9 7 . 1 %の好成積を示したo

十勝支場管内では e 9 4 , 8 0 6 尾 を 補 獲 し , 即 日 採 卵 8 6 尾 , 蓄 養 不 能 3 4 3 尾 を 除 く 9 4 , 3 7 7 尾
が蓄養された (蓄養率 9 9 . 6 % ) 。蓄養中の減耗はへい 死 1 3. 3 2 6 尾 ( へ い 死 率 1 4・ 1 % ) 逃 逸

2. 5 7 8 尾 , 老 魚 4 7 0 尾 , 盗 難 3 2 尾 を 差 引 い た 7 7 , 9 5 1 尾 ( 催 熟 率 8 2 . 6 % )が採卵に供され,

これに即日採卵86尾を加えるとS l総使用数は, 7 8. 0 3 7 尾 とな り 9使用率は ,  8 2・ 3 % ( 前 年度

8 5 . 1 % ) と , 全道平均の 9 o. 8 %をゃゃ下週る成績に終つたo

天塩支場管内では, l;l 1 3 , 0 4 7 尾を捕獲しこれらは即日採卵 2. 8 7 2 尾 , 蓄養不能90 6尾を除く
g. 2 6 9 尾 が 蓄養 さ れ た ( 蓄 養率 9 1 . 1 % ) 。蓄養中の減耗はへい死 l , 1 4 2尾 ,老魚9尾 ,盗難6尾

でこれらを差し引いた 8 . 1 1 2 尾 ( 催熟率 8 7 . 5 % ) が採卵に供され , これに即日採卵 2 , 8 7 2 尾 を加

えると ,  9 総使用数は 1 0 , 9 8 4 尾 と な り ,  9 使用率は 8 4 . 2 % であった。

千歳支場管内及び渡島支場管内でも前年度の捕獲尾数を上要国つたが, 新規捕獲河川のへい死率は, い

ずれも低く蓄養技術の再検討が必要である。

〔 さ く ら ま す 〕

2 5 水 系 2 5 捕f重場で , 9 7. 4 5 9 尾 ,  6 3 , 3 7 1 尾の合計 1 0 , 8 3 0 尾の親魚を捕獲し ,  l;l 7 , 4 5 9

尾の うちか ら , 即日採卵 1 , 1 6 3 尾 ( 即日使用率 1 5. 6 % ) , 蓄養不能5 1尾を除いた6, 2 4 5 尾 が 催

熱のために蓄養された。 (蓄養率 9 9 . 2 % )

このうち蓄養中の減耗は,へい死1. 2 o 1 尾 ( 蓄 養へい死率 1 9 . 2 % ) 逃 逸 1 1 3 尾 で ,差し引き

4, g 3 1 尾 ( 蓄 養 率 7 9 . 0 % )が採卵に供され . eの総使用率は即日採卵1 , 1 6 3尾を加えると6 ・ 0 9 4
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尾となり,  全道平均の le使用率は, 8 1 . 7 %であった。

各支場別には,北見支場管内で捕獲したSl親魚1,15 ・5尾を対象に蓄養実施されたが,蓄養中の減耗

( へい 死 2 7・ 3 % , 逃 逸 5 . 3 % ) が多く最終的に lil使用率は, 6 6 . 9 %の成積にとどま った。

根室支場管内では, 前年度に比べ捕獲蓄養数は増加したものの蓄養中のへい死率は1 8 . 3 %と前年度

( 1 4・ 5 % )に比べ多<,従つて使用率も前年度を下担る結果となつた。

また,天塩支場管内は前年度の約5倍の9親魚を蓄養しその減耗も少なく, 1e使用率8 1 . 1 % ( 前 年
度 ・5 9・ 5 % )の成續を残した。 また,渡島支場管内では,捕獲親魚に対して, 9 5 . 0 %が即日採卵に供

され, l;l 使用率は 9 9 . 6 %の好成績を: il,・さめた。

千歳支場管内では, 蓄養尾数が少ないにもかかわらずほとんどが蓄養中減耗し9使用率8.3 %の不成

積に終つているので今後, 速やかな改善が望まれる。

〔 か ら ふ と ま す 〕

4 1 水系 4 3 捕獲場で, l;l 2 2. 2 2 6 尾 ,  6 2 8 , 2 5 0 尾の合計 5 0 , 4 7 6 尾の親魚を捕獲し , sl 親
魚の うちから即日採卵 5 1 尾 ( 即日使用率 0 . 2 % ) 蓄養不能 3 5 1 尾を除いた 2 1 , 8 2 4 尾が, 催熟の

ために蓄養された。 ( 蓄 養 率 9 8 . 4 % )

このうち, 蓄養中の減耗はへい 死 3 , 2 1 1 尾 ( 蓄 養へい死率 1 4 . 7 % ) , 逃 逸 4 4 0 尾 , 老 魚 6 5 尾

で 11;れらを差し引いた 1 8 , 1 0 8 尾 ( 催熟率 8 3 . 0 % ) が採卵に供され , lllの総使用数は即日採卵51

尾を加えると, 1 8 ・ 1 5 9 尾 とな り全道平均での 9使用率は 8 1 . 7 % で前年度 ( 8 8 . 9 % ) を下担る成

續であった。

支場別では,北見支場管内が前年度と同様多数の来遊量があり,捕獲 e 1 5 , 6 5 5 尾 の う ち 1 4 6 尾 の
蓄養不能を除< 1 5. 5 o 9尾が蓄養された。

書養中の減耗はルシヤ並びに藻手で河川増水のため,蓄養全数を失う一方へい死も1. 4 5 7 尾 を 数 え
e使用率は8 6 . 8 % と 前年度 ( 9 2 . 1 % )を下理る成績にとどまつた。

また,渡島支場管内でも前年度の約4倍近い蓄養があり,大いに期待されたが害養中3 o. 5 % の親魚
を失ない, lil 使用率 6 6 . 5 % に とどまった。

根室支場 '十勝支場 '天塩支場管内では蓄養数が前年度に比較して非常に少なかったが, le使用率は
7 0̃ 80%台にとどまり,全道平均をゃや下担る結果となつたので今後の技術改善が望まれる。

〔 ひめます 〕

ひめますは前年同様支場湖の湖畔及びポロピナイの:k?所で行なわれ, li 1 0 , 2 2 0 尾 6 g . 5 1 0 尾
の合計1 9 , 7 3 0尾の親魚を捕獲し ,  le 1 0 , 2 2 0尾のうちから蓄養不能2 . 7 0 1 尾 を 除 く ,  7. 5 1 g
尾が催熟のために害養された。 ( 蓄 養 率 7 3 . 6 % )

このうち蓄養中の減耗は,へい死17 4尾 (へい死率2 . 3 % ) , 逃 逸 1 1 9 尾 で 差 し 引 き 7 , 2 2 6 尾

( 催 熟率 9 6 ・ 1 % )が採卵に供され,  le使用率は7 o. 7 % と 前 年度の 7 8 . 9 % より若干下l国る成積にな
つたo

〔 べ に さ け 〕

根室支場管内,西別川捕獲採卵場で li 4 9 尾 1ll 39尾の合計88尾の親魚を捕獲し,虹別事業場の種l

水池へ全数を輪送して害養したが, 魚病の発生により蓄養親魚の約90%を失ないle親魚使用率は
1 4・ 3 %の不成績に終つたので,今後速やかなる改善が望まれるところである。
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第 1 表  昭和4  7年度さけ親魚書養成積

x 捕 獲 数 e ・ 親 魚 の 処 理

試 即 日 採 卵 蓄 養

書 養一

lil 6 計

用l

整
ll;l
尾 数
即 日
使用率
要 書
養 数
9 用
不能数
書用数 9養率 9 6

北見支場

岩 尾 別

表l: 集 別

斜 里

藤 琴

總 走

西 細 走

能 取 湖

常 呂

ライトコロ

佐昌間別

種l 別

清 滑

操 異 部

幌 内

尾

1.9 2 3

1 , 8 0 3

2 5 , 6 1 4

5 9 2

2 1 , 2 4 7

5 5

5 1

3.1 7 3

7 8

9 6 8

3 2.3 7 5

4.1 8 3

9 9

1 , 5 3 0

尾

1.9 7 9

1 , 7 l 8

2 6 , 0 6 6

4 4 8

2 2 , 4 5 8

2 5

1 0 3

3 , 1 5 1

4 6

8 1 4

4 0 , 0 2 7

4 , 4 1 5

9 7

2.4 4 6

尾

3 , 9 0 2

3.5 2 1

5 1 , 6 8 0

1.0 4 0
4 3 , 7 0 5

8 0

1 5 4

6.3 2 4
1 2 4

1 , 7 8 2

7 2 , 4 0 2

8.5 9 8
1 9 6

3 , 9 7 6

尾

l.6 9 0

0

1 6 8

4 6

1.0 5 6
5 5

2

0

0

0

0

0

0

0

%

8 7 . 9

0.0

0.7

7.8

5.0

1 0  0.0

3.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

2 3 3

1 , 8 0 3

2 5 , 4 4 6

5 4 6

2 0 , 1 9 1

0

4 9

3 , 1 7 3

7 8

9 6 8

3 2.3 7 5
4 , 1 8 3

9 9

1 , 5 3 0

尾

0

0

0

0

0

0

1 1

0

0

0

1 2

0

0

0

尾

2 3 3

1.8 0 3
2 5 , 4 4 6

5 4 6

2 0 , 1 9 1

0

3 8

3. l 7 3
7 8

9 6 8

3 2.3 6 3

4 , 1 8 3

9 9

1 , 5 3 0

%

1 0 0 . 0

1 0  0.0

100 . 0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

0.0

77.3

1 0  0.0

1 0 0 . 0

100 . 0

99 . 9

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

尾

2 3 3

1 , 8 0 3

2 5.4 4 6
5 4 6

2 0 , 1 9 1

0

3 8

3.1 7 3

7 8

9 6 8

3 2 , 3 6 3

4 , 1 8 3

19 9

1.5 3 0

尾

3 4 9

0

8.4 8 2

2 1 6

9 , 3 3 8

0

l 0

1 , 039

4 6

2 8 2

9 , 3 6 1

1.3 0 4

6 1

5 21

北見計)

前年度)

9 3 , 6 9 1

6 0.7 7 4
103,793

56,491

l97, .l84

117.265
3.0 1 7
9.4 7 9

3.2

l 5 6

9 0.6 7 4

5 1 , 2 9 5

2 3

6 4

9 0.6 5 1
5 1 , 2 3 1

99.9

99.9

9 0 , 6 5 1

5 1.2 3 1
3 1 , 0 2 1

2 5.1 8 9

根室支場

ル サ

羅 自

植 別

元崎無異

崎 無 異

意 月l

古 多 構

忠 基

伊 茶 仁

標 津

3 1  構

当 頓

春 月l

4 0 3

4 , 7 9 1

2.0 9 4

1 , 3 2 6

1.1 3 1
2 , 4 7 1

3 4 9

9 6 1

4 , 3 1 9

1 2.9 7 6

7 8

1 , 3 2 7

3 4 8

3 7 6

2.6 4 1

1 , 2 l 6

6 6 4

6 4 0

9 4 7

2 7 6

4 7 8

1.7 4 3
2 0.0 1 9
8 9

1.4 8 4
2 4 2

7 7 9

7 , 4 3 2

3 , 3 1 0

1 , 9 9 0

1 , 7 7 1

3.4 1 8

6 2 5

1 , 4 3 9

l 6 0 6 2

3 2.9 9 5

1 6 7

2.8 1 1
5 9 0

2 7 0

3.9 3 4

4 6 4

3 9 0

3 3 1

4 2 0

8 3

6 4

1 2 8

8 6

5 6

2 6

0

67.0

8 3 . 1

2 2 . 2

29.4

2 9.3

1 7 . 0

2 3 . 8

6.7

3.0

0.7

71 .8

2.0 .

0.0

1 3 3

8 5 7

1 , 6 3 0

. 9 3 6

8 0 0

2 , 0 5 1

2 6 6

8 9 7

4 , 1 9 1

l 2.8 9 0

2 2

1 , 3 0 1

3 4 8

1 9

4 7 8

0

0

1

2 6

5

0

0

0

2 0

2 7

0

1 l 4

3 7 9

l , 6 3 0

9 3 6

7 9 9

2.0 2 5

2 6 1

8 9 7

4 , 1 9 1

1 2.8 9 0

2

1 , 2 7 4

3 4 8

85.7

46.3

1 0 0 . 0

1 0  0.0

99.9

9 8 . 7

98.1.

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

9.1

97.9

1 0 0 . 0

1 1 4

3 7 9

1 , 6 3 0

9 3 6

7 9 9

2.0 2 5

2 6 1

8 9 7

4.1 9 1

1 2.8 9 0
2

1 , 2 7 4

3 4 8

1 1 3

1 2 8

8 0 0

4 2 2

4 0 6

8 0 7

1 9 6

4 5 8

1 , 7 0 2

6 , 1 0 6

2

7 5 1

2 4 2
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書 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 書 養 le 親 魚

計 催 熟 催熟率 、い死 、い死率
そ の ft その他

:り 率逃 逸 老 魚 調 査 未 熟 i十
尾

5 8 2

1. 8 0 3

3 3.9 2 8

7 6 2

2 9 , 5 2 9

0

4 8

‘l .2 1 2

1 2 4

l.2 5 0

l 1 , 7 3 0

5.4 8 7

1 6 0

2 , 0 5 7

尾

2 3 3

1 , 7 7 1

2 4 , 7 9 0

5 3 1

1 9 , 1 9 7

0

7

3.1 6 4
' 7 8

9 3 7

3 1.7 8 9
4. l 6 4
9 3

1.5 2 6

% 尾 % 尾 尾 尾 尾 尾

0

0

3 7

0

0

0

0

0

0

0

2 l

0

0

0

%

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

尾

l , 9 2 3

1 .7 7 l

2 -l.9 5 8
5 7 7

2 0.2 5 3

5 5

9

3.1 6 -l
7 8

9 3 7

3 1 , 7 8 9

.l .1 6 4

9 3

1 , 5 2 6

%

1 0 0 . 0

98 . 2

97..l

97.5

95 . 3

1 0 0 . 0

1 7 . 6

9 9 . 7

1 0 0 . 0

96 . 8

98 . 2

99.5

93.9

・ 9 9 . 7

1 0  0.0

98.2

97.4

97 .3

9 5 . 1

0.0

18 . 4

99.7

1 0 0 . 0

9 6 . 8

9 8 . 2

9 9 . 5

9 3 . 9

9 9 . 7

0

3 2

6 1 9

1 5

9 9 4

0

3 1

9

0

3 1

5 5 3

1 9

6

4

0.0

1.8

2.4

2.7

・l.g

0.0

81.6

0.3

0.0

3.2

1.7

0.5

6.1

0.3

:1り

2 1

1 2 1 , 6 7 2

7 6 , .1 2 0

8 8 , 2 8 0

4 9.2 8 4

9 7 . 4

9 6 . 2

2 , 3 1 3

1.7 5 1

2.5

3.4

e

1 3 7

0

5 9

:ィiつ
0

2 l

0

5 8

1 9 6

0 . l

0.4

9 1.2 9 7

5 8.7 6 3

97 . 4

9 6 . 7

2 2 7

5 0 7

l-

l.3 5 8

1 , 2 0 5

2. 8 3 2

4 5 7

l.3 5 5

5.1tl 9 3

1 8 , 9 9 6

4

2.0 2 5

5 9 0

l 1 4

3 4 8

1 , 5 3 4

8 6 1

7 3 0

1.9 6 6
2 2 0

8 9 3

4.1 6 7

1 2 , 8 0 9

2

1.2 5 5

3 4 8

1 0 0 . 0

91 .8

9 4 . 1

9 2 . 0

91 .4

97.1

84 .3

9 9 . 6

l
99.4

99.4

i 00 . 0

9 8 . 5

1 0 0 . 0

0

2 9

8

1 3

9

0

l 3

4

2 4

8 1

0

1 9

0

0.0

7.7

0.5

1.4

1.1

0.0

5.0

0.5

0.7

0.6

0.0

1.5o.o

_ l _

- l 2

;- 1 ii
;l - ;

; 1 _

l

_ l _

0.0

0.5

5.4

6.6

7.5

2.9

1 0 . 7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

13 8 .l 9 5 . 34 , 2 8 2 8 9 . 4

1.9 9 8 9 5 . 4
11.2 5 l l 9 4 :3

1 , 0 6 1 9 3 . 8

2. 3 8 6 l 9 6 . 6

1
3 0 3 8 6 . 8

9 5 7 9 9 . 6

.l .2 9 5 9 9 . 4

1 2 . 8 9 5 9 9 . 4

・5 8 7 4 . 4

1 , 2 8 1 1 9 6 . 5
l

3 4 8 : 1 0 0 . 0

2

8 8

6 2

6 0

5 9

2 8

0

0

0

0

0

0

5 6

4 3

3 5
: ・ li、
5 9

2 0
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、項目
、、,、

採卵場¥、

捕 獲 数
e 親 魚 の 処 理

書 養試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養

e 1ll 計 尾数
国] 日
使用率
要 書
養 数
蓄 養
不能数
蓄養教 蓄養率 1;l 6

尾

7 1 7

1 3 , 6 2 1

5 6

6 5 6

7 2 1

7 6

尾

6 6 2

1 4.5 2 0

3 2

5 8 8

1.3 1 4
5 4

尾

1 , 3 7 9

2 8.1 4 1
8 8

1 , 2 4 4

2 , 0 3 5

1 3 0

尾

0

7 2 4

0

0

0

0

%

0.0

5.3

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

7 1 7

1 2.8 9 7

5 6

6 5 6

7 2 l

7 6

尾

0

0

0

3 2

2 0

0

_ 尾

7 1 7

1 2 , 8 9 7

5 6

6 2 4

7 0 1

7 6

%

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

9 5 . 1

9 7 . 2

100 . 0

尾

7 1 7

1 2.8 9 7

5 6

6 2 4

7 0 1

7 6

11il

6 6 2

5.3 2 7

3 2

2 5 8

8 9 6

5 3

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 資

構 香

(根室計)

(前年度)

十勝支場

幌 戸

.厚 岸

all 路
チョロべツ

阿 寒

茶 路

庶 路

音 別

打 内

利 別

東 3 3 号

基 別

千 代 田

歴 舟

広 尾

豊 似

旗 留

4 8.4 2 1

7 5 , 6 4 1

4 7 , 9 8 5

7 3.5 4 5

9 6 , 4 0 6

149, l86

6.9 7 6

4.4 6 5

l 4 . 4

5.9

4 1 , 4 4 5

7 1 , 1 7 6

6 2 8

3 2 6

4 0.8 1 7
7 0.8 5 0

98.5

99.5

4 0 , 8 1 7

7 0 , 8 5 0

l 9.3 6 1

3 2.3 8 3

1 0 8

4.3 6 7

3 7.6 7 4
4 9

2 0

8 4

4 6

3 2

1 8 , 6 1 9

2 0 3

2 , 7 1 2

6.5 8 8

2 3.2 8 0
3 7 3

6 0 4

5

4 2

1 0 6

3 , 8 0 5

5 5.1 9 1

7 2

5 4

l 9 3

1 9

6

2 8 , 4 7 6

5 0 1

3 , 4 7 4

7 , 6 5 5

3 9.0 3 2
7 7 4

6 7 4

6

6 4

2 1 4

8 , 1 7 2

9 2.8 6 5

1 2 1

7 4

2 7 7

6 5

3 8

4 7 , 0 9 5

7 0 4

6 , 1 8 6

1 4.2 4 3
6 2.3 1 2

1 , 1 4 7

1 , 2 7 8

1 1

1 0 6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6 3

0

0

2 3

0・0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1 6 . 9

0.0

0.0

5 4 . 8

1 0 8

4 , 3 6 7

3 7 , 6 7 4

4 9

2 0

8 4

4 6

3 2

1 8.6 1 9

2 0 3

2 , 7 1 2

6.5 8 8

2 3.2 8 0

3 1 0

6 0 4

5

l 9

1 0

0

0

0

0

0

1 2

0

2 5 7

2 2

・ 0

4

6

3

2 7

0

2

9 8

4 , 3 6 7

3 7 , 6 7 4

4 9

2 0

8 4

3 4

3 2

1、8,362

1 8 1

2 , 7 1 2

6.5 8 4

2 3.2 7 4
3 0 7

5 7 7

5

1 7

9 2 . 5

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

7 3 . 9

1 0  0.0

9 8 . 6

89.2

1 0 0 . 0

99.9

99.9

99 . 0

95.5

l 0 0 . 0

89.9

9 8

4 , 3 6 7

3 7 , 6 7 4

4 9

2 0

8 4

3 4

3 2

1 8.3 6 2
1 8 1

2.7 l 2

6 , 5 8 4

2 3.2 7 4

3 0 7

5 7 7

5

1 7

7 l

1.4 9 3

l 3 , 2 t; 0

7 2

5

2 1

5

6

2 , 8 1 8

6 1

1 3 6

1 , 2 9 2

6.2 1 0

1 5 6

1 5 6

6

3 5

(十勝計)

(前年度)

94,806

185,184

140,102

337.806
234.908

522,990

8 6

1 3 7

0・1

0.1

94,720

184.905

3 4 3

1 , 3 6 2

94,377

183.543
9 9 . 6

9 9 . 3

94,377

183.543
2 5 , S 2 3

4 2 , 6 9 9142

- 1 0 8 -

書 養 内 訳

重
使

用

率

数 書 養 e 親 魚 

計 催 熱 催熟率 へい死 へい死率
そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調 査 未熱 計

尾

1 , 3 7 9

1 8.2 2 4

8 1i

8 8 2

1 .5 9 7

1 2 9

尾

7 1 0

1 2 . 7 8 7

4 7

5 1 5

6 7 9

5 9

%

99 . 0

99.1

83.9

8 2 . 5

96.9

77.6

尾

7

1 1 0

9

l 0 9

2 2

1 7

%

1.0

0.9

16.1

17.5

3.1

22.4

尾 尾 尾 尾 尾

0

0

0

0

0

0

%

0.0

0 0

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

7 1 0

1 3 , 5 1 1

4 7

5 l 5

6 7 9

5 9

%

9 9 . 0

99 .2

83 .9

7 8 . 5

94 .2

77.6

60,178

103,233

i 0 , 0 4 4

6 9.4 7 1

98 . 1

98.1

4 7 4

1 , 0 9 2

1.2

1.4

0

2 6

2 1 3

2 2 6

0

0

8 6

3 5

2 9 9

2 8 7

0.7

0.4

4 7.0 2 0
7 3 , 9 3 6

7 2

4,0 ・5 3

3 1 , 2 1 3

・ 2 7

1 7

6 8

1 9

3 1

l 0.9 5 0

l 4 1

2 , 5 4 6

6.1 9 7

2 1 , 9 3 3

2 5 4

4 7 2

5

3 9

97.1

97.7

1 6 9

5.t; 6 0

5 0 , 9 5 4

1 2 1

2 5

1 0 5

3 9

3 1l;

2 1.1 8 0

2 4 2

2.8 4 8

7 , 8 7 6

2 9.4 t; 4

4 6 3

7 3 3

l 1

5 2

7 2

l , 0 5 3

3 1 , 2 1 3

2 7

1 7

6 8

1 9

3 1

1 0 , 9 5 0

l 4 1

} 30,676
1 9 1

4 7 2

5

1 6

73 . 5

9 2 . 8

82.9

55 . 1

85.0

81.0

5 5 . 9

96.9

59 .6

77 . 9

94 .2

61.2

81 .8

1 0  0.0

9 4 . 1

2 6

2 8 2

5 , 5 6 1

2 2

3

1 6

1 5

1

5 , 4 8 4

4 0

1 , 6 5 4

1 1 6

1 0 5

0

1

26.5

6.5

14.8

44.9

1 5 . 0

l 9 . 0

4 4 . 1

3.1

29.9

22.1

5.l

3 8 . 8

1 8 . 2

0.0

0.6

9 0 0

1 , 4 3 8

2 4 0

4 9 0

(盗難32)

、、-

0

3 2

9 0 0

0

0

0

0

0

1 , 9 2 8

0

2 4 0

0

0

0

0

0.0

0.7

2.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

l 0 . 5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

92 . 8

8 2 . 9

55.1

8 5 . 0

81 .0

41 .3

96 .9

5 8 . 8

69.5

9 3 . 9

9 4 . 1

9 4 . 2

68 .1

78 .1

l 0  0.0

9 2 . 9

120,200

226242

77.951
l57,376 ::.; 13.32623.880 14 .113.0

2.5::

4 9 0

0

(盗難32)

不明魚
( 2 , 2 2 1 )

0

0

3 , l 0 0

2.2 8 7

3 . 3 l  78,037

l1 . 2 1 5 7 , 5 1 3
82 .3

8 5 . 1

- 1 0 9 -



、i
採卵場、

捕 獲 数
g :操 魚 の 処 理 i

試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養 1 蓄 養

尾 数
即 日
使用率
要 蓄
養 数
9 養
f、能数
害養数 書養率 9 69 6 計

天塩支場

徳 志 別

北見幌別

頓 別

增 幌

天 塩

下 中 川

小 平 集

署. 寒 別

尾

5.7 2 7

1.1 7 3

1.6 8 0
4 8

1 , 8 4 1

1 , 7 7 9

2

7 9 7

尾

5 , 4 9 3

1 , 7 9 9

1 , 6 5 2

6 2

2 , 6 6 0

l , 5 6 0

9

9 9 7

尾

1 1 , 2 2 (

2.9 7 1

3 , 3 3 :

1 1 (

4.5 0

3.3 3 l

1

1 , 7 9

尾

2.0 2 3

0

0

1 6

0

8 3 3

0

0

%

35 .3

0.0

0.0

3 3 . 3

0.0

4 6 . 8

0.0

0.0

尾

3.7 0 4

1. l 7 3

1.6 8 0

3 2

1.8 4 l

9 4 6

2

7 9 7

尾 配 % 尾 屋

2 8 1

0

0

0

5 7 8

4 7

0

0

3 , 4 2 3

1 , 1 7 3

1 , 6 8 0

3 2

1 , 2 6 3

8 9 9

2

7 9 7

92.4

l 0  0.0

1 0 0 . 0

l 0 0 . 0

68 . 6

9 5 . 0

1 0  0.0

1 0  0.0

3.4 2 3

1 .1 7 3

1.6 8 0

3 2

1 , 2 6 3

8 9 9

2

7 9 7

1 , 2 3 5

3 8 5

1.3 0 3
6 1

3 1 3

2 9 6

9

5 1 9

(天塩計)

(前年度)

1 3.0 4 7
3.2 3 6

1 4 .2 3 2

6.5 3 4

2 7.2 7 (
9.7 7 (

2 , 8 7 2

6 9 3

22.0

21.4

l 0 , 1 7 5

2. 5 4 3

9 0 6

6 6

9.2 6 9

2 , 4 7 7

91.1

97 .4

9 , 2 6 9

2.4 7 7

l.1 2 1

l.2 9 8

千歳支場

西 越

余 市

仁 雁 別

幌 満

幌 別

元 浦 川

三 石

静 内

新 冠

富 川

ie 川

算 払

自 老

数 生

6 , 0 7 3

4 7 5

8 4

4

2 8 0

5 7

5 4

1 , 8 5 2

5 8

3 9 2

3 6 3

1 2 6

4 7

1 6 2

6.8 2 6

4 0 4

l 5 8

6

3 2 l

6 6

3 2

3 , 8 3 7

7 4

5 6 9

4 3 8

4 3 3

2 2 6

4 9 7

l 2 , 8 9(

8 7 l

2 4 ‘

1 (

6 0 ;

1 2 :

8 l

5.6 8 l

1 3 :

9 6

8 0

5 5 l

2 7

6 5

), 0 1 7

、 5

1 2

1

0

2 3

4

0

0

0

0

0

3 3

1 6 2

33.2

1.1

1 4 . 0

2 5 . 0

. 0・0

40.4

7.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7 012

1 0 0 . 0

.l.0 5 6

4 7 0

7 2

3

2 8 0

3 4

5 0

1 .8 5 2

5 8

3 9 2

3 6 3

1 2 6

1 4

0

2 1 9

4

1

0

1

0

0

5 0 3

8

7

2 5

0

0

0

3 , 8 3 7

4 6 6

7 1

3

2 7 9

3 4

5 0

1 , 3 4 9

5 0

3 8 5

3 3 8

1 2 6

1 .l

0

6 3 . 2

98.1

8 .l.0

7 5 . 0

99.6

1 0 0 . 0

1 0  0.0

72 .8

86.2

9 8 . 2

9 3 . 1

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

0.0

; , 8 3 7

4 6 6

、 7 1

3

2 7 9

3 4

5 0

1 , 3 4 9

5 0

3 8 5

3 3 8

1 2 6

1 4

0

l.0 5 9

1 2 5

1 1 5

5

2 4 5

1 2

2 9

4 6 3

3 6

1 1 7

4 9

7 1

1 2

0

l (千歳計
l (前年度

1 0.0 2 l

7 , 1 31

1 3 , 8 8 :

l l. l 0 ◆
;1l 3 , 9 1

l 8.2 4 l1 l= ;
l

21 . f

1 l . '

7 , 7 7 l

5.9 l l = 7.0 0 25 , 5 6 0 9 0.19 3 . 9 7,0 0 25 , 5 6 0 2.3 3 82.1 2 7

- 1 l 0 -

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 l;l 親 魚

計 催 熟 催熟率 へい死
へい死
率

そ の 他 一の他
) 率逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

4 , 6 5 8

1 , 5 5 8

2 , 9 8 3

9 3

1 , 5 7 6

1 , 1 9 5

1 1

1 , 3 1 6

尾

3.3 8 0

1 , 0 2 3

1 , 6 7 7

3 1

3 5 1

8 7 9

0

7 7 1

%

9 8 . 7

87.2

99 . 8

96.9

27.8

97.8

0.0

96.7

尾

3 9

1 5 0

3

1

9 1 2

9

2

2 6

%

1.1

12.8

0.2

3. l

72.2

l.0

1 0  0.0

3 3

尾 尾

4

5

尾

C的

尾 尾

4

0

0

0

0

1 1

0

0

%

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

1
尾 %

5.4 0 3 9 4 . 3

1.0 2 3 8 7 . 2
1 , 6 7 7 9 9 . 8

l '1 9 9

4 7 ,.

3 5 1 1 9 . 1

1.7 1 2 9 6 . 2

0 0.0

l7 7 1 9 6,7
1 3 , 3 9 0

3 , 7 7 5

8 , 1 1 2

1.9 7 0
87.5

79.5

1 , 1 4 2

4 0 6

l 2 . 3

16 .4

0

1 6

9

8 3

、路:9隆)
1

0

1

1 5

1 0 1

0.2

5.1

1 0.9 8 4

2.6 6 8
il 4 . 2

8 2 . 3

4 , 8 9 6

5 9 1

l 8 6

8

5 2 4

4 6

7 9

l , 8 1 2

8 6

5 0 2

3 8 7

1 9 7

2 6

0

3 , 5 8 0

4 4 3

6 9

2

2 6 6

3 3

4 8

l.1 5 7

. 5 0

2 3 6

3 3 8

6 5

6

0

93.4

9 5 . l

97 . 0

6 6 . 7

95.3

97 . 1

96.0

85.8

1 0  0.0

61.3

1 0  0.0

51.6

42.9

0

2 5 7

2 3

2

1

1 2

1

2

1 7 1

0

9 2

0

6 1

0

0

6.6

4.9

2.0

33 . 3

4.3

2.9

4 .0

14.2

0.0

23 . 9

0.0

4 8 . 4

0.0

0.0

1

3

、終あ

.,?-

0

0

0

0

1

0

0

2 1

0

5 7

0

0

8

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

1.6

0.0

14 . 8

0.0

0.0

57.1

0.0

5.5 9 7

4 4 8

8 1

3

2 6 6

5 6

5 2

1 , 1 5 7

5 0

2 3 6

3 3 8

6 5

3 9

1 6 2

92 . 2

94 .3

96.0

7 5 . 0

95 . 0

9 8 . 2

9 6 . 3

6 2 . 5

86.2

6 0 . 2

9 3 . l

51.6

83 . 0

l 0 0 . 0

l 8

8

=; 6 , 2 9 34 , 4 2 4 88.279.6 6 2 29 6 8 10.917.4 1 80 8

9

eli書等程)
0 1 5 9

8 7

1 6 8

1.2

3.8

8.5 5 0

5 , 6 3 7

81.2

7 9 . 0

- 1 1 1



:?:捕 獲 数

計

e 親 魚 の 処 理
試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養 蓄 養

11l 6 尾数
即 日
解
要 蓄
養 数
蓄 養
不能数
蓄養数 蓄養率 lt 1ll

渡島支場

遊 楽 部

貫 気 別

長 万 部

尻 岸 内

汐 泊

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

厚 沢 部

利 別

朱 太

尾

1 , 9 2 8

2 6

6 9

9 4

7 1 5

8 6

7 , 5 9 9

3 8 6

2 5 4

1 , 8 2 0

1.2 2 3

1 3 8

尾

2.0 1 1

3 4

6 2

8 4

1.2 1 9

1 0 4

1 1 , 7 2 7

3 5 4

1 9 0

2.8 6 4

1.1 0 1

1 6 0

尾

3 , 9 3 9

6 0

1 3 1

1 7 8

1 , 9 3 4

1 9 0

1 9 , 3 2 6

7 4 0

4 4 4

4 , 6 8 4

2 , 3 2 4

2 9 8

尾

6 3 1

0

0

1 5

4 0

0

6 , 9 9 6

3 3 3

1 1 6

5 5 4

1 , 2 0 7

0

%

32 .7

0.0

0.0

1 6 . 0

5.6

0.0

9 2 . 1

8 6 . 3

4 5 . 7

3 0 . 4

98.7

0.0

尾

1.2 9 7

2 6

6 9

7 9

6 7 5

8 6

6 0 3

5 3

1 3 8

1 , 2 6 6

1 6

1 3 8

尾

6 5

l

6

1 6

1 3

0

6 0 3

9

3 1

0

l 6

0

尾

1 , 2 3 2

2 5

6 3

6 3

6 6 2

8 6

0

4 4

1 0 7

1 , 2 6 6

0

1 3 8

%

9 5 . 0

96 . 2

91 .3

79.7

98 . 1

1 0 0 . 0

0.0

8 3 . 1

7 7 . 5

1 0  0.0

0.0

1 0  0.0

尾

1.2 3 2

2 5

6 3

6 3

6 6 2

8 6

0

4 4

1 0 7

1.2 6 6

0

1 3 8

尾

9 9 7

2 9

3 0

4 1

1 , 0 4 2

l 0 4

0

1 4

9 2

7 1 l

0

8 7

(渡島計)

(前年度)

1 4 , 3 3 8

1 1.6 7 2

1 9.9 1 0

1 6 , 0 5 5

3 4,2 4 8

2 7 , 7 2 7

9 , 8 9 2

9 , 3 8 3

69.0

8 0 . 4

4.4 4 6

2 , 2 8 9

7 6 0

4 9 3

3 , 6 8 6

1 , 7 9 6

82 . 9

7 8 . 5

3 , 6 8 6

l , 7 9 6

3 , 1 4 7

l , 2 5 6

合 計

前 年 度

274,330

343,644に= 614,239845,179

0

l 48

25,100

25,370

g.1

7.4

249.230

318.126

3.4 2 8

2.6 6 9

245.802

3 l 5.457

9 8 . 6

9 9 . 2

245,802

3l5,457

8 5.811

l 0 4,952

1 1 2

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 lil 親 魚

計 催 熟 催熟率 へい死
へい死 そ の 他 その他

の 率率 逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

2 , 2 2 9

5 4

9 3

1 0 4

1.7 0 4

1 9 0

0

5 8

1 9 9

1 , 9 7 7

0

2 2 5

尾

1 , l 9 l

7

6 2

1 3

3 7 1

8 4

0

4 4

9 0

1 , 2 5 5

0

1 3 0

%

9 6 . 7

28 . 0

98 .4

20 .1

56.0

9 7 . 7

0.0

1 0  0.0

84.1

99.1

0

9 4 . 2

尾

2 1

1 8

1

3 9

2 9 1

2

0

0

l 7

1 1

0

8

%

1.7

72.0

1.6

61.9

4 4 . 0

2.3

0.0

0.0

15 .9

0.9

0.0

5.t;

尾

1 1

尾

2 0

尾 尾 尾

2 0

0

0

1 1

0

0

0

0

0

0

0

0

%

l . 6

0.0

0.0

1 7 . 5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

1.8 2 2

7

6 2

2 8

4 l 1

8 4

6 , 9 9 6

3 7 7

2 0 6

1.8 0 9

1 , 2 0 7

1 3 0

%

9 4 . 5

2 6 . 9

8 9.9

29 . 8

5 7 . 5

9 7 . 7

92 . 1

9 7 . 7

81.1

9 9 . 4

9 8 . 7

9 4 . 2 '

6 , 8 3 3

3 , 0 5 2

3 , 2 4 7

1 , 7 2 6

88.1

96 . 1

4 0 8

5 3

11.1

3.0

1 1

0

2 0

1 2

0

5

e

0

3 1

1 7

0.8

0.9

1 3 , 1 3 9

1 l , 1 0 9

9 1 6

9 5 . 2

331,613

420.409

223,927

284,251 ::に=
l

l:
l

2.6 0 7

・ 2 0 6

盗難95
740
389

盗難39

l=2:i,
6

1 0 7

1 9 5

3 , 5 9 0

3.0 5 6

1.5

1.0

2 4 9 0 2 7 l 9 0.8

309,621 90 .1
l

1 1 3



第 2 表  昭和47年度さくらます親魚蓄養成續

二 捕 獲 数
lil 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即 日

尾 数

採 卵 蓄 養 蓄 養

9 6 計
即 日
使用率
要 蓄
養 数
蓄 養
不能数

蓄養教 蓄養率 e 6

北見支場

岩 尾 別

1科 里

活 滑

尾

7 8

7 0 8

3 6 9

追li

3 l

4 3 6

2 0 4

尾

1 0 9

1.1 4 4

5 7 3

尾

0

0

0

%

0.0

0.0

0.0

尾

7 8

7 0 8

3 6 9

尾

0

0

8

尾

7 8

7 0 8

3 6 1

%

l 0 0 . 0

1 0  0.0

9 7 . 8

尾

7 8

7 0 8

3 6 1

尾

3 1

2 9 3

7 2

(北見計)

(前年度)

1.1 5 5

1 , 7 4 2

6 7 1

1.0 7 3

1.8 2 6

2.8 1 5

0

1 1

0.0

0.6

1. l 5 o

1.7 3 1

8

0

1 , 1 4 7

1 .7 3 1

99.3

l 0 0 . 0

1 , 1 4 7

1 , 7 3 1

3 9 6

8 3 6

根室支場

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 資

6

・ 1 2

1.5 1 9
6 2

3 0

2 6

4 6 7

5 7

3 2 3

5 6 9

2

5

4 3 1

4 7

1 2

8

2 2 8

4 6

1 3 3

4 2 4

8

1 7

1 , 9 5 0

1 0 9

4 2

3 4

6 9 5

1 0 3

1 5 6

9 9 3

0

0

0

0

l1

0

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6

1 2

1 , 5 1 9

6 2

3 0

2 6

4 6 7

5 7

3 2 3

5 6 9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6

l 2

1 .5 1 9

6 2

3 0

:t 6

4 6 7

5 7

3 2 3

5 6 9

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

l 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

6

1 2

1 , 5 l 9

6 2

3 0

2 6

4 6 7

5 7

3 2 3

5 6 9

2

5

4 3 1

4 7

1 2

8

2 2 8

4 6

8 3

4 2 .l

(根室計)

(前年度)

3.0 7 1

2 , 0 1 3

l , 3 3 6

9 3 9

4 .4 0 7

2 , 9 5 2

0

0

0.0

. 0.0

3. 0 7 1

2 , 0 1 3

0

0

3 , 0 7 1

2,0 l 3

l 0  0.0

l 0  0.0

3 , 0 7 1

2.0 1 3

1. 2 8 6

9 3 9

天塩支場

徳 志 別

北見幌別

知 来 別

増 幌

下 中 川

遠 別

信 砂

0

0

0

0

0

9

0

0

1 , 0 4 9

7 7 5

1 2

l 1

2 6

1 5

8 2

3 8 2

2 1 6

7

2

3 4

0

4 7

1.4 3 l

9 9 l

1 9

1 3

6 0

1 5

1 2 9

0.0

0.0

0.0

0.0

3 4 . 6

0.0

0.0

1 , 0 4 9

7 7 5

l 2

l 1

1 7

1 5

8 2

1 3

2 2

0

0

4

4

0

1.0 3 6

・ 7 5 3

1 2

1 1

1 3

1 1

8 2

98 . 8

9 7 . 2

1 0  0.0

1 0  0.0

7 6 . 5

73.3

1 0  0.0

1.0 3 6

7 5 3

1 2

1 1

1 3

1 1

8 2

3 7 7

2 1 6

7

2

5

0

4 7

(天塩計)

(前年度) l :::
l

6 8 8

9 5

2,6 5 8

5 0 0

9

4

0.5

1.0

1 , 9 6 1

4 0 1

4 3

3 3

1.9 1 8

3 6 8

9 7 . 8

90.9

1.9 1 8
3 6 8

6 5 4

7 5

- 1 1 4 -

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 6 親 魚

計 催 熱 催熱率 へい死
へい死
率

そ の f l

一一語

その他
の 率逃 逸 老 魚 調 査 未 熱

尾

l 0 9

1.0 0 1
4 3 3

尾

7 7

3 8 4

3 1 2

%

99.7

5 4 . 2

86.4

尾

1

2 6 3

4 9

%

1.3

37.1

1 3 . 6

尾

6 1

尾 尾 尾 尾

0

6 l

0

%

0.0

8.6

0.0

尾

7 7

3 8 4

3 1 2

%

98.7

5 4 . 2

8 4 . 6

1.5 4 3

2 , 5 7 7

7 7 3

1 , 3 4 8

67.4

78 . 0

3 l 3

3 7 6

27 . 3

21.6

6 1

7

0

0

0

0

0

0

6 1

7

5.3

0.4

7 7 3

1 , 3 5 9

66.9

78 . 0

8

l 7

1 , 9 5 0

1 0 9

4 2

3 4

6 9 5

1 0 3

4 0 6

9 9 3

4

1 0

l , 1 8 6

6 0

3 0

2 6

4 2 6

l 2

1 8 9

5 6 6

1 0  0.0

83.3

78 . 1

96.8

1 0  0.0

1 0  0.0

9 l . 2

21.1

58 . 5

9 9 . 5

2

2

3 3 3

2

0

0

4 1

4 5

1 3 4

3

3 3 . 3

1 6 . 7

21 .9

3.2

0.0

0.0

8.8

7 8 . 9

.1 1.5

0.5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4

1 0

1 , 1 8 6

6 0

3 0

2 6

4 2 6

1 2

1 8 9

5 6 6

6 6 . 6

83.3

78.1

9 6 . 8

1 0  0.0

1 0  0.0

91 .2

21.1

58 . 5

99.5

81.7

8 5 . 5

4 , 3 5 7

2 , 9 5 2

2 , 5 0 9

1 , 7 2 2

81 .7

85.5

5 6 2

2 9 1

1 8 . 3

14.5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.0

0.0

2 , 5 0 9

1.7 2 2

1.4 1 3
9 6 9

1 9

1 3

1 8

1 1

1 2 9

8 5 9

6 2 7

0

l 1

1 2

3

7 7

82.9

8 3 . 3

0.0

1 0  0.0

92 . 3

27.3

93.9

1 2 5

1 2 6

1 2

0

1

8

5

12.1

l 6 . 7

100 . 0

0.0

7.7

7 2 . 7

6.1

5 2

・_' i-
5 2

0

0

0

0

0

0

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8 5 9

6 2 7

0

1 1

2 1

3

7 7

81.9

80.9

0.0

100 . 0

80.8

20.0

93 . 9

2 , 5 7 2

4 4 3

1 , 5 8 9

2 3 7

82.8

64 . 4

2 2 7

1 2 7

1 4 . 4

3 4 . 5

5 2

0

0

4

0

0

0

0

5 2

4

2.7

1.1

1.5 9 8

2 4 1

81.1

59 . 5

- 1 1 5 -



二 捕 獲 数
l2 報 魚 の 処 理

試
験
控
除

即 日 採 卵 書 養 蓄 養

9 6 計 尾数
即 日
使用率
要 書
養 数
l9 養
不能数
蓄養数 蓄養率 l;l 6

千歳支場

西 越

尾

4 8

尾

2 1

尾

6 9

尾 % 尾 尾 尾 % 尾 尾

0 0.0 4 8 0 4 8 1 0  0.0 4 8 2 1

(千歳計)

(前年度)

4 8

1 0 1

2 l

7 0

6 9

1 7 1

0

0

0.0

0.0

4 8

1 0 1

0

1

4 8

1 0 0

1 0  0.0

99.0

4 8

1 0 0

2 1

2 6

渡島支場

名 的 1 , 2 1 5 6 5 5 1.8 7 0 1 , 1 5 4 95 .0 6 1 0 6 1 1 0  0.0 6 1 1 2 l

(渡島計)

(前年度)

1 , 2 1 5

4 2 2

6 5 5

8 0

1.8 7 0

5 0 2

1 , l 5 4

3 1 8

95.0

80.7

6 1

1 0 4

0

a

6 1

9 6

1 0  0.0

71.4

6 l

9 6

l 2 l

3 5

:年: l::: 3 , 3 7 1l 2 , 2 5 7
1 0.8 3 l
6 , 9 4 l

1 , 1 6 :3

3 3 3

l 5 . 6

7.1 l=: 5 1

4 2

6 , 2 4 5

4 , 3 0 8

99.2

9 2 . 0

6 , 2 4 5

4.3 0 8

2 , 4 7 8

1 , 9 1 1

- 1 1 6

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 書 養 e 親 魚

計 催 熟 催熟率 へい死 へい死率
そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

6 9

尾

4

%

8.3

尾

4 4

%

91.7

尾 尾 尾 尾

0

0

尾

0

%

0.0

尾

4

%

8.3

6 9

1 2 6

4

3 1

8.3

21.0

4 4

6 9

91 .7

69.0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.0

0.0

4

3 1

8.3

30.7

1 8 2 5 6 91.8 5 8.2

0

2

0 0.0 1 , 2 l 0 99 .6

1 8 2

1 3 1

5 6

8 2

91.8

85.4

5

1 2

8.2

1 4 . 6

0

0

0

0

0

0

0

2

1 1 3

1 3

0.0

2.4

1 , 2 1 0

4 0 0

6 , 0 9 4

3 , 7 5 3

99.6

94 . 8

8 , 7 2 3

6 , 2 1 9

4 , 9 3 1

3 , 4 2 0 ;:: 1.2 0 18 7 5 19.220.3 1 1 37 0

4

0

0

0

2

1.8

0.3

81 .7

80.1

1 1 7



第 3 表  昭和4  7年度からふとます親魚蓄養成積、項目
採卵t

捕 獲 l;l

計

l;l 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即 日 採 卵 著 ・ 養 蓄 養

9 l0 尾数
即 日
使用率
要 書
養 数

寄 養
f能数
書 数 套養率 9 1ll

北見支場

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

藤 琴

網 走

常 呂

種l 別

猪 滑

藤 興 部

雄 武

幌 内

尾

4 3 0

6 , 1 0  0

3 6 7

5.6 3 8

1 0

4 3

7 7 2

1 , 1 0 2

5 7 4

3 9

1 l 1

4 6 9

尾

4 3 5

8,0 0 0

l 1 6

4 , 7 6 2

2

8 9

1 , 0 9 9

l.8 3 5

8 7 1

4 9

1 5 1

3 0 6

尾

8 6 5

l 4. l 0 0

4 8 3

1 0 , 4 0 0

1 2

1 3 2

1 , 8 7 1

2.9 3 7

1.4 4 5

8 8

2 6 2

7 7 5

尾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

%

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

4 3 0

6 , 1 0 0

3 6 7

5.6 3 8

1 0

4 3

7 7 2

1 , 1 0 2

5 7 4

3 9

1 1 1

4 6 9

尾

0

0

0

0

0

0

6 0

5 6

0

9

1 1

1 0

尾

4 3 0

6、100

3 t,7
5 , 6 3 8

1 0

4 3

7 1 2

1 , 0 4 6

5 7 4

3 0

1 0 0

.1 5 9

% 尾 尾

4 3 5

1 , 2 2 1

0

1 , 474

2

3 0

1 6 7

2 0 9

l 1 8

7

5 2

1 6 4

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

9 2 . 2

9 4 . 9

1 0  0.0

7 6 . 9

9 0 . 1

97 . 9

4 3 0

・ 6 , 1 0 0

3 6 7

5 , 6 3 8

1 0

4 3

7 1 2

1 , 0 4 6

5 7 4

3 0

1 0 0

4 5 9

(北見計)

(前年度)

i 5.6 5 5

1 0 1.7 0 l
1 7 , 7 1 5

9 1.1 2 6

3 3.3 7 0

192 .835

0

5 7 6

0.0

0.6

l 5.6 5 5

01.1 3 3

1 4 6

1 7 9

15.5 0 9

0 0 , 9 5 4

9 9 . 1

9 9 . 3

15.5 0 9

l 0 0 , 9 5 4

3 , 8 7 9

3 4 , 0 l 6

根室支場

サ シ ル イ

春メll古丹

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 資

2 6 1

6 7

l 9 5

1 0 9

8 6 5

l 6 4

2 1

1 9 5

1 , 1 2 8

4

8 1 5

8 0

1 4 1

2 3

8 2 3

9 6

2.1 2 0

1 3 8

1 5

1 9 7

1 , 8 0 3

4

1 , 9 4 2

7 2

4 0 2

9 0

1 , 0 1 8

2 0 5

2.9 8 5

3 0 2

3 6

3 9 2

2.9 3 1

8

2.7 5 7

1 5 2

c

C

C

C

C

C

(

(

(

(

(

(

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2 6 1

6 7

1 9 5

1 0 9

8 6 5

1 6 4

2 l

1 9 5

l , 1 2 8

4

8 1 5

8 0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

0

1 0 0

0

2 6 1

6 2

l 9 5

l 0 9

8 6 5

1 6 4

2 l

1 9 5

1 , 1 2 8

4

7 1 5

8 0

1 0  0.0

92 . 5

l 0 . 0 0

1 0 . 0 0

1 0 . 0 0

1 0 . 0 0

1 0 . 0 0

1 0 . 0 0

l 0 . 0 0

1 0 . 0 0

8 7 . 7

1 0  0.0

2 6 1

6 2

1 9 5

1 0 9

8 6 5

1 6 4

2 1

1 9 5

1.1 2 8

4

7 1 5

8 0

1 2 0

2 11

l 6 'li

96

8 5 7

1 0l

1 i

1 91

9 4 l

1

5 5 1

7‘

際三1 に;::、1 7::9 71j , l:= 1 0 l 0.0

1 3 9 l 0.4
3.9 0 4

9.7 2 7

1 0 5

6 8

3 , 7 9 9

9 , 6 5 9

97 .3

9 8 . 9

3 , 7 9 9

9.6 5 9

3 ,15 l

5 ,52 '

- 1 1 8 -

書 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 li 親 魚

計 催 熟 催熟率 へい死 へい死率
そ の 他

言の業逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

8 6 5

7 , 3 2 1

3 6 7

7 , 1 1 2

1 2

7 3

8 7 9

1.2 5 5

6 9 2

3 7

1 5 2

6 2 3

尾

0

6 , 0 9 7

3 5 3

4 , 6 2 7

0

3 9

5 5 4

9 5 0

4 7 6

1 5

7 7

4 0 8

%

0.0

99.9

9 6 . 2

8 2 . 1

0.0

9 0.7

77 .8

9 0 . 8

8 2 . 9

50 . 0

77 . 0

1l; 8.9

尾

0

3

1 4

9 9 5

0

4

1 5 8

9 6

9 8

1 5

2 3

5 1

%

0.0

0.1

3.8

1 7 6

0.0

9.3

22.2

. 9.2

l 7 . 1

50.0

2 3 . 0

1 1 . 1

尾

4 3 0

1 0

尾

(增本

1 6

(増本

尾

1ll,:1'l:規

次め親

尾

lll.流失、

尾

4 3 0

0

0

1 6

l 1 0

0

0

0

0

0

0

0

%

l 0  0.0

0.0

0.0

0.3

1 0  0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

0

6 , 0 9 7

3 5 3

4 , 6 2 7

0

3 9

5 5 4

9 5 0

4 7 6

l 5

7 7

4 0 8

% '

0.0

99.9

96.2

82 .1

0.0

90 .7

7 1 . 8

1l; 6.2

82 . 9

38 .5

69.4

ll;7.0

魚流失

1 9 , 3 8 8

134 , 9 7 0

1 3 , 5 9 6

9 3 , 1 2 1

87.7

92.2

1 , 4 5 7

7 , 3 6 8

9.4

7.3

4 4 0

4 1 4

1 6

2 0

0

0

0

3 1

4 5 6

4 6 5

2.9

0.5

1 3.5 9 6

9 3 , 6 9 7

86 . 8

9 2 . 1

3 8 1

8 5

3 6 1

2 0 5

1 , 7 2 2

2 7 2

3 6

3 9 2

2 , 0 7 5

8

1 , 2 6 6

1 5 2

1 2 5

3 6

1 2 9

7 7

6 2 7

1 5 6

2 0

1 9 5

1 , 1 l 8

4

1 7 8

8 0

4 7 . 9

58 .1

66.2

70.6

72.5

95.1

95 . 2

l 0  0.0

99 . 1

l 0  0.0

2 4 . 9

l 0 0 . 0

1 3 6

2 6

6 6

3 2

2 3 8

8

1

0

1 0

0

5 3 7

0

52.1

41.9

33.8

29.4

27 .5

4.9

4.8

0.0

0.9

0.0

7 5 . 1

0.0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1 2 5

3 6

1 2 9

7 7

6 2 7

1 5 6

2 0

l 9 5

1 .1 1 8

4

1 7 8

8 0

2 , 7 4 5

8 , 8 0 5

47 .9

53.7

81.1

70 .6

72 .5

95 . 1

95 .2

1 0  0.0

99.1

1 0  0.0

21.8

1 0  0.0

.、、

6 , 9 2 2

1 5 , 1 8 6 :;:: 7 2 . 390.8 1 , 0 5 48 1 9 2 7 . 79.2 0

0

0

6 7

0

0

0

7

0

7 4

0.0

0.8

70 .3

9 0 . 2

- l i 9 -



、項日
採卵遠、

捕 獲 数
9 親 魚 の 処 理

試 即 日 採 卵 蓄 養 書 養

9 6 計

a
控
除
尾数

lll] 日
更用率
要 書
養 数
9 養
f能数
書養数 警養率 1i 6

十勝支場

釧 路

尾

1 4 5

尾

1 9 0

尾

3 3 5

尾

0

%

0.0

尾

1 4 5

尾

0

尾

1 4 5

% 尾 尾

1 0  0.0 1 4 5 4 0

(十勝計)

(前年度)

1 4 5

3 , 8 7 6

1 9 0

8 , 9 0 5

3 3 5

1 2 , 7 8 1

0

0

0.0

0.0

1 4 5

3 , 8 7 6

0

0

1 4 5

3 , 8 7 6

1 0  0.0

1 0  0.0

1 4 5

3.8 7 6
4 0

3 , 2 1 0

天塩支場

徳 志 別

北見幌別

頓 別

疲 払

知 来 別

增 幌

天 塩

下 中 川

船 泊

違 別

信 砂

5 4 9

5 8

1 2 5

2

6

2 0

2

0

1

1 5

1

8 4 3

7 7

6 4

2

7

2 5

2

4

3

2 5

0

1 , 3 9 2

1 3 5

1 8 9

4

1 3

4 5

4

4

4

4 0

1

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5 4 3

5 8

1 2 5

2

6

2 0

2

0

1

1 5

1

1 1

0

0

0

0

0

2

0

0

2

0

5 3 2

5 8

1 2 5

2

6

2 0

0

0

1

l 3

1

98.0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

0.0

0.0

1 0  0.0

86 .7

1 0  0.0

5 3 2

5 8

1 2 5

2

6

2 0

0

0

1

1 3

1

1 5 7

l 8

6 4

2

7

2 3

0

3

3

1 8

0

(天塩計)

(前年度)

7 7 9

2 2 , 3 3 4

1 , 0 5 2

2 1 , 2 9 3

1 , 8 3 1

4 3 , 6 2 7

6

8 7

0.8

0.3

7 7 3

2 2 2.4 7
1 5

9 3 9

7 5 8

2 1 , 3 0 8

98 . 1

9 5 . 4

7 5 8

2 1 , 3 0 8

2 9 5

7.9 6 1

千歳支場

静 内 2 5 1 1 6 1 4 1 0 0.0 2 5 1 9 6 2 4 . 0 6 3

(千歳言 l )

(前年度)

2 5

5 1 6

1 1 6

1.2 1 4

1 4 1

1 , 7 3 0

0

0

0.0

0.0

2 5

5 1 6

1 9

9 9

6

4 1 7

24.0

8 0 . 8

6

4 1 7

3

4 6 2

渡島支場

遊 楽 部

汐 . 泊

1 , 7 0 0

1 7

1 , 7 6 8

3 5

3 , 4 6 8

5 2

4 5

0

2.6

0.0

1 , 6 5 5

1 7

4 8

1 7

1.6 0 7
0

97 .1

0.0

1 , 6 0 7

0

6 4 6

0

(渡島計)

(前年度)

1 , 7 1 7

4 2 7

1 , 8 0 3

6 1 2

3 , 5 2 0

1 , 0 3 9

4 5

0

2.6

0.0

1 , 6 7 2

4 2 7

6 5

2

1 , 6 0 7

4 2 5

96 . 1

99.5

1 , 6 0 7

4 2 5

6 4 6

4 0 2

に 年:に:: 28,250135105 50,47 l273,73 7:: 0.20.5 2 2 , l 7 5137,92e 3 5 l1 , 2 8 7 21.824136.639 ::.: 21,824136.639
8,019

51,588

- 1 2 0 -

書 養 内 訳 総

' 使

用

数

使

用

率

数 書 養 lil 親 魚

計 催 熱 催熱率 へい死 へい死率
そ の 他

言の空逃逸 老魚 調査 未熱 計

尾

1 8 5

尾

1 2 8

%

8 8 . 3

尾

1 7

%

1 1.7

尾 尾 尾 尾 尾

0

%

0.0

尾

1 2 8

%

88.3

88.3

88.6

1 8 5

7 , 0 8 6

1 2 8

2 , 4 3 3

88.3

8 8 . 6

1 7

4 l 8

1 1.7

10.7 0 0
Ca離25
0 0

0

2 5

0.0

0.6

1 2 8

2 , 4 3 3

3 8 2

4 7

9 7

0

0

2 0

0 .

0

1

0

1

6 8 9

7 6

1 8 9

4

1 3

4 3

0

3

4

3 1

1

3 7 6

4 7

9 7

0

0

2 0

0

0

1

0

1

70.7

81.0

77.6

0.0

0.0

1 0  0.0

0.0

0.0

1 0  0.0

0.0

1 0  0.0

1 2 7

1 1

2 8

2

6

0

0

0

0

1 3

0

23.8

19 . 0

22.4

1 0  0.0

1 0  0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

2 9 2 9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2 9

5 1 6

0

5.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

69.6

81.0

77.6

0.0

0.0

1 0  0.0

0.0

'0.0

l 0  0.0

0.0

1 0 0 . 0

1.0 5 3
2 9 , 2 6 9

5 4 2

1 6 , 6 7 8 ・

71.5

78.3

1 8 7

4 . 1 1 4

2 4 . 7

19 .3

0

0

2 9

3 9 8

0

0

0

1 1 8

3.8

2.4

5 4 8

l 6.7 6 5
70.3

75.1

0.09 0 0.0 6 1 0  0.0 0.0 0

9

8 7 9

0

2 1 5

0.0

51.6

6

1 9 9

1 0  0.0

47.7

0

0

0

3

0

0

0

0

0

3

0.0

0.7

1.2

0

2 1 5

1.1 4 2
0

0.0

4 1.7

2.2 5 3
0

1 , 0 9 7

0

68.3

0

68 .3

92.5

4 9 0

0

30 . 5

0.0

2 0.

2 0

1 4

l.._ - 2 0

0

67.2

0.0

66.5

92 .0

8 1.7

88 .9

0.0

1.2

3.3

2.3

0.8

2 , 2 5 3

8 2 7

29,843

188,227

1 , 0 9 7

3 9 3

4 9 0

1 8

3,211

12,936

3 0 . 5

4.2

0

0

4 4 0

4 1 4

0

0

0

0

0

0

2 0

l 4

1 , 1 4 2

3 9 3

18,108

122.606

8 3 . 0

8 9 . 7

l 4 . 7

9.5

6 5

5 0 2

0

離 23)
5 0 5

1 , 0 9 7

18, l59

123.308

- 1 2 1 -



第 4 表  昭和4  7年度ひめます親魚蓄養成積

x 捕 獲 数
e 親 魚 処 理

試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養 蓄 養

e 1ll 計 尾数
即 日
使用率
要 書
養 数
蓄 養
不能数
蓄養教 書養率 l;l 6

尾

4.8 9 5

5 , 3 2 5

尾

4 , 7 4 7

4 , 7 6 3

尾

9 , 6 4 2

1 0 , 0 8 8

尾

0

0

%

0.0

0.0

尾

4 , 8 9 5

5.3 2 5

尾

1.0 6 1

1.6 4 0

尾

3.8 3 4

3.6 8 5

%

7 8 . 3

69.2

尾

3 , 8 3 4

3 , 6 8 5

尾

9 1 6湖 時

ポロピナイ

( 合  計)

(前年度)

1 ):2:

9 , 5 1 0

5 , 5 4 3

1 9.7 3 0

1 3.5 8 6 4: 00 0.0

0.0

1 0 , 2 2 0

8.0 0 0

2 , 7 0 1

1.0 8 3

7 , 5 1 9

6 , 9 1 7

73 .6

8 6 . 0

7.5 1 9

6.9 1 7

9 1 6

1 , 2 5 0

第 5 表  昭和 4  7年度べにさけ親魚蓄養成續

、目

採卵j

捕 獲 数
e 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養 蓄 養

e 3 要 蓄
養 数

書 養
不能数計 尾数

即 日
使用率

蓄養数 蓄養率 9 6

尾

4 9

尾

3 9

尾

8 8

尾

0

%

0.0

尾

4 9

尾

7

尾

4 2

%

8 5 . 7

尾

4 2

尾

3 5西 別

合 計

(前年度)

4 9

6 6 3

3 0

6 6 3

8 8

2 , 6 0 9 l : 0.00.0 4 9

6 6 3

7

0

4 2

6 6 3

8 5 . 7

1 0 0 . 0

4 2

6 6 3

3 5

1.9 4 6

1 2 2

き 養 内 訳 l 総 l 使
数 蓄 養 l1l 親 魚 , 使 l _
計 催 熱 催熱率 へい死

へい死
率

そ の 他
その他 1 用 l 用
の 率 l 数 l 率:逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

・.1, 7 5 0

3.6 8 5

尾

3.7 0 2

3 , 5 2 4

%

96.6

9 5 . 6

尾

7 l

l 0 3

%

1.9

2.8

尾

6 1

5 8

尾一

l

尾 尾 1 尾
l- l 6 1
- l 5 8
% . 尾 l %

l l
1.6 1 3.7 0 2 l 7 5 . 6

l 1
l . 6 i  3.5 2 4 l  6 6 . 2

i l

8.435

8 , l 6 7 l =: l 96 .1l 9 1.7
l 1 7 4
l 4 6 3

2.3

6.7
l

1 1 g l o l o
l l
0 l 0 1 7 4

0 l l 1 9 l 1.6 l 7.2 2 6  l 70 .7

l l

3 7 l 1 1 1 : l .6 l 6 , 3 4 3  ' 78.9

蓄 ' 養 内 訳 総 l 使

常 l 用
数 1 率

数 l 蓄 養 9 親 魚

1
へい死
率

そ の 他 _ l その他
計 i 催 熟

l
催熱率 へい死

逃逸 老魚 調査l 未熟 l 計 lの 率
尾 1 尾
l

7 7 l 7

%

1 6 . 6

%

3 5

%

83.3

尾 尾 尾 尾 尾

l °
%

l o-o
尾 l %

l7 l 1 4 . 3

7 7

2.6 0 9

7

1 2 9

l l 6 . 6
1 19.5

3 5

l 5 3 4
l

83.3

8 0 . 5

0

0

0

l o

o l o l o l o.o
o l o l o 1 o.o

7 l 14 . 3
l

l 2 9  . 19 .5

1 2 3

11l・,-



S 1 1. ぺ ニ さ け 生 産 事 業

l .  1 9 7 2 年級群の採卵およびふ化飼育

(1) 支 場 湖 産

支場湖産ヒメマス卵は ,  千歳支場支場解業場管下の湖畔お・よびポロピナイ採卵場にかいて, 昭

和 4 7 年 1 0 月 2 4 日 ̃ 2 7日かけて採卵された,  7 9 5 千 粒 ( 移 緒 卵 数 9 4 5 千 粒 ) 外 , 同 年

12月23日発眼卵として収容地である根室支場虹別事業場へ向けて輸送したo輸送途中での連搬

害死卵数は ,少なく良好な成續をもって収容を終えた。

ふ出は, 翌年 1 月 1 4 日 ̃ 26日の間に終了したが ,浮上までに1. 8千尾の減耗を生じ残り,

7 5 5 千尾を対象に同年 3月 1日よ りiEl;付けを始めた。 fil付け方法は従来ど:l1l・ りである

第 l 表  支場湖産べニさけふ化放流成績

事 項

卵 数

年 月 日

収 容 卵 数 死 卵 数 差引卵数

備 考

採 卵

発 眼

移 殖

ふ 出

浮 上

粒

( 9 4 5 , 0 0 0 )

粒 粒

4 7 . 1 0 . 2 4̃2 7

4 7 . 1 1 . 2 8̃3 0

4 7.1 2 . 2 3

4 8 . 1 . 1 4̃2 6

4 8 . 3 . 7
i

支笏湖事業場へ収容

7 9 5 , 0  0 0

7 9 5 , 0 0 0

(尾)
7 5 6.8 0  0

(尾)
7 5 6.8 0 0

(尾)
7 5 5 , 0  0 0

虹別事業場へ収容

3 8 , 2 0 0

(尾 )
1.tl 0 0 解付け

1 2 4

(20 ァ ラ ス カ 産

4 7 年 1 1 月 4 日 米国ア ラ ス カ州 よ り ,  コデイアッ ク島ア力ルラ湖産べニさけ発眼卵 2 4 8 千粒

が移殖された。輸入卵は一旦千歳支場へ仮収容した後,同月7日に根室支場虹別事業場へ輪送した。

卵子輪送にはジュラルミン製輪送箱を使用し,収容地到着時の卵温は, 8̃ 9 0° に保たれてぉり

連搬書死卵数も少なく好結果のもとに,死卵1千粒を差し引いた247千粒を無事現地収容した。

ふ出は , 同年 1 2 月 4 日 ̃ 1 0日の間に終了したが,浮上までに1千尾の減耗を生じ残り245.5

千尾を対象に4 8年 1月 4日より餌付を始めた。餌付け方法は従来ど:l'''りである。

第 2 表  ァラスカ産べニさけふ化成績

事 項

卵 数

年 月 日

収容卵数 死 卵 数 差 引 卵 数

備 考

移 殖

ふ 出

浮 上

4 7 . 1 1 . 7

4 7 . 1 2 . 4̃1 0

4 8 . 1 . 4

粒

2 4 8.0 0 0

2 4 7 . 0 0 0

(尾)
2 4 6.5 0 0

粒

1 , 0 0 0

5 0 0

(尾 )
1 , 0 0 0

粒

2 4 7 . 0  0 0

(尾 )
2 4 6 , 5 0 0

(尾 )
2 4 , 5.5 0  0

発眼卵で虹別事業場へ収容

9El付け

1 2 5



e) 国 産 (西別産 )
西別産べ=さけは ,西別川に回帰した 8 8尾 ( う ち 9 2 9 尾, lil 比 率 5 5 . 7 % )の親魚を, l la:易lll

事業場構内種l水池にて一旦書養し, その後構内採卵で, 9.8千粒の種卵を 'l:i二産した。 これらは同事

業場第1ふ化室に収容し ,昭和4 8年1月5日̃ 21日の間にふ出を終了した。ふ出までの死卵数

は1 . 7千粒であり ,浮上までに1 0  0尾の減耗を生じ残り8千尾を対象に同年2月19日より 1i耳付

けを始めた。 解付け方法は従来ど 1i,・りである。

第 3 表  西別産べニさけふ化成積表

卵 数

事 項 年 月 日

収容卵数 死 卵  数 差引卵数

備 考

採 卵

発 眼

ふ 出

浮 上

47.10 .21̃11.7

4 7 . 1 2

48.1.5̃1.21

48 .  2. 1 9

9 , 80  0 第1ふ化室に収容

9,80 0

8 , 1 0 0

1.7 0 0

1 0 0

8 , 1 0  0

8.0 0 0 解付け

2. l 9 7 1 年級群の 1詞育および放流

0L) 飼 青 管 理

アラスカ産べニさけ2 0 8千尾は ,昭和4 7年4月1日より解付けを開始した。解付け当初は,

サケ用解料(稚魚前期用)A号を粉末に再加工し,水を加えてミルク状にしたものを1日5̃ 6 回

投与し充分にi耳債しを行なつた。 t資れた時期を見はからい徴粒子の1iEl料から徐々にサケ用iEl料B号

に切り換えながら飼育管理を行なつた。

当初は, ア ト キ ン ス 式 2 間 相' 1 4本を使用し注水量は1カラン当 り 2 8 ,e,/ 分 と,した。稚魚の摂

飼状態は非常に活発で順調に成長し, 2 ケ月後の 5月 3 1日には ,体長 4 . 2̃ 5.5 cm, 体 重 0 . 7̃

1 . 6 lの段階でふ化精より , べ ニ さ け 試験池 ( 3 4 6 平 方 メ ー ト ル )へ移し換えを行なつた。

しかし, 移し換えを行なつた直後よりへい死魚が日立ち始め6月中旬以降には, 日を追うごとに

その数を增し,.6月末には約10万尾以上の飼育魚を失う結果となつた。へい死魚の症状ならびに

解剖の結果, ウイルス性菌による疾病と推定されたため,  これらに係る対策としてサルフア剤, ダ

- l 2 6 -

イ メ  ト ン散1b・よび抗プ ラス ミ ン剤, イプシロン等の1国:料添加投与を行なつた結果 1ケ月後 ( 7 月 )

に入つてから若干減耗が柔らき'始めた。

この頃には,体長11. 0̃ 1 5 . 2cm,体重 1 2 . 1 ̃ 3 8 . 5 fに成長し, lil 1l l比1 ; 2の割合で生

殖巣の形態は, 肉眼でも明康に区別できた. また職の生長輪数は, 1 8̃ 2 6の範囲内で, 平均
2 0 . 4本が数えられた。

支場湖産ヒ メマス稚魚 7 5 7. 0 0 0尾を対象に, 4 7 年 3 月 5 日 よ り ァ ト キ ン ス 式 2 間 情 4 0 本

を使用し注水量は1カラン当り 2 8 i / 分 として ,上記アラスカ産同様の方法で解付けを行なつた。

同年6月3日にふ化精よりさけ用飼育池へ移し換えを行ない飼育管理を行なつたが, アラスカ産同

様ウイルス性菌にょる疾病により6月末までに飼宣魚の全数のへい死を招ねいだ。

一方西別産べニさけ稚魚1 6 3 , 6 0  0 尾 を対象に 4 ' l l 年 2 月 4日 よ り ァ ト キンス式 2間情 1 3 本

を使用し国付けを開始した。解付け方法は, ア ラスカ産 ,支場湖産と同様であり,同年6月3日に

ip.化糟よりさけ用 ・飼育池へ移し換えを行なつたが , 支場湖産と同様6月末まで?言急の全数のへ

いai:;-るに至つた。
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第 4 表  ァラスカ産・支場湖産,  西別産べニサケ飼育経過

飼 育 期 間 飼 育 量 月始魚体 給
f l
量

解

料

水 温(℃ )

年月 日̃日 日数 尾 数 重 量 体 長 体重 低 ̃ 高 平均

47 .  2 4̃ 2 8
尾

西 l 6 3 , 6 0 0

Ki'

1 3 . 1

cm

2.4

1ll

0 . 0 8

Kl'
52 5 サケ用:A:号 8.6̃ 8.8

9 . 0 ̃  9.2

//

8.7

3 5̃ 3 1
1 ̃ 3 1

2 6

3 i
支 7 5 7 , 0  0 0

西 1 6 1.6 0 0
60 .6

1 7 . 8

2.4

2.5

0.08

0 . 0 1

6 0

2 0

A号

//

g.1

//

4 1̃ 3 0 3 0
//

ay

ア 2 0 8 , 0 0 0

支 7 4 2 , 0 0 0

西 1 5 7 , 6 0 0

4 1 . 6

l 3 3 . 6

4 1 . 0

2.8

2.8

3.0

0 . 2 0

0 . 1 8

0 . 2 6

2 0

1 0 0

4 0

A:号

//

ay

9.2̃ 9.6

ar

//

9.2̃ 9.8

/

//

9.4

//

//

9.5

//

//

5 1 ̃ 3 1 3 1
//

//

ア 2 0 2.0 0 0
支 7 4 0 , 0 0 0

西 1 5 5 , 5 0 0

8 0 . 8

3 7 . 0

91 .7

3.8 .

4 0

4.2

0.40

0 . 50

0 . 5 9

1 0 0

2 6 5

1 0 0

A:号

A ・ 購

請

6 1 ̃ 3 0 3 0 ア 2 0 1 , 5 0 0

支 6 8 7 , 4 0 0

西 1 5 5.0 0 0

2 2 0 . 0

8 2 5.0

2 2 2 . 0

5.2

5.1

5.0

1 . 4 2

1 . 2 0

1 . l 0

1 5 0

3 0 0

2 5 0

B号

//

A ・B号

9.8̃ l 0 . 0
//

9.6̃10 . 0

g.g

/

9.8

7 1 ̃ 3 1 3 1 ア l 0  0 ,80  0 3 2 8 . 0 6.6 3 . 2 5 1 2 0 B:号 10.0̃10 .2 1 0 . 1

8 1 ̃ 3 1 3 l ア 8 7 , 2 0  0 4 1 9 . 0 7.7 4 . 8 0
7 0

2 0 0

1B号

0- 4 9.5̃11 .8 1 0 . 7
9 1 ̃ 3 0 3 0 ア 8 5.2 0 0 8 0 9 . 0 l 0 . 0 9 . 5 0 5 4 0 C- 4 1 0 . 0̃11.0 10 .5
1 0 1 ̃ 3 1 3 1 ア 8 2.2 0 0 1.2 3 3 . 0 l 1 . 5 1 5 . 0 6 0 0 C- 4 9.8̃ l 0 . 6 10 .2

1 1 1 ̃ 3 0 3 0 ア 8 1.2 0 0 1 , 8 6 8 . 0 1 2 . 6 23 . 0 6 0 0 0 - 4 9.2̃ 9.8 9.5

1 2 1̃ 3 1 3 1 ア 8 0 , 2 0 0 2.3 5 8 . 0 1 3 . 7 2 9 . 4
2 6 0

1 4 0

C- 4
P - 5 9.0̃ 9.6 9.3

48.  l 1̃ 3 l 3 l ア 7 9 , 2 0  0 2 , 526 . 0 14 . 0 3 l . 9 4 0 0 P- 5 9.0̃ 9.5 9.3

2 1̃ 2 8 2 8 ア 78 . 200 2 , 745 . 0 1 4 . 8 3 5 . l 3 9 0 P- 5 9.2̃ 9.8 9.5

3 l̃ 3 1 3 1 ア 7 7 , 7 0  0 2.8 4 4 . 0 l 4 . 9 3 6 . 6 4 4 0 P- 5 9.6̃10 . 4 1 0 . 0

4 1̃ 2 5 2 5 ア 7 7 , 2 0 0 2 , 8 8 7 . 0 1 5 . 3 3 7 . 4
78 .7

5 3 9 . 3

C- 4
P- 5 9.6̃1 0. 7 10.2

〔 記 号 凡 例 〕

ア

支

ア ラ ス カ 産

支笏湖産

西

A

1 2 8

西別産

B号さけ用解料

0

P

ク ラ ン ブ ル餌料

ぺ レ ッ ト 解 料

PH
D 0

( P Pm )

水 量

.e,/分
飼 育

飼育面積

へ い 死

尾 数

1 尾
当増
重量

増
重
比

月末飼育尾数 備 考

7.2 1 カラ、/2l8
-1i i

//

,,ri' 尾

. 2.0 0 0
尾

1 6 l , 6 0 0

-il-4-il) o (1-
1 7 5 , 6 0  0

,
0 . 03

倍

1 .38

-2i i
2.3 6

2 間 稽 1 3 本  -
一f/ 4 0 本  ----
″ 1 3 本

7.2

//

1 5.0 0 0
4,0 0 0

0.1

0 . 1 5

7.2

/

f「

2 8

l'

//

2 8

ay

//

6,0 0 0 .

2,0 0 0

2 , 1 0 0

2 0 2.0 0 0
7 4 0 , 0 0 0

1 5 5.5 0 0

0 . 2 0

0 . 3 2

0 .33

2.0 0

2 . 7 7

2.27

″ 1 4 本

″ 5 2 本

″ 1 3 本
7.2

//

//

5 0 0

5 2.6 0 0
5 0 0

2 0 1 , 5 0  0

6 8 7 , 4 0 0

1 5 5.0 0 0

0 . 70

0.7 0

0 . 83

2 . 7 5

2.4 0

2.41

〟 1 6 本

″ 5 4 本

″ 1 6 本
7.2

//

ar

1.3屯

4 2 7 . 0

//

3 4 6

l 3 2

6 6

1 0 0 , 7 0 0

6 8 7 , 4 0  0

l 5 5 , 0  0 0

1 0 0.8 0 0
0

0

2 .15 2 . 95 試験池へ
サケ飼育池へ

//

7.2 10.0 1.3屯 3 4 6 1 3.6 0  0 8 7.2 0 0 1 . 5 5 1 . 4 7

7.2

7.2

10 . 0 1.3 ″ 3 4 6 2,0 0 0 8 5 , 2 0  0 4 . 70 1.97

l 0 . 0 1.3 ″ 3 4 6 3,0 0 0 8 2 , 2 0  0 5 .50 1 .58

7.2 1 0 . 0 1.3 // 3 4 6 1 , 0 0 0 8 1 , 2 0 0 8 . 00 1 . 5 8

7.2 1 0 . 0 1 .3″ 3 4 6 1 , 0 0 0 8 0 , 2 0 0 8 .40 1 .28

7.2 10 . 0 1.0 // 3 4 6 1 , 0 0 0 7 9 , 2 0  0 2.5 1.09

7.2 1 0 . 0 1.0 / 3 4 6 1 , 0 0 0 7 8 , 2 0 0 3.2 1 . l 0

7.2 1 0 . 0 1.0 // 3 4 6 5 0 0 7 7 . 7 0  0 1.5 1.04

7.2 10 . 0 1.0 // 3 4 6 5 0 0 7 7.2 0  0 0.8 1 . 0 2

7.2 1 0 . 0 1.0 // 3 4 6 2 , 7 0  0 7 4 , 5 0 0 2.6 1 . 0 7
4 月 2 6̃:21 7」ヨ.6 5 , 3 0 5 尾 放 流
(※用取外 9 , 1 9 5尾 )
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2 . 放  流

47年度べニさけ放流魚は, ア ラ ス カ 産 6 5. 3 0 5 尾 を 4 8 年 4 月 2 7̃ 2 8日かけて放流された。

幼魚放流地点は,前年同様, 西別川河口にかいて実施され,その放流成積は, 第1表に示したとぉ'りで

ある o

なi,・,支場湖産,西別川産は, 47年6月末ウイルス性菌による疾病により飼育魚の全数へい死する

に至つた。

第 1 表  47年度飼育幼魚の放流成積

放 流 魚
4 6 年 度

ア ラ ス カ 産

4 6 年 度

支 場 湖 産

4 6 年 度

西 別 産

尾

6 5 , 3 0 5

1 5 . 6 cm

4 0 . 0 l

4 8 . 4 . 2 7̃ 2 8

西 別 川 河 口

尾 尾

放 流 量

平 均 体 長

平 均 体 重

放 流 期 間

放 流 地 点

・ll l l 備考  輸送距離64.5Km 所要時間80分  放流時の河川水温6.0℃

1 3 0

s 1 2  さくらます資源拡大再生産事業

本事業は、 4 6年度から日本海区における、 さ く  らます資源の增大を図るを目的として開始された新規

事業で、本年度は2年目である。

本年度は、 昨年同様サクラマス池中飼育を行なうための種苗育成に主眼をぉき、 最も効果的な本l重の飼

育方法、 採卵および事業遂行に必要な資料蒐集を行なった。

この種苗は、地元西越採卵場で採卵した1 o 千粒と天塩支場管内徳志事業場から移殖を受けた423千

粒の種卵から389千尾の稚魚を生産した。ふ出成積は、 ;1i'1表のとぉりである。

オ 1表  さくらます資源生産用種卵のふ化経過一項 目  区 分 地 場 卵 移 殖 .llll 合 計 備 考

採 卵 場 名

i采 卵 月 日

採 卵 数

死 卵 数

ふ 出 尾 数

,i・ 出 率

西 起

4 7 . 9 . 2 8- 9 . 3 0
1 o, 0  o o 粒

0

1 o, 0  o 0 尾
1 0 0 . 0 %

徳 志 別

4 7 . 9 . 5 ̃ 9 , 1 1
4 2 3. 0 0 0 粒
4 4 . 0 0 0

3 7 9 , 0  0 0尾

8 9 . 6 %

4 3 3 , 0  0 0

4 4. 0 0 0

3 8 9 , 0  0 0

8 9 . 8 %

飼 育 経 過

A 46年度級群の飼育管理

4 6 年度産さ く ら ます稚魚 2 8 0 千尾を 4 7 年 1 月 1 o日から飼育を開始し、本年度も継続実施した。

飼育成積は、 考'2表のとぉりであるo

飼 育 期 間
飼 青 量 月始魚体

給iEl量 ii耳料 水温
へ い タE
取上尾数

月 末 1ll,11
t i 尾 数

増重比
尾 数 重 量 体長 体重

47.1.10̃ 1.31

2 . 1̃ 2 .28

3 . 1̃ 3 .31

4 . 1- 4 . 3 0
5. 1̃ 5.31

6. 1̃ 6 .30

7. 1̃ 7 . 31

8 . 1̃ 8.31

9. 1̃ 9.30

10. 1̃ l 0 . 3 1

l 1 . 1̃11.30

l 2 .  l̃12.31

48.1.1̃ 1. 31

l 2 . 1- 2 . 28

3. 1̃ 3.31

尾
2 8 0 , 0 0 0

2 7 2 , 5 0 0

2 5 9 , 6 8 0

1 5 9 , 3 2 7

l 5 9 , 2 4 3

1 5 9.1 5 4
1 5 6 , 6 0 7

1 5 2 , 0 9 8

1 4 9 , 6 8 8

1 4 8.2 8 8

1 4 6 , 6 7 5

1 4 5 , 1 4 8

l 4 3 , 7 2 0

1 4 2 , 3 0 9

1 4 0 , 2 9 1l

Kt'
56 .0

89.9

l 3 2 . 4

1 9 7 . 4

2 5 4 . 8

3 l 8 . 3

l 3 9 6 2

6 1 3 . 0

7 8 1 . 4

6 1 5 . 4

6 l 」5. 0

6 1 8 . 3

6 2 6 . 6

953 . ':

1 , 0 5 9 . 2

cm

3 . 4 3

3 . 6 3

5 . 0 5

5 . 4 0

l
6 . 0 0

6 . 4 8

7 . l 4

7 . 9 1

7 .20

7 . 3 5

7 . 4 0

7 . 5 0

8.50

9.52

9
0 . 2 0

0 . 3 3

0 . 5 1

1 .24

1.60

2.0 0

2 . 5 3

4 . 0 3

5 . 2 2

4 . 1 5

4 . 2 0

4 . 2 6

4 . 3 6

6 . 7 0

7 . 5 5

S9
5 4 . 0

2 7 . 0

9 3 . 6

1 l 8 . 9

1 2 5 . 6

1 2 2 . 6

1 5 i 2

1 6 4 . 5

1 6 3 . 0

1 6 6 . 5

l 6 1 . 0

1 4 0 . 5

l 5 5 . 0

1 4 7 . 2

1 6 ‘ l . 1

℃

8.3

8.3

8.6

9.1

9.5

9.6

9.6

9.5

9.6

9.6

9.6

7.2

7.2

7.6

7.9

尾
7.5 0 0

l 2 , 8 2 0

不明9 4.6 l 3
5.7 4 0
8 4

8 9

標本 3 0
2 , 5 l 7

標本 3 0
4 . 4 7 9

標本 3 0
2.3 8 0
1 , 4 0 0

l , 6 l 3

1. 5 2 7

1.4 2 8
1.4 l 1
2 , 0 1 1

7 , 0 4 8

尾
2 7 2 , 5 0 0

2 5 9. 6 8 0

1 5 9 , 3 2 7

l 5 9 , 2 4 3

l 5 9 , 1 5 4

1 5 6 , 6 0 7

1 5 2.0 9 8

l 4 9 , 6 8 8

l 4 8 , 2 8 8

1 4 6 , 6 7 5

1 4 -o、148
1 4 3 , 7 2 0

l 4 2 , 3 0 9

1 4 0 , 2 9 8

1 3 3.2 5 0

倍

2 , 3 7 8

1 , 2 8 9

1 , 2 4 9

1 , 2 4 5

1 , 5 4 7

1 , 3 9 0

l , 0 0 4

1.0 0 0

1 , 0 0 4

1 , 0 1 3

1 , 5 2 1

1 , 1 1 l

1. l 1 1

0-4
/ /

/ /

f 1

/ /

〟

,_ //

l
//

P-2
/ /

/ /

l

P-5
0-4
/

-1 3 1-



B 47年度扱群の量l青書理

47年度産ふ出尾数は、 3 8 9千尾で、浮上までに97千尾の減耗を生じ残り2 9 2千尾を対象に48

年1月9日より飼青を開始した。これらは、 4 8年度事業として. 千歳支場構内サクラマス育成池にお
いて継続飼育中である。 .

飼育成積は、 オ3表のとおりである。

オ 3表  昭和4 7年度産、  さくらます飼育成積表

飼 育 量 月始魚体 ~、い死
取 上
尾 数

月末飼

青尾数
銅青期間

尾 数 重 量 体長 体 重
給西量 liEl料 水温 増重比

尾
2 9 2 , 0  0 0

2 8 4.0 0 0

2 6 9.0 0 0

時
58.4

7 2 . l

l 0 0 . 7

cn
3.04

3 . 27

3 . 4 6

f
0.20 0

0 . 2 5 4

0 . 3 7 4

時
l 4 . 6

24 . 6

15 .4

i き要
1 C

1 0

t

7.1

7.6

7.9

尾
8,0 0 0

15,0 0 0

1 6.0 0 0

尾
284.0 0 0

2 6 9.0 0 0

2 5 3 , 0  0 0

48.1,9̃1.30

2.1̃2.28

3.1̃3.31

1 , 2 3 4

1 , 3 9 7

1.3 9 0

l 3 2

s 1 3  昭和47年度河日通過観測事業

1, 実 施 方 針

本年efは昨年度に引続き十勝川、 遊楽部川、網走川の3河川において実施した 。
十勝川については、 大型河川の代表として、 又、遊楽部川については11l、型河川の代表として、 今追
通りの ト ラ ッ プに依る観測方法を、又、細走川については、河川の状況から、上記2河川において

用いているトラップの使用は無理なことから、落し網式のトラップを使用し、 3河川とも経年的に

資料の蓄積を図るを目的lこ実施された。 特l1:-網走川lこついては、 河川上流に所在する網走湖との11l0
連、 湖沼解料と降下状況を調査すぺく行なわれた。

2 , 観  測 方 法  .

〔十勝川〕

① 河川の右岸寄りにトラップ(口径1 . 0  mX 0 . 5 m ) 1基を設置して実施した。 (河口より8Kn

上流)

〇 観測は3日毎に24時間観測を実施した。

⑧ 千代田において曳網(長さ1. o n X 1. 2 m 、 細目 4X 4%)を用い稚魚を採集し生態調査を実

施した。

〇 観測の対象となる稚魚は、十勝、札内、事別、利別の各.i,化施設より放流されたもので、その
数 は 6 9. 1 8 8千尾である。

〇 幕別、十勝の両事業場において稚魚162千尾に標識を施し放流、降下動態の調査を行なった。

⑥ 河川左岸の流下状況を曳網により調査した。

〔遊楽部川〕

① 今年使用のトラップは平水時と増水時の両方使用し得る改良型トラップ(浮動式、位置移動式

ロ径 0 . 5 m X 1 . 0  m 、 長 さ 8 m 、 網目 6 X 6%と 4 X 4 % ) l基を用いた。

(i) 4日毎に2 4時間観測と l 2時間観測を1回づつ想,合せる方法で行なった。

③ トラップ効率試験時には1週間の連続操業を行なった。

(i) 観油luの対象となる稚魚は3/ l 0̃5/15の間に八雲事業場から放流きれた6,973千尾である。
〔網走川〕

(!) 当該河川は千満潮の影響をまともに受けるため、上記2河川と異なったトラップ(落し網式)

l 基により操業。

(9l) 観測時11aは前年同様9 :0 0̃ l 7 : 0 0這の操業とし、  4月中6回の2時間観測を行なった。
l〇 観測の対象となった稚魚は1;t'1ふ化室(呼人) 、 オ2ふ化室 (網走 )から放流された1 9.0 0  0
千尾である。

-1 3 3-



(1‘) トラップの効率調査は今年も行なわず、 従がって、 今年のトラップ効率 ( f )  は昨年同様 o. 5 と し

た。

3 , 実 施 結 果

;1t, 1 表  観測対象稚魚の放流状況

支 場 名 河 川 名 放 流 場 所 放 流 期 間 放 流 尾 -数 摘 要 、

十 勝

渡 島

北 見

十 勝 川 札 内 事 業 場

十勝  ″

幕別 "
利別  "
計

八 要 事 業 場

網 走 湖

2 / 1 5̃4 / 2 5

4 /  1̃4 / 2 0

2 / 2 0-4 / 3 0
3 / 2 0̃4 / 3 0

2 / 1 5~4 / 3 0
3 / 1 0̃ 5 / l 5

3 /  l-5 / 2 0

3 3 , 1 4 8 , 0  0 0

l 0 , 0  0 0,0 0 0

2 5.1 0  0 ,00  0
9 4 0 , 0 0  0

6 9 , 1 8 8.0 0 0
6 . 9 7 3.0 0 0
1 9.0 0 0.0 0  0

遊 楽 部 川

網 走 川

オ, 2 表  河口通過稚魚観測状況

支場名 河 川 名 観 測 期 間 ト ラップ、  曳細操業場所 トラッフ:曳網の基数. 規模及設置方法

十 勝

豊頃町長日

(河口より約1.2Km上流)

基数 ト ラ ップ  1 基

口 径 1 . 0  m>く 0 . 5 m

長ささ  6 . 0 m

網 目 7 X 7? 41,く、4 '1?
十勝川 48.4.2 ll) ̃ 6.30

河口より上流茂岩橋下ま

での本流

ヨ,i 網 1 ケ続
長 さ 1 o.o m
幅 1 . 2 m

l紹 目 4 X 4%

渡 島

採卵場前

(河口より約2.0  m上流)

基数 トラップ改良型 l 基

口 径 0 . 5 1.l >く1 . 0  m
長 さ '8 . 0 m

網 目 6><6% 4X4 ・:'%
通楽部川 4 8 . 4  l ̃ 6. 8

遊楽部川河口から八要事

業場lこ至る本流及び支流

セイョべツ川

曳 ,ll題 l ケ 統

長 さ l 0 . 0 m

幅 1 . 2 m

網 目 4 X 4 ' 名

北 見

浦獲、採卵場前

(河口より3.0Km上流)

基数 ト ラ ップ l 基

口 径 2 . 0 ln

長 さ 6 . 0 Tn

網 日 4 X 4%
摘 走 川 4 8 . 4 . 1̃ 7. 9

河口から上流網走湖の落

口までのiヨ走川本流及び

網走湖内一l9

曳 網 1グ,読

長 さ 1 o. o [n
幅 1 . 2 m

紹 目 4 > < 4 '%

- l 3 4-

オ 3表  観測河川の気象状況 (旬別)

十 勝 川一項 目 旬 別 3 月 4 月 5 月 6 月

上 中 下 上 中 下 上 l 中 下 上 中 下

気 温 ℃

水 温 ℃

水 深 m

川 巾 m

流 速m/ s

断 面 積 ㎡

流 量2/ m

6. 3

7.4

247.0

180.0

431.4

8 . 7

9 . 5

214. 6

180.0

386.3

15.1

1 0 . (

225. (

1 S 0 . (

406 . t

-

14. -

1 2 . 2

213. i

180 . 0

384.2

13.1

13 . l

193.1

180 . l

348. l

1 S . 3

1 5 . 7

188.1

l 8 0 . 0

338.6

1 1l1. 4

1 ;i. 3

1 9 6 . 0

180.0

3 5 i 8

l 体 長 cn 5 . 0 5 . 2 4.(l 3 . 4 6 . 0 5 .0 5 . 1

体 重  9 1.2 0. g 0 .g 1 . 0 2. 0 0. l l1 1 .2

遊 楽 部 川

X項 目 旬 別 3 月 4 月 5 月 6 月

上 中 下 上 中 下

上 ・

中 下 上 中 下

気 温 ℃

水 温 ℃

水 深 m

川 巾 m

流 速 m / s

断 面 積 ㎡ ,

流 量 ,e/m

5 . 5

3 . 1

53 .3

5 l . 2

0.674

35.7

6 . 9

・l.7

72 . 5

55 . 0

0 . 7 28

4 4 . 9

8.5

6 .0

6 1 . 0

52 .8

0 . 699

39.4

1 l . 0

7 . 4

55 .0

51 .5

0 . 5 l 5

3l1;. 5

13 .4

9 . 7

46.1

49 . 7

0 . 5 33

32 . 2

1 4 . 3

1 3 . 3

3 8 . 2

4 8 . 」

0. ・ i l 1

2 8 . 4

12 . 8

1 3 . 0

3 2 . 5

47 .0

0 .387

25.7

業
体 長 cn 3 . 9 3 . 9 3 . 9 4 . 0 ‘i. 1 3 . 8

体 重 11l 0 . 5 0 . 5 l 0 . 5 0 . 5 0 .6 0 . 4

紹 走 川_ 3 月 4 月. . 5 月 6 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

11ll. itd ℃
水 温 ℃

水 深 m

川 巾 ,n
流 速 m / s

断 面 積 ㎡

流 it ,e/ m

6 . 1

2 . 2

178 . 0

6 0 . 0

106.8

2 .0

8. :

3. f

195. l

60 . l

117. l

2l

7 . 4

6 . 4

1 9 6 . 5

6 0 . 0

118.2

2 . 0

9 . 8

8 . 0

1 8 3 . l

60 .0

109.9

2.')

12. (

11.t

1 6 9 . i

60 . (

1 0 2 . (

2 . (

1 2 . l

12. '

161. (

60 . l

96.t

2 . l

:l'3.1

13.1

167 . l

6 0 . (

100.1

2 . l

1 4 . l

17. '

1 8 3 . l

6 0 . (

1 1 0 . '

2 . l

19.6

17.1

165 .2

60 .0

99.0

2 .0

稚

魚

体 長 (::n

体 重 9 0.27 0 .37
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4, 結 果 お よ び 考 察

本年度も昨年同様. 十勝、遊楽部. 網走の3河川を事業河川として観測を行なった。特に網走川につ

いては昨年同様、 オホーツク海沿岸の稚魚調査と併行して実施されたo .

降 f:稚魚数の算定は3河川と聯.年と同藤の方法で能い、その計算方法も又、昨年同様の方法で行なった。

)まり、使用するトラップの効率(標識再捕尾数/標識放流尾数/河川断面積/トラップ断面積)を

標識権角.を用いて求,aisてぉき、実際tt:_ トラップに乗相した稚魚数lC.河川拡大倍率(河川新面積/トラップ
断面満)を乗じこれをトラップ切率で除して求めたo

河川の拡大信率は日々の水位によって変化する。したがってトラップ効率の値もその都度変化するこ

とになるが、  毎日標識魚を放流してその効率を調査することは事実上困難なので、 月に1度の割で期間

中 2 ̃ 3回実施し、 その値の平均値を使用した。

河川ごとの結果考察は次のとぉり

〔 十 勝 川 〕

本川は昭和45年度より大河川の代表として、十勝川全般の通過量を把握するため、本流lC-おいて、
十勝、札内、幕別、利別の各ふ化施設より放流される権魚を対象に実施されたo .

本年も、 2 月 1 5 日̃ 4月 3 0日迄の間に上記4ふ化施設より放流された 6 9 , 1 8 8 , 0  0 0尾の権魚

(内給e耳稚魚 6 8 , 2 4 8 , 0  0 o尾. 無 開 稚 魚 9 4 o, 0  0 o尾)を対象に豊頃町長日(十勝川河口より
8Km上流)にトラップを設置し、 4月 2 1日より 6月 2 3日迄の間観測を実施したo 本年の十勝川は融

9が例年よl.1l早く 3月中旬より下旬lこかけて、 それほど大きい増水ではなかったが増水期間があり、 こ

の增水に乗じて3月中旬までに各場で放流された稚魚17. 0 0 0 , 0  0 0尾は降河したものと推定される。
観測に入つてからの推定通過尾数のピークは4月下旬lこ示されているが、 旬別放流数及び4月下旬以降

のトラップの乗網数からみて、 このピークはほぼ間違いないものと思われ、 これからすると観測前にも

ピークが一つあるので、一t勝川l,c:ついては観測に入つてからの確定通過尾数5 , 2 5 3. 5 0  0尾 (通過率

7 . 5 9 111 ) よりかなりアップした数値が考えられる。

〔遊楽部川〕

本州は昨年這、增水時と普通時とでトラップの種類を変え実施してきたが、本年度はこれを改良、何

れのときでも操作でき得るトラップ(浮動式、位置移動式、口径 o.5mX1.o:m、長さ8m、網日6 % X 61';lら,、
4%>く4%) 1基を操作し実施した。観測は4月 1日より 6月 8日まで前年と同一の場所(河口より2

Km上流、放流場所である八雲事業場より下流l8Kmの地点)で、 4日間毎に24時間及び12時間の観

測を1回づっ組合せる方式で行なった。

本年l1更は春先に大雪があったり、 4 - 5月には最近l,::.ない連続した雪融け增水を呈する等、異常な気
象条件下の操業であったが、 一度の欠測もなく十分な観測を行なうことができた。

当川は、小型河川の代表として、昭和3 7年以降連続実施しているが、本年は特に①1題過量の基礎とな

る稚魚の正確な全数算定、②降下稚魚の河川分散調査等に主眼をぉいて、 3 月 1 0 日̃ 5 月 1 5 日1に.か

-1 3 6-

けて八雲事業場から放流された6. 9 7 3. 0 0 0尾の稚魚を対象に行なったo しかし、  ①の稚魚の'.・ll:数算

定放流は体制上の都合から、 4月分のみ重量算定を行なった'が、 3 ・ 5月分については推定という変則

的なものになった。 また、②についても異常な雪融水による增水および3・5月分放流稚魚数が推定と

い う こ と,lll1から、 正確な結果は得られなかった。 

トラップ効率調査は4月と5月の2回標識魚を用いて行なった結果、 4月観測時f = o. l 2 2 、  5月

観測時f= 0 . 6 9 7の値が得られたので、この値を前者は4月に、後者を5 ' 6月にあてはめ推.定通過

尾数を算出した結果、通過率(放流数に対する推定通過数の割合)61 .3 %の値を得た。

〔 網 走 川 〕

本川は昨年と同様、 当事業と併行して湖水における天然餌料と降下時期との関係および沿岸における

回遊分散状況把握のため実施した。今年はと<に①降河の時期的な傾向の把握、②降下の時期的差異に

ょる降下魚体の生長度合、⑧海水の逆流の影響を加味した大型河川の観測方法の検討(特にトラップの

検討)等を主li良として実施した。

この結果については、 現在本場調査課において資料分析中であるo .

本年、当事業の対象となった稚魚は、オ 1ふ化室 (呼人 ) 、オ 2ふ化室 (網走 )からそれぞれ、前者

は自然に後者は輸送放流された19. 0 0 0 , 0  0 0 尾 ( 給西稚魚 5 , 5 0  0 , 0  0 0尾、無給ai l 稚 魚 1 3 , 5 0
0 , 0  0 0 尾 ) で 、 こ れ ら は 3 - 4 ・ 5月の3回に分けられ湖内に放流されたものであるo
本川に設置したトラップは十勝、遊楽部に設置したトラップと異なり、前年l司様な2段落網式1 )もの

を河ロより3Km上流の網走り浦獲採卵場の位置に設置、 4 月 9 日~ 6月23日の間連日観測を行ない、

稚魚の:l重過推定尾数3. 6 8 2 , 8 0  0 尾 ( 通 過率 1 9 . 3 8 % )の数値を得たo

1オ,1図 昭和47年度放流量と通過量

十

2

i
月 3 月 4月 5月 6月

備 考

一 , 、̃
放 2 0-
流 1 o-
ト ー

下 上 l 中 下 上 中 1下 上 l 中 下 上 l中 l 下

i Sで.,

1 0-

lll -
通 2 0-
ll 3 0-

4 0-

過 5 0-

6 0-

l?
l

l 1 a」一一・一 一一 一 l
1 1、t-に ___ 11 0 t

ー」 -'、一一一' 放流数

2 0 t  6 g , l 8 8. 0 0 0 尾
3 0 t

,一、 通過数
水 5. 2 5 3 , 5 0 0 尾
温
、一1
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3 0-

l -、
放 2 0-
流 1 o-
、_・
違

2 月 3月 4月 5月 6月

中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
備 考

EsSSS__N
楽 1 o-
l -、
部 通 2 0-

3 0-

川

過 4 0-
、-/

5 0-

・、・ -_
f1 - 1 0  t 放流数- 2 0 t  6 , 9 7 3 , 0  0 0尾

- 3 0 、Cl
通過数・一、

水 4 , 2 7 2 , 1 0  0尾

温

%

5 0-

・一、
放 4 0-

3 0-

構 流 2 0-
、一'

1 0-

s
SS
ミS、さ 、_ _sSSさぶ

に -

1 0-

・、
川 通 2 0-

3 0-

過 4 0-
、一l

/ー、1i 二

:.

- 1 0 'C
放流数- 2 0 t  1 g 0  0 0 0  0 0尾
- 3 0 t
, 、 通過数

水 3. 6 8 2 , 8 0  0 尾
温
、一l
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i 1 4  昭和47年度降河稚魚保詳事業

実 施 結 果

本年度の降河稚魚保護事業は、 47年度の継続として次の事項lこついて重点的に行ない、 放流稚魚の

安全降海と生残り量の増大に努めた。

(1) 稚魚の輸送放流

さけ稚魚の輸送放流は、6支場24事業場(仮収容所6「所含む) 6 2水系lこ実施した。

この事業は、 権魚のかんがい溝への迷入防止、 障害物の回避を目的に、 稚魚を適当な地点まで輸送

して降河稚魚の減耗を防止し、 また適正放流量を目的とした分散放流についても積極的に実施した。

( オ 1表̃オ3表 )

(2) 害鳥、害魚の防駆除

害鳥については、北見支場管内2河川で実施し、 l 8 l羽力モ、アイサ等を捕獲して捕食魚の調査

を行なった。 (オ 4表 )

また、害魚駆除は、千才. 渡島支場を除く4支場1 o河川で行なったo結果については、 11t' 5 表 に

示すとおりである。 この事業は放流水路に飛来する鳥類および放流稚魚を捕食するとみられる魚類の

防駆除を目的としたものである。

(3) 河川清掃および放流水路の整備

放流魚の降河に障害となる風倒木、 繁茂する水草等を除去し、 放流水路の整備を行なった。

l4) 河川パトロール

放流稚魚の降河動向および降河稚魚の突発事故防止を目的に行なった。 実施河川は、 第 6表に示し

たとぉり 2 9河川を対象に実施したo

(5) 弘 報

放流河川に立看板を設置し、 また、  チラシ等を作成して.降河稚魚の保護を沿川および沿岸住民、 各

関係団体へ P Rを行なった 。

:. . 0-
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オ1表  さlナ稚魚輸送放流結果

支場 事業場

輸 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数 ( 千 尾 )

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 ̃、い死数 放流尾数

斜 里

紹 走

奥 別

能 取 湖

パ イ ラ ギ

網 走

常 呂

ラ イ ト コ ロ

佐呂間別

//

芭 露

床 丹

清 滑

興 部

河口より3Km上流

1文リ力ルシ:,:l'「

二 ツ 岩

白羽川合流点

若 松 大 構

三 線 橋

仁 合 市 街

支流仁倉川
合流点

河口より
3 0 0-6 0 0  m
床 丹 病

ウ ツ ツ 村 6 線

5 .23̃5.24

4 . 1 7̃4 . 1 9

4. 2 2

3 . 24~4 . 2 4

4 . 2 6̃5 . 1 9

4. 2 0

4 . l 8̃ 4 . 2 1

5. 1 9

5 . 2 1̃5 . 2 2

5. 1 9

4 . 1 7̃5 . l 5

4 . 2 0̃5 .20

2

3

1

2,50 0

5.3 5 0

1 , 5 7 0

1 0 , 3 8 8

2 , 5 3 0

1,20  0

2,0 0 0

7 5 0

2,0 0 0

2 5 0

6.7 4 8

3.0 0 0

3 8 , 2 8 6

2 , 5 0 0

5 , 3 5 0

1.5 7 0

1 0 , 3 8 8

2 , 5 3 0

1 , 2 0 0

2,0 0 0

7 5 0

2,0 0 0.

2 0 0

6,' l 4 8

3 , 0 0 0

3 8 , 2 3 6

北

北 見

1

4

1

2

1

携 別

見 5 0

清 滑

小 計 5 0

根

室

羅 臼 サ シ ル イ

春刈古丹

植 別

元 崎 無 與

崎 無 異

萬 別

サシルイ橋上流

春刈古丹橋l一流

植 別 橋 上 流

元崎無異橋l一流

崎無 :実橋上流

乳 橋 下 流

5. 2 1

//

5. 2 2

5. 2 1

/ /

5. 2 2

1

1

l

1

1

1

3 8 3

9 5 8

1.0 0 3

1 , 5 6 3

5 0 0

1 , 4 6 0

3 8 3

9 5 8

l , 0 0 3

1 , 5 6 3

5 0 0

1 , 4 6 0

-1 4 0-

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別

輸送目的

タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・水温 輸送尾数

営 (漁協 ) 4 t

″ 4 t

官 l t

″ l t

″ 1 . 5 t

営(漁協)210 t

" ( " ) 4 . 0 t

″(″)1 . 75 t

″ ( ″ ) ″

″( " ) "

' 4 . 0 t

// / /

cm Km
2 5 . 0

60.0

13 .0

8.0

6.0

. 55.0

70.0

60.0

25 .0

35.0

8.0

30.0

.e
5.0

t ℃

1.5 6.5

3.0 8.0

1.0 6.5

1.0 6.5

0.7 7.0

1.0 5.0

1.0 5.0

1.2 6.0

1.2 6.0

1.0 6.0

1.8 6.0

1.2 6.0

千尾

5 0 0

7 0 0

2 6 0

3 2 0

3 0 0

6 0 0

5 5 0

2 5 0

4 0 0

3 0 0

4 0 0

3 0 0

t

7.2̃7.5

5.5̃7,5

5.0̃7.0

3月25̃85
4月60̃ 14(

6.5̃ l 0 . 2

10.8~11.6

7.0̃9.0

7.5̃8.0

4.0~5.0

8.5̃9.0

4.8̃9.0

6.7̃7.8

3 0  0 X 1 5 0 X1 4 5

1 8 0 X  9 oX 9 0

//

1.0 tポリ製タンク

1 .5 t  ステン製

1.5t  ″

1.5t  ″

1.5t ″

1.5 t  〟

2 5 0 X1 5 0 X 7 . 0

//

営 (漁協 ) 2 t

″ ( 〟  ) ″

〟 (″  ) 〟

″ ( ″  ) ″

″ ( 〟  ) 〟

〟 ( ″  ) ″

1 . 5 t ス テ ン 製

// l

″ 〟

l
/ / /

・ //'

// /

10 . 0

1 2 . 0

25 .0

29.0

30 .0

43 . 0

J .0 6.8、、一

1.0 6.8

1.0 6.6

1.0 6.8

1.0 6 .8

1.0 . 5.6

3 8 3

5 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

4 . 5

6.2

5.2

7.0

7.4

6.0
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支場 事業場

'lei 送 放 流 場 所 放 流 輪 送 放 流 尾 数 ( 千 尾 )

水 系 放 流 点 期 間 日数 輪送尾数 へい死数 放流尾数

伊 茶 仁 意 別

古 多 構

忠 類

標 津

//

//

風 蓮

別 当 賀

//

西 別

風 蓮

種 香

l
春 別

乳 積 下 流

中 央 橋 下 流

忠 類 構 下 流

本 流 5 線

保落川 と の
合流点

l支流ケネカ川
風蓮橋上流
3 0 m 点

捕 獲 場 前

fP

/ /

l 日 風 蓮 橋

種 香 橋

捕 獲 場 前

5. 1

i'

//

5. 11̃5 . 1 2

5 . l 5~5.'2A

5. 2 9

4. 2 .7

5. 1 7

4 . 2 3̃4 . 2 5

4 . 1 8̃4 . 2 5

4 . 1 3̃4 .14

5. 8

4. 1 3

1

1

1

2

2

1

1

1

3

8

2

1

1

1 , 8 9 6

5 2 0

5 8 5

M 9、i ◆ .

7 , 3 6 0

3.5 6 3

1 , 9 7 3

8 4 7

3,70 0

7,00 0

2,20 0

4 5 8

9 0 0

4 8 , 8 2 0

1 , 8 9 6

5 2 0

5 8 5

1 1 , 9 5 l

7 , 3 6 0

3.5 6 3

1. 9 7 3

8 4 7

3 , 7 0 0

7,0 0 0

2 , 2 0 0

' 4 5 8

9 0 0

4 8 , 8 2 0

根 重

計 根 別

根

虹 別

:室 0

-1 l 2-

輸 送 方 法 1 回 当  り の 輪 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 タ ン ク 輪送距離 酸素消量 水量・水温 輸送尾数

輪送目的

営(漁協) 4 t

″ ( ″  ) 2 t

官 2 t

官 2 t
営 4 t

官 2 t

〟 2 t

営 2 t

″ 2 t

″ 4 .5 t1

″・ 4 . 5 t
// /

// / /

// / /

Zr 2 t

/ //

cm.

1 . 5 t  ステン製

/ /

//

//

布製キャン'ハ ス ' 4 t
1 . 5 t  ステン製

1 . 5 t  ステン製

// /

// //

//  4 l

1 . 5 t  ステン製
1 . 0 t  ″

//  //

// / /

//  //

//  4 l

1 . 5 t  ステン製

1.0 tプラスチック製

Km
18 .0

9.0

1 2 . 0

12.0

9.3

8.0

65.0

76.0

83.0

56.0

67 .0

1 0 0 . 0

35.0

.e t t

1.0 13 . 0

1.0 14 .0

1.0 1 4 . 0

2・5 5
0 9'

1.

1.3 8.5

1.3 7.0

1.3 8.5

1.3 8.8

1.1 9.7

1.1 9.7

1.1 9.7

1.2 9.8

0.7 7.3

・、・-

千尾
4 8 0

5 8 4

5 1 9

7 2 8

5 2 5

4 5 0

4 0 0

4 3 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

4 5 8

2 0 0

t

9.0

12 , 0

13 , 0

8.7

12 ,0

11 , 0

・ 7.7

8.0

8.0

8.5

6.5

14 .0

7.0

-l 4 3-



支場 事業場

輸 送 放 流 場 所 放 流 輪 送 放 流 尾 数 ( 千 尾 )

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 へい死数 放流尾数

釧 路 釧 路

チョロべツ

阿 寒

庶 路

茶 路

豊 似

弟子屈町下鎖別

3 7 線

チョロべツ川橋

4. 9̃5 . 1 7

4 .23~4.26

1 5

4

3 0 , 1 1 1

1 , 2 3 0

1 , 0 0  0

1,0 0 0

1 , 00  0

5 0 0

3 4.8 4 1

3 0 , l 1 1

1 , 2 0 0

1 , 0 0 0

1 , 0 0 0

1 , 0 0 0

5 0 0

3 4 , 8 1 1

3 0

十 観 居

勝 (広 尾)

小 計 3 0

天 塩

(猿 払 )

(信 砂)

//

//

l

小 計

時 前

渡 払

小 平 藥

古 丹 別

風 連 別

速 別

河口より
5Km上流

キ モ マ 沼

河口より
10Km上流

" 4Km上流

/ / //

" 5Km上流

4. 1 8

6. 16. 66. 7

6. 1 1

6. 1 2

1

1

1

1

1

1

3 0 0

8 5 0

1 ,30  0

1.0 0 0

1,0 0 0

1 , 30  0

5 , 7 4 4

3 0 0

8 4 4

1 , 3 0 0

1,0 0 0

1 , 0 0 0

1 , 3 0 0

5 , 7 4 4

天 6

塩

6

;
千 歳 厚 田

新 冠

沙 流

l
静 内

通 川

三 石

白 老

厚 田 川

新 冠 川

沙 流 川

l静 内 川

通 川

三 石 川

白 老 川

5. 85. 95. 8

5. 1 0

5. 7

4 . 19̃5 . l 0

4. 2 0

1

1

l

1

1

1

1

3 5 0

5 0 0

8 0 0

8 5 0

1 , 3 0  0

5 0 0

1 ,00  0

3 5 0

5 0 0

8 0 0

8 5 0

1 , 3 0 0

5 0 0

1 , 0 0 0

静 内

敷 生

- l 4 4-

輸 送 方 法 1 回 当  り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況

輸送目的

車 別 タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・ 水温 輸送尾数

官 ス タ ウ ト

営(漁協)ダイナ

om

K K 1 8 1 型

グラスフアイ'、ータンク

Km

1 1 . 5

9 0 . 7

2.0

.e t t

1.5 8.5̃
10 . 0

千尾
3 0 0̃
4 1 0

3 0 0

'1:::

6.0̃ 1 1 . 0

営 4 t

' 2

″ 4

tl / /

f l  //

// / /

// / /

1 . 5 t  ステンレス製

キ ャ ン パ ス

布製キ ャ、'ン、ス 4グ

/ /

/ /

/ /

2 1 3 . 0

2 5 . 0

2 9 . 6

6 5 . 4

9 4 . 4

1 l 9 . 2

1.5̃5.5

1.0 1 1 . 0

1ケ当り
0 7  7・ 5

″ 8.5

" 8.2

″ 8.5

3 0  0

3 0 0

5.5

9.0

19 . 5

22.0

1 8 . 5

2 2 . 0

官 ( 漁協 ) 3 t

官 2 t
営(漁協)

//

'

官 2 t

官 2 t
営(漁協)

官 2 t

官 2 t
営(漁協)

2 0  0 X 1 5 0 X1 0  0

ニ ツケイアル ミ製
1 0  oX10  0 X1 0  o

2 0 0 X1 5 0 X l 0  0
l o oX1 o oX1 o o

ニ ツケイアル ミ製
l 8 1 9 型

ニ ツケイアルミ製
1 o oX1 o oX1 0  o

ニ ツ ケイアルミ製
1 8 l 9 型

1 o oX1 0  0 X1 0  o

9 9 . 2

1 1 5 . 0

8 5 . 0

1 2 8 . 0

4 9 . 5

1.5 8.0

0.8 8.0

5

1 ' 8 0

0.8

2.0

0.8 8.0

2.0 8.0

3 5 0

3 5 0
1 5 0

4 0 0

8 5 0

6 0 0
2 0 0

5 0 01 7 . 5

1 5 . 0 0.8 8.0 2 0  0

-1 4 5-



支場 事業場

輸 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数

1 5 0

5 0 0

5 0 0

2.4 6 0

2 5 0

9 , 1 6 0

へい死数 放流尾数

(元浦幌) 歌 別

仁 雁 別

幌 満

日 高 幌 別

三 石

歌 別 川

仁 雁 別 川

幌 満 川

幌 別 川

三 石 川

4. 1 9

4. 1 9

4. l 9

4 . 2 0̃4 . 2 8

4 . 1 9̃5 . 1 0

1

1

1

9

l 5 0

5 0 0

5 0 0

2 , 4 6 0

2 5 0

9. l 6 0

千

歳

小 計 0

八 雲 落 部

大 船

汐 泊

松 倉

i 川

古 宇

朱 太

泊

大 当 別

河口より .

15Km上流

″ 5Km上流

ふ 化 場 よ り

河口より
l o Km上流

ふ 化 場 よ り

河ロよ り
8.5Km上流

本流と中流部

河ロよ り
10Km上流

/ /

3Km上流

ふ 化 場 よ り

河口より
2.5Km上流

/ /

4. 9

4. 1 9

4. 1 3

4 .  l 8

4. 1 2

5. 2 2

4 . 2 4̃5.22

5. 2 2

3. 1 9

3. l 9

3. 1 9

3 . 2 8

1

1

1

1

1

1

2

1

- 1

1

1

1

2 0  0

5 0

3 0 0

5 0

2 5 0

1 0 0

7 0 0

1 0 0

5 0 0

5 0 0

3 5 0

7 0

3 , 1 7 0

2 0 0

5 0

3 0 0

5 0

2 5 0

1 0 0

7 0 0

1 0 0

5 0 0

5 0 0

3 5 0

7 0

3.1 7 0

渡

尻 別

(茂辺地)

亀 川l: :島

l 小 計

0

合 計 1 4 0 , 0 2 7 8 6 1 3 9 , 9 4 1

-1 4 6-

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・水温 輪送尾数

輸送目的

営 (漁協 ) 2 t

1 //

1 //

//  f'

官 2 t

cm

1 o o >く 1l o o X1 o 0

/ /

//

/ /

ニツケイアル ミ製
l 8 1 9 .型

Km

5 3 . 0

34 . 5

27 . 5

2 7 . 5

l 7 . 5

.e t t

0.8 8.0

0.8 8.0

0.8 8.0

0.8 8.0

2 0  8.0

千尾

1 5 0

2 5 0

2 5 0

2 5 0

2 5 0

t

営(漁協)

//

/

/ /

//

//

//

//

//

l l l

官用車

f l

1 . 5 t  ステン製

キャンバス

l. 0  X 1. 2 > < 1. 0

1 . 5 t  ステン型

/ / A'

l// //

// //

// //

/ / 1

キャンバス
1 . 0 X 1・ 2 X 1・ 0

//

l

/ /

4 4 . 0

85.0

96 . 0

9 3 . 0

1 1 8 . 0

73 .0

19.0
̃2 2 . 0

40.0

13 . 0

27 .0

4 8 . 0

89.0

2 0 0

5 0

3 0 0

5 0

2 5 0

1 0 0

3 5 0

1 0 0

5 0 0

5 0 0

3 5 0

7 0

移 殖

試 験

選 元

試 験

還 元

移 殖

還 元

移 殖

//

/ /

/ /

試 験

7.0

9.77.9

-1 4 7-



オ 2表  さ く  らます稚魚輪送放流結果

支場

, 論 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数 ( 千 尾 )

事業場
輸送尾数 へい死数 放流尾数水 系 放 流 点 期 間 日数

北見 清 沿 清 滑 ウ ツ ツ 村 6 線 4. 1 7 1 2 9 7 2 9 7

根 室 武 佐

種

熊

イロンネべツ

ウ ラ ッ プ

シ ュ ラ

ポ ン 俣 落

荒

秋 田

モ ア ン

俣 落

ケ ネ 力

紅 葉

標 津

忠 類

矢 日 別

1 7 号  9 線 3 . 2 3̃5 . 2 3

3 . 2 3̃5 . 2 2

3. 2 3

3 . 2 3̃5 . 2 3

3 . 2 8

/ /

//

3 . 2 8̃ 4 . 2 8

/ /

/ /

4 . 2 8̃ 5 . 2 2

5. 2 2

5. 2 3

/

1. 2 4

l 2 . 2 6

2 6 3

6 3

3 8

1 0 7

7 5

3 3

2 0

6 1

2 7

2 7

8 0

3 2

3 2

3 2

9 4

l 0 0

1 , 0 8 4

2 6 3

6 3

3 8

l 0 7

7 5

3 3

2 0

6 1

2 7

2 7

8 0

3 2

3 2

3 2

9 4

1 0 0

1 , 0 8 4

6 号

西3号根

l 4 号

1 9 号

2 5 号

1 9 号

室

俣 落 川 と の
合流点

金 山 大 精 下

矢 日 別 川

伊 茶 仁

虹 2l

小 計 0

天塩 徳 志 別 幌 別
歌登事業場より
約 1 o Km上流

5. 2 4 1 2 7 5 0 2 7 5

尻 13 l 尻別川支流下賀老
//

l 開 /

/ /

上目名川

古 字

1オ'2タム上流の
林道との合流点

'll, 2 ダム貯水部

オ2目名川橋下

5. 2 3

//

/ /

5. 2 2

1 0 0

1 5 0

2 5 0

3 0 0

8 0 0

1 0 0

1 5 0

2 5 0

3 0 0

8 0 0

渡

島 l 小 計 0

合 計 2 , 4 5 6 0 2 , 4 5 6

-1 4 8-

輸 送 方 法 1 回 当  り の 輸 送 尾 数 放流時の

河川状況車 別_
営 4 t

輸:,まi目的
タ ン ク

cm

2 5 0 X l 5 0 X 7 0

輸送距離

Km

8.0

酸素消費 水量 ・ 水温

t t

1.8 6.0

輸送尾数

.e 千尾

2 9 7

t

4.5̃5.0

宮

'

/

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

営 2 t

2 0 .e ビニール袋
'

/ /

'

/ /

//

/ /

/ /

/ /

f l

/ /

/

/ /

//

//

f 1

4 1 1e l 0.1 3.

/ /  //

//  //

/ /  / /

/ /  //

/ /  //

/ / 1

/ 1l1'

/ / //

/ /  //

// //

/ / / /

/ /  //

/ /  //

″ 7.2

9.1

4 .5̃11.5

6 . l

5.5

6.0

5.0

5.0

5.0

5.0

5.0

5 . 5

8 .8

l 2 . 0

9.5

l 1 . 0

4.0

4 .2

官 l t
ステン製
1 . 5 X 1 . 0  X0 . 4 7

3 5 . 5 4.0 2 7 5 8 .5
' 、

官

//

//

営 ( 漁協 )

1. 5 t  ステン製

キ ャ ンパ ス

1 . 0  > く 1 . 2 X 6 . 0

'

1 . 5 t  ステン製

8.0

8.5

8.0

7 3 . 0

7 . 6
資ll1保護
水:,iiへの
分效放流

//

//

移,l直放流

13 . 0

- l 4 9-



11i,3 表  からふとます稚魚1illll送放流結果

支場 事業場

輪 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数 ( 千 尾 )

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 へい死数 放流尾数

北見 清 清 清 滑 ウ ツ ツ 村 6 線 4. 1 7 l 5 2 4 5 2 4

根

疾 中

/

/ /

(床 丹)

小 計

忠 類

標 津

当 幌

//

仮 収 容  所

根 室 事 業 場

当 幌 橋  下

//

3. 6

3. 2 2

4. 2 6

4. 1 3

1

1

l

1

2 0 0

2 0 0

l 5 0

l 0 0

6 5 0

2 0  0

2 0 0

l 5 0

1 0 0

6 5 0
室

0

渡

島:″:: : ふ 化 場 よ り河口より
5Km上流

4. 1 3

4. 1 9

1

1

2 0  0

5 0

2 5 0

2 0  0

5 0

2 5 00

合 計 1 , 4 2 5 0 1 , 4 2 5

支場 事業場 実施期 t国 実 施 区 域 実 施 内 容

岩 尾 別

斜 里

北 見

清 滑

浮遊池、飼育池

飼育池

常昌川 (日吉1llillより下流川口まで)

常呂川支流幌内川、ライトコロ川

( 1 3号橋より下流ポント沼周辺)

救別市清滑川9線及びゥッッ川8線

沢河口まで

飛 来 防 止

・ 飛 来 防 止

t 地元能会に破願、区域内に飛来する鳥類の実態調査及び駆除

//  //

北

4.15̃5 . l 4

見 4. 1 ̃5 . 3 1

:'

f歌 登頓 別中 川

養魚池、飼肯池

″ 〟 放 流 可 川l 放水路
飼青池

飛 来 防 止

//

//

f l

-1 5 0-

輸 送 方 法 l . 回 当  り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 タ ン ン 輸送距離 酸素消費 水量・ 水温 輸送尾数
輪送目的

営 4.0 t

cn

2 5 0 X 1 5 0 X 7 0

Km
8.0

.e
2.5

t t

1 .8 7.3
千尾

3 0 0

t

4.8̃6.0

// 1

官クラウンパン

営 2 t

// / /

2 0  e ビニール袋
//

プラスチックタンク l t

//

9 0

6.4

8.2

2.0

3.3

4.5

0.8 5.5

0.8 5.8

2 0  0

2 0 0

l 5 0

1 0 0

3.4

4.4

5.9

6.4

i量 元

4'

1 l

分 散

営 (漁協 )

?l

1 . 5 t  ステン製

キ ャンパス
1. 0  X 1 . 2 X 1 .0

9.6

8.5

移 范

試 験

駆 除 害 鳥 捕 食 稚 魚

狩 観 具
種 類 羽 魚 種 尾

備 考

古 刺 細

べ ル

力 モ

ア イ サ

力 モ

ア イ サ

l 0 6

6

4 9

2 0

散 弾 鏡

1

、?-

L '

古 刺 網

基 音 器

言 東 l1 招

/ /

網を池lこ複 う こ と lこ よる食菩防止

爆音による飛来侵入防止

稿a、による食害防止
//

-l 5 1-



オ 5表 者魚駆除ならびにさけ ・ ます稚魚食書結果

採 取 場 所
採 取 漁 具支場 事 業 場 実 施 期 間

水 系 区 間

4. 1 2̃ 4. 3 0

//

/ /

4. 7̃6. 1 5

//

エ ト ソ ビ 川

//

//

//

//

タ モ 相

北
構内観育池排水路から ;:'ト ンビ
川支流北川

清 滑

ウ ラ ィ見

* 別

伊 茶 仁

虹 別

浜 中

5. 2 2̃5. 2 6

4. 2 0̃5. 1 0

4. l 0̃5. 2 0

5. l̃5. 3 1

意 別 川 支 流
無 名 川

基茶仁川支流
名 川

西 別 川

風 蓮 川

養漁上端から末流まで

水源より下流1Kmの間

水源池から下流8 o 0 l,l地点の間

事業場から下流8 o o m地点の間

タ モ 招 ・ 刺 相

// 1'

年・ヤス ' タ 部

タ モ 商

根

室

十 勝

札 内

事 別

太 田

4. 4̃4. 6

3. 7̃4. 2 4

3. 1 5̃4. 2 4

4. l 9̃5. 3 l

札内川支流
ヌップク川

十勝川支流
メ ン 川

旧 途  別 川

尾 幌 川

愛国橋附近

事業場より合流点の間

事業場より技別川との合流点まで

〟 尾幌川河口まで

刺 細  ・ ど う

刺網 ・ 曳'll1ll
刺 相  ・ 曳 網
ど う

刺 網

十

勝

天1i 天 速 4. 2 6̃5. i ' l 美 深 川 美探川と天li川との合流点 刺組  ・ 曳 相

- l 5 2-

採 取 魚 捕食されていたさlナ,・ます稚魚

魚 種_
イ ワ ナ

ニ ジ ' マ ス

ア メ マ ス

イ ワ ナ

ア . メマス

備 考

尾 数

体 長 施 囲 .

魚 種 尾 数 体 長 翻 囲

2 0 0

4

l

3 3

2

6.5̃ 35.0a

l 4 . 5~ 30.5

26 .5

6.8̃ 26.0

l 8 . 5̃ 26.0

さ け

//

/

さ け
か'e・:tとます
さ け

◆31

2 7

3

2 7 9
l 2

7

cm

イ ワ ナ

ア メ マ ス

イ ワ ナ

オシ・ロコマ
ア メ マ ス

力 ワ マ ス

二- ジ マ ス
ア メ マ ス

イ ワ ナ

1 5

8 5 9

8 9 8

2 5 4

3 7

6

1 l

1 3 5

1 2 0

12.0̃ 18.0

18.0 ̃ 23 . 0

8.5̃ l 7 . 0

9.5̃ 1 7 . 0

l 4 . 0̃ 27.0

9.0̃ l 4.0

9.0̃ 24.0

7.5̃ 13.0

5.0̃ 10 .0

さ け

/

/ /

/

//

//

//

//

からふとます

表らふとま与:

2 0  0

20,0 0 0

1 3.0 0 0

3.0 0 0

3 7 0

0

0

2 8 0
9 0

l 1 0
4 0

3.4 ̃3.8

} 3.8̃4.3

ト差際

} ″

範はa流のため

年 ,ヤスは4月中
使用

ウ ・ グ イ

ニ ジ ' マ ス

ウ グ イ

ウ グ イ

ウ グ イ

ア メ マ ス

イ ト ウ

か れ い

き ぅ り

3 ,30  0

. 2

4 3 , 2 0 7

1 8 , 5 7 2

7 9 4

6 0

2

l 4 8

2 , 8 0 8

l 4 . 0̃ 21.0

20.0

4.5̃ 24.0

9.0̃ 32.0

1 4 . 7̃ 37.2

22.6̃ 48 .3

23.4̃3 2.0

11.0̃ 23.2

l 5 . 5̃ 30.0

さ け

//

//

//

//

//

//

//

//

l2 , 6 4 0

5 0

消化されている
ため尾数不明

5 7 , 3 4 2

、l 、、,_

確認数 5 5尾
他は消化のた
め不明

lノ

河川水温6.2̃ l 6 . 0  t

〟 4.0̃ 7 . 8 t

ウ グ イ 7 1 , 0 0 0 さ け
消化されている
ため不明
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第 6 表  河 川 パ ト ロ ー ル 開

支場

パトロール期間

お よ び  [ロ]数

パ ト ロ - ル 区 域
事業場

水 系 区 域

根 意 別

伊 茶 仁

虹 別

5. 2 l ~5. 2 6
2 回

4. 1̃ 5. 2 1

5 回

3. l 2 ̃4. 2 6
3 回

* 別 川

伊 茶 仁 川

養魚池末端から河口までの間

/ /

虹別構から別海橋までの聞室 西 別 川

十 勝
4. 4̃5. 2 6

15回

3. 2 ';l 4̃. 2 7

7 回

4. ! 0 ̃6. 2 5

2 8 回

十勝川水系札内川支

流1ヌップク川

旧 途 別 川

.i,化場から札内川との合流点まで

十 -集 別 ふ化場よl)旧途別川と按別川との合流点まで

勝 太 田 ホマ力イ川及び

尾幌川

放流口より尾幌川河口まで

徳 志 別 4 . 1 6 ̃4 . 」 0
l 5 回

3. l 8̃6. 7

3 7 回

3中旬̃5. 月

徳 志 別 川 ふ化場より河口まで及び山日漁港一帯

天 歌 登 北見幌別川及び同川

支流パンケナイ川

頓別川支流ヌルイ川

及びゥソタン川

天塩川支流
パ ン グ ナ イ 川

天塩川支流美深川

事業場より (パンケナイ川)幌別川河口まで

l塩

頓 別 事業場より頓別川合流点まで

中 川

天 塩

4 . 2 0-4. 3 0
4.上旬̃5l月下旬

事業場より天塩川との合流点に重るパン'ケナイ川

美深川一円
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パ ト ロ - ル 状 況 及 び 結 果

水1留に開鎖された稚魚は、本流河床がかなり低いためなし。

4月中旬には水門および本流のよどみに多く見られたが、 5月に 入 つて水門の11識iが行なわれ各所lこ・見

られた。

飼料生物および推魚の降下稚魚を調査したo

パ l・ ロール期間中は随所に確魚の進承がみられたが、 特に降下に障害となる水1a'等は見受けなかった。
ゴ ミ 、 ビニール等の投集については、かなりの量が見受けられたが、現在の所確角Lの降下には支障は3a
められない。

3 / 2 2 巡 回 で は ,i ,化場時近のみに権魚が見られたが、 3 / 2 6 に はふ化場 よ り 川成 り に li h下流でも

散見出来たが輯はなしていない。そ の 後 3 / 3 1 、  4 / 5 と バ ト ロールするに従い、だんだんと辞の数

が多くなり、  4/ 1 2̃ 4 / 2 2 lこかlナてビー ク と な っ た。その後の指l査では據別川にも?体の大きく

なった大きな響tを認めた。 i日途別川は河川のit行と両岸及び河川内に確草の表茂が著しく、  その他にも

立木、流木が多く見られ、降下に多くの障害となっているが、幸い本年は暖かかったせいか確l1lltの降下

が早かった。

4月中 't ]、河川全域に魚影が見受けられるようになり、特に河川に在入している小川人l:」あ 1lt:りに群が

多く見受lナられた。その後5月上句頃より河川金域の魚碎が厚くなり 、 このリ、態はl i月上旬初めまで続
いたが、上旬後半はこの解も疎となり、 6 / 2 2 の パ ト ロール以降は1可川間に 1l1ltft1,.の遊泳tさ見受lナなか

った。しかし、 河1;.:l li付'近には小解遊を時析り見受ltた 。

4月中 a]よ り パ ト ;:;:-ールを行なった。 この間の河川の水温は3.l;̃ 6 . 8  cの範囲で水量も ll'常ノ?位より
2 0 ̃ 1 0  0 (1atも增水していた。稚魚の降下状111tは、 ハ ト ロール終了時逢常に河川内に推 faの購を認め
たが、河口すぐ横ll:一ある山日漁港では6/ 2 1 以 降a激lこ確魚辞が見受けられた。
解水前より迷入場所の整備、障害物の除表等のパト ,oールを開始. 4 / 7幌別川?11l:面解氷するも総魚は
3生Jめられず、 4 / 2 0 の パ ト ロールで始めて遊泳稚魚を認める。しかし、その後河川增水のため(河川

水温2.5 ̃ 4 . 0  ,) 、遊泳稚魚を見受けることは出来なかったが5月に入 l.)平水位より増水ぎみではあ
ったが、随所に多くの准魚を認めた 。 この間增水のため迷入し凹地で 1留つている確魚を水路を切つて再

放流する等の作業を行なった。 - . 11._
3月中旬、養魚池より出た着干の稚魚の遊泳を認める。 4月中旬、 ヌルイ川及びゥソタン川全域の淀み

に及びゆるやかな瀬lこつく 。 5月中旬、全数放流により ヌ ル イ川 、 ウ ソ タ ン川全域にかなり1?く遊泳を

認めたので、 lill.期の追い出しを計るため水中ポンプによる水管能l節で約、0'l]間で頓別川本川に降下し
た o

增水時に国地l1:.閉類された確魚の再放流を実施・
放流1可川には防大用水、 生コ ン K l,こ-、水内濯概等の,進魚述入値l所が多くあるため、随所パトロールを行
な -った。特 に1ili災用水の取水 ,[ Jにおいては. 1的岸の理破?演近に酒る確角を曳相によ り 1llliい出す方法をと
った。
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パトロール期間

お よ び 回 数

バ ト ロ - ル 区 域
支場 事業場

水 系 区 域

千 歳 l 3 国

2 回

千 歳 川

l

厚 田 川

歌 別 川

仁 JllE 別 川

幌 満 川

幌 別 川

= 石 川

静 内 川

新 冠 川

沙 流 川

通 川

白 老 川

支 笏 湖

鳥翻舞橋̃西越

千歳支場̃装ai li一江別

河口附近

/ /

//

//

/ /

//

/ /

/ /

/ /

l 1

//

千

千 歳

(元浦川)

/ /

//

/ /

静 内
(元浦川)

千 歳

/ /

/ /

/ /

敷 生

支 笏 湖

4回

歳

支 場 4 . 2 1̃6. 3 0
2 0 回

遊 ・集 都 川 セイ ョ 一、ツ橋より遊楽部川口まで

渡

l 島

八 1要 3 . 1 5̃3 . 3 1
l 0 回

2 . 2 4 ̃5 . 1 C

2 7 回

2. 2 4- 5 . 3 1
1 9 回

遊 集 部 川 支 流

セ イ ョ べ ツ 川

利別  J l皮流冷水川

事業場よりセイ ョべツ橋附近

本l」 別

l
l i'i % l

事業場より利別川との合流点l':-至る冷水川
の間

事業場より尻別川との合流点に差る間悦別川支流目名 1l
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パ ト ロ - ル 状 況 及 び 結 果

放流水路eけ近の障害物除去
初期は、千歳llj一街及び西越採卵場附近及び各所に稚角.多数の辞を見受けたが、舞観橋より下流は商水の

ため、  推魚流下状況は確認し得なかったo

ミナ川より河ロlこ主る間、 4回にわたりパトロールした結果

稚魚は順調に流下した事を理めるo

何れも昨年より河川水やや多く 、

河口が近いため、又特殊な障害物

もなく、順調に流下したものと思

われる o

放流時. 湖水水温7.5 し、 晴天無風にして絶好の天候にて、 ill;料を粉砕投西するo

4 /下句よ り  5 /上旬まで. 稚魚の辞は見えなかったが, 5 / 1  2各所の症みに推魚が見受lナられた。
その後は上流での砂利採取が活発となったため、河川は常に濁水となっており、稚角.を見受lナることは

困難であった。しかし、 5月下旬に1度かなり庫い群が各所の淀みll;.見られたが、その後は以前同様商

水により発見できず。

河川は全般に砂利採取によりt量l水により常に高り、  特にパトロール後は減水1に-なるにつれてひどいよう
に感-,liられた 。又、河口はエ場廃ノk ll:.よる汚染も認められたo
3 / 1 5̃ 3 / 2 4 の 間 3 日 間 パ ト ロールを実施、流木等確魚の降下に障害となる物を除去するo稚魚

発見出来ず。 、'

3/25以降、放流水路及びセイョべツ川にて権魚を確認、その後権魚の群は大型化し、多くの辞が順

次降-ドして行くのを認めるo

最ll1] のパトロール2 / 2 4の時点で魚影を発見、  3 月に入り丹羽橋附近で確魚の降下を確認、3月中旬

には合流点及びll、l1別川本流にも遊泳を確認、 4月上旬には合流点附近で相当数の稚魚の辞泳を見る。 そ

のt1ll.も中旬にかけて大きい群泳の降下を確認したが、 下旬に人り急激に確魚の姿は消え、 周辺の水酒り

に1iliiili された権魚のみを確認、 1liiii11t流する。 5月上旬以降は確魚を散見せずo

2月一 3月下旬lこは確魚の遊泳はi1全iめられなかったが、下旬後半lこ.なり放流水路で散見される。その後
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支場 事業場

パトロール期間

及び  回 数

パ ト ロ - ル 地 域

水 系 区 域

渡

l 島

原 沢 部 2 2:;t 1 0

l厚 沢 部 川
厚沢部川支流目名川及一び厚沢都川本流並びに
沿岸

11t, 7 表  広 報 活 動

支 場 活

北 見

根 室

十 勝

千 歳

渡 ,ll‘o

降下確魚の安金を計るため、小 l:t」学段に対し、保認を文書依頼したo

降下推角良保l連を訴えたチラiノを各学陵、 漁組及び沿岸住民に配 ll」す

ン・ ″ 配市し

各河川の確魚の放流数及び油魚保護の標語をあしらったチラシを作

j1改流河川の _i1要個所に立看板を設置し、 放流権魚保護のP R につと

根

十

天

千

渡

室

勝

塩

離日、雄別、伊茶t:、虹別、換中各事業場放流水路に点在する流木

t-膀・札内事業場lこおいて放流水路の障普物除去を行なう。
管下全事業場において放流水路の障者物除去を行なぅととも lこ 、 歌

消毒 (害魚認味と f并せて) 及び述入口への土康5資込等の整備を実施。.

静内 1l1l1l生.,i業場lこおいて 1llilt能水t?のl1章 -普物除去を行なう 。

八望. 崩 ll事業場において放流水路の障害物M兼表を行なうo
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パ ト ロ - ル 状 況 及 び 結 果
融雪による增水のため稚魚の確認が思うよ うにいかなか ったが、 下旬後半になり河川全般に遊泳が見ら

れ、 5月に入つてからは、その数もかなり多 <なってきたが、  5月中旬に入 つて水田代かき水による濁

りで椎魚の確認は不能となった。 ll'し、  下旬後半には合流点より本流にかlナてその推魚を確認出来た。

2 / l無給国稚魚を放流したので、この稚魚の追跡を2 / 2 2より実施。 しかし、確魚は一部が Fl名川

と?9沢部川の合流点に認められるだけで、他は厚沢部川及び海l1:-出た模様(河川水温約5.4 'c ) で、3/12:0
のパトロールでは本川・支流ともに魚影は見えず、その後は3/ 2 7̃ 3 / 3 l ま で の l lilに1双流した1:合

,iEl;確魚を対照lこ降下動向をパトロールする。給?確魚書組放流後10̃ 1 5 日 位で 1l::1l名川と厚沢部川の

合流点に多数姿を見せ、早いもので15日位で19沢部河口に達しているものも見受けられ、放流後20

l1で河川内には少数より見受けられず、 2 5日目には河川にての発見は出来なかった (水組 l 0 . 3 c )

総 ,1ll;g1lは放流後lケ月でif ji,,lllで見受けられ、 これらが沿岸の雑定置に乗構することから、 沿1l,ii漁民及び

漁協等に稚魚の保護を強く押し造めるよう依頼した。

動 状

る と と も ic_、沿岸lこ立看板を立てP R につとめた。
P Rを実施o

製 !P i・ l につとめるとともに、千歳川放流分については市の広報紙を利用してP Rを実施。

めた。

、l・・

慶芥、水草その他峰菩物の除去及び支派流̃、の迷入路封鎖を行なう。

登事業場では水路の据水防止、 頓別事業場では河床の堀下げ、 徳志別事業場では石灰投集lこよる水路の
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S 1 5  稚魚飼育事業

昭和 4 7年度は、当初計画した3魚種(さlナ、 さ く らます、から」i,とます )の他 l1:-ひめますを加え、 4
急f の国fを実施しn青実積(オ l表 )に示したとおり計画を上回る成i lを上げた。又、 1fi:言実施個所も
前年の53個所(道及び民間を含む)を上回る62個所 ll:-おいて実施されたo
さけについては、全道 4 4個所 ( うち、道 l 個 所、民間1 o個所)で実施し、国i i計画尾数294.0 0 0

尾 l こ 対 し 3 9 0 , 8 5 1 千 尾 ( 面 青率 1 3 2 . 9 % )の用育を行ない、 3 7 6. 9 6 9千尾の稚魚を放流した。

さ <らますについては、根室、天ti、渡島支場管内6個所(うち民間1個所)で同青を行ない、風育

計画2. 0 0 0千尾ll;.対 し 5 , 3 8 0:千尾 ( 面 育 率 2 6 9 . 0 % ) の観青を行ない、 4.1 9 9 千 尾 を放流した 。

この放流尾数の中lc-は、昨年まで千歳支場で実施している、 さ く  らます拡大再生産事業の飼育数を含んで
a告していたが、 今年の?青尾数の中lこは含まなかった。

叉、から i と ますについては、北見、根室、 天塩、渡島支場管内11個所(うち民間3値所)で実施し

a青計画 1 3. 0 0 0千尾ll:.対 し 1 0 , 4 9 o 千尾 (i司育率8 0 . 7 % )の飼青を実nし、 l 0. l 9 7 千 尾の稚
角Lを放流した。

この他に、 今年よりひめますの的青を実施した。 この崎育は当初計画はされていなかったが、 a換

1. 085千尾の稚魚を対象に行ない、 1 , 0  09千尾の稚魚を生産し放流した。

これら 4魚種で合計3 9 2 , 3 7 4千尾の面青放流となり 、総放流数5 0 4. 206千尾に対し飼青放流率

は 7 7 . 8 % l こ値したoこの飼青放流率は昨年の66 . 1 % ll:.比較してかなり高い価を示している。

班、各魚種別の同青放流結果は;オ,2、 3 、  4 、  5表に示したが、編青放流概要は次のとぉりである。

〔 さ  け 〕

2 9 4 . o 0 0千尾(道立森支場分9,0  0 o千尾を含む)の国言事業実施計画にもとづいて44個所で

実 施 、 計 画 を ト 回 る 3 9 0 , 8 5 1 千 尾 ( l 2 5. 5 9 8 . 8時 )の稚魚を対象に、  4 8 年 l 月 2 2 日 よ り 6

月20日までの間開を行なった。本年度は特lこ.民間収容場において積極的li 国 言を行なった個所が多

く題められ、 成積の上でも担当事業場の適切な指事の結果、総体で昨年を上回る歩留を示し376,969千尾

( 3 5 6 , 7 3 7 . 8時 )の稚魚を生産,各河川へそれぞれ移殖及還元放流を行つたo本年度のさけの総放

流数は 4 7 5 , 8 0 5 . 4 尾 で こ の '1lち観育放流尾数は前記したとぉり 3 7 6. 969千尾で総放流数に対す

る 開 放流率は 7 9 . 2 % ( 昨 年 度 は 7 5 . 6 % ) に あ た り , 年 i 給fl放流率は增加の領向を示しっっあ る。
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〔 さ く ら ま す 〕

当魚種の飼青は根室、天塩、渡島支場書内6個所(うち民間1個所を合む)で1月 l 9日より 6月3 0

日まで行なわれ、崎育計画2,0 0 0f刷t対して5. 3 8 o千尾の飼青を行ない、 4 . 1 9 9千尾の稚魚を生

産 (歩留 7 8 . 0 % ) し河川に放流された。この他に 「さくらます拡大再生産事業」として千歳支場千歳

事業場で. 昭和46年度より継続実施されているさくらます周年館l育の結果については、後日19l陸報告

の予定であるo

〔 か ら ふ と ま す  J

本年度当魚種の飼青ti昨年同様十房、 千蔵を除く4支場管内で実施されたが、 館l青尾数では昨年を

大きく下回る数字であった。 これは昨年の大豊漁と異なり、本年は凶漁年にあたったためで、総解司青尾

数 l o, 4 9 0 千尾を 1 1 個所 ( う ち民間 3個所を含む ) で 2 月 1 日 よ り 6 月 l 0 日 までの間結出を行な

い、 l 0 , 1 9 7 千尾の椎魚を生産 ( 歩留 9 7 . 2 % )各河川に放流された。
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;1t' l 表  lla和47年度稚魚飼育計画および実積表

?i: さ け さ く ら ま す

実施

事業

場数

飼 育

放流率

実施

事業

場数

飼 育

放流率

計画数 放流数 計画数 放流数

千尾

5 1 , 0 0 0

千尾

6 3. l 3 9

l 1 8 , 8 l 6

%

5 3 . l

千尾 千尾

8 1 3

%l

北 見

7

l11

根 空 9 97 ,0  0 0

l 1 0 , 0 3 8

1 1 5.1 5 9

9 5 . 6 .

2

1.5 3 4

3 , 4 9 3

43 . 9

十 勝

6

l4)

8 4 . 0 0 0

1 3 1 , 3 9 6

l 4 3.7 0 5
9 1 . 4

天 塩

5

l21

2 4.0 0 0
2 8.5 5 0

2 9.8 8 6
9 5 . 5

2

l l )

1 , 2 1 5

l.2 2 6
99.1

千 歳

3

l31
2 0 , 0  0 0

2 5.7 2 8

3 4. 0 1 9

75 .6

渡 島 3 9,0 0 0

1 l.1 6 8

2 7.2 7 0
4 1.0 l 2,0 0 0

1 , 4 5 0

l , 4 7 0

98 .6

森 (道)

l l

9,0 0 0

6 , 9 5 0

6.9 5 0
1 0  0.0

計

3 4

(1o)
2 9 4.0 0 0

3 7 6 9 6 9

4 7 5.8 0 5
7 9.2

2

l l )

2,0 0 0

4.1 9 9

7,0 0 2

60.0

注 1)実施事業場数の()内数字は民画値所数

2)放流数の上段は一… 的育放流数
3 )  ″ 下段は一 -・・総放流数

-1 6 2-

か ら.上・ と ま す ひ め ま す 合 計

実施

l業
m

3

1

司 育

l文流率

実施

事業

場数

l司 青

i文流率

実施

事業

場数

同 青

政流章
計画数 放流数 計画数 放流数 計画数 放流数

千尾

7,0 0 0

千尾

4.8 2 2

l 1 , 2 4 0

oh

42.9

千尾 千尾 % 千尾

5 8 , 0  0 0

千尾

6 7.9 6 1

1 3 0.8 6 9

%

51.9

1 0

l l )

3,0 0 0

5 9 8

3.4 6 B
17.2 1 2 1 0  0,0 0 0

1 l 2.l 7 0

l 2 2.1 2 0
9 1.9

1 0 5

6

国

8 4.0 0 0
l 3 1.3 9 6

1 4 3.8 l 0
91.4

3

国

2,0 0 0

3 , l 1 5

3. l 1 5
1 0  0.0

1 0

l6)

26 ,0  0 0

3 2.8 8 0

3 4. 2 2 7

96.l

8 0  0 1

l ,0 0 9

l.0 0 9
1 0  0.0

4

l3)

2 0 , 0  0 0

2 6 , 7 3 7

;3 5 , 8 2 8

7 4 . 6

l 1.0 0 0
1 , 6 6 2

l , 6 6 2

1 0  0.0 5 1 2 , 0  0 0

1 4 . 2 8 0

3 0 , 4 0 2

47.0

l 9.0 0 0
6.9 5 0

6 , 9 5 0

1 0  0.0

8

l l3)
1 3 , 0 0 l

l 0. l 91

2 0.3 9 0
50, 1

1,0 0 1

l.0 0 l
1 0  0.0:3 0 9 , 0  0 0

3 9 2.3 7 4

5 0 4.2 0 6
77 .8

-1 6 3-



オ 2表  さけ稚魚飼育成積

支

場

事業場

i耳 料 給 西: 飼 育 量 浮上魚体
へい死
尾 数

放

給幅量
種
類 期 間 日数

尾 数 重 量

体長.

体重 尾 数

時
5 0 0

4 , 5 1 0

4 5 0

6 5 0

5,0 0 0

1 , 0 5 0

1 , 6 0 0

1 , 2 2 5

:f尾
2,0 0 0

1 5.0 0 0

2 , 2 3 0

5 , 5 5 0

1 7 , 1 0 7

9 , 8 0 0

7 , 7 70

4 , 5 5 5

時
600 .0

3.975 .0

713 . 6

1 , 8 3 1.5

5.246.0

3 ,243 .0

2,486.'4

1,494.0

cm
3 . 1 0

3 . 3 9

3 . 3 5

3 .40

3 .64

3 . 3 2

3 . 3 0

9
0 . 3 0

0 .26

0.3 2

0・ 3 3

0.3 1

0・ 3 3

0・:1l 2

0.3 3

千尾
2 5

6 5

3 0

5 0

1 3 6

5 2

4 7 0

4 5

千尾

1 , 9 75

1 4.9 3 5

2.2 0  0

5 ,500

1 6 , 9 7 l

9 , 7 4 8

7.3 0 0

4 . 5 1 0

岩尾別

斜 里

報 琴

網 走

翻 別

清 滑

幌 内

(来運)

乾

//

f 「

//

i 「

4「

/

//

4. 1̃5 . 20

3. 1̃5 . 3 1

4. 1~5 . 1 0

3 . 2 l̃5・ 2 0

3. l ̃ 5 . 3 1

2. 9̃5 . l 4

3 . l 1̃ 5 . 3 1

3 . l 5̃5 . 3 1

5 0

9 2

4 0

6 2

9 2

9 5

8 2

7 7

北

見

本年度

前年度

1 4.9 8 5

1 4.4 0 0

//

/

2. 9̃ 5 . 3 1

2 . l 1̃ 5 . 2 6

6 4.0 l 2

4 6.1 9 4

1 9.589 .5

1 4.979 .6

0 .31

0 .32

8 7 3

7 0 5

6 3 , l 3 9 ・

4 5 , 4 8 9

羅 日

意 別

伊茶仁

根 室

中標津

計根1l;lll

虹 別

浜 中

厚 床

4.5 0  0

1 ,20  0

5 ,60  0

1.6 4 0

1 , 6 0 0

6 , 3 0  0

1 9.5 8 0

1 , 0 0  0

5 0 0

乾

//

/

//

//

/

/ /

/

//

3 . 25̃ 5 . 2 0

4. 1~5 . 1 5

3 . 1 5̃ 5 . 1 5

4 . 2 0̃ 5 . 2 3

4. 6̃5 . l 5

3. 1~5 . 1 5

2 . 1 0-5 . 2 0
3 . 1 5 ̃5 . l 5

4 . 1 8~5 . 2 2

5 7

4 5

6 2

3 4

4 0

7 6

1 0 9

6 2

3 5

1 1.8 7 5

3 , 3 8 5

2 3.4 5 4

7 , 8 9 7

6.9 2 4

1 0.8 9 9

4 2 , 1 3 0

3 , 1 6 l

1 , 3 0 0

4.275.0

l , 2 8 6 . 3

6,988.0

2,527.0

2,146.0

3,574.9

L 0. 2 2 0 . l

9 6 9.0

442 .0

3 . 7 0

3 .60

3 . 5 0

3 .59

3 .37

3 . 3 3

3 . 12

3 . 4 5

3 , 5 0

0 . 36

0 . 3 8

0・30

0.3 2

0 . 3 1

0 3 3

0 .24

0・ 3 1

0 . 3 4

3 4

l 3 0

3 8 2

3 0

9

3 4 2

3 0

1 5

1 5

1 1 , 8 4 l

3.2 5 5

2 3 , 0 7 2

7 , 8 6 7

6.9 1 5

1 0 , 5 5 7

4 2 , 1 0  0

3 , 1 4 6

1.2 8 5

根

室

本年度

前年度

4 1 , 9 2 0

3 6 , 7 7 0

f l

/ /

2 . 1 0~5 . 2 3

3. 1~5 . 3 1

l 1 1 , 0 2 5

1 5 9.0 9 2

3 2.428.3

5 1.555 . 0

0 .29

0 . 3 2

9 8 7

5 , 8 9 6

1 1 0 , 0 3 8

1 5 3 , 1 9 6

十

勝

釧 路

a 居

6 .7 0 0

3 , 2 0 0::::::: 8 57 6 3 5 , 6 5 71 3 , 4 l 3

10 ,697 .1

4.828 .0

3.60

3 .43

0 . 30

0 . 3 6

2 6 9

7 1 3

3 5 , 3 8 8

1 2 , 7 0 0

- l 6 4-

流 量_
重 量

放流魚体 増

重

比

水 温
飼 育

面 積
備 考

体長 体重
歩留

低 ̃ 高 平均
P H D 0 水 量

時
1.775 . 0

16 , 8 0 2 . 0

1.1 4 4 . 0

4.0 1 5 . 0

l 2 , 9 0 0 . 0

7 ,506 .0

6,716.0

4.555 .0

・ cn

4 . l 0

5 .38

4 . 5 0

4 .40

4.87

5.0 0

4 . 75

l1l
0 .90

1.1 3

0 .52

0.73

0.76

0 . 77

0.92

1. 0 l

%
9 8 . 7

99 .6

98.6

9 9 . l

99.2

99 .5

94.0

99.0

'li

4.5 ̃ 8.5

7.4̃ 11 .2

6.5̃ 8.6

3.5̃16 . 0

3.5 ̃ 9.5

6.3 ̃ 7.4

6.0 ̃ 9.0

7.0 ̃ 8.7

' C

7 . 6

8.5

7.0

7.0

5.8

6.5

6.9

7 . 5

P PM .e/分
6 0 0

20,0 0 0

1 , 2 0 0

4 7 0

8 0 0

1 , 8 0 0

3 , 4 0  0

9,0 0 0

rrjt

1 8 0

9 8 0

l 5 1

3 0 0

1 , l 1 0

6 7 0

5 7 4

4 4 3

3.00

4 . 3 5

1 . 6 3

2 .21

2 .45

2 . 3 3

2.87

3 . 06

6.5

7.3

6.9

6.9

6.7

11 . 0

10 .0

6.6̃
6.2

6.8 1 1.8

5 5.413 .0

4 6 , 3 0 4 . 7

0 . 88

1 .02

98 .6

98.5

2.84

3 . 1 9

3.5̃16.0

3.0 ̃ 1 5 . 5

l 0 , 2 4 4 . 1

2,3 43.6

l 0 , 7 9 3 . 0

3.618 .8

4 , 978 . 8

8,669.1

43 ,295 .4

2,195.0

655 .4

4.70

4 . 2 5

4. 2 0

3 . 95

4 . 3 8

4 . 2 7

4 . 6 3

4 .30

3.90

0 .87

0 . 7 2

0 . 46

0 . 4 6

0 . 72

0 . 8 2

1 .03

0 . 68

0 . 5 l

99.7

9 6 . 2

98 .4

99.6

99 . 9

96 .8

99.9

99.5

98 .8

2 .42

1 . 8 9

1 . 5 3

1 .44

2 . 32

2 . 4 8

4 . 29

2 .19

1 .60

5.0 ̃ 8.4

4.4 ̃ l 0 . 6

3.6̃ 17 .0

6.0 ̃1 0 . 5

3.5̃1 4 . 5

6.7 ̃ 7.9

9.0 ̃10.4

2.5~1 4 . 0

2.0 ̃ 8 . 5

7 .2

7.7

1 0 . 1

8.6

7.5

7 . 3

9.4
:. 'i ,-
8.3

6.5

7.2 8.8 2 , 5 0 0

5 0 0

1 , l 2 3

4 2 0

1 , 3 7 7

1 , 0 8 0

6 1 2

4 6 9

l 5.3 4 0

3 7 6

3 9 0

7.1

6.8

10.0

6.5

3,0 0 0

1 , 8 0 0

2 , 1 5 0

8,0 0 0

1 , 6 0 0

7.2

8 6.7 9 3 . 2

l 2 8 . 3 7 2 . 8

0 . 79

0・8 3

99.1

96 .3

2 . 72

2 . 58

2.0 ̃ l 7 . 0

2.0 ̃15 . 0

2 4.7 7 1.0

1 3 , 3 3 5 . 0

4.50

5 . l 6

0 . 7 0

1 . 0 5

99 . 2

94.7

2 . 3 3

2 . 9 1

5.0 ̃ 9.5

5.0 ̃1 1 . 5

7.2

8.3

7.5

7.0

4 0 0

1 , 7 0 0

3.2 4 9

9 , 0 2 0

- l 6 5-



支

場

事業場

Sll 料 給 ill 飼 育 量 浮上魚体
へい死
尾 数

放

尾 数給西量
種
類 期 間 日数

尾 数 重 量 体長 体重

Kf
6.7 0  0

7.4 0 0

3.1 0 0

2:20 0

2 5 0

5 5 0

4 0 0

6 0 0

:'f:民_
2 5 , 3 0 0

3 5 , 4 9 0

l 0 , 3 8 0

5.0 2 1

1 , 0 4 0

2,5 t;0

1 , 5 0 0

5 , 1 6 4

時
1 0 , 1 2 0 . 0

1 4.1 9 5 , 0

3. 7 3 6 . 8

1.9 5 8 . 0

3 3 2 . 8

8 5 」 . 0

5 4 2 . 9

1 , 497 . 0

cm
3 . 4 0

3.87

3 . 6 0

3.30

3 . 5 0

3.40

3 . 60

2.80

9
0 . 4 0

0 . 4 0

0.36

0.39

0 . 3 2

0.3 ;3

0 . 3 6

0 . 2 9

二f尾
2 0 0

2 , 3 4 2

3 8 0

2 l

4 0

8 0

1 0 0

4

千尾一

2 5.1 0 0

3 3.1 4 8

1 0.0 0 0

5.0 0 0

1.0 0 0

2,50 0

1.4 0 0

5. l 6 0

幕 別

札 内

十 勝

大 樹

(茶  路)

(言 別)

(厚 内)

( 広 尾 )

乾

//

//

//

//

/ /

//

/ /

2 . l 6̃4 . 2 0

2. l-4 . 1 6
2 . 2 0̃-o . l 4
3 . 1 0̃ 3 0

・1. 1 5̃ 5 . l 1

4 . l 0̃5 . 1 1

1 . 4̃ l . 2 7

3. 6̃ 5 . l 0

6 4

7 5

8 4

5 2

2 7

3 2

2 4

7 l

十

勝 本年度

前 年 度

3 1 , 1 0 0

3 3.4 0  0

//

//

2. 1-5 . l 5
2. 1-5. 3 l l 3 5.5 4 5

l 7 0 , 0 5 5

4 8.7 5 8 . 6

5 9.6 1 5 . 5

0.3 6

0.3 5

4. l 4 9

5 , 1 1 2

l 3 1 , 3 9 6

1 6 4 , 9 4 3

徳 -S一、別

歌 登

頓 別

中 川

天 塩

(信 砂)

(增 毛)

3.5 6 4

9 6 0

2 , 3 5 0

4 0 0

2 3 5

5 4 0

2 :3 4

乾

//

l//

//

f l

//

//

2. 1̃5 . 1 0

2 . 2 0 ̃ 5 . 1 2

- . 1 ̃ 5 . l 0
2. l̃4 . 3 0

2. l̃5 . 2 0

5 . 2 0~6 . 20

-l. 5-6. 4

9 9

8 2

9 9

8 9

l 0 9

:i 2

3 0

6.6 5 0

3 , 9 1 0

4. l 4 0

6 ,30  0

2 , 20  0

6 , 8 2 0

1 , 9 6 5

2.1 9 4 . 5

l , 2 7 3 . 2

1.4 4 9 . 0

1.8 9 0 . 0

7 5 8 . 0

2.4 5 5 . 2

4 9 1 . 3

3 . 5 0

3.57

3.40

3 . 5 0

3 . 55

3 . l 4

2 . 9 3

0 . 3 3

0 . 3 3

0 . 3 5

0 . 3 0

0 . 3 4

0 . 3 6

0 . 2 5

5 0

4 0

4 4 0

1,90 0

7 0

8 2 0

1 1 5

6.600

3.8 7 0

3.7 0 0

4.4 0 0

2 , 1 3 0

6 ,000

1.8 5 0

天

塩
本年度

前年度

8.2 8 ;1;

5.6 6 3

//

//

乾

/ /

/

//

//

//

2. l̃6 . 2 0

1 . 21̃6 . 1 5

3 1 , 9 8 5

1 5.9 9 8

l 0 5 l 1 . 2

5.2 5 9 . 8

0・ 3 3

0 . 3 3

3.4 3 5

4 5 7

2 8.5 5 0

l 5 , 5 4 1

千 11、1t

静 内

敷 生

(余  nj )

(美  国 )

(元1確'河)

2 , 6 5 7

l , l 6 0

1.4 8 7

1.8 0 0

4 5 0

5 0 0

1 . 2 2̃4 . 2 0

2. 6̃3 . 2 5

1.2 2̃3 . 3 l

2 . l 5̃5 . 2 2

4 . 2 0̃5 . 2 8

2 . 1 3̃4 . 1 6

8 9

4 8

6 9

9 7

3 9

6 3

9.0 6 0

6 , 0 5 1

4.6 4 8

3.7 7 9

7 7 5

3.4 0 9

2 , 5 79 . 8

1 , 8 1 5 . 3

l.6 4 0 . 0

1 , 1 0 7 . 0

2 3 2 . 5

1.0 1 2 . 7

3.40

2 . 7 0

3 .45

3.40

3 . 5 0

2.0 0

0 . 2 9

0 .30

0 . 3 5

0 .29

0 . 3 0

0.3 0

2 8 5

1 , 1 4 7

1 7 8

3 l 0

3 0

4 4

8 , 7 75

4.9 0 4

4.4 7 1

3.4 6 9

7 4 5

3 , 3 6 5

千

歳

-1 6 6-

流E 量 放流魚体 增

重

比

水 温 ,
飼 青

面 積
備 考

重 量 体長 体重
歩留

低 一 高 平均 P H D 0 水 量
時

40 , 662 . 0

47 ,402 .0

1 1 , 4 0 0 . 0

5 ,356 .0

450 .0

1 ,475 .0

546.0

6 , 1 9 2 . 0

cm
5 .58

5 . 9 4

5.10

4 . 5 0

4.80

5.0 0

3.80

5.0 0

,
1.6 2

1.4 3

1 . l 4

1.00

0 .45

0.5 9

0 . 39

1.20

%
99.2

93.4

96.3

99.6

95.5

96.8

92.8

99.9

' l::l

3.0̃1 2 . 3

4.2̃ 9.0

1. l̃ 8.4

5.0̃ 7.9

2.5̃ 4.0

5.2̃ 7.4

0.0~10 .0

5.5̃ l 1 , 5

t

8.5

6.6

3.4

6.9

3.0

6.0

3.9

8.5

P PM ,e/分
1 0 , 0 0 0

8,0 0 0

l.9 0 0

2.4 5 0

4 0 0

] . l 0 0

6 0 0

4.0 0 0

㎡

3 , 2 2 2

5.2 9 7

2 , 3 0  0

3 4 2

2 8 8

2 0 0

3 0 0

7 4 6

4 . 0 5

3.5 7

3 . l 7

2 . 5 6

1. 41

1 .79

1.08

4.14

6.8

6.8

6.9

6 .6

6.8

6.8

7.6

6.8

l 2 , 0

9.2

8 .6

l 1 . 5

1 5 1.589 . 0

2 0 2 , 3 7 9 . 3

1. l 5

1 . 23

96 . 6

97.0

3 . l 9

3.49

0.0̃ l 2 . 3

3.3̃ l 3 . 8

9.6 3 6 . 0

2,670.0

6,142.0

3.828.0

9 2 1 . 6

4.920.0

647 . 5

5 . 83

4.30

6 . 2 0

4 .70

3 . 8 9

3 .71

3 . 39

1 . 46

0.69

1 . 66

0 . 87

0 . 43

0 . 82

0.3 5

99 .2

99.0

8 9 . 4

69 .8

96.8

88 . 0

9 4 . 1

4 . 42

2.09

4.74

2.90

1 . 2 6

2 . 28

1 . 40

4 . 5̃ 7.0

2.4̃ 5.8

5 . 8̃  9.0

3.5̃ 6.4

2.5̃ 6.0

5.2̃1 0 . 5

2.0̃ 8.2

5.9

4.4

7 . 3

4.9

6.5

7 . 6

5.9

1 , 5 0 0

1 , 1 0 0

8 0 0

2 0 0

2 5 9

3 5 3

:3 4 8

5 2 2

3 :; 2

8 5 0

・ 2 1 5

5.8

7.4

6 . 5

7 .1

9.2

1 1.0

7 5 0

28,'「65.1

22,679.1

1 . 0 l

1.4 6

8 9 . 3

97.1

3 . 0 6

4 .44

2.0̃ l 0 . 5

3.5̃ 8.8
. i ,-

5 ,311 . 2

3.2 3 2 . 8

5.3 o 0 . 0

2,085.0

5 9 6 . 0

2,483.0

4 .82

4.30

4 . 8 0

4.50

4.50

4.0 0

0.6 0

0 . 65

1. 2 4

0 .60

0.80

0.7 4

96.9

81.0

96.2

9 1.8

9 tl.1

9 8 . 7

2 . 0 7

2 . 1 7

3 . 5 4

2 .07

2 . 6 7

2.47

6.5̃ 8.7

7.8̃ 9.0

8.8̃ 9.0

3.0̃ 9.0

5.5̃ t;.6

3.0̃ 9.0

7.4

8.4

8.9

6.0

7.0

6.0

6 . 7

6.9

6.8

5 .4 2 , 8 0  0

1 , 2 0 0

1 , 5 0 0

1 , 4 4 0

6 0 0

4.4 0 0

1;
l 3 3 9

11.53

-1 6 7-



支

場

事業場

明 料 給 国 飼 青 量 浮上魚体
へい死

尾 数

放
、

尾 数給餌量
種
類 期 間 日数

尾 数 重 量 体長 体重

千

歳

Kg
8 , 0 5 4

9.3 0 9

千尾

2 7 , 7 2 2

3 6 , 5 4 5

時
8.3 8 7 . 3

1 1.8 3 2 . 6
1 ,860 . 0

867 . 0

1 , l 0  0.0

cm ,
0 . 3 0

0 . 32

0・ 3 1

0 . 34

0・ 3 8

千尾

1 , 9 9 4

5 , 3 7 1

福一

2 5 , 7 2 8

1; 1.1 7 4
本年度

前 領

乾

//

1. 2 2̃ 5 . 2 8

1 ・ l 3̃5・ 3 0

八 要

利 別

厚沢部

1 , 5 8 5

7 0 0

l , 8 0 0

乾

//

/ /

2 .20̃ 5 . l 5

2. 1̃4 . 2 0

2. 1̃4 . 2 7

8 5

7 9

8 6

6,0 0 0

2 , 5 5 0

2 , 8 9 5

3 .40

3 .50

3 . 6 8

2 2 7

5

4 5

5 , 7 7 3

2 , 5 4 5

2 , 850

渡

島 本年度

前年度

4. 0 8 5

3 , 9 1 0

//

//

2. 1̃5 . l 5

2. 1̃5 . 1 0

1 1.4 4 5

9.8 7 7

3.8 2 7 . 0

3 ,326 .0

0. 1; 3

0 .34

2 7 7

7 0 3

1 1 , 1 6 8

9 , l 7 4

森

森 1 , 4 6 3 乾 2 . l 5̃4 . 2 2 9.1 1 7 2 , 6 96 . 9 2 . 8 0 0・2 3 2 , l 6 7 6 , 9 5 0

本年度

前年度

1.4 6 3

2 , 6 5 9

//

//

2 . l 5̃ 4 . 2 2

2. 8̃5 . 2 4

9.1 l 7

1 6 , 9 4 8

2 , 696 . 9

5,551.0

0 .23

0 . 3 3

2 , 1 6 7

8 5 0

6 , 9 5 0

l 6 , 0 9 8

合

計

本年度

前年度

109 ,890

106,111

乾

//

1 . 2 2̃6 . 2 0

1 . l 3̃ 6 . 1 5

3 9 0 , 8 5 1

4 5 4.7 0 9

125,598.8

152,119.5

0 . 3 2

0 . 3 3

1 3 , 8 8 2

l 9.0 9 4

3 7 6 , 9 6 9

4 3 5 , 6 1 5

)i,3 表  さくらます稚魚飼青成横

支

場

事業場

'餌 料 給 西 飼 育 量 浮上魚体
へい死

尾 数

放

尾 数給解量
種
類
期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重

与
2 , 4 7 0

2 0 0

:F尾
1 , 2 9 5

3 9 9

時
3 , l 0 . 0

84.0

cn
3 . l 0

3 . 1 0

f
0 .24

0 .21

千尾

l 5 0

1 0

千尾

1 , 1 4 5

3 8 9
根

室

1li i 室 .

浜 中

乾

//

1.1 9̃5 . 2 2

3 . l 5̃ 4 . 3 0

l 2 4

4 7

本年度 2.6 7 0 // 1 . l 9̃5 . 2 2 1.6 9 4 3.9 4 . 0 0 . 2 3 1 6 0 1 , 5 3 4

徳志別

天 塩

(1信 砂)

4 4 6

からふ
とます

と同一

飼 育

1 8 0

乾

//

//

3 . 2 1̃5 . 2 4

2. 1̃5 . 1 0

4. 1̃6 . 3 0

6 4 1 , 2 3 0

2 8

1 2 8

3,07.5

9.8

46.1

2 . 8 0 0 .25

0 .35

0 . 3 6

1 3 0

1 3

2 8

1 , 1 0 0

1 5

1 0 0

天

塩

9 1 3.14

本年度

前年度

6 2 6

l 2 0

//

//

2. 1̃6 . 3 0

1.21̃5 . 3 0

1 , 3 8 6

1 7 4

3 6 3 . 4

53 . 6

0 . 2 6

0 . 3 l

l 7 1

1 8

1 , 2 l 5

1 5 6

-l 6 8-

量 增

重

比

水 温
飼 育

面 積
備 考

重 量
歩留

低 ̃ 高 平均
P H D 0 水 量

体長 体重

- 時

1 9.098 . 0

2 5 , 2 l 8 . 8

cm f
0 . 7 4

0 .81

・ 、'b
97 . 8

8 5 . 3

'C PPM 1e/a11t ㎡

2 . 47

2.50

3.0~ 9.0

3.0̃ l 0 . 0

3.9 2 5 . 0

2,279.0

5 ,748 .0

4 . 37

4.50

6 .45

0 . 6 8

0 . 8 9

2 . l 4

96 .2

99 .8

98.4

2 . 1 9

2 . 62

5 . 6 3

5.9̃ 8.2

3.5̃ 9.2

1 1.1̃1 2 . 0

6.9

6.5

l 1 . 4

7.9

7.8

5 4 4

2 1 4

2 l 2

7 6 0

5 3 6

1 1 , 9 5 2 . 0

l 1 , 0 0 1.7

1 .07

1・20

9 7 . 6

1

92.9

3 . 2 4

3 . 53

3 . 5̃12 . 0

2.0̃ l 1 . 8

3 , 1 2 7 . 5 3 .90 0.05 76 .2 1 . 9 6 8.2̃1 1.0 g・0 6.8 4.5 0 0 1,0 0 0

3. l 2 7 . 5

8,049.0

3.90 0 .45

0.50

76 .2

95.0

1. 9 6

1 .52

8.2̃11 . 0 g・0 6.8 4.5 0 0 1.0 0 0

3 5 6 , 7 3 7 . 8

4 4 4.005.0

0 .95

1 .02

96.4

9 5 . 8

2 . 9 7

3 . 0 5

1 7 . 0

15 . 5

流

量 放流魚体 増

重 ・

比

水 温
飼 育

面 積
備 考

重 量 体長 l 体重 歩留 低 ̃ 高 平均
P H D 0 水 量

Kf
1 . 7 1 7 . 5

3 1 1 . 0

cm

4 . 9 0

4 . 1 0

,
1 .50

0 . 8 0

%
88.4

9 7;5

t

5.0̃1 0 . 5

2.5̃1 4 . 0

l:

7.0

8.3

P PM

l 0 . 0

.e/1lli,
8 0 0

4 0 0

㎡

6 4

5 3

6 . 2 5

3 . 8 l

7.1

6.8

2.0 2 8 . 5 1.3 3 90 .6 5 . 7 8 2.5̃14 . 0
. 1 ,-

5 6 1 . 0

1 0 . 1

1 2 0 . 0

4.0 0 0 .51

0.67

1 .20

89.4

53.6

7 8 . l

2 . 0 4

1 .91

3. ;1; 3

1.2̃ 9.0

2.5̃ 6.0

2.2̃ 15.0

5.4

3.5

6.6

3 0 0 l 3 0

l 6 6

6 0

6.5

7.1

l 1.0

4 . 4 l 5 0 0

6 9 1.l

3 7 4 . 4

0 . 5 7

2.40

87.7

89 .7

2 . 19

7 . 7 9

1.2̃1 5 . 0

5.5̃ 6 . 7

-1 6 9-



支

場

1i耳 料 給 i耳 飼 青 量 浮上魚体
へい死
尾 数

放
、

尾 数
事業場

給田量
種
類 期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重

i、.9l 千尾

2.3 0  0
il,jl

5 2 9 . 0

5 2 9 . 0

3 7 0 . 0

cm

3 .45

タ
0 . 23

千尾

8 5 0

8 5 0

4 4 0

千尾一

1 , 4 5 0

1.4 5 0

1 , 4 1 0

渡 尻 別 1 . 0 2 0

1 . 0 2 0

1. 2 0 0

乾

//

/・

2. 8̃5 . 2 0

2. 8̃5.20

2. 1̃5 . 2 6

l 0 2

本年度

前年度

2 , 30  0

1.8 5 0

0.2 3

0 .20島

-合

計

本年度

.前年度

4 . 3 1 6

7 . 6 3 9

//

/ /

1 . 1 9̃6 .30

8. 1̃ 7 .31

5 , 3 8 0

2 , 4 6 3

1.2 8 6 . 4

3.4 8 1 . 0

0 . 24

l '二
4.1 9 9

1.5 8 3

方 4 表  か ら .:S,-とます権魚飼育成讀
支

場

iEl 料 給 li]ll 飼 青 量 浮上魚体
、へい死
尾 数

放

事業場
給西量

種
類
期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重 尾 数

Kg
2 0 0

4 7 0

5 0 0

千?ii
2,0 0 0

2,0 0 0

9 6 9

呼

4 0  0.0

3 3 8 . 0

1 7 4 . 0

em

2 . 3 0

3 . 2 0

3 . 2 0

9
0 .20

0 . 1 7

0 . 1 7

0 . 1 8

0.20

千尾

2 0

3 0

9 7

千尾

1.9 8 0

1 , 9 7 0

8 7 2

北

岩尾別

斜 里

湧 別

蛇

//

l//

3. 1̃3 . 3 1

2. 1̃3 . 2 0

2 . l 2̃5. 5

2. 1-5. 5
2 . 1 1̃5. 5

3 l

4 8

8 3

見

本年度

前年度

1 , l 7 0

2 , 4 0  0

//

//

4 . 9 6 9

1 0.7 3 8

9 1 2 . 0

2.1 8 2 . 4

1 4 7

1 5 1

4.8 2 2

1 0 , 5 8 7

根 浜 中 1 9 0 , 3 . 1 5-4 . l 4 3 1 6 0 6 1 2 1.0 3 .20 0 . 2 0 8 5 9 8

本年度

前年度

l 9 0

3 3 0

//

//

3 . 1 5̃4 . 1 4

3. 6̃4 . 3 0

6 0 6

2 4 0

1 2 1.0

57 .3

0 . 2 0

0 . 24

8

1 0

5 9 8

2 3 0室

徳志別

頓 別

天 塩

(信 砂)

(增 幌)

(船 泊)

さけ と同
一 飼 育
/ /

3 4 5

2 1 0

l 4 0

6 5

7 6 0

2.4 4 7

乾

//

/ /

//

//

//

2 . l 0̃4 . 3 0

2. l̃4 . 1 5

2. 1 ̃ 5 . 1 l

5. l̃6 . 1 0

4. 5-5 . 23
4 . 2 5̃6. 9

2. 1̃6 . 1 0

1.21̃6 . 1 0

7 9

7 4

9 8

4 1

4 8

4 4

3 8 4

9 1

l.2 2 0

8 2 6

4 1 0

2 8 6

9 9 . 8

22 .8

2 6 8 . 4

2 0 6 . 5

l 1 0 . 0

70.0

0 . 2 6

0 . 2 5

0 . 2 2

0 .25

0 . 2 7

0 . 2 5

4

1

2 0

5 6

5

1 6

3 8 0

9 0

1.2 0 0

7 7 0

4 0 5

2 7 0

天

2.92

2 . 7 0

2.80

塩 本年度

前年度

/ /

//

3 , 2 1 7 7 7 7 . 5 0 .24 l 0 2

1.4 0 0

3 , 1 1 5

2 6 , 6 7 02 8.0 7 0

- l 7 0-

量 放流魚体

歩留 j '
水 温

飼 育

面 積
備 考

重 量 体長 体重 低 ̃ 高 平均
P H D 0 水 量

- Kf
o 7 1 . 5

cm

4 . 2 4

f
0 . 6 7

%
6 3 . 0

t

3.3̃ 9.8
' t

5.9

P PM .e/分
3.0 0 0

㎡

3 3 62 .91 7.4

9 7 1 . 5

1,240.0

0. 67

0 . 8 8

63.0

76 . 2

2 .91

4 . 4 0

3.3̃ 9.8

2.2̃ 9.6

3.6 9 1 . 1

1,682.4

0 .87 78 . 0 3 . 6 2 1.2̃15 .0

量

重 量

放流魚体 增

重

比

水 温
飼 青

面 積
備 考

体長 体重
歩留 P H D (.) 水 量

低 ̃ 高 平均

hg
1 ,40  0.0

1 ,384 .9

4 6 0 . 0

cn

3.20

4 . 9 7

4 . 5 5

9
0 . 7 0

0.70

0 . 5 3

%
99.0

98 . 5

90.0

t

2 . 5̃ 5.0

7.4̃ 8.2

3.7̃ 7.8

t

3.8

7.8

5.5

P PM .e,1,1,
2,0 0 0

20 , 0  0 0

9 0 0

㎡

1 8 0

9 8 0

6 0

3 .50

4 . 1 1

3 . l l

7.2

7.3

6.6

1 1 . 0

3,244.9

8 ,345 .8

2 9 9 . 0

0 . 6 7

0 .79

0.50

9 7 . 0

98 . 6

9 8 . 7

3 . 7 2

3 . 8 8

2 .50

2.5̃ 8.2

3.0~ 8.4

3 . 9 0 2.5̃10 . 0 6.3 6.8 3 5 0 _ 2 K 1 4本
ふ化槽 l k 1 1 本

2 9 9 . 0

1 7 1.3

0.50

0.74

9 8 . 7

9 5 . 8

2 .50

3 . 12

2.5̃10 .0

6.7̃ 9.6

3 0 7 . 8

72.0

5 1 e.0

6 l 6 . 0

l l 8 . 8

2 1 6 . 0

4 . 4 2 0.81

0.80

0.43

0.80

0 . 29

0.80

99.0

98 .9

98.4

93 .2

98 .8

94 . 4

3 . 1 1

3 .20

1 . 9 5

3.20

1 . 0 7

3 . 2 0

5.0̃ 7.0 5.9

: .、?-
3.5

6.7

6.0

7.0

7 5 0 6 4 3

3 .90

3.lEi 5

3 . 2 6

3.0 0

2.5̃ 6.0

5.0̃ 8.8

3.0̃12 .0

2.0̃15 .0

6.5

7.1

1 1.0 1 6 6

8 7

2 1 6

4 2

5 0 0

3 5 0

4 5 0

1 , 846 . 6

7.8 3 9 . 5

0.59

0 .29

96 .8

95.0

2 . 4 6 2.0~1 5.0

3.2̃1 3 . 5

- l 7 1-



支

場

渡

餌 料 給 t1耳 飼 育 量 浮上魚体
へいタE

尾 数

放

尾 数
事業場

給ii耳量

Ae
7 2 5

種
類 期 間 日数 尾 数

重 量 体長 体重

千尾
1.6 9 8

S15l
3 3 9 .0

cm
2. 9 0

9
0 . 2 0

千尾
3 4

千1'9
1 , 6 6 2八 雲 甜l '11 1 0̃ 4 . 3 0 8 0

本年度

前年度

本年度

l11]年度

7 2 5 // 2 . 1 0̃4 . 3 0

2 . l 4̃4 . 2 5

1 , 6 9 8

1 , 5 0 0

3 3 9 . 0

3 4 5 . 0

0.20

0 .23

3 4

6

1 , 6 6 2

l , 4 9 2島 3 9 0

2 , 8 4 5

5 , 5 6 7

,

//

/ /

合

計

2. l̃6 . 1 0

1. 1̃6. l 0

2 , l 4 4 . 51 0 , 4 9 0

4 0 , 5 4 8

0 .22 1 9 l

1.5 6 7

l O , l 9 7

3 8 , 9 8 l

1 7 2

流 量 放流角.体 増

重

比

水 温
飼 育

面 積
備 考歩留

低 ̃ 高 平均
P H D 0 水 量

重 量 体長 体重

K9

1 , 3 9 6 . 0

cm
4 . 5 0

9
0 . 8 4

%
9 7 . 9

℃

5.6̃ 7.0
'C

6.1

P P M 2/分
4 1 0

㎡

1 7 2
2千尾
試験控除

4 . 2 0 8.0

1 , 3 9 6 . 0

9 l 1 . 3

0 . 8 4

0 . 6 1

97 .9

9 9 . 6

4 . 2 0

2 . 6 5

5.6̃ 7.0

5.8̃ li.8

6 .7 8 t). 5

l 7.2 6 7 . 9

0 . 6 7

0 . 4 4

9 7 . 2

9 6 . 1

3 . 3 5 2.0̃1 5 . 0

3.0̃ l 3 . 5

1 7 3



オ5表  昭和4  7年度使用幅料成分

品 質  ・ 形 状 乾 操 配 合 餌 料

乾操配合餌料

ク ランプル

前 期 給 解 用  0 . 5m ̃ 1 . 0nn

後 期 給? 用 」.0m ̃ 1 . 5an

成 分 組 還 白 4 8 . 0  ̃ 5 4 . 0 %以上

租 脂 肪 4 . 0  ̃ ・ 7・ 0 %

組 繊 維 0 . 2  ̃ 1. 5 'lb

粗 灰 分 1 o. o ̃ 1 3 ・ 0 %

水 分 7. o ̃ 1 o・ 0 %

配 合 原 料 ホワイ ト フ ィ ッ シ ュ ミール、 肝粉、血粉、9i母、脱脂粉乳、小麦粉、

アルファ一扱粉、混合、ネラル、混合ビタミン

その他微量添加物

ビ タ ミ ン 含 量

( l K,中 の 含 有 量 )
v ・ A 4. 4 0  0 I U ナイアジン  4 5 0 1り

B 1  3 0  nf バン ト テン酸  2 0  0 1M呼

B 2  9 0  aり パラアミン安息香酸 2 0  0 呼

E 1 8 0 ‘,ag' コ リ ン . 4. 0 0 0?

B 6  3 0 IZり イ ノ シ トール 6 0  0'呼

B12 0 . 0 5m9l ビチォン 2 . 5mgl

K- 3 2 0 '呼 葉 態 1 01?

D 1 , 0 0 0 I U  ・

C 1 , 0  0 O mlj

-1 7 4-

S l 6  昭 和 4 '7 年度調査研究結果

、、

- l 7 5-



l 増殖基礎調査

調 査 研 究 項 目

1. さ け ・  ます卵の発生生理に関する調査

l11 不 :受精死11l1の出現の原因に関する調勢i

2 . さけ・ます稚.魚の生理・生態に関する調査

l 1 、 降i海期のさけ・ます稚魚の発育機能に関する調査
,2 1 河川の解料条件に肚lする基礎調香

3: さ く らます1llt角.. 幼?aの生態調書

3. さけ・ます親魚の生理・生fll1lに関する1S1ll1?

l1 1 さけ報角、の利用差部向上に関する 1l用奇

,2l 同一系統構の品爾l,改良試驗調者
4 . さ li ・ ます資源の動態ならびに生物梅、に関する調査

5. 1ll,1用条件ならびにその保全調査

, 1 、 1111存望素ガスならびに水温の変化力'、 さ け 1l:能角.の発生に及t・す影響1銀浦
,2 ・ ll1 ll器川の溶1iiア ル ミ ニ ウ ムの角、に対する影構調益

1. 1 r 1lii水域におけるさlナ ・ ますiilliき;、の生態に関する調査

1 7 7-

9

9

9

5

5

5

4

4

0

0

7

9

9

9

l

5

5

9
・

6

6

7

7

7

8

8

8

9

9

0

0

1

1

1

1

2

2

2

3

4

4

1

1

1

1

1

1

!

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 4 7

2 4 7



増 殖 基 礎 調 査

1. さけ・ます卵の発生、生理に関する調査

(1) 不受精死卵の出現の原因に関する調査

さけ卵のふ化過程において, しばしば多最の不受精, 発生停止を合む減耗卵が見られ, それら

原因について色々訊書が行なわれてきた。 前年度( nii和46年度)の潟別川における冬期間lt:.特

に多く減耗卵が出ている最盛時 l ( 1 2 月 ) , 終期 ( 1 月 ) .卵の試驗の結果, 各旬によりそれ程受

精率lt_ 極端な相違がなく, 対照の事業.9l1においても後期採卵のものが悪いことは認められなかっ
た o

このため, 今年度は実際に事業的に零施している一速のt程卵, 1要:精, 運搬などの操作方法をチ

エ ツクして,  事業実施上可能な方法で減耗卵を少なくすることを主順とした比較平行試驗の他に,

支場と共同で卵膜硬化試驗を実施したのでその1間要をのぺる。

新f驗方法

試驗実施に当り, それぞれの段階の取扱い方法を変えることによる効果を確認するため, 同一
条件の親魚を使用し, 従来の事業的方法を経た卵と, 取扱いを変えた試験方法を経た卵を比較し

た。 受精後の死卵は収容翌日に死卵数を計数して傾向を見る一:1i 減耗, 要精割合は;受精 後 2 4
時間固定による ilP標本で検討し, 発限時までの死卵数の計数は各試驗区一枚ずっのふ化 :a1を選定

し, 代表卵によって行なった。

標本9P及び発眼時lこおける死卵に採用した語は下 1ll -lのような意味で使つた。
不受精卵 : 線木卵の内, 完全に?、盤が識iめられ1l:rい」ill -
非分割卵 :月価a1が形成されている力・, i l d分割をしていない卵
減 耗 .l1ll : 不受精,発生停止そのf也の原因によるタllli卵を包合している

受 精 卵 : 発生が進行し,卵分割している生き残り卵

淘汰li l;,li卵: 発眼期, 淘汰直前に採取した死卵

淘汰死」il1 :淘汰により白濁した死卵

今回の試験には親魚(雌雄を含め)の魚体はフォー ク ・ レ ン グ ス で 5 1. 6̃ 7 4 . 0 cm, 体 重

1 . 2 0 ̃ 3 . 7 5 l f 9'の範1illlで , 卵経は 5 . 0̃ 7 . 5mの範囲0:;1ものを使用した。魚体温も前年と変り、,--
なく,撲殺直後, 採卵室に運ばれた魚体では, 水温より 1℃位高かった。

結 果

o受精卵連搬時の圧力度合による比較試験

事業的lこ.採卵, 受構, 吸水洗権した」ll liを2個の運搬箱に語め, 2通りの圧力をかけて蓋をした。

なぉ対照区として同日に採卵, 連搬された多くの連搬箱から開蓋前に1箱をとり比較した。加圧

度合を正確に出したとしても実際に事業的に多量に取扱う場合, 応用の面で色々と困難性が伴な

うので, まず予備的に圧力の差による相違がどれ位あるかを知るため, 大まかに次の3段階とし

た o

高圧 :卵詰後, 差の上に人が乗り, さらに締め機を使つて1龍をする方法。
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この方法は一昨年まで当採卵場で採用 ・していた方法。

無圧 :蓋の間に余裕をもって卵を盛り, 中蓋と水で湿らせた毛布を乗せただけの方法。

事業圧(対照区)  :卵の動揺を防ぐ程度lこ軽く押しっlナて蓋を締める方法で, 今年度採用して

いる方法。

収容翌日における各盆(約3. 5 0  0粒盛り)の死卵数は次のとぉりである,、

ふ化盆の番号 高 圧 無 圧 事 業 圧

1

2

3

4

5

5 1 5 粒

5 6 3

4 5 5

3 9 7

4 7 5

2 6 7  粒

3 0 5

2 4 8

2 5 2

2 4 0

2 1 1 粒

2 1 0

2 4 7

2 6 0

2 5 1

計 2.0 4 5 1 , 3 1 2 1 , 1 7 9

高圧をのぞき,死卵数は各試験ともそれ程大きな差が認められない。 しかし高圧は各盆でパラ

ツキがある力',l, 他試驗の死卵数の1.5 - 2 . 7倍の範囲で合計で約2倍弱であったo
受精24時間後の標本卵の受精率

区 分 卵 数
減 耗 率
( 非分割 ) 受 精 率

高 圧

解 圧

事 業 圧

1 2 0 粒

l 1 2

9 5

35.0 %

41 .1

4 4 . 2

65 .0  %
5 8 . 9

55.8

標本卵の受精率は全般的に悪く, この時点では事業圧が低く高圧が最も高い。 次に, 卵の1性盤 ・

の陥没度合は高圧が最も高く, 4 o. 8 %に達していた。なぉ陥没胚盤でも卵分割が進行している

力・, さら lこ発生が造む段階で発生停止或は奇形個体の出現につながるかについては明らかでないo
ふ化用水9.5 :0で受精卵が8̃ 16分割球まで発生が進行しているにかかわらず, 2 4時間後

も分割が起らない非分割5eの, 詳細は組織観察によらなければならないが, おそらく不要:精卵と
して減耗卵に含められるものと考えるo

発眼時点までの死卵数の内訳 .

二、

死 1lli 数 ( % )

収容時卵数
収容翌日死卵

発 眼 時
計

発限卵割%i

淘汰前死卵 淘汰死卵

高 圧

無 圧

事 業 圧

4.1 1 8

l := 4 5 5 ( 1 1 . 0 )

2 4 8 (  6.9)

2 1 1 (  6.7)

5 5 0 ( 1 3A )

110 80 ( 30 . 0 )

3 8 2 ( 1 2 2 )

1 , 2 2 7 ( 2 913)

4 3 7 ( 1 2 2 )

1,0 3 1 ( 3 2 S )

2 2 3 2 ( 5 4 2 )

1.7 6 5 ( 4 9 . 1 )
1,624(51.7)

1,886 ( 45 . 8 )

1,S31(50.9)

1,515 ( 4 8 . 3 )

( )内の%は収容時卵数に対する比率

-1 8 0-

発眼率は4 5 . 8̃ 5 0 . 9 % と顕著な差がみられず, この範囲の圧変化では発生停止に大きく影

響しているとは考えられない。 しかし, 死卵の出現時期を見た場合, 高圧では採卵翌日までの死

卵が他に比較して多く, 無圧では淘汰前死卵が多く出現し, 淘汰による死卵数が少なかったo

受精24時間後の標本卵の受精率と比較してみると発限までに出現した死1l l l l の うち約 8 o %は
非分割卵であったといえるo

なぉ, 当採卵場で採卵された卵にみられる粘着性は圧の相連にかかわりなくみられたo

o媒精方法の相違による比較試験

1 )  5尾混合精子

事業的に親角、8尾ずっ採卵した2盆の卵を混合した後再び均等に2分し, 一方をあらか
じめ5尾から採精した混合精子で, 他方を事業的に2尾で媒精したところ, 収容翌日死卵

数には差がなかった。 また卵分割主1開査でも受精率9 o %以上の好成績であったが, 5尾混

合精子の方が次表のように良い受精率であったo

受精24時間後の標本卵の;l要:精率

区 分 .9lll 数 不 受 精 非 分 割 減 :lきf; 率 受 精 率

5尾混合精子

2 尾 ( 事業的 ) ::: 粒 - %
0.8

1.8 %
6.6

1.8 %
7.4

98.2 %

9 2 . 6

また,発限時点では両者にほとんど差が認められず, 良好な成精を示 .したo

発眼時点までの死卵数の内訳

二 収容時9li数

死 卵 数 ( % )

計
発限卵観n発 限 時

収探翌日死卵
淘汰前死卵 淘汰 1l,l11 卵

5尾混合精子

,.尾(事業的)

3.5 8 3

3 , 5 0 6

53 ( 1 . 5 )

5 8 ( 1::l )

1 2 5 ( 3 5 )

1 4 2 ( 4 」 ) ::;= 2 0 0 ( 5 . 6 )

2 2 0 ( 6.3 )

3 3 8 3 ( 9 4 . 4 )

3 2 8 6 ( 9 3 . 7 )

( )内は収容時卵数に対する比率

2 )  1 0尾混合精子, 圧力 .

上記1)と同様な方法で卵質を均等lこ. して,両盆に10尾混合描子をもって媒精し;
吸来洗滌した後,運搬時に前述試験の高圧と華差S圧(軽圧)を加えて連搬した。収容翌
日の死卵数は前述の圧力試験同様, 高圧の方が軽圧より多く, 約 1 ・ 7 4 倍であった o

収容業組日の死卵数

( 各111ll約 3 , 5 0  0 粒盛 り )

ーふ化盆番号 1 高 圧 軽 圧

1

2

3

4

5

計

9 7粒

8 6

7 7

4 5

8 3

3 8 8

5 0 粒

4 4

4 2

4 9

3 8

2 2 3

受精2  4時間後の標本卵の受精率

区 分 卵 数
減 耗 卵
( 非分割 )

受 精 率

高 圧

軽 圧

1 1 6 粒

・ 1 3 0

0.9 %

0.8

99.1 %

9 9 . 2
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発眼時点までの死卵数の内訳

i 、

死 卵 数 ( % )

発限卵数C%i収容時卵数
収容翌日死.卵

発 眼 時
計

淘汰前死卵 淘汰死卵

高 圧

軽 圧 :::
l

9 7 ( 2 」;)

5 0 ( 1A ) ;:;::; 3 ( 0. 1 )

2 ( 0 . 1 )

284 ( 8 . 1 )

2 0 0 ( 5A )

322 8 ( 91.9)

3 4 7 9 ( 9 4 . 6 )

( )内は収容時卵数lこ対する比率

両者共淘汰による死卵数が極めて少なく, ほぼ完全な受精をしたと考えてよいo

1 ) , 2 ) 試lllll及び前年度試験卵の結果より, 混合精子による媒精が良好なことを示し

ているo

ol媒精水, 吸水, leilllll水の相違による比較試験
当採卵場において採卵, 媒精された卵を運搬し, ふ化室で開蓋時に卵が権着性をもち, i理状現

象がみられ, 卵管理上少なからず障害lこなっているものと思われる。 この卵膜の粘着性の Jl?l因力l

当採卵場で動力揚水している水lt_あることが考えられたため, 採卵場で比較的手ll:.入り易い水を
用いた卵a実の粘着度及び .9llの発生状態を検討したo

なぉ, 試験において1 )採卵場水とは採.卵場で動力揚水している地下水であり, 2)河川水は

補獲装置を設置している地点で採水した湧別川の水, 3 ).i,・化用水は涌別事業場第3ふ化室のふ
化用水である。河川水はこの時期にすでに1̃ 2℃,まで低下していたので試験には水温を6'0、・

8 '〇にして'実施した。

この試驗卵は事業的に採卵したものを抽出しておこなったもので, 各試験の卵質は相互に違つ

ているo  -
収容翌日の死卵数は″採卵場水〟が多く, ″ふ化用水 "が少なかったが, 金体として極だった
相違はみられなかった。

収容翌日の死卵数(各盆的3 , 5 0  o 粒盛り )

藤
河 川 水 ふ化用水

; f : 河川水
% : 採卵場水 採卵場水

ふ ・化用水

採 卵 場 水

採 卵 場 水河 川 水 .i,化用水 河 川 水

,1

2

3

4

5

1 5 4

l 9 0

2 1 l

1 1 8

1 9 8

1 4 5

.. 1 6 4
1 4 2

. 1 5 5

1 7 2

2 3 5

2 1 0

2 3 5

2 1 6

2 0 6

1 7 8

1 6 8

1 9 1

2 1 0

l 4 0

2 1 l

2 1 0

2 4 7

2 6 0

2 5 1

計 8 7 l 7 7 8

' 1 , l 0 2

8 8 7 1.1 7 9

註 ″ふ化用水 : 媒精, 採卵場水 :吸水″及び河川水 :媒精, 吸水( 1l )は別途, 湧別事業場で実施し

たので上表にはのせていない。

-l 8 2-

受精2  4時間後の標本卵の受精率

使 用 水
l
l

卵 数 l 不受精
l

非 分 割 減 耗 率 受 精 率

8 9 . 4 %

67 . 2

66.1

媒 精 水 吸水・洗維水

, lff川水+;,f採卵場水
111e, 卵 場 水
ふ 化 用 水 ・

河 川 水

ふ化用水

採.卵場水

l 0 4

1 l 9

1 2 1

- % 10 . 6 %

32 .8

3 3 . 9

1 0 . 6 %

3 2 . 8

33 .9

一 採 4P 場 水

ふ 化 用 水

河 川 水 ( I )

11n1 川 水 (ll、

9 5

1 0 5

1 2 2

1 2 8

1.6

44 . 2

2.9

7.4

4.7

44 . 2

2.9

9.0

4.7

5 5 . 8

97.1

91 .0

9 5 . 3

上表より媒精水あるいは吸水,洗 ・機水のいずれかに考采.9ll場水を・llli用した.ll l lの受構率は,ふ化用

水, あるいは河川水だけを使用した場合よりすべて低く, 考i?SHi号;水を使用する 1i1合が多くなるに

つれて受精感が低下する価向がみられた。

また採卵場水を使用した試驗S1llには粘着性が残るが, ふ化用水だけを使用したものは粘着性が

なく, 吸水も約30分位で完全になり,  」9ll a実に l;1i力性を持つた。粘着度は,ふ化用水く :1可川水<
採卵場水 ・媒精・ふ化用水 ・ 「l1ll水く?i河川水+ ?2採卵場・?精・河川水?之水= 1l1l11llll場フ1くの11l「iに高

くなる傾向がうかがわれた。 ・

発眼時点までの死卵数の内訳

使 用 水
t'・ ・・

1 発
収容翌日死卵 l-l '向汰前死卵

l l X  、一P
限 時収容時卵数 発眼卵数

媒精水 吸水,洗維水 計

淘汰死 .卵

;i河川水
;lli'1l1lll1場水
採.llll号i水

ふ化用水

河 川 水

ふ化用水

採卵場水

3.376

3,677

3,S07

2 3 5 ( 7 0 )

1 6 8 ( 4 . 6 )

3 7 2 ( 9.8 )

4 1 8 ( 1 24 ) l 1 7 ( 0 . 5 )
l

2 2 4 ( e.1) 1 8 9 0 ( 2 4 2 )
l

3 8 5 ( 1 0 . 1 ) l l , 5 5 8 ( 4 0 . 9 )

6 7 0 ( 1 9 . 8 )

1.2 8 2 ( 3 4 9 )

2 3 1 5 ( 6 0 . 8 )

2 , 7 0 6 ( 8 0 2 )

2 , 3 9 5 ( 6 5ユ )

1,1 9 2 ( 3 9 2 )

i集°に 卵 場 水

ふ 化 用 水

河川水 ( I ) .

河川水 (II )

3.1 3 9

31 2 0

3,106

3 3 7 8

211 ( 6 . 7 ) l 3 8 2 ( 1 2 2 )
1 4 5 ( 4 . 6 )  8.iifj,,- 21B )
1 5 4 ( 5 0 ) l 3 5 4 ( 1 1.4 )
1 1 9 ( 3.o )  6 4 ( 1 . 9 )

l

1.0 3 1 ( 3 2 3 ) i 1.6 2 1 ( 5 1 . 7 )

l1 1 6 ( 3 . 7 )  3 4 9 ( l 1 . 2 )

2 7 ( 0 . 9 ) l 5 3 5 ( 1 72 )
9 0 ( 2.2. 7 ) l 2 7 3 ( 8 . 1 )

1 , 515 ( 48 . 3 )

2.7 7 1 ( 8 8.8 )

2 5 7 1 ( 8 2i;)

3 , 1 0 5 ( 9 1 . 9 )

)内は収容時卵数に対する比率

-1 8 3-
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発眼時点での発眼率をみても受精24時間後の標本の受精率と同様の僵向がみられたo

発限率の低い試験区は受精24時間後の受精率が低く, 淘汰による死卵数が多いことから,

不受精卵の混入により全体の成積を下げていると考えられる力'、 不受精卵の発生と用水の関連
にっいては, さらに試験例を重ねると共に用水に対する色々な角度からの検討が必要とされる。

-l 8'i

2. さけ・ます椎魚の生理、 生態に関する調査

l1) 降海期のさけ・ます稚魚の発育機能に関する調査

さけ・ます稚魚の発育機能について昨年度に引続いて実験を行なった。

実驗は断i耳による体重減少の度合を測定する方法を用いた。

その結果,放流期の 1fl1l l魚 (体長3.6 ̃ 4.0cm, 平均体長3.8cm, 体重 0 . 2 9 ̃ 0 . 4 3 タ , 平均

体重 0 . 3 5 9)は静水中で断liEl 1ケ月後には断餌前の体重の29̃ 2 8 %位の減少のあることが
知られた。 これに対して成長に伴つて体重の減少の度合が少さくなる傾向のあることが示され,

平均体長6. 5 3 cm ,平均体重 2 . 1 7 9で は 2 3 . 7 2 % ,平均体長8.41cm ,  平均体重4 . 4 2 9で

は 1 8 . 7 8 %の減少, また平均体長9 . 5 6 cm ,平均体重6 . 6 3 9 で は 1 2 . 0 7 %減少する結果が

得られた。

このように放流期の稚角.の体重の減少が大きいことは, 逆に-代謝機能が旺盛であることを示し,

生長力が大きいことを, そして時期の描移にともなって代謝機能の低下は生長力の通減を暗示す

る o

これらのことから確魚期(体長3 . 5̃ 5. 0 cm)の餌料の条件がその生残りの度合と密接な関係
のあることを裏書する。

(2) 河川の餌料条件に関する基礎調査

稚角.の降海時期における河川のa耳料条件を調ぺるため, 各支場, 1河川で統下昆虫調資を:実施
した。昭和4 7年春のデ ー ターは別表のとぉりである。

昭和47年春の調査はこれまで各河川で行なわれてきた調査結果を表考にして, より精度の高

く,  応用のきくデータ ー を得られるように各河川の採集方法を統一して実施したo
各支場で1河川を選定し, 旬毎に午後3時̃ 4時の1時間当りの流下毘虫を 111lil集したo

今年度から採集方法を統一したが, サ ケ  ・マス稚魚の餌料生物として重要な構類の底生生物及

び落下民虫の流下状況を短時間で把想するためには時間帯, 採集場所, 採集器具などを検討する

必要がある。このため, 千歳川において, ユスリカの羽化時期におlナる時問帯faの流下尾里、量の
変動及び流下昆虫の意能t 種類別の垂直( f菌別)分布を明らかlt:するための生態面からの調査を

実施した。
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河 川

地 点

常 呂 川

年 月 日 4 7. 2 . 2 9

4 7 .  3. 9

4 7 .  3 . 2 1

時 刻

天 候

気 温 ((_,)
水 温 ( '〇 )

D H

適 過 水 量

透 視 度

流 下 生 物 最 ・ 個 体 数

6 8

章量( ''り ) N l W ( f新W) N W ( '1lil )

・ 計 2 7 6 . 5 3 5 2 9 4 . 5 7 0 3 4 0

双 鐵 目

4 9 1 1 1 5 1i0 1 6 9

:3一ス、)カL 5 - 1 9
″ 1:1 1 1 - 3 7
ガガンポ 4 - 1 3

l
6 4  1 3 0 1 . 5

ユスリカL 2 4 - 3 6 . 5
″ P 9 - 4 0 . 5
カ'1ljンボ  1 6 - 3 8

ユスりカL 1 8 - 5 1
″ P 4 5 - 2 5 0
ガガンポ 1 - 0.5

1

1 l 1 7 . 5
:

4 i 9.5 l

準 1端 目
マダラカゲロウ 3 - 4
ヒラタカゲロウ 1 - 5.5 マダラカグロウ l - 17 . 5

積 期 目

1 l l 1
l

l

1 0  l 1 2 9 . 5
l

8 l 2 0 3 . 5 l
5 l 3 8
l

毛 姐 目 シマトー1ケラ 1 0 - 1 2 9 . 5 シマトl:'ケラ 8 - 2 0 3 . 5 シマトビケラ 5 - 3 8

陸 上  昆 虫

l そ の 他
l

5 l  2 2 . 5 l 6 1 ' 4.5 1 l 0.5

ミズムシ 1 - 1 5  l ミズムシ 1 - 2
イト 、 、 ス '  4 - 7.5 l ハリカ'ネムシ 4 - 2

イト ミ ミズ  1 - 0.5
ミズムシ l -0.5
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常 呂 川

4 7. 4 . 1 0

4 7 .  5. 9

4 7 .  5 . 2 2  l 4 7. 6. 5

N l W (1l l9l) N W (aり) N ; w ('Zlの N l W (11l l)
1 4 5 1 1 8 8

1
2 0 7 1 1 7 3 3 1 3 2 15.5

1 3 2 1 4 6 . 5 1 9 7 1 1 0 2 0.5 2 6 10 . 5

ユスリカL 5 8 - 3 8
″ o 6 3 - 8 9 . 5
カガンポ 1 0 - 1 8
チョウ,・t1- 1 - 1

ユスリカL 1 2 2 - 7 6
″ P 7 5 - 3 4 ユスりカP 2 - 0.5 .:iスリカL 1 0 - 2.5

″ o - 1 6 - 8

1 l 9.5 7 6.5 1 30.5 3 j 3.5

ヒラタカゲロウ 1 - 9.5 コカゲロウ 5 - 6
マダラカゲロウ 2 - 0.5 マグラカゲロウ 1 - 3 0 . 5 コカゲロウ 2 - 3

マタラカゲロウ 1 - 0.5
ll

2 1 1 8 . 5 1 く 0 . 5 i ・
l

シマトビケラ 1 - 4.5
トピ'ケラP 1 - 1 4 シマトピ:ケラ 1 一く 0 . 5 .

. 't ,- ・
2 l 4.5

: l
i 1 l 0.5l

アフ'A 1 - 3.5
liil速it A 1 - 1 平理目A 1 - 0.5
8 , 9

__

ミズムシ 1 - 1
ミズタ:= 6 - 2.5
イト ミ ミズ  2 - 5. -o

2 l 0.5
l

l 2 i 1
l

ミス1タ'・二二 2 - 0.5 ミ .;'1iタ'・= 1 - 1
角. 1 一く0 . 5

-1・8 7-



河 川 標 津 川

地 点 中 標 津 大 橋

年 月 日

4 7 .  3. 7

4 7 .  3 . 1 6 4 7 . 3 . 2 3

時 刻 1 5 . 3 0̃ 1 6 . 3 0 1 5 . 0  0 ̃ 1 6.0 0 1 5 . 1 0 ̃ 1 6 . 1 0

天 . 候 R C ii C 0

気 温 (℃, ) - 1 . 5 3 .8 5 . 5

水 温 (℃,) 3 . 5 5 . 5 8 . 0

;P H 7 . 0 6 . 8 6 . 9

I:1 0 ( .p p m ) 1 2 . 5 4

' 1 2 . 3  6

1 1 . 5 5

1 5 9演過水量(,,t) 1 1  7

、 > 3 0

1 0 0

. 透  視 度(cm) :> 3 0 、 > 3 0

流 下 生 物 量 個 体 数 重最 ( l1り' )

6 4

5 2

N w ( ml,)
1 2 6 . 5

N W ( '11y )

計 4 5 8 4

6 2

4 3 1 0 3

双 翅 日

3 7 9 1 2 6 3 1 . 5

ユスリカL 3 3 - 3 8
″ P 3 - 12.5
シギアフ' 1 - 1.5 ユスリカL 5 9 一西″ P 3 - 1 3 二:LスリカL 2 6 - 31 .5

!l事 端 目

3 2.5 8 2.5 7 5 4 . 5

コカゲロウ 2 - 1.5
トビイロカゲロウ 1 - 1 ヒラタカゲロウ 4 - 0.5

マダラカゲロウ 2 - 1
トビイロカゲロウ 1 - 1
コカゲロウ 1 一く 0 . 5

マ多ラカゲロウ 2 - 5 3
ヒラタカゲロウ 4 - 1
コカゲロウ 1 - 0.5

- 1 -

6 1 4 . 5 6 l ' 11.5

-構 翅 目 オナシカワゲラ 2 - 1
ミジ:カオ力ワゲラ 3 - 1 3
、ドリカワゲラ 1 - o.5

オナシカワゲラ 3 - 2.5
ミジ力オカワゲラ 1 - 3.5
クロカワゲラ 2 - 5.5

毛 翅 目

1

4 1 8.5 7 1 8 3 5

シマトビケラ 1 - 0.5
前 'レトピ'ケラ 1 - 6.5
エグリトビケラ 1 - 0.5
ヤマトビケラ 1 - 1

エグリトビケラ 6 - 6
トビケラ _o 1 - 1 2 エグリトビケラ 2 - 4

ヤマトピ:ケラ 1 - 1

1 1

i

0.5

陸 上 昆 虫 ユスりカA 1 - 1 構 日  1 - 0.5

そ の 他

1 0.5

アシナガドロムシ 1 - 0.5

-1 8 8-

札 内 川_ - ---
第 2 大 川 橋

ヌ ッ プ ク  川

、理 国 橋

4 7. 3. 6

4 7 .  3 . 1 6 4 7. 3 . 2 7  l 4 7 . 1  1 . 2 4

l 4 . 4 0- l 5 . 4 0 l 4 . 5 0- 1 5 . 5 0 '1 5 . 0 0̃ 1 6 . 0  0 1 6 . 2 5

R

- 5.5 - 5.5 5 . 0 3.0 ・

6.52 . 7 2.7 5 . 2

6.8 6.8 6.8 6.5

8 .0

9 0 1 1 2 2 2 5

->3 0
N w ( iajl ) N w ( ''W) N W ( ″1f ) N w ( '19 )

27 . 5

2 6

3 0 6 5 2 3 4 3 3 6 6 6 . 5 8 0 4 1 l , 2 8 0 . 5 3 7

2 7 7 4 4 9 3 4 8 4 8 3 6 5 8 l 1 , 0 0 9 . 5 3 3

ユスリカL 1 9 5 - 1 6 7
〟 P 8 1 - 2 8 1 . 5
ガガンボ 1 - 0.5

ユスリカL 1 4 1 - 7 5
″ o 2 0 6 - 4 0 7 . 5
ガガンポ 1 - 0.5

ユ スリカL 2 3 4 - 2 1 1
″ D 4 2 1 - 7 9 1i,5
プ ュ  2 - 4.5
# i ン ポ '  3 - 1 .5

=L:;ス.、)カL, 2 8 - 15.5
″ o 1 - 0.5
7jjガンポ 2 - 9.5
プ ュ  2 - 0.5

9
・
4 2 . 5 7 2.5 7 4  1 1 4 6 . 5 3 0.5

マダラカゲロウ 2 - 20.5
ヒラタカゲロウ 3 - 2 0
コカゲロウ 4 - 2

コカゲロウ 4 - 1
ヒラタカゲロウ 3 - 1.5 コカゲロウ 3 0 - 1 7

ヒラタカゲI・ウ l 0 - 1 0 8 . 7
マタラカゲロウ 4 - 2 1

コ力グロウ 1一く0 . 5
トビイロカゲロウ 2 - 0.5

1 3  l 2 7 . 5 7 1 1 7 3 i 9 1 1 1 0

1 1 ・ 1

クロカワゲラ 1 3 - 27.5 クロカワゲラ 7 1 - 1 7 3 ク oカ「7ゲラ ._ 3 9 - 96 . 51 オナシカ'7ゲラ l - 1
、 ・aりオカヮ_f フ 2 - 8 l
ァ ンカヮaZ o - 3・5 lァ、.11jヵ r7ク:フ 1 _ 1、 1- 1・l,「フ.1l,'つ つl - 1

3 1.5 2 2 . 5

シマトビケラ 2 - 1
カクスイトビケラ 1 - 0.5 エt:J トピ'ケラ 2 - 2.5

2 i , 6 l 7.5 1 1  j 5.5
l
1
l

粘 管 目  1 - 0.5 ' 粘 管 目  2 一く 0 . 5
・構 趣 目  l - ,j・o l 構 翻 目  4 - 7・5

i ・

粘 管 日  6 - 0.5
積 翅 目  5 - 5

つ !.5 1 l 0.5 1 0  l 6.5
l

ミズタ'=. 2 - 1.5 ミズタ・=- 1 - 0.5 ミズタ二一 9 - 6
ク モ 1 - 0.5
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河 川 十 勝 川

地 点 十 1勝 大 橋

4 7 . 1  1. 2 4

1 5. 5 0

千代田理提 ( 右 ) 千代E日理堤(左)

年 月 日 4 7 . 1  1 . 2 4 4 7 . 1  1 . 2 4

1 5 . 2 0時 刻

天 俊

1 3 . 3 5

R ;R 1「、

気 温 ( '0 ) 2 . 8 3 . 6 3 . 5

水 温 ( '〇) 4 . 0 4 . 2 3 . 6

D 'H 7 . 0 6 . 8 7 . 1

1:) 0 ( l11、om) 1 2 . 4 1 1. 9 1 2 . 1

浦 過 水-商'

透相度  (cm) 、 > 3 0 -> 3 0 . 、 > 3 0

流 下 生 物 最 個 体 数 重最( '1り' ) N W ( l1り ) ;N W ( ・り )

0.5計 l 2 4.5 6 14 . 5 3

双 1l3i 目

6 3.5 3 1.5 2 l く0 . 5
:・_:'リ力L 1 - 0.5
″ 1:1 1 -.1.5
プ ュ  2 - 0.5
:1jガンボ 2 - 1

ユスリカL 2 - 0.5
1l i,lli'ンボ l - 1 二:1・:スリカL 2 一く0.5

ille 端 目
3 l 0.5 1 1 1 l

コカゲロウ 1 - 0.5
ヒメヒラタカゲロウ2 一く 0 . 5

コカゲロウ 1 - 1

1 l く 0 . 5

ミドリカヮゲラ 1 一く 0 . 5積 ・in 目

毛 地 目

: 0 51 l '
2 l 1 2 1

l シマトビゲラ 1 - 0.5
・'

l

シマトヒケラ l - 0.5
トビケラi' 1 - 11 .5

1 l
1
l
l

' 1

:. 上 .ta 虫 1

l
1 く 0 . 5

l 1

1 0.5

そ の 他 ダ ニ 1 - 0.5ミス1タ:二二 l 一く 0 . 5  1
i
l

-1 9 0-

十 勝 川 千 歳 川

支 場 構 内茂 岩 橋

4 7 . 1  1. 2 4 4 7 .  2 . 1 7

4 7 .  2 . 2 5

1 5 . 0  0 ̃ 1 6 . 0  0

C

4 7 .  3. 6

1 1 . 4 0 1 5 . 0  0 ̃ 1 6 . 0  0 1 5 . 0  0 - 1 6 . 0  0
(、 c

1.g

3 . 0 3 . 1 2 . 5 3 . 2

6 . 8

1 1 . 9

6 4 . 4  ㎡ 7 5  m' 6 6 . 6  m'

2 0

N W ( fり ) N W ('呼 ) ・ N w (“W) N w ( /り )

5 l 1 4 3 4 78.5 3 9 48 .5 8 6

2 1

7 7

3 0.5 8 1 0 1 2 8 52.5

ユスリカL 2 一く 0 . 5
ヌカカ 1 - 0.5 ユスリカL 8 - 1 0 ユス11;カL 1 1 - 7.5

″ P 1 - 0.5 ユスリカL 8 - 8.5
″ o 1 3 - 4 4

1 9 6 0 6 1 1 4 10 .5

マダラカゲロウ 9 - 6 0 ・マダラカゲロウ 5 - 10.5
ヒラタカゲロウ 1 - 0.5 マダラカゲロウ 4 - ! 0 . 5

1 0.5 1 5

,i .1ンカヮゲラ 1 - 0.5 ミドリカヮゲラ 1 - 5

1 0.5 4 l 2.5 1 1.5 6

・ 2

ヤマトビケラ 1 - 0.5 ・一トビケラ 2 - 2
エグ11; トピ:ケラ 2 - 0.5 力クッットピ:ケラ 1 - 1.5

1 ,- , エグリトヒ'ケラ 5 - 2
ヒク:-l-lli トビケラ 1 一く0 . 5

l
9 4.5 2 16 .5 5 3 10 .5i

粘管目A 6 - 1
始期目A 1 - 2
双期目A 2 - 1.5

粘管目A 1 - 0.5
始期目A 1 - 1 6 名l;管日A  5 1 - 9.5

双表il目A 2 -1
1 1 3

l

3 l 1
1 7 6 .5 2 1.5

ヒロパカゲロウL1 - 1 3 ク モ 2 - 1
ダ ニ  1 一く 0 . 5

ミ ミ ズ  4 - 5
ク モ 1 - 0.5
境脚類 1 2 - 1

ク モ 1 - 0.5
ガンマルス 1 - 1
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分析 ・ 天塩支場

河 川 名

地 点

年 月 日

天 塩 川

美深橋上流15 o 'a地点
4 7 .  3 . 7 4 7 .  3 .17 4 7 .  3 . 2 7  1 47 .  4. 7 l . 4 7 .  4.18

時 間 1 5 . 0  0 -- 1 6 . 0  0
天 候 R a 1ヨ 0 B 〇 c c -
気 温 ( ℃ ) 1.0 3.0 3.4 4.4

・ 9.6

水温温 (℃ ) 0.1 2.0 2.2 3.8 5.6

P H  ( R P H ) 6 . 7 ( 6 . 9 ) 7 . 0 ( 7 . 0 ) 6 . 7 ( 6 . 9 ) 6.5 (6 .6 ) 6 . 5 ( 6lij
D 0  ( p p m ) ' 1 1.0 6 1 1 . 4 5 13 .7 1 2 . 2 7 1 1.3 6

1 4 1 . 8 4注過水量 ( m;' ) 27.0 0 8.64 1 3 . 6 8 63.0 0

透規度 ( c m ) 26.0 2 1.0 11.0 13.0 7.8

流下生物(尾 )

ユ ス リ ヵ

カ ゲ ロ ウ

4 2 2 1 1  2 4

カ ヮ ゲ ラ

ト ビ ケ ラ

羽 化 昆 虫 1 1

イ ト ミ  ミ ズ 3 9

そ の 他 7

合 計 尾 数 4 3 1 0 1 4 3 3

河 川 名

地 点

天 塩 川

パンケナイ川合流点上流10  0_m
年 月 日 4 7 .  3. 9 47 .  3.21 4 7 .  4. 1 4 7 .  4.10 4・ 4.2 0
時 間 1 i . 0  0 ̃ 1 6 . 0  0

天 候 0 0 s B C 0

7.8気 温 ('〇) 0.0 - 3.0

- 9.0

1.0

4.8

水 温 ('〇) 0.2

6 . 6 ( 6 . 3 )

0.2 5.6 4.4

lOH (RPH ) ll l . 6 ( 6 . 8 ) 6 . 7 ( 6 . 9 ) 67 . ( 6 . 8 )

D 0  ( p p m ) 5 .81 2.20 1 1.61 11.2 8

1 0 6 . 5 61直過水量 ( m.' ) 2 4 . 4 8 8 8 . 5 6

通視度 ( c m ) 21.5 10 .0

流下生物(尾)

ユ ス  り ヵ

( ・ 採 集 不 可 能 )

3 3 3 1 8

カ ゲ ロ ウ 5

カ ヮ ゲ ラ 1

ト ビ ケ ラ 1

羽 化 昆 虫 1

イ ト ミ ミ ズ 7 2

そ の 他 2 6

合 計 尾 数 6 4 5 2 8

-1 9 2-

美深橋上流1 5 0 m地点、

4 7 .  4 . 2 4 4 7 .  5. 8 4 7. 5 . 1 6 4 7. 5.2 、7 4 7 .  6. 7 l 4 7. 6 .17 47 .  6 .27

1 5 . 0  0 ̃ 1 6 . 0  0
c 0 c c B C 0 :B C

12.5 16 .8 17.0 9.8 28.2 22.0 26.1

6.0 10 .5 13.5 1 3 . 1 1 9.6 l 6 . 3 19.6

6.,6 ( 6 . 8 ) 6 . 7 ( 6 . 9 ) 6 . 7 ( 6 . 9 ) 6 . 7 ( ・6. 9 ) 7.8 6.9 6 . 7 ( 6 . 9 )

11.2 8 1 0 . 4 5 9.19 7.44 10 . 7 8.4 7.27

1 6 7 .1 7 1 7 6 . 0 4 5 7 . 9 6 '4 8 . 2 4 4 6.80 4 0 . 3 2 3 4 . 9 2

20.0 1 4 . 9 1 5 . 6 1 5 . 0 29.1 17.5 18.1

3 0

2 9 ・

2 4 1 0 1 4 1 0 7

1

1 1

5 2 1 2

9 4 3 4 7 1 5

1 23 6 4 1 4 0 4 4 2 2 1 1

天 塩 川

パンケナイ川合流点上流10  0 m,

47 .  4 .29 47.  5.10 4 7 .  5 . 2 0 4 7 .  5 . 3 0 47 .  6.12 47 .  6.20 4 7 .  6.30

1 5 . 0  0 -- 1 6 . 0  0
0

20.0

0

13 .2

c

7.0

1i C

1 2 . 7

ii C 0

2 5 . 4

c

23 . 012.0

7.9 10.4 11.0 1 5 . 6 15.0 19.0 1 9 . 0

7 . 0 ( 6 . 8 ) 6 . 7 ( 6 . 9 ) 7 . 0 ( 6 . 9 ) 6.9

2 .8 4

6.9

2.35 7 . 5 0

8 3 . 8 8 8 6 . 0 4 9 7 . 9 2

24.0

1 1 1 . 9 6

20.0

4 6 . 8 0 6 2 . 2 8 9 1 . 4 4

23.4 、' '  24.0 30.0 3 0 . 0

2 9

2

2 6 6 1 8 1 5 1 2 9

1 1

5

2 4 2 9

1 5

1 1 4

三

4 1 5

3 8 6 8 1 9 1 6 2 5

-l 9 3-
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(31 さくらます稚・幼魚の生態に関する調査

1 )  日名川における調査

本年度の調査は前2年のそれのほぼ繰返しで, 既往の知見をより確かにすることが .主目的

であった。えられた結果については,すでに研究報告27号にのせられているが, 要録すれ

ば次の通りである。

稚魚の放流に当つては本流上流の田下に標識魚10万を放した他 上目名川上流に1日ず

らして無標識魚9万と標識魚5万を放し, 先住優位の現象を調べたo他の支川には解標識fa
を放した。 夏期には木流と支川の定点で生息尾数の定量を行うと共に, 標識魚の混入状l ii1llか

ら魚の分散についての知見をえた。

前年度までと同様, 目名川本・支流には ,a' 当 り ( s  t 2 を 除 き ) o. 3 ̃ 3 . 4尾の密度で7
月末には生息していた。それから, s t 9 で成した角、は7月末までに約半数が生き残つたと

推定された。 放流点下方にダムのある貝殻沢川と下賀老川に放した魚は本年は本流まで降下

せず, 支川内に止まったと推定されたが, そのことから,  支流内での生残りは良くなかった

ことが示唆された。

1 9 7 1年の方が19 7 2年にくらべて本流と上日名川放流の魚の分散範囲が広かった力'、
これは, 放流時刻に関係があるらしく, 夕刻になってから放したものは分散範囲が広いので

はないかと推測された。

先往優位の現象にっいては前年までと同様, 先立つて放した方が定着密度が高い, または

生長が良いという現象がみられた。 水最の少ない支川ではその差は密度にあらわれ, 大きな

ふちゃ細のある本流では, 少なくとも生長にそれが現われた。 それが生長に現われた理由は,,

社会的順位が発生するようなある広さ以上の空間があったことと関係し -て1・・lt、ると判断されたo
木 年 は 1 9 7 o年度に放した辞が画帰した年で, 沿f l i  河川を合めて標識魚の再捕の体制

がとられた。それについては 1 9 7 1 , 72年放流のものの結果がでてから詳しい分析がさ

れる予定だ力、 河川内での再補結果では,全体の漁獲数 12 1 , 2 1 0 ,  8 6 5 5 の 内標識 11111ltは

? 1 6 8 尾 , 1l1 1 5 3 尾 , iさ こ み で 1 7 %であったo ( 放流尾数 2 3 2万 ,  標識魚30万

( 1 3 % ) )  '

2 )  天塩パンケナイ川におlナる調査

前年度には二股支流lこ全稚魚を放した結果 極めて低い生き残りしかえられなかったo 本

年度は, 再度そのような事態が起るか否かを見ることにしたo ただし稚魚の大半はパンケナ

イ本川の上 中流の2点に放し, 標識した 1 , 3 0  0尾のみを二股支流に放したo結果は研究

報告2 7号にのせた。要録すれば,次の通りである。

8月上旬の生息密度は平均m'当りo. 4尾とかなり高く ,  生さ残りも4 o ̃ 5 0 %とi11定さ

れ前年の低い値とは大きく異つた。

3 ) ・ 根室地方河川におlナる調査

分散放流した稚魚は放流点をふくめ下流によく分散していたo

(4) さけ・ます稚魚の栄養条件に関する調査

放流用さけの飼育餌料としては, さlナが特殊な生態をもっことから, 海水移行時lこ死亡の少な

-1 9 4-

いものでなければならないと考えられるo

このような観点から本年は1表, 2表および3表に示した試験区分ならびに添加量により,

F e , 0 u , zn , c o各成分の添加効果ならびに相互関係を明らかにすることを主目標として, 飼

育実験をぉこなった。 この結果のうち現在までに整理されたものを19 7 o 年の結果と併せて報

告する。

1 表  一般無機成分添加量( i耳1Ke当 り )  、

M g S しt 5 . 4 8 0 a り

N a C 1  l , 7 4 0 faり

N a t H P 0‘ 3. 4 8 8 a「「

C t H 1-, 0‘ 5 , 4 3 2 /a#

K 3 P 0  9 , 5 9 2 /all
l

0 a -L a o t e t s 1 3. 0 8 0mll l

2 表  徴lit無機成分添加量( a耳!lCe当 り )
]1 e 3 0  0 aり

0 u  2 5 /り

zn 1 0  0 'a9 これら各成分の添加については第3表
0 o  2 f り  の試驗区分表に従うo ,,

Mn  1 0 o aツ ・

I 1 0 り

3 表  添加徴識無機質の効果試験実施のための実験区設定表

実験区 F e  l 0 u Z n 〇 0 M n

__i_

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

l i

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

〇

X

〇

〇

〇

〇

〇

〇

X

〇

〇

00

l 1
〇

〇

〇

X

X

〇

X

X

X

l °o

〇

〇

〇

〇

〇

X

X
'i・,- x
X

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

X

〇

註 1  :〇印は, 添加成分を, X印は解添加成分をそれそれ表わす。

註 2 : 各成分の添加量は第2表に従う。
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結 果 お よ  び 考 察

1 9 7 0 年および 1 9 7 2 年の飼育結果をそれぞれ 4 , 5表および6, 7表に表示するoすな

わち4表に示した 1 9 7 0年の結果については, 目的が ビ タ ミ ン ( K ,  0 )無添加による障害を

知るものであったため,, あまり比較にはならない力'、 対照区を合めて海水移行時の死亡が極めて
著しかったことが知られる。 ( 5 表 )

4 表  1 9 7 o年飼育試験結果(増肉係数)

供試魚;  千オ支場西越採9f場で得られた卵のうち支場ふ化室で最後に

ふ化したもの

期 試験開始
試験 間後の日数

対 照 c 解 添 加 K 解 添 加

ね り f耳 固 型 解 ね り ・9El 固 型 ・a耳 ね り 解 固型lll1;

4/1 5̃2 7

̃5 / 7

̃5 / 1 8
̃5 / 2 9

~6/18
̃6/1 S

̃6 / 2 9

̃7/1 0

一8/18
一8/1 8
̃8 / 2 8

̃9 / 1 1

1 9 1

l
1.10

1.63

1 .30

1 . 9 1

1 .45

1.94

2 . 0 2

l 2 . 2 82 . 5 02 . 8 73 .32

2 . 8 3

2 .27

l
1.72

2.24

1.31

1.71

l.7 8

l . 9 4

1.89

2.81

2 . 6 1

1 .43

l -
1 .37

2.25

1 . 3 6

1. 8 2

1 . 77

2 .20

1 2 . 1 2 *

4 .44

5 . 3 1

1.96

2 . 9 2

3.33

1.81

1.85

1 .87

1.51

1.5 6

1 .87

2 . 8 1 *

4.96

5 . 4 8

l 1 .91

1 . l 0

l 1.63

1.30

l
1.91

1.45

1.94

2 . 0 2

2.28

2.50

2 .87 '

3 . 3 2

' 2 . 8 3

2.27

3 . 2 0

1.72

2.2 ‘1

1 . 31

l . 7 1

1.78

1 . 94一 1.89

2.81

2.61

,、

* , 湾 ltt1症状の魚出現

5 表  海水移行による死亡と体重の減少( ! 9 7 o )

試驗月日(細更定日数)

能1 商開始後の日数

7/1 l ( 2 6 h r )

8 6

5 0 %

8/2 8 ( 2 9 h  r )

1 3 5

9/1 1 ( 2 6 h r )

1 4 9

対 照
ね り f1l 6 0 % ( - 19 . 4% ) 4 0 % ( - 1 7 . 3% )
11 現 型 解

ね り 解

3 0 '
2 0  ( - 10.6 ) 2 0  ( - 2 2 . 6  )

c解添加
1 0

7 0

0 ( - 1 2 . 1  ) 2 0  ( 十 2.4 )
3 0  ( 十 2.8 )固 型 餌 2 0  ( - 13 .8  )

K無i添加
ね り 出

固 型 餌

3 0 3 0  ( - 22.2 ) 1 0  ( - 2 8 . 1  )
4 0  ・ 7 0  ( - 1 7 . 7  ) 1 0 ( - 2 5.6 )

l

表中左の数値は死亡率を, 同じ く右 (  )内の数値は海水移行による体

重の減少率を表わす。
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增肉係数は全般にニジマスのように良い値が得られなかった。 この理由については給個;する人

が不'aiれなことや給1illl回数が少ない( 3回/日)などが原因とも考えられる。 ま た 1 9 7 0 年 に

は l 0 日 毎 に 1 9 7 2 年 は 約 1 5 日 毎 に計量 し た 力1l, 計量法としては, 会数をザルで充分に水を

切つた後, 再度木綿の布をしいたザルの中lこ入れて水気をとるようにしたので, そのことが影響

したことも考えられる。

なぉ6表に示した19 7 2年の実験中8月18日の測定時に增肉係数が悪< 出た原因について

は, その期間の初めに 1li司育場所を別lllllのふ化塞に移し替え? め,・一0、影響もiltl <受l'-rいるごとが
描l察される。

6 表  1 9 7 2 年飼育試驗結果 (增肉係對 )

採卵月日 1 9 7 1 ・ 1 1 ・ 2 8

発限日 1 9 7 2 ・  1 ・ 3 0

供試魚 ; ふ化日 〟 .. 3 ・ 1 0
試驗前の飼育 ″ ・ 4/125--6 /''2 (38日間)
試驗開始の体重 0 . 6 8 11l

期 問
3f 'l1'目数 + aま'職飼育

日数

61/13'-6/11 6
1 4十3 8=5 2

̃7/1l2
3 0十3 8=6 8

̃ 7/11 8
4 6十3 8=8 4

̃8 /13
6 2十3 8=1 0  0

̃ 8 /11 8
7 7十38 :=二1 1 5

̃ 9/'13
93十38=1 3 1

対 照

f 'e 知? 添 加

c u ″

o u ・ Z n  ″

zn 〟

C 0  /

0 r) ・z n ″

o u ・ Z n ・ 0 o ″

11 e ・ ( ' lu・ Z n ・ 0 o ″

、'n 〟

I ″

2.0 0

0 . 9 4

1.2 4

1 .66

1.18

1 .18

1.1 8

.1.13

1.27

1.14

1 .21

1.84

1.64

1.68

1.52

1 .49

1 .85

1 . 43

1.88

1.38

1.69

1 .97

1 .60

1.5 7

1.51

1.68

1.71

1.62

1.54

' 1.54

1.42

! . 6 0

1 .48

1 .78

1.6 6

1 .92

1.94

1 .65

1.91

1.83

1.83

2 . 0 1

2.00

1.82

5 .47

3 . 0 7

7 . 7 2

2.58

2.70

2 . 7 4

4 . 2 8

2 . 74

2 . 7 5

2.89

2.69

2 .32

1.99

1.92

2.44

2.40

1 .85

2.12

2.03

1.91

1.86

' 1.81

表の'i「iは開始時の飼育最に対して4 %のli耳を毎日与えた機合の結果である。

いずれにしても, 1 972年の徴:困金属の添加の必要性については, 浮上直後の魚を入手する

ことが出来なかったことから充分に明らかにすることが出来なかっ ・た力'、 この実験での結果で
は相l木, 佐藤らの報告のとぉり飼育日数の少ない魚で海水移行時の死亡が多く, またF  e, c u

z nなどを添加しなか.った f耳料区でより多く死亡していることが知られた。

しかし, この海水移行による死亡は, 魚を絶食状態l1:_おくと防止出来るようにもみうけられる
( 7 表 1 9 7 2 年  9 月 1 8 日 ) o
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7 表  海水移行による死亡と体中l減少( 1 9 7 2 )

試 験 月 日

飼青開始後の日数

7/3 ̃ 5
( 4 2 . 2 0 時 間 )
6 8

8 / 3 ̃ 6
( 2 7 . 1 5 時 間 )
1 0 0

9 / 4 ̃ 5
( 2 7 . 3 6 時 間 )
1 3 l  -

9 /1 8̃ 1 9
( 2 4 時 間 )

,左より 1 4日絶食後

対 照 1 2 4 %  ( l 9 . 6% )
F e 製1i 添 加 2 1  ( 1 9 . 5 )

l0 u  1 5  ( 1 4 . 2 )

l _
0 u ' Z n  1 o ( 1 3 . 3 )

Z n  l 3 0  ( 2 3 . 6 )
Co l 2 0  ( 1 6 . 6 )
0 o ' Z n  l 3 5  ( 1 9 . 4 )
0 u ' Z n ・ 0 o  1 5 ( 1 0 . 8 )

l
F e ' 0 u ' Z n ' 0 o l 2 0  ( 1 6 . 7 )
Mn l l 0  ( 1 4 .6 )
1 l 1 0  ( 1 4 . 3 )

10'1o ( 1 5 . 5% )

2 5  ( 1 9 . 0  )

5 ( 1 1 . 5  )

1 5  ( 1 5.1 )

2 5  ( 1 7 . 3  )

0 ( 1 1.6 )

5 ( 1 4 . 1  )

0 ( 1 2 . 2  )

0 ( 1 3 . 6  )

0 ( 11 .0  )

0 ( 7.9 )

0 %  ( 8.1 'lll0
0 ( 8 . 1 )

5 *  ( 1 3 . 6 )

1 1  ( 1 5 . 6 )

1 8 * *  ( 2 3 . 0 )

1 1  ( 1 9 . 1 )

5 ( l 3 . 7 )

0 ( 1 1 . 1 )

0 ( 1 1 . 3 )

0 ( 1 1 . 2 )

0 ( 8 . 2 )

0 %  (5 .8考

0 ( 5 . 9 )

0 ( 8 . 6 )

5 ( 8 . 6 )

0 ( 9 . 3 )

0 ( 6 . 9 )

0 ( 6 . 4 )

0 ( 6 . 3 )

0 ( 4 . 2 )

0 ( 4 . 3 )

0 ( 6 . 0 )

g

lo

:一一
体

*,死后がirll1 ; * *, 死后波状に変形

表中左の数値は死亡;?、を , 同 じ く 右 (  )内の数値は海水移行による体i報,1o、1i?;,,、率を表わす。
以上J 海水移行による死亡と解iとの開係については, 大変複雑な開係にあることが改ためて確認

された。

そ して l  9 7 2年の結果では, i解水移行により体電iの械少が1激しいものほど海7i,1移行時に死亡し
5iいことが知られ, この1:つな:lll,、は !図 ( X印 ) 力,S')も知られるとおり細長い感じのする魚で体型上
からも死亡し難い魚と区別出来そうである。 -
したがって, 今後は浸透圧l用節磯能を正常に継tfさせるために必要な要素の紐理.明も必要と思われ
るo
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1.0

重 o.s

l.0

0.5

l 国  海水移行真1験後の試能の体重と体長との関係
( 7 月 S 日測定分 )

・.・
・・
・・
' ' t
i ・

. f
対 用 区

●' ' l

.ll ・

i ・

X

1t・ .・
fi
Po無添加区

l l

,・・
il '

二 -'・'・・ ll.・_
・・
'or・・l・
f・
・
C u無添加区

l l

'0 u ・z  n無添加

l l

i C

・l・
・'1

.- .t_

' 事

Zn無株加区

l l

6 0

・ :
'.1・
・
: l,a. ・

- C o無添;lm区
l l

5 e

・
・
・
・'l._
'
9lX
H
X '・

, 1 l

・ c o・zn無添加l文

l '

S 6

:・・
・・二''
't'・
1‘ '・

. 0 u・z n ・0 o解添加

l l

S 6

・.・_・.・・'
・・- -l・ ,lt
''t

1l.

l (

F e ・o u zn・co

無添加区

l l

5 6:

.-・.
;t,‘
・・

S l6

・・・・_;. ・a
'・.
. t ,-

S 6

' -・ 一 一 海水

メ ー 一 一 一一 一 海水

x
I 無 添 加 区

Mn無添加lll(

l ' l l a

S 6 5 6

フ オ - ク
-1 g g-

加区

カn区

移行

死魚



3. さけ  ・ます親魚の生理・生態に関する調査

l1) サケ規漁の利用ま向上に関する語l査

初期群や小河川にそ上する組魚の有効な利用は, サケ資源の拡大のうえで重要なことと考えら

れる。 しかしながらこれらの親魚は:器養中の死亡率が著しく高くその改善が望まれるところであ

る o

以上のことから, 本調;i11:では初用そ上群の死亡原因の解明を計るために, 環境要因が生理機能

にどのように影響するかを血清蛋白質の組成 量ならびに血清のポーラロ蛋白波の波高など血液

生理上の要素への影響から検討した。 また許養魚の利用率を番養期間の短縮によって改善するた

め, アュ, タイ, ウナギなどで効果が知られている性ホルモン処:用1による排卵促進試自1llを行つた。

以下にその結果の概要を報告する。

I 材料および方法

1. 供試魚および実驗時期

供試魚には197 1年の実驗では1表に示した静内川にそ上し河口の補獲場で9月20日,

1 0月29日に採捕されていたもの,  および千才川にそ上し, 千歳市内の西越補種場で9月

2 7日および10月5日採補'されていたものを用いた。 また 1 9 7 2 年の実驗ではュ ー ラ ッ プ

川にそ上し,河口にある遊楽部捕獲場で10月1- 9 日, 3 0 日 お よ び 1 2 月 2 3日に採補され

ていたもの, および 1 9 7 1年の結果との比破のため千歳川の西越補撞場で11月22日に採

捕されていたものを用いた。 なぉ実ll1llに際しては 二蓄養実驗に必要なftの補 1渡直後の魚が得られ

ないことがあったため, 実驗開始の数日前から河川内の生費に補獲魚を仮収容し, これらの魚

の中でより未熟なものと思われるものから漸次取上げて試驗魚に供した。 また実驗室内の小型

ガラス水精 -で直i情されていた浮上後1年7ケ月のサケ(FL 2 0cm)を用いて若令時における血液
性状の比較用供試魚とした。

2. 生殖腺刺激ホルモン*

ホルモン剤としては家蓄用として市販されている妊婦尿から抽出された胎盤性性腺刺激ホル

モ ン 剤 の ゴ ナ ト ロ ピ ン ( 0 o n a t r o p i n  : L E lに似た作用を有する),  妊馬の血清から抽出

された血措性性1i泉刺激ホルモン報l lの セ ロ ト ロ ピ ン ( l=:e r o  t r o p, i n  : 主にF  S Hに似た作用
を有する )およびこれらホルモンの1iil合製l剤で1t:る i /ナホリン( s y n a h  o r':u :脳下義体前
葉性性腺刺激 ;f,.ルモンと胎特件性腺方リ激ホルモ ンとの比が1  : 9の割合で作られたも0、で, L
H : F S Hの比は l : 3と云われている)を用し、た。

* L H (黄体形成ホルモン )  : 脳下垂体前葉から藤出され雌件動物lこ対してF s H ( 卵 胞

刺激ホルモ ン )  :同じく .解?下手体の前業から産出され, 解性動物に対しては卵集のill着なろ

胞に作用してこ:tl を 発iまlさせると共に , る胞から難性ホルモン分通を'?す。
胎構件件條タll激ホルモ ン ( o h o r i o 1u, o g o n a d o  t r o ・o'n : L H と 類似解用をす る o
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3. 成熱促進のための試験区の設定

a 予備実験とし: .て次の通り5系続群9区の試験区分を設けた。

コ:1・ ト ロ ビ ン ( 0 ) 辞
L H剤の試験ではアュにおける最適量は1,0  0 0 I Uとされていることから,  3Kfのサ

ケに相等する量 (但しァュの体重を 4 5 タ とした )約 2 0 , 0  0 0 I uおよびその2倍量

の 4 0 , 0  0 0 I uの2つの試験区を設けたo ・

セ ロ ト ロ ピ ン ( s ) 群

G剤と s剤とは一船に混合して使用されることが多くその比は8 : 1 と さ れ てい る o 本
実験における混合比も一般使用例に準じたため‘S剤の相乗効果の判定を補正する意味で
0剤の%を用いた2つの試験区を設けた。

ゴ ナ ト ロ ピ ン, セ ロ ト ロ ピ ン 混 合 ( 0 + S ) 群

0剤および s剤の相乗効果をみる目的で0剤20. 0 0 0 I Uお よび 4 0 , 0  0 0 I U に そ
れぞれその%量の s剤を混合した2つの試験区を設けた。

シ ナ ホ リ ン ( s  y ) 群

s y にっ い て は 3 3 5 タ の ク ロ ダ イ で は 6 2 R  Uの注射量で効果が認められたとされて

いる。 したがってサケでは1尾の最低注射量を80  0 R U ( この値はクロダイの使用量

から換算するとサケの体重は4.3Keに相等する ) と し , その 1 0倍量および 3 0倍量を

注射した3つの試験区を設けた。

対照( c ) 群

異物の注射による影響を考慮するためl,aの対照角には生理的負塩水を注射したものを
用いた。

b 本実験におlナる試験区の設定

木実1l象では, s剤単独の試験は中止し, その他の弾は予備実験の結果を参考にして, 1尾

当 り 2 0.0 0 0 1 U ( 0 ) , 同 じ く 2 0.0 0 0  I U ( G ) 十 2 , 5 0 0 I U ( S ) 同 じ く 2 5 , 0 0 0  R U

( sy )および対照群の各鮮!区とした。
4. 薬剤の調整および注入量

ゴ ナ ト ロ ピ ン ( a )は予備i実験では10 ,0  0 0  MUのものを 5 m .eの生理的食塩水にと.かし,
その3 . 3 m eを 1 o m ,e容の注射器に入れたのち再び生理的食塩水で1 o m .e まで稀釈したも
の を 2 0. 0 0 0 I U 量 ( M 0= 3 I  U と し た ) と し,・j?i1く 6? m eを と っ て 1 0  m .e としたも
の を 4 0 , 0  0 0 I U量とした。また本実験では10. 0 0 0 MUのもの 2管を同じく 9 m .eに と
かし, その3m eを 5 m eの注射器にとったのち同じく5m .e まで稀釈 : , た も の を 2 o,ooo
I u量とした。

セ ロ ト ロ ピ ン ( s ) については, 1. 0 0 0 I 11Jのものを1m .eの生理的食塩水にとかし, そ
の 2 . 5 m ,eおよび5 m eをとったのち, 生理的食場i水で1 o m e し た も の を'それぞれ2,5oo
I U量および5. 0 0 0 I U量とした。 .

ゴナ ト ロビン とセロ ト ロビンの混合区では, 前述のゴナ ト ロ ピンおよびセロ ト ロ ピンの溶液

をそれぞ1t,、. 3 . 3 m eおよび2 . 5 m eとったのち生理的食塩水で1 o m 1eとしたもの, 同じくそ
れぞれ6.6 rt1 eおよび 5 m .e と った ものを 2 0 , 0 ・0 0 ( G ) + 2 , 5 0  0 ( S ) I  U量および
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4 0 , 0  0 0 ( a ) + 5. 0 - 0 0 ( S ) I  U量とした o
また本実験ではコ' ナ ト ロ ビ ンの溶液としては 2 0. 0 0 0 MU / 9 m 2のものを用いてその3

m .eを 1 0  m1の注射器にとり, 1ll111いで1,ooo I U / 1 m .eの セ ロ ト ロ ピ ン 液 2 . 5 m aを と っ
て混合したものを2 0 , 0  0 0 ( 0 ) + 2. 5 0  0 ( s ) I  U量とした。

シ ナ ホ リ ン ( s y ) は ,  予備実験では1 0 , 0  0 0マウス子宮重量単位のものを2 5m ,eの生
理的食塩水にとかし, その 0 . 2 m e, 2 :,, ,eおよび 6 m“をとって生理的食塩水で1 o miと
したものをそれぞれ s 0 0 R u量 ( 1 マ ウ ス子宮重徴単位= 1 0  R U と した ) ,  8 , 0  0 0 R U

量および 2 4 , 0  0 0 R U量 と した。 また 一; li1 実験 で は 1 0 , 0  0 0 マ ウ スi-宮重般単位のものを
2 0  m 2にとかし, その5 ・m ,eを と っ て 2 5 , 0  0 0 R U 最 と し た。
対照魚lこ.は千備実験では1 o m .e, 本実験では5m eの生理的食塩水をそれぞれ注入したo

5. 薬剤注入ならびに採血

業剤の注入,採n'nならびlこ魚体測定にl操しては',,・て 約 ]/1 . 5 万 濃度の ト リ カ イ ン ( M S 2 2 2 )
による麻酔処理をぉこなった。

薬剤は最初に古側の'明肉内への注入を試みた力'、 注射針の挿入孔より漏出したため, 以後は
全て胸l書の基部より腹 .ll空内へ注入した。 また 1al1定用の血液は5m .eの注射器を用いて直接心隣
よ り 約 4 n e採取した。
6. [lti液性状の測定

生理実験用の血清は採 11llから適当な時是ヨj経過したl血液から違心分離されたものを用し、, 血満

蛋白最はェルマ手持屈折計, へマ ト ク リ ト 値はク ポタ製作所製の測定装 l選t 血清1整:白質の組成

は常光産業製のアセテート膜用泳動装 ili,lにより分離した o
*

ポーラロ選白波は柳本製 p 8 ポーラ ロダ ラ フ装1;1l1 le より支持塩には l u t e  o塩を用いて測定

した。 また測定時の最終?度については第一反応でti 1 %, この時の血消濃度を幕準にし -t-血
清蛋白量か21相当になるようにそれぞれ補釈調整した。

なぉ 1 9 7 1 年の実験では血rifの最終機度を 0 . 1 7 %にしたときコパルト波の現われるとこ

ろ lこ.特微のある極小波が現われたことから, 1 9 7 2年の実験では血清の最終濃度が0 . 1 7 %

のものlこついても測定した。次に第 2反応 ( 組漏反応 ) は 1 9 7 1 年には常法にしたがって最

終のサンプル樓度が血清に換算して1 . 9 2 %のもの, 1反応と同様挫度を基準にして血清蛋白

質が 2 l1l/d 1 相等になるまでilli釈されたものlこついて測定したo .

しかし第1反応と同様に197 1年の実験時には測定時におlナる試料濃度が」tn清に換算して

1 . 9 2 %の l 2の時に特徴のある1lfi小値が現われたため1972年の実験では測定時の試料濃度

が血清に換算し;て0 .96 %のものについても測定した。ポーラロ波高の測定は全て温度25t

水銀柱 7 0 r・mの条件下で行い, この時の毛細管特性はm,= 1 , 7 8 7 '・り / s  e c ,τ'7 . 5 s e o
であ た

支持電解液の組成

0 . 0 0 1 M  L u t e o  1 1
0 . 1  N NH・ o 1  l 1
0 . 2  _N NH‘ o H  3

使用に際して提合調査

結 果 お よ び 考 察

1 9 7 1年の実験では1表に示した場所および時期の 11ll.を用し、, そ上時期の違いや蓄養が血清
蛋白質の量,組成ならびに血清のポーロラ波高にどのように影響するかを調ぺ, 1 9 7 2 年 の 実

験では2表lこ示した場所および試験区分によって親魚lこ性ホルモン処理を行い, 血液性状の変化

や成熟 - 排卵lこ件ホルモンのl l l田!がどのように影秘するかを結計した。
第 1 表  1 9 7 1 年の実験場所, 時期,供試魚の状態

補種 場所 性
9 月 1 o 月 1 1 月

l

2 0  l 2 7 1 5 8 1 8 2 9 4

(静内川河口)

( 静  内 )

9

6

4 、 Ci1? 1 ① 味 ) 2=?(1i、1 ( 完 ) l 3 完2一、① ( 完 )
未1

i ' 、 : ⑥ 一 一・④(完、1F:i>(i11 ( 完 ) . 3 完 = ;>(3)

( 千  歳 川 )

( 西  1l'1l)

1il

8

5 l

l
5 (素:) l ①,藤;)

表中の数字は魚の数を表わし記号・ l> および〇内の数字はそれぞれ血液性状の変化を実験的に

観察するため実験水糟による書養お -よび生残つて実驗に供した魚の数を表わす。 また (  )
の文字および数字は成熟状態およびその数を表わす。

' 「 o t o 1

-2 0 2- 2 0 3-
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1. 血清蛋白量およびヘマ ト ク リ ッ  ト値について

第 1 図  血清蛋自量ならびにヘマトクリット値のそ上・成熟との関係
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上段の図は197 2年の結果を示し,  下段は 1 9 7 1 年の結果を

図示したものであるo

図中の記号〇および・は雌魚ま一 よび富l1't1を表わし ,業部,'は rll1'清蛋白 ・lil
を ,点線は・、マ ト リ ッ ク 値 を 表lオ-) i一一

- li 0 5-



血清蛋白量は第1 図に示したように蓄養および成熟にともなって著しく減少し, 過去に知ら

れている結果とほ1f:i同様な傾向を示した。 しかし1972年のホルモン処理を行つた実験魚では,

シナホ リ ン を注入 した区の 2 尾 ( y 3 3 5 , y 3 3 8 )および対照として生理的食塩水を注入

した区の 1尾 ( y 7 8 5 ) で完熟時に著し く血清i量白量が增加したo ・

またヘマトクリット値も血清蛋白量の変化と同様な傾向を示し, 成熟につれて減少したo

この場合, 血清蛋白量が完熱時に異常に増加した魚ではヘマ トク リ ッ ト値も同様に異常に-大き
な値を示すことが知られた。 これらのことから屈折計lこ よる血清蛋白量測定にあたって時々見

られる異常に大きな値については, その一つの原因として考えられている可溶性無機成分の血
液中への増加だけではないことが示唆される。な ぉへマ ト ク リ ッ ト 値は一般に赤沈値と逆相関
にあり, また赤沈値は血清蛋白量と相関関係t tあ る こ と が 1 9 6 2 年 お よ び 1 9 6 3 年 の 実 験

から知られている。したがって 1 9 7 l 年および 1 9 7 2 年のそ上サケ親魚のヘマ ト ク リ ッ ト

値や血清蛋白ほに見られる血液上の変化は, 1 9 6 2 年お よび 1 9 6 3 年 に石狩川にそ上した

サケで知られた血液上の変化と同様な幅向を示しているものと推察される。

また, 1971年に測定した魚の血清蛋白景および一、マトクリット値は西越で得られた魚を
含めて全て大きいたあ これらの指標は1 967年の報告で述ぺたとおり回帰親魚の内的な条

件が年によって異なることを表わすものと考えられるo

2. ポーラロ蛋白波の蓄養・成熟にともなぅ変化

ポーラロ蛋白波の智養1 ・成熟にともなう波高の変化については, 血清そのものを用いたもの

(以下第1反応と呼ぶ ) , 変性血清のi8確を用いたもの(同じく第2反応)いずれも, 第 2,

第 3, 第 4 , 第5図に示したように血清蛋白量の変化と同様にその波高が:港養・成熱にしたが

って增加することが知られた。そしてこの波高の変化については第一反応では 1 9 7 1 年 お よ
び 1 9 7 2 年 と も 完熟後 lc波高の増加がゆるやかとなった。また第 2反応では 1 9 7 1 年の結

果によるとむしろ完熱.後は減少する伸向にある事が知られたo し か し なが ら 1 9 7 2 年 におけ

る第2反応では一f備実験, 本実験いずれの場合もその平均渡高は著しく増加したo またこのポ

ー ラ ロ蛋自波lこ.っいては, 1971年の結果からみて波高に地域的な相速ないし特性はないも

のと推察される。

しかしながらこのポーラロ蛋白波に一:l,、てti,西越で補推された魚の測定結果によると, 1 9
7 2年の第1反応の波高は .1 g 7 1年の値に較ぺて著しく大きな値を示したo ま た 1 9 7 1

年には血清を稀釈して測定時の血清の最終濃度を0.1 7 %前後にした時コバルト波のところで

特徴のある 1題小現象が見られた。しかし 1 9 7 2年には血清の最總'濃度を 0 . 1 7 %にしても極

小現象は見られな力・つた。以上のことからポーラロ蛋白波の第1反応の波高に関与する活性物
質の濃度は調査年次ll:_ よって異なることが推察される。
なお, ポーラロ第1反応についてはガン患者血清の s H活性化能が正常血清に比して低下し

ていること, および第1反応の波高が.1f白分子中のs H 義  ‘s - s幕にもとずくことからポー
ラロガン反応として初め臨床上に応用されたものである。 しかしガンの血清で見られる波高の

低下がs H活性の真の低下か, ガ ンの時に見られる低蛋白血症に由来するか不明と云うことで

利用されなくなっている。 したがってサケの血清のポーラロ蛋白波に見られる需養にともなう

波高の增加が第1図から知 t:れる蛋白量の低下に起因するかどうかを知るため, 測定時の試料中

-2 0 6-

第 2図  血清ポーラ ロ波高のそ上・成lel,との関係 ( 1  9 7 1 年 )
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第 3 図  変性血清通液ボーラロ 波高のそ上 ・成熟との関係
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の蛋白量を完熟時のほぼ最低である29/d1相当になるまで稀釈してその波高の変化を調ぺ

た。 その結果第2および第4図に示したとぉり蛋白量の補正をしないものと同じ傾向を示した。

この波高の増加は血清中の蛋白合量とは無関係であることが推察される。
次に第2反応の波高については年次による大きい違いはなく, ・ 1 9 7 1 年 に較ぺてむ し ろ

1 9 7 2年の方が小さな値を示した。 このことから第2反応の波高に関与する活性物質の機度
の年変動はあまりなかったものと推察される。

なぉ,完熟時に血清蛋白量が著しく増加した個体y33 5, y 3 3 8 お よ び y 7 8 5 ( 1 9 7 2

年11月8日測定)では,いずれも第2反応の波高が著しく増加した。すなわち,同時期の他

の5個体の平均波高が第1波の波高で98 . 2±1 1. 5nであったのに較ぺ同じく y 3 3 5 では

1 2 4 . 7n , y 3 3 8 で は 1 5 1. 8m, y 7 8 5 で は 1 5 2 . 7mであったo しかしながら

1 9 7 2年1 1月2 2日に千歳川西越採卵場で採取した完熱・魚5尾のうちN - 1 は y 3 3 5,
y 3 3 8 お よ び y 7 8 5 と 同 様に血清蛋白最が他の 4 尾 ( 3 . 6 ± 0 . 5 タ / d 1 ) に 較ぺて

y 3 3 5, y 3 3 8 お よ び y 7 8 5 と 同 様 に 著 し く 多 い ( 8 . 1 9 /d 1 ) に も か か わ ら ず, 第

1波の波高で第2反応の波高は他の4尾の平均が83 . 2±6 . 5mであるに対してN1は同じく

4 3 . 3蘭と遊楽部の魚とは逆に著しく小さい値を示した。

この第2反応の波高の增加および減少にみられた異常ti血液の泳動像のうえにも異常がみら

れている。

なぉ若年魚として用いた飼育サケ1年7ケ月の -lさーラ ロ 波 高 は 第 4 図, 第5図に示したとぉり,
未熟魚でありながら第1反応および第2反応ともにその波高が高く, ・とりゎけ第2反応の波高

は先にのぺたとぉり完熟魚の第1波の波高が98 . 2±1 1 . 5 mであったのに較ぺ難魚では同じ

く 1 1 3 . 0nお よ び 1 2 9 . 0 m, 雄魚では同じ く 1 2 3 . 2mお よ び 1 2 9 . 8mと異常に高い値

を示した。

ところで変性血清減液のポーラロ蛋白(第2反応)は,血清蛋白の一分画であるムコ:fi白 と
い う一種の糠蛋白質に起因する現象とされ このものがガン血清中で著しく增加するためガン
診断の一方法として古くは利用されたものである。 しかしこの第2反応のポーラ日蛋白波につ

いては結統化限炎症, 肋膜炎, 肺炎 ,青究  ネフローービ, ストレスなど色々な疾患又は不極

当な環境条件下におかれた時もガン血清同様に高い波を出すため現在のところ我国ではガンの

診断には利用されていない。 しかしこの血清組液のポーラロ蛋白波については前記の疾病以外

に, 高度な栄養障害や流行性肝炎,肝硬変症, 肝萎結, 薬物中毒など肝臓に病変の生じる疾患

にあたっては特異な異常に低い波を出すことが知られている。

以上のことから蓄養によるポ ー ラ波の増加はムコ長白が一種の糖確でありまた腺刺激ホル
モンが一穂の糖蛋白であることから, 成熟にともなって分泌される性ホルモンに起因する增加
も考えられ, また飼育魚が波高が著しく高いことから, -l書養中あるいは飼育中の ス ト レ ス に 起

因することも考えられる。 .

3. ホルモン処理による成熟促進について

書養による第2反応のポーラロ波高の增加についてはその原因の1つとして前項に述ぺたよ

う に ホ ル モ ンの増加ないしは活性化が考えられ, またこのことから性ホルモン処理による成熟

促進の可能性が示唆される。 し たが っ て 1 9 7 2 年 には 1 0 月 l 9 日 に予備実験 と し て 2 表 に
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示した区分によって各種ホルモン注入してまず効果の確認を行し、 l 0 月  3 0 日から本実験と
して予備実験でいくらかは効果があったと.題、われたホルモン量を注入し, ホルモン処理lこよる

成熟促進効果ならびに血清蛋白の組成ならびにポ ー ラロ波高との関係を調ぺた。

なぉ, 補獲された親魚が採卵可能な状態にまで成熟するに必要な日数は第1図から知納ると

おり血清蛋白量の多い魚ほど多く, 血清蛋白量は成熟度合を知る一つの指標にまでされている。

しかlな◆;らホルモン処更事'時の:親角.の成熟度合は血清蛋白量から見てまちまちである。 このため

効果の判定法としては,第6図に示したように実験開始時の血清蛋白量と完熟までの日数との関

係がホルモン処 f員によってどのように変るかを調ぺることにした。

その結果, シ ナ ホ リ ン を 2 4 , 0  0 0̃ 2 5. 0 0 0 RU注入した親魚はいずれも生理的食塩水

を注入したものより実験開始時の血清蛋白静は多いのに, 完熟するまでの日数は少ない価「l1l」に

あることが知られた。 こ の こ と か ら シ ナ ホ リ ン 2 4,0 0 0 R uの注入は完美i',時期を促進させる
効果のあることが持察される。また同様にゴナトロビンとセロ トロピンを併用した ,t . l合もいく
らかは成熟ないし排卵を促進させる効果があったように見うけられる。

4. そ上および書養とポーラロ波高との關係について

サケ血清のポーラロ波の蓄養にともなう增加については, 成熟と相関開係が見られることか

ら2項に述ぺたように性ホルモンの活性他と関係することが考えられる。 しかしながらこの増

加は, 飼育魚の波高とりゎけ第2反応の波高が高かったことから蓄養中の ス ト レ ス に起因する

現象とも考えられる。

これらのことからサケ血清におけるポーラロ渡高の增加は・ 成熱環象による生理的反応なの
か環境に起因する生理的反応ないしは保障現象なのか明らかでない。 そこでホルモン処理l1:- よ
る成熟促進試験の結果を整要Eし, 蓄養時に現われる波高の増加と成熟との関係を検討した。

その結果を第7図および第8図に示した。

すなわち, ポーラロ波高は第7図および8図に示したように第 1反応および第2反応とも成

.熱状態とは無関係な値を示し, シナォ、リン注入区および対照区で第2反応の波高が異常に增加

していることが知られた。

以上のことから, 第2反応の波高の增加は性ホルモンではなく審養にともなうストレスが主

因のように思われる。 しかしこの增加が成熟促進効果の見られたシナホリン注入区と生理的食

塩水を注入した対照区で主に見られたことについてはその原因が明らかでなく, 今後に間題を

提起するものと考える。 しかしながら第2反応の増力[:l1ll'一般lこ;i :われていると 11la)ム コ蛋白の增
加と考えられることから,  このものの増加は環境の悪化またはその条件によって生じた魚体の

保「章機能の現われとも考えられ このものの多かはその時の職境条件を良否を判定する1つの

要業になることが示唆される。

なぉ, 第2反応の波高と第1反応の波高との関係については, 種々の疾病において逆相関に

あることが知られている。 しかしながらサケ血清における第1反応の波高は第7図および第8

図から知られるとおり特別な開係は認められない。 したがって, サケ血清のポーラロ第 1反応

に見られる波高は, 先にのべたように西越の魚の波高が年次lこよって著しく異つたことから ,,

この生体反応は海 11:での生残りないしは環境条件を推海11するための独立した1つの手段になる

可能性を提起するものと考えられる。
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要 約

1. シナ ホ リ ン の 2 4 , 0  0 0 R U注入は未熟なさけ雌魚の成熟を促進させる効果のあることが認

められた。 .

2. 血措蛋白1識ならびにへマトクリスイ直から見た血液性状の成熟にともなう変化については19

6 2年および1 9 6 3年の結果と同離な傾向を示した。 またこれらの値は1 9 6 7年の報告で

述ぺたとおり '色、体の生f9上の内的条件が回帰年次によって速うことを意味するものと考えられ

る o

3. im祥'1のポー ラ ロ i 又応において, 部1反応および第2反府 iと t、ll::1器養中に増加することが知ら
れたe

4. 1器養中のポーラロ波高の第2反応に見られる增加については, . 主にその魚がおか.れている環

境に支配されているように思われる力、, その原因については明らかではない。しかし段境条件

の良否やそれによって生じる内的条件の変化(例えば疾病など)を知るためのlつの指標にな

ることも示 lntされた。

5. 血行1:のポーラ ロ第l反応の波高ならびに稀釈時に理われる特構な極小波の出方は回帰年次ll:.

よって著しくことなり ,  海洋生活更,の生残り, また既境条件を知るための手段になる可能性の

あることが示唆された。
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l21 同一系統群の品種改良試験調査
北海道〇河川にそ上するさけ成熟魚は4年を主群に3 ̃ 5年の年令から構成されているoさけ
の数量を增大する目的では, そ上してくる各年級魚をとりまぜて採卵, 受精をぉこなわなけれti

ならない現状にある(若令雄魚は使用しないようにしている)‘  しかしある河川起源の種族魚群

の減少を防さ', 維持あるいは変えるような場合, ま、た必要とする大きさと年級群の樹立及び大き

な形態を持つ早熱魚辞の青成などの質的改良もまた数 f共々lこ今後の重要な課題であろう。 ・

それゆえ同種間のこれら品種改良の基礎資料を得るため,, 遊楽部川にそ上して < る魚の中から
低令成熟線f ( 3年魚 )及び高令成熟群 ( 5年 )の購雄による交配をぉこなった o すなわち交配稚

魚を破流して回帰してくる成1ll,l l魚の年令がある程度遺伝的要素を継承するもの力、 あるいは稚角,
幼魚時代の生育の良否による生長度合によって決まるものかを調査するためであるo '

前年度試験は諸l話の要因により経驗上から魚体の大小によってイli令, 高令を区分したため, 高

令 群 ( 5 x 5 ) と 低令辞 ( 3 X 3 ) に 4年魚が混入してしまったので ,  本年は交配 ・卵作成前に

検難装 l言lLで鹹の年令を1観llし, まぎらわしい年令の角、は取りのぞくなど精度をあげたo

( 経  過 )

試験lこ使用した角.の1l1lt, 難を混合した魚休測定は次表( l ) の よ う に 5 X 5群のフオー ク '

レ ングス は 7 5 . 0̃ 8 7 . 5 c mに対し, 3 X 3度t 5 4 . 8̃ 6 8 . 0  cm,の平均で-5 年 的、3年魚の
1 . 2 8 倍に当る o

( 1 )

組合せ 尾 数 性 別
魚 体 測 定

体 重 全 長 フ オ ー ク 体 長 頭 長

Ke
4.5̃8.1
( 6 . 3 7 )

5.2̃8.1
( 6 . 5 8 )

4.5̃7 .85
( 6 . 2 3 )

1 .55̃3.9
( 2 . 5 9 )

1 . 5 5̃3.9
( 2 . 3 4 )

2.0̃3.6
( 2 . 8 4 )

cm
7 5 . 0̃9 1 . 0
( 8 3 . 9 4 )

78 . 4̃91.0
( 8 4 . 1 9 )

7 5 . 0̃8 7 .:l;
( 8 3 . 4 9 )

cm
75.0̃87.6
( 8 0 . 7 6 )

7 6 . 0̃87 .6
・ ( 8 0 . 9 6 )

7 3 . 0̃79.4
( 8 0 . 5 6 )

cm
6 9 . 0̃82.0
( 7 5 . 8 5 )

71 . 6-82.0
( 7 6 . l 7 )

69.0̃79 .4
( 7 5 . 5 2 )

cm
1 4 . 5̃2 2 . 7
( 1 9 . 9 3 )

2 1.5̃25 . 0
( 2 1 . 8 1 )

1 4 . 5-20.1
( 1 8 . 0 6 )

3 6

1 1

2 5

1i 十?

3

1i

5 X 5

1 6 5

6 4

1 0 1

1i十 1S

1S

9

5 8 . 0̃7 2 . 0
( 6 4 . 8 5 )

5 8 . 0̃69.2
( 6 2 . 0 6. )、__
59.4̃7 2 . 2
( 6 7 . 6 4 )

5 4 . 8̃68.0
( 6 2 . 4 0 )

54.8̃6 5 . 6
( 6 0 . 2 3 )

5 8 . 8-6 8 . 0
( 6 4 . 5 6 )

51 . 2̃68 . 2
( 5 7 . 7 6 )

51.2̃6 3 . 2
( 5 5 . 1 0 )

5 5 . 0̃68.2
( 6 0 . 4 2 )

11 . 9̃17 .3
. ( 1 4 . 9 0 )

12 . 1̃1 7 . 3
( l 5 . 8 4 )

11 . 9̃16.1
( 1 3 . 9 5 )

3 X 3

流 : ( )は平均値

5 x 5 , 3 x 3各群の雌難別の計測範囲は, それi:1l1ど差がない力',l, 前者ではフオー ク ' レ ン
グスで難lが大きいのに反し, 後者では雌の方が多少大きい。 難難を合めた高令魚の体重は, 低

令魚の約2.4倍, フオー ク ・ レ ン グ スでは 1 . 2 信 であった o

年令は高令群では凡て5年魚であったのに反し, 低令輯中に1 . 8 2 %の疑'問魚が含まれた力,
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魚体の大きさから 3年魚に入れた。

交配卵は, 高令聲は 1 0 月 2 3 日̃ 1 2 月 1 1 日 のill111に 8 8 , 0  0 0粒, 低令弾は, 1 0 月 2 8
日̃ 1 2 月 1 8 日 の 間 に 2 5 3 , 0  0 0粒を作成したo
次lこ代表標本による卵径範開は, 高令9率卵が大きく 7 . 3 ̃ 9 . 5細であるのに対し, 低令群で
は 6 . 0~ 7 . 5 9nで, 平均では前者は8 . 0 2 :ml, 後者は 6 . 6 4mであった。 これは前回の卵より,

高令群平均は大きく, 低令群では小さかったo

両組合せ卵より lll1l出直後の1lle1角1,., 前期仔魚の角、体測定を下表l21に示したように, 金長, 体重,
頭:i iともに高令薄推角.の方が低令群手維魚より僅か大きかった。

組合せ l 全 長 ; 頭 長
1 l

全 体 重 .llP 黄 部
.卵黄をとった
魚体重

,l1m
1.8̃2.l

( 2 . 0 9 )

cm
0 . 3 5

( 0 . 3 5 )

9
0 . 1 7̃0.21

( 0 . 2 0 )

,
0 . 13-0 . 1 6
( 0 . 1 5 )

,
0 . 0 2 5̃0 . 0 3 9

( 0 . 0 3 5 )
3 X 3

5 X 5
1.9̃2.2

( 2 . 1 0 )
l

0.3-0.4
( 0 . 3 6 )

0 . 2 6̃0 .29

( 0 . 2 8 )

0 .20-0 . 2 4
( 0 . 2 1 )

0 . 0 3 3-0 . 0 4 3
( 0 . 0 3 6 )

以上より高令魚部の卵は低令角、部のものより大き く・ ,常t.角.の魚体範囲も大きい,lt自向がある。

これから成魚として回帰してくる時の両組合せ群を識別するために高令交配稚.角、にはH長びれ

左1現びれ及び低令交P に場旨びれ右1度びれにそれぞれ標識して4 8年4月1 4目 ' 2 9日の

2回に分け高令特 .fil1:l11!6 o, 0  0 0尾, ・ll1l1令 群 1 0 3 , 0  0 0尾を1l'l11流したo
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4. さ け  ・ ます資源動態ならびに生物統計に関する調査

(1) さけ・ます稚魚の標識放流試験調査

さけ・ます稚魚の標識放流試験は下記の通り夫々の目的にそって行なった。

魚 種 河川名 放流時期 放流尾数 . 標 識 部 位 目 的

放流時期の相異にょる回1

効果の確認
さ け

1 9 7 3 .  2

″ 3

″ 4

20万尾 1 脂 び れ
2 0 l 左 臘 び れ

l2 0  右腹びれ

千 歳 川

さ け 遊楽部川

1 9 7 3 .  4

″ 4

l 0 . 4  l 脂びれ,左腹 l 3 x 3
l , }優良品種の育成

1 0 . 3  1 ″ 右腹 I 5 X 5

からふと
ま す

湧 別 川
19″73. :

9・8 1 脂びれ,左腹 l 放流場所の相異にょる回1
10 :1  l ″ 右腹 1 効果の比較

帰

(2) 稚魚期における標識魚の回帰実態調査

放流時期あるいは飼育効果の検討のため稚魚期に標識して放流しているが,そのうち1972年に

回帰したものは次の通りであった。

遊楽部川より放流したさけの再捕結果

願効果の検討のため1  9 6 9年春遊楽部川より標識放流を行なったが, 4年魚としてその一部

が 1 9 7 2 年秋に回帰した。その結-果は次の通りである。

o 放 流

放流河川 放流時期 放 流 数 標識部位 飼青状況 日 的

飼育効果の検討

万尾
l 5 . 5

1 5 . 5

遊楽部川

1 9 6 9 . 4月上句・
″ 5月上旬

左腹びれ

右腹びれ

無 飼 育

飼 育

o 再 捕 結 果

標 識 魚
河 川 内 八 雲 沿 岸

l

長 万 部 沿 岸  1 計

尾 数 l 比 尾 数 比 屋 数 1 比 尾 数 比

左腹(無飼育 )

右腹 (飼  育 )

1 0

2 5

倍 l 1 倍 1  l 倍 l l 倍 ,

1 l 6 1 1 l 4 8 l 1 1 6 4  1 1
2.5 ; 1 0 1 1.7 1 1 0 4 ' 2.2 : 1 3 9  1 2.2

以上の通り河川内, 沿岸域に:i;・ける無飼育群と飼育群との回帰効果は異な ってi, り,?育群の方
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力i 2.2倍の効果がみられた。 しかしながら放流時期が1 ケ月程度のづれがあり, 直ちに飼育効果と

判断するのは難かしく,放流時期の差異によることも考えられるので今後検書、iを要する課題である。

しかし,現時点ではl969年の春の環境条件下では4月に無飼育放流よりも飼育することにょっ

て放流時期を若千運らすことが回帰効果を高めることになったということは認められる。

遊楽部川より放流したからふとますの再捕結果

同一発生時期の群の飼育期の差異にょる回帰効果の検討のためl971年春遊楽部川より標識放

流を行なった。

o 放 流

放流河川 放流時期 放 流 数 標識部位 飼育状況 目 的

万尾
10 .5

10 .4

l 0 . 5

f
3 9 目間  0.29

6 4 日間  0.47

8 9日間  0.82

1 9 7 1 .  3 . 1 6

″ 4 . 1 0

″ 5. 5

脂 び れ

左腹びれ

右 腹 び れ

飼育期間の差

(放流時期の差)
遊楽部川

o 再 捕 結 果

標 識 .魚
河 川 内 八 雲 沿 岸 長 万 部 沿 岸 計

尾 数 比 率 尾 数 比 率 尾 数 比 率 尾 数 比 率

脂 び れ  ( 3 9 日間飼育 )

左腹びれ ( 6 4  ″ )

右腹びれ ( 8 9  ″ )

%
5.4

2 l . 8

7 2 . 8

3 2

1 3 0

4 3 3

1 0

2 0

7 7

9.3

18 . 7

72 .0

l

3

1 9

4.4

13.0

82.6 '

4 3

,- 1 5 3
5 2 9

5.9

21.1

73.0

以上の通り, 約3ケ月間飼育して体重で他の2群の2倍以上の大きさで5月5 日に放流した群が

圧倒的に高い回帰効果 ( 3 9日商飼育 ・ 3月 1 6日放流群の l 2 . 3 倍 ,  6 4 日 間 飼 育 ・ 4 月 l 0 日

放流群の3 . 5倍 )を示したが,  これは飼育による魚体の大型化にょるものか, それに加えて放流期

の環境条件がよかったかそのいずれとも判断出来ない。

し か し , 少 な く と も 1 9_,71年の環境条件下では飼育による魚体の健全大型化して5月上旬に放
流したものがこのように回帰効率が高かったことは注目に価しょう。 '
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(3) さけ・ますの生物統計調査

昭和4  7年度の北海道沿岸河川えのアキサケ来遊量及び主要河川の年令組成は下記の通りである。

・ アキサケの来遊量
尾 数 (単位  千尾 )

海区名 オ ホ ー ツ ク 根 室 エリモ以東 エりモ以西 日 本 海 計

沿 岸

河 川

計

3 , 248 . 8

2 1 5 . 0

3,463.8

1 , 6 84 . 1

96 .4

1 ,780 .5

1,083.4

2 3 4 . 9

1,318.3

3 0 5 . 5

37.1

3 4 2 . 6

2 1 . 1

3 0 . 8

5 1 . 9

6,3 4 2 . 9

6 1 4 . 2

6.9 5 7 . 1

%
6.2

%
5.4

%
17 . 8

%
10 .8 59.4%

,%
8.8溯 上 率

1 9 7 2 年 ( S ・ 4 7 )  ァキサケ年令組成

海区名 河 川 名 性別
年 令 組 成

2 3 4 5 標 本 数

9

6

計

1 8

1 0

2 8 ( 5 9 . 6 )

8

2

1 0 ( 2 1 . 3 )

3

6

9 ( 1 9 . 1 )

2 9

l 8

4 7

岩 尾 別 川

9

3

計

5 3

5 9

1 1 2 ( 6 4 . 0 )

2 7

2 3

5 0 ( 2 8 . 6 )

1 1

2

1 3 (  7.4)

9 1

8 4

1 7 5

オ

ホ

1

ツ

ク

海

区

斜 理 川

9

さl

計

8 5

1 l 5

2 0  0 ( 6 5 . 8 )

4 5

3 3

7 8 ( 2 5 . 7 )

1 5

6

. 2 1 (  6.9)

1 4 5

1 5 9

3 0 4

網 走 川 5

5 (  1.6)

9

容

計

1 7 9

2 4 4

4 2 3 ( 5 8 . 8 )

1 2 5

9 1

2 1 6 ( 3 0 . 0 )

5 9

2 1

8 0 ( 1 1 . 1 )

3 6 3

3 5 7

' 7 2 0

湯 別 川 1

1 ( 0 . 1 )

9

容

計

4 7
・・
・、

9 0

1 3 7 ( 2 9 . 2 )

1 8 8

1 4 0

3 2 8 ( 7 0 . 0 )

2 3 5

2 3 4

4 6 9

徳 志 別 川 3

3 ( 0 . 6 )

1

1 ( 0 . 2 )

,e
6

計

1 9 6

4 4 9

6 4 5 ( 7 4 . 0 )

6 9

1 2 5

1 9 4 ( 2 2 . 3 )

5

1 0

1 5 (  1.7)

2 7 0

6 0 1

8 7 1

幌 別 川 1 7

1 7 (  2.0)

9

3

計

4

1 1

1 5 ( 3 3 . 3 )

1 8

8

2 6 ( 5 7 . 8 )

1

1 ( 2 . 2 )

2 3

2 2

4 5

屯 別 川 3

3 ( 6 . 7 )
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年 令 組 成
海区名 河 川 名 性別

2 3 4 5 標 本 数

6 2

5 4

1 1 6

1 0 9

7 5

1 8 4

字

6

計

l 0

2 0

3 0 ( 2 5 . 8 )

2 4

2 2

4 6 ( 2 5 . 0 )

5 0

3 0

8 0 ( 6 9 . 0 )

2

1

3 (  2.6)

羅 自 ' 川 3

3 ( 2 . 6 )

1i

容

計

3 7

2 5

6 2 ( 3 3 . 7 )

4 8

2 6

7 4 ( 4 0 . 2 )
根
素 別 川 2

2 (  1 . l )

e

3

計

3 9

1 3 0

1 6 9 ( 4 3 . 0 )

l 6 3

4 0

2 0 3 ( 5 1 . 7 )

1 8

3

2 1 (  5.3)

4 1

4 1

8 2 ( 2 3 . 1 )

2 2 0

1 7 3

3 9 3

室 伊 茶 仁 川

章

6

計

4 1

l 0 4

1 4 5 ( 4 1 . 0 )

6 0

6 7

1 2 7 ( 3 5 . 9 )

l 4 2

2 1 2

3 5 4

海

区

標 津 川

9

容

計

1 3 1

1 8 9

3 2 0 ( 6 8 . 1 )

8 1

4 8

1 2 9 ( 2 7 . 4 )

1 2

9

2 1 (  4.5)

2 2 4

2 4 6

4 7 0

西 別 川

9

0

計

'S

容

計

2 9

3 4

6 3 ( 6 3 . 0 )

1 8

1 3

3 l ( 3 1 . 0 )

3

3

6 (  6.0)

5 0- 5 0

1 0 0

風 連 川

1 0 3

1 3 2

2 3 5 ( 6 8 . 5 )

2 1 2

1 9 7

4 0 9 ( 5 0 . 7 )

6 5

4 1

1 0 6 ( 3 0 . 9 )

1 6 8
'
l 7 5

3 4 3

別寒辺牛川 2

2 ( 0 . 6 )
エ

リ

モ

以

東

海

区

9

8

計

5 3

2 5 1

3 0 4 ( 3 7 . 7 )

6 1

1 9

8 0 ( 1 0 . 0 )

3 2 6

4 8 0

8 0 6

創 路  川 1 3

1 3 (  1.6)

9

31

計

5

9 0

9 5 ( 1 7 . 6 )

1 7 5

1 4 7

3 2 2 ( 5 9 . 5 )

6 6  '

5 l

1 1 7 ( 2 1.6)

2 4 6

2 9 5

5 4 1

十 勝 川 7

7 ( 1 . 3 )

字

0

計

1 1

2 7

38(100.0)

1 1

2 7

3 8 .

歴 舟 川

-2 2 2-

海区名 河 川 名
l
「性別

l

年 令 組 成

2 3 4 5 標 本  数

率

0

計

-li-

合

計

-e-

容

計

9 1  、

3 0 2

3 9 3 ( 3 7 . 1 )

1 3 8

2 4 3

3 8 1 ( 3 4 . 5 )

3 2

1 1 7

1 4 9 ( 2 2 . 1 )

1

1

2 (  4.3)

3 8 7

2 3 0

6 1 7 ( 5 8 . 3 )

2 5

1 5

4 0 ( 3 . 8 )

5 0 3

5 5 5

1 , 0 5 8

遊 楽 部 川

茂辺地 川

亀 . 川

8

8 ( 0 . 8 )
エ

リ

モ

以

西

海

区

3 1 9

2 0 3

5 2 2 ( 4 7 . 3 )

4 8

1 7

6 5 (  5.9)

5 0 5

5 9 9

1 , 1 0 4

1 3 6

1 3 6 ( 1 2 . 3 )

2 6 7

1 4 4

4 1 1 ( 6 1 . 0 )

6 0

2 8  -

8 8 ( 1 3 . 0 )

3 5 9

3 1 5

6 7 4

2 8

. 1 g

4 7

2 6

2 6 ( 3 . 9 )

率

t1

計

2 1

l 7

3 8 ( 8 0 . 8 )

6

1

7 ( 1 4 . 9 )

知 内 川

s
3

計

ア
容

計

ア
3

計

ア
0

計

ア
合

計 ・

ア
0

計

6 2

l 3 4

1 9 6 ( 2 9 . 8 )

2 4 4

2 0 7

4 51 ( 68.4)

. 5

7

1 2 (  1.8)

3 1 1

3 4 8

6 5 9

石 狩 川

4

1 1

1 5 ( 1 5 . 1 )

2 8

4 8

7 6 ( 7 6 . 8 )

8

8 (  8 . l )

4 0

5 9

9 9

日 天 塩 川

2 1 1

2 2 3

4 3 4 (199 .5 )

2 1 1

2 2 5

4 3 6

一一

3

4

7

本 着寒別川 2

2 (  0.5)

3

' ・ 4

7(100.0)

海 增 幌  川
・ .、-・・

4 7

1 0 7

1 5 4 C27 . 7 )

1 3 0

2 0 -1)
3 3 5 ( 5 7 . 5 )

1 9 8

1 5 5

3 5 3 ( 6 3 . 6 )

2 6 (

1 5

4 1 (  7.4)

2

2

2 (  0.4)

2 7 1

2 8 4

5 5 5

2 8 7

2 9 6

5 8 3

区 利 別 川 7

7 (  1.3 )

l 5 5

8 5

2 4 0 ( 4 1 . 1 )

厚 沢 部 川 4

4 ( 0 . 7 )

-2 2 3-



・ 来 遊 状 況

今年度のアキサケの来遊は695万尾であり昨年度に次く'豊漁であった。そして, 各海区とも好

漁に恵まれたが特にォホーツク海区が著しかった。各海区の施状況は次の通りである。

(i) ォホーツ ク海区

この海区は346万尾と前例のない多くの来遊がみられた。そして:歡別以西への回帰群は4年

魚が主群であり,数量的に多い湧別以西の回帰群は3年魚が主群であり, 1 9 6 9 年度に この海

区より1億尾と多くの和無の放流を行なった lこもかかわらず lii11帰効率は低下しなかった。

② 根 室 海 区

この海区は180万尾の来遊があり好漁であった。知床半島部では来遊量の多かったォホーッ

ク海区系を多獲し,標津沿岸では標津川, 伊茶仁川系が多く回帰したためであり,標津川系は3

年魚, 5年魚の来遊が例年より多かった。野付半島以南域 -では根室半島部は好漁であったが別海
沿岸は不振であり, この海区の大河川の一つである西別川系は3年魚が主群であった。

③ ェリモ以東海区

この海区は132万尾の来遊があり昨年度には及ばないが好漁であった。 この海区の代表河川

の十勝川系は例年より3年魚, 4年魚の回帰魚は少いが5年魚は多く, all路川は3年魚の回帰が
多かった。

④ ェリモ以西海区

この海区は34万尾とこの地区系が多<回帰したにもかかわらず昨年度を下lf国つた。 これはェ

リモ以東海区系が日高沿岸域えあまり回遊 ・しなかったためである。 また, 遊楽部用, 茂辺地川系

はと もに若令魚の出現が多かった。

⑤ 日 本 海 区

この海区は5万尾と昨年度を上理りその主群は4年魚であり, 石狩川系は3年魚の出現も比較

的多かった。

-2 2 4-

5. 環境条件ならびにその保全調査

(1、 溶存空素ガスならびに水温の変化がさけ仔魚の発生に及ぼす影響にっいての調査
中川事業場にぉ'いて昭和4 2年以来数次に亘つて発生したさけ仔魚の死亡については, 用水に豊素

ガスが多量に含まれていた事から溶存豊素ガスにょるガス病(ガス血程症)に起因した死亡事故と推

定されてきたo  また同様に幕別事業場や民営の元浦川ふ化場に発生したふ化仔魚の死亡にっいても,

用水中のガス量や温度にそれぞれ急激な変化が見られた事から溶存ガスのガス圧変化にょるガス病が

原因とも考えられてきた。 このため用水中に多量の室素ガスを含む札内事解の自噴水を用いて実験

的に用水中の窒素ガス量を制御し, ふ化仔魚の発生に及ぼす影響を観察したのでその結果を報告する。

な:11l この実験では化学物質の人為的な注入にょる水質の制御とは異なり, 天然水に含まれるガス体

を天然の水を用いての制御であるため今後のこの種実験への参考として実験法の可否にっいても考察

すると共に, 附随的に生じた各試験の温度の差が仔魚の発生にどのように影響するかにっいて検討し

たo

一 方 法 ぉ よ び 結 果 -
1. 溶存ガスの測定法

溶存酸素:i' よび室素の定量には管原,小山1)佐伯2)らによる炭酸ガスによる誘出法を用いた。 こ

の場合, 試業の調整, 演度量あるいは実験操作の練度などに起因する誤差を出来るだけ少なくする

ように測定法に:者Tの改良を加えたものを用いたSi しかしこの方法では炭歳ガスの発生に際して
反応を促進させるために試水瓶を温湯で加温したり, またその他の反応にともなってガスビュ ーレ

ット内のガスの温度が上昇するため,読みとられたガス量は試水中の正確な溶存ガス量を表わさな

いo このため溶存量の測定にあたってはビュ ー レットのガスが溜つた部分の器壁に水銀温度計をあ

てがって水銀柱に変化がみられなくなった時の温度を読みとり, 内部のガスの温度を出来るだけ正

確に知るようにし,測定時に ;l,けるガス体の温度による誤差を下式により補正した。

v lu/j = ( 2 7 3 十 t 1 ) b
2 7 3 十 t 2

日 一 一 意'但し t 1 ℃ 一 試水の水

t2 ℃ = 測 定 時 の ガ ス =一般には室温
b = t 2℃の時のガス体積

なぉ 、ガ スビ ューレ ッ ト にっいては製作上の日盛りの付方あるいは管経の不均一さなどから,  内容

積力姻めて不正確であるうえにこの方法が質量分析法であることからメトローム社製のメカニヵル

ピューレットを標準品として目盛の補正を行なった。

2. 試供卵ならびに実験月日

試験湖のさけ卵は19 . 7 2年 l 2月1 6日千代田採卵場で得られ,のち札内事業場に収容された
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もので, 1 9 7 3 年 l 月 9̃ l 0日頃発眼したものである。 ま た こ の実験は 1 9 7 3 年 l 月 3 1 日

から同年3月1 6日までの4 4日間にわたって行方つたo

3. 試験水の調整

試験用水は1表に示した自城水とメム川の川水を1図に示した装置にょり混合調整したo iた流

量の調整は全て先を細めたガラス管の先端の孔径を変化させて行な った。

1 図 ガ ス 実 験 用 飼 育 装 置

I一実験水精 II一自城水 m一川水 W一混合槽 ( 1 .eポ リ 瓶 )  V一自城水
u一川水 、l l lーポンプ u一実験水槽の温度調整用注入管

1 表  試験用原水 の溶存 ガ ス 量

測 定 月 日

用 水 名

1 9 6 8 .  1. 3 1 l 9 6 8 .  3. 1 5

自 項 水 川 水 自 項 水 . 川 水

水 温 ℃ 15 .9  → 12.1 3.2 → 6.9 16 .0  → 1 2 .9 3.8 → 7.1

溶存量 ca/ .e.
N 21.7 17.3 2 l:l18 17 .4

0 2 0.1 8.9 0.2 8.4

館 和 度 Ca %
N 1 5 1 1 0 8 1 4 6 1 0 9

0 2 2 1 0 4 3 9 9

註 水温中→印は自城水は川水で,川水は自l資水でそれぞれ温度処理を行なった前後の値を示し ・ 館和度
は全て温度処理後の水温条 Ptに:i,・ける値を示すo

-2、26-

なぉここで用いた原水には著しい温度の差があったため, それぞれ一旦ふ化精に酒めたのち, 教

質ビニ ール管を用いて互い違いに前述のふ化糟中に導びいて温度差の減少を計つた。 そして試験水

はこのような用水の混合にょ って調整しょうとしたが自?水が無酸素状態であったため, 、iずこの

ような水の混合で, どのような酸素溶存量の試水が調整出来るかを計算した。 この結果2表に示し

たよ うに 4 区お・よび5区では,溶存酸素が著しく欠乏することが知られたので, これらのガス震度

の試験区では金魚飼育用のェアーストンを用いて通気し ,  酸素の補給を計つた。 その結果得られた

各試験区の溶存酸素量1t,よび豊素量を3表に示した。

2 表  自 項 水 と 川 水 の 混 合 に よ る 水 質 の 変 化 ( 推 算 値 )

試

験

区

水 量 0c1/ 分 水 温 ℃
溶 存

N 2

量 ca/.e. l 飽 和
l

度 %

0 2  l N 2 0 2

1 / 3 1 3 / 1 5

自城水 川水 自項水 川水
1 / 3 1 3 / 1 5 1 / 3 1 3 / 1 5 1 / 3 1 3 / 1 5 1 / 3 1 3 / 1 5 1 / 3 l 3 / 1 5

1

2

3

200 648 145 350 8.12 8.80 18.33 18.40 6.84 5.99 117.9 119.6 82.5 73.5

240

290

510 168

228

300 8.56 9.18 18.70 18.63 6.10 5.45 120.9 122.0 74.5 67.5

348

230

215

135

9.26 10.09

11.35

19.29

20.27

l 9 .15

19.88

4.92

2.96

4.18

2.39

126.5

135.4

127.7 61.0 52.8

4

5

480 370 10.42 132.8

139.4

37.6 3 l.1

21.4694 90 520 110 11.50 11.89 21.19 20.19 1.12 1.63 145.2 14.6

3 表  自 項 水 と 川 水 の 混 合 に よ る 水 質 の 変 化 ( 実 測 値 )

試

験

区

飽 和 度 %
水 温

N 2 0 2

1 / 3 1

6.9

3 / 1 5

7.1

期 間 内 平 均-x 士 t  06・S E 1 / 3 1 3 / 1 5 1 / 3 1 3 / 1 5

対照 6.4 士 0 . 1 1 0 8 . 0 1 0 9 . 3 104 . 4 98 .7

1 8.1 8.4 7.合 士 o.1 . :j .。一1 l 7 . 5 1 l 6 . 6 83.0 7 4 . 8

2 8.6 9.5 ^
8 .0  士 0.2 1 2 0 . 9 1 2 2 . 7 77.6 63.0

3 9.4 g.g 9 .0  士 0 . 3 1 2 3 . 2 1 1 9 . 3 71.4 67.5

4 10.2 1 0 . 6
1̂

9・ 8 士 0・ 3 1 3 0 .4 1 1 6 . 8 55.0 6 6 . 0

5 11.3 1 1.4 1 0・ 7 士 0・3

1 3 3 . 9 ・

1 2 1 . 0 42 . 7 51.1

なぉ・実験中自?水を導通した水指お- よびパイ プ内には著しく ノロが発生し,  流量調整用のノズル

-2 2 7-



に開- ;l●して流量が減少した。 このため実開始2  3 日以降には装量の清需を行い実1・tを続行した。
しかしこの際通気量調整用の予備のェアストンを誤つて投入したため, 4区 ,  5区での清有室東●

は3表に示した通り著しく減少した。

一 結 果 ぉ よ び 考 表 ̃-
1. 実験条件の検討

実験期間中に豊素ガスのl容存状態を推定するため , 3表に2月2日から3月 l 5日tでの水温を

測定し, その変化を信頼巾で示した。そしてその結果にょれば先に述べた2表:i; よび3表の値から

みて実験期間中の自?水と川水との混合比には大きな空i化が生じなかったことを示険する'ものと共

に実験方法としてほぼ満足すぺきものと考えられる。

2. ふイl11 と 死 亡

3表から知られる通り各試験区間にはぉ よそ1℃の温度差が生じ5区では実験開始数時間後には

ふ化するものが生じた。 このため水温がふ化率にどのように影響するかを調べ2図に示した。 この

結果, ふ化直前にかける環境の温度上昇は著しくふ化速度を促進することが知られた。 そこでふ化

率がそれぞれ8 0 lt 1l;・よび90%に達するまでの実験開解の日数を2図から求めて水温との関係

を3図に示した。この結果,実験卵がふ化間近い卵であっても,それぞれの発生状態のときから.1ll

化する ・までに必要な日数と, その期間の水温との関係は, 般にふ化日数と水温との関係で知られ

-ll0 - ・ -
て い る T  e = K の式が成立つよつ一r・;l1る。

しかし, この日数と水温との関係は, 3図から知られる通りょり商単な一次の式でも表わされる。

そしてこの式から,水温の変動が1日にっき1℃あった場合ふ化までの日数は, i;・「そ,1 .2日の割

で增減することが推事さ 1t1 る。 また,  こ o、こ と かt-,, 温度?、化lこよるふイt日数の資化は簡単lc?lj
可能と 1'i- l )・ 発眼.9llの輪送1時にliしH'しば発生している温度上昇にil3因したふ化イ序細;原因の・llE亡
事故を'f lfll1し ' かつ防止することが可1ili に 1't・るものと考えら : hる。
な:iP対照区では, 3図からも知られるよ1に日数と水温との関係が回帰線から著しくずれ, 逆に

ふ化が促進されたような結果となった。 この原因にっいては不明であるが, 対照区の水温が供試卵
1

が最初に :おかれていたところの水温(9 .9 .〇)り著しく低かったため, 冷 シ ヨ ッ クの様な作用がlつ

の原因になったことも考えられる。 -
次に今回の実験期間内(4 4日間)に ,i,・ける仔魚の死亡にっいては4表に示したと 1ll,・り4区で多

量に発生した以外,特別なものはみられなかった。

4 表  実-験中の死卵数 : ip ・ よび死魚数
試 験 区 対 照 1

3

2 3 4 5

ふ 化 前 0 0

5

0 0 0

ふ 化 後 0 0 3 5 9 4

- 2 2 8-

4

化

率

2 図  実験開始後 の経過日数 と ふ 化率 と の 関 係

実 験 開 始 後 の 日 静

図中の記号は実験区を表わす

一 対照区
〇… 1 区

口 ・:・ 2 区
△ … 3 区
X - 4 区
● 一 5 区

-2 2 9-



3 図 ふ 化 率 が 8 0 % : il・ よ び 9  0 % の時の水温 と実験開始後,〇経過日数
と の 関 係

実

験

開

始

後

の

日

数

8

7

6

5

4

3

0
9

8
7
6

5

4

3

2

で '

l l _ L ___--_」 .

6 7 8 9 1 0

水 温

1

℃

1 l 2

図中の記号・印はふ化率 9 0 %. ) <印は同じ く 8 0%の時の開係表わす。

I - D = -1 .220十1 6 . 5 r =-0 . 9 9 4 6
1l - D = -1.23 tl十16.0 ;r =-0 . 9 8 9 0 7
llI … Dea 051250= 61 . 66  r =-0 . 8 0 1 6  → 1 o g D = - 0 . 1 1 80 十1 . 7 g 0 1

0.061716l_ _ → _N - De - 8 8 . 5 5  r --0 . 9 8 8 8 6  1og D-- 0 . l 4 2 1 tl十1 . 9 4 7 2

- 2 3 0-

そしてこの異常な死亡については2 6 日 目に川水用の送水ポンプの停止事故があったため, 川水

にょる厳素の供結が停止して試験水中の酸素が欠乏したためと考えられる。 なぉ・ 5区で死魚の発生

を見なかったのは前述のと:l1, り通気用のェアストンが4区より多かったことから,通気量の差にょ

るものと考えられる。

? の結果から, 今回の実験にi,-いては溶存豊素ガスにょる仔魚の死亡はなかったものと考えら
れる。 そして3表に示した結果から, さけの仔魚はふ化から44日間と云う卵責吸収直前の状態の

時まで少な <1 と も 2区:i, よぶ3区 まで測定され た1 2 1̃1 2 3 %お?よ ぶ 1 2 3 ̃ 1 1 9 % と 云 l:)

溶存豊素の条件下で飼育されても, 豊素ガスに起因する死亡は起らないものと考えられるo また豊

素ガスの活存条ot-が清掃時の手違いにょ って明らかに通気量が変更された時(2月23日)までほ
ぼl月3l日の設定時の状態を維持していたとすれば, 4 区 i ;・よび5区にガス病の兆候が認められ

なかったことから, さけの仔魚は4・5区のような高種度の豊素溶存条件下(13 0 %お・よび 1 3 4

% )にふ化完了から17日お・ よび1 8日間お・かれても ,ガス病による死亡は起らないものと考えら

れ る。 しかし中川事業場や元浦川ふ化場で発生した死亡事故にっl'',,ては, 今回の実験結果と異なり,

たしかに江草らの報告に見られるょうなガス血程症状が見られていたこと, および用水に比較的多

量の溶有豊素が測定されていたことなどから, 溶存窒素による血程症が直接の死亡原因と考えられ

ている。 したがって, 過去の死亡事故にっいては豊素ガス以外の別の生物学的要素, 例えば死亡し

た仔魚が移殖卵とか終漁期のそれも酷寒時に得られたもので, ふ化後の仔魚の発育になんらかの支

障のあるょうな卵質で,血管の形成が悪く, これらの条件が高機度の豊素ガスと相乗して発生させ

たことも考えられる。

すなわち後期卵のような受精後に発生不良卵を出し易い卵にあっては環境やその他卵の取扱いな

ど色 i な 条f''-の影響を受け易く , 湾有空素の多1募にも著しく影響される可能性のあることを示唆す
るものと考える。

3. 仔魚の発育と水温との関係

偏青水の温度は先に述べたょうに直接ふ化時期に著しく影響する。 そこでこの水温の違いがふ化後

後の仔魚の発育にどのよ.うに影響するかを知るため, 5表に示した実験終了時に:i''ける各試験区の
仔魚の発育状態と環境条件とl111関係 ''l・:実験期間の' ;f lll'll水ill 1l,を用いて冷計した。
な :;l,f魚の発青を制御する主な要因としては時間(日数)と温度が考えられる。また,この時間

と温度は積算温度として一一元化することが出来ると同時に, 実務的に見て最も有効な推算基準であ

ると考えられている。 したがって積算温度を用いて仔魚の発育に対する水温の影響を検討すること

にした。

しかし, 最も水温の高かった5区では卵責吸収の極めて不良なものが多く混在し, また後述のよ

ぅに横算温度との関係が他区と著し <1 異11ltったことなどから, 5区で得られた結果は一応検討資
料から除外することにした。 '

-2 3 l-



5 表 実験終了時の体重 ,  体長お ,  よ び卵責吸収度合  と 水 温 と  の関係

試 験 区 . 1 水 温
l ℃

体 重 l フオーク長 e,m
卵黄書--)く 1 o o ( %l
体 重

対 照

1

2

3

4

5

6.4 士 0.1

7.4 士 0.2

8.0 士 0.2

9.0 士 0.3

9.8 士 0.3

1 0 . 7  士 0.3

0 .39  士 0 . 0 4

0 . 3 9 士  0 .04

0 . 4 0 士 0 . 0 4

l 0 3 7 士 0 . 0 4

0 . 3 9 士 0 . 0 3

0 . 3 6 士 0 . 0 4

3.29 士 0 . 1 3

3 . 2 8  士 0.01

3.39 士 0.10

3 . 35  士 0.08

3 .35  士 0.10

3 . 1 5  士 0 .10

19 .1

16 .2

13.9

10.9

' 9.3

1 2 . 8

すなわち, 仔魚の大きさならびに卵黄の吸収度合は4図に示したょ うに積算温度と密接な関係に

あることが知られ , これらの関係は次に示したようにふ化日数と水温との間で知られている

T e 「◆ K の式が成立つことが知られた。

体 重 ; f が e10フ314W = 1 . 2 1 2 x l 0

体 長 ; f 0l e13062L  = 3.2g6 >< l 0 7

卵黄吸収度合 ; ,t, e0009592 = 6 . 2 1 9 x 1 0 2
但し litl = 積算温度 ℃

w = 体 重 ( f )

L = フ オ ー ク ( Cm )

R = ( 渡-存卵資離1/体車、) 、>く1 o 0 %

なi, , これらの関係については, 先に述べた日数と温度との関係でも得られたと同様同じ精度で
一次の式で表わすことが出来る( 4図 ) 。 またこの一次式の方が水温の影響を予測するうえでより

簡便なものと考えられる。 ''

したがってふ化後の仔魚の発育に対する水温の影響にっいては一次の関係から推論することにす

る o

すなわち,体重は一般には5図に示したように卵黄が 1理;l.収消費されるまでは時間の経過にともな

って增加するとされている。 しかしながら今回の実験では4図に示した卵黄の吸収度合との関係式

から卵黄の吸収は積算温度の増加によって促進され,水温1℃の上昇で3 o日間に体重に対して約

1 9 %もょり多く消費されることが推算される。しかし. ,体重は6図に示したょうに先に述べた一
般的傾向に反して高温区では残存卵黄量の少ない実験区ほど少なくなり,体長はいくらか增カnする

-2 3 2-
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体

重

( W )

5 図  サ ケ 当 よ び ヒ  メ マ ス 卵 の ふ 化 後 の 体 重 変 化  (橋本未発表資科より)

5 0 l 0 0

受精後の日数 ( D )

・印 は l 9 6 3 年 1  0月30日に勇払採卵場で採卵受精されたもの
ふ化後の平均流量 7 8 2 . 5  士 1 6 7・3 / ],‘1l'/ 分
(
1 /w= 8 . 8 1 6 6 l - 0 . 0 8 0 6 3 8 D十 0 . 0 0 0 2 9 4 4 4 D 2

x印 は 1 9 6 3 年 1 2 月 8 _J3に西越で採卵受精されたもの
ふ化後の平均流量 1 1 2 9 . 7  士 1 2 0・7 / ],Cl'/ 分
(
1 /w = 1 5 . 3 1 2 4 - 0 . l 9 3 0 9 D 十 0 . 0 0 0 8 1 8 0 D 2

〇印は 1 9 6 3 年 l 2 月 1 9日に西越で採卵受精されたもの

ふ化後の平均流量 1 4 6 4 . 7  士 3 0 7・9 / ],Cl'/ 分
(
1 / w = 1 0 . 8 4 8 5 - 0 . 1 0 7 1 4 D十 0 . 0 0 0 4 2 9 5 D 2

△印は1 9 6 3年 1 1月 2 7日に支笏湖事業場で採卵受精されたもの

ふ化後の平均流量 1 5 4 1・9 士 3 4 5 ・6/1,Cl'/ 分
(
1 /w = 2 1 . 3 8 6 - 0 . 1 2 8 9 9 D十 0 . 0 0 0 3 2 9 6 D 2

-2 3 4-

)

)

1 5 0

0 . 4 0

体

0 . 3 9

0 . 3 8

重

f 0 . 3 7
、一・
a 3 6

6 図  卵 黄 の 吸 収 と 体 重 , 体 長 と の 関 係

卵 黄 の 体 重 に 対 す る 割 合  n

図中の記号は2図参照

W= 0 . 0 0 0 9 6 R十 0 . 3 7 5  「 = 0 . 3 4 5 2 9 9  L=- 0 . 0 0 7 6 F 十3 4 . 4  r = 0 . 6 5 2 2 5

傾向がみられることから相対的に瘠せた体型になることが推察される。 この水温の影響については,

低温区でなか卵黄の残存f がかなりぁることを考慮すると体型に著しい差の生じることが推察され

る o

以上のことから, 項境水の温度上昇は卵黄の吸収を促進させて浮上を早めるけれども, 必要以上

にェ ネ ル ギ ーの消費を促進させて瘠せた角にし,場合にょっては浮上時の魚の健康に悪影響を及

ぼす可能性のあることも示唆される。 またこのことから,  ふ化促進のためにふ化用水の温度を上昇

させる場合には, 浮上後の飼育や放流などその後.,lt1事業の送行のために, 浮上時の魚体の大きさや

健康の良否なども充分考慮する必要があるものと考えられる。

4. 仔魚の発育に及ほ'す内的要因にっいて

仔魚の発育にともなう体重の変化にっいては, 般的には卵黄の吸収について増加するが, 水温

の上昇など環境要因の変化によっては浮上時期や体型に著しい影響を及ぼすことは先に述べたと i;

りである。 しかしながら, このさけ仔魚の発育過程でみられた浮上時期や魚体型1の差異にっいては

環境水の温度以外にも生物学的な内的要因にも支配されているようである。

すなわち, 7 図に不 したように同じ時期及び場所で得られた卵を用いた今回の実験では, 個'の

-2 3 5-



仔魚の体重とその残存卵黄重との関係は全て正の相関関係を示し, 般的な通念に反している 。 こ

の現象は8図に示したょうに, 卵黄の吸収度合の著しい(残存卵黄量の少ない)仔魚ほど魚体重が

少ないことから,  同じ群の卵であっても卵黄 ・に書積されているェ ネ ル ギ ーの再同化効率に差がある

ことを示唆するものと考えられる。 そして同じ群の中で卵責の吸収が早くて浮上の早い仔魚は浮上

時の体重が少なく清せた体型になることが推察されるo-̃ 要 約 -̃
環境水中の溶存室素ガスや温度の違いがさけ卵のふ化や仔魚の発育にどのように影響するかを調一、
た o

1. 試験水は札内事業場のボ ー リ ン グ 水i,・よび メ ム川の水を混合して調整した。 またこれら用水には

著しい温度差があったため, 実験にあたってはそれぞれの用水中にパイプを用いて互い違いに導水

し, 温度差の軽減を計つた。

2. さけ仔魚に対する溶存窒素の影響にっいては , 飽和度にして l 2 l ̃ l 2 3 ' %の溶存条件下に卵

黄の吸収直前(残存卵黄量が体重に対して9%前後)の状態までぉ'いても異常は認められない。

また ,ふ化した仔魚が ,室素ガスの溶存条件が1 3 0̃ 1 3 4 % ( 水 温 9 ・ 8 ̃ 1 0・ 7 ℃ ) の と こ ろ.
に. ふ化後 1 7̃ 18日までぉ・かれても,窒素ガスにょるガス病が起因の死亡は起らないものと推
察される。

また過去に発生した中川事業場にぉ,いて仔魚の死亡は用水中の溶存空素ガスの操度以外に, 卵自

体にも何か原因があったことも推察される。

3. さけ卵のふ化までに要する日数?)は水温«;1の影響を受け易く,水温の変化がふ化通<であっても,,

変化した水温とその時からのふ化までに要する日数との間には一般に田内・日暮の式として知られ

て い る T ea l l l = K の関係が成り立つことが知られた。ここでeは自然対数の底,αは魚種によ

って異る恒数である。

4. 環境水の温度変化に上るふ化日数の短縮と水温との関係は簡単な一次式で表わすこともでき, 温
度1℃/日の增加はふ化をぉ、よそ1 . 2日促進させることが推察された(3図参照)。

またこのことから発眼卵輪送時にふ化が始まって死亡する事故を予測することが可能と考えられる。

5. 用水の温度の高低は発育過程にある仔魚に著しい影響を与え, 高い水温下で発育した仔魚は低温

下に ;おかれた仔魚より卵黄の吸収が早く1者せた体型になり易い。 .

6. 同じ群から得られた卵であっても卵黄の吸収凍唐は異なり,吸収速序は異なり,吸収1東度:の早い

仔魚は浮上時期が早くかつ小型の稚魚になり易いo
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1 ) 河出書房 :化学実験学第1部 ・地球化学第3版 ( 1 9 4 3 ) P 5 5 9̃5 6 3
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3 )  さけ・ますふ化場: さけ・ます人工ふ化事業実施要領(1970 )参考4-9- l 0

-2 3 6-

l〇 0 0 0 L〇

・・o, ・・ll, ,e,l, o 'o'
0 0 0 0 0

l国 ( t )

-2 3 7-

一0
t
'
0

u' l  0
0 0
0 0

f

O
r
o

（． l一一）

9
'o

9
o

3
・o

z
8

o
r

（）m
8o・o

g
o
o

;mo
一一一oo

8
0
0

雪
0

3・
0

z
0
・
0

:aa1



0p

'0

S

一一o'0
0
-一 :'
0

‘o o 、n, o
'll' ・・0' 'l 1  0
0 0 0 0

-2 3 8-

0

e・o

0

0

(2 ) 訓路川の溶存アルミニウムの魚に対する影響調査 -

この報告では, これまでの結果から

1. 溶存アルミニウムの排出場所

2. 溶存量は過去よりも培加しているだろうか

3. 増加したとすればいつ頃からか

4. ア ル ミ ニ ウ ムの魚に対する毒性はどうだろうか

5・ こ の溶存アル ミ ニ ウ ムの毒性の影響はどの範囲(流域)まで及ぶか

6. 溶 存 ア ル ミ ニ ウ ムの性質と測定方法(測定時)の問題点

などを検討したのでその結果を述べる。

釧路川のアル ミニ ウ ムは1表に示したように近年湯川を経て屈針路湖へ排出される川湯温泉中のア

ル 、 ニ ウ ム量が増加しているため, 釧路川へのアル ミ ニ ウムの排出量は2表に示したと : i;・り近年急激

に增加したものと推察される。

なお、溶存アルミニウムの毒性については3表に示した魚お、よび実験条件で測定した結果1図お・ょび

4表に示したょうに. モ ノ マ 一態の時に強い毒性があり, 2表に示したとぉ,り時には, 1 9 7 2 年 の
ように溶存量が非常に多く当別川の合流後にょうゃく安全操度にまで減少することが知られた。そし

て こ の ア ル ミ ニ ウ ムの排出は2図お、よび3図に示したように戦後の経済の発展に伴つて行なわれた温

泉の開発にょり急激に増加したものと推定される。

1 表  湯 川 よ り 流 入 す る F e と A 1 の 過 去 と 現 在 の 比

採 水 年 月 日 l 1 9 2 7 / 1 0 ・ 7  1 1 9 3 8 / 7 - 3 1  ' 1 9 6 8 / g . 6

流 量 ㎡ンsec l ( 8 月 ) 0 . 7 7 3 0 . 6 5

濃 度 'n'/ 4
流 下 量  '/ s e c

: l

1 2 . 9 4  l 2 5 . 2  l 4 7
l l

1 0 0 . 0  l 1 9 . 5  l 30.6

- - l - -
, 4 4.1 l 7 7
l  l
. 、.,- l

. 3 4 .1 4 6 . 2

l i、e

機 度 ,n ? / .ι

流 下 量 1l' / s e c
A 1

流

下

量

比

1 ' 0.31

1 : 1 . 5 7

F e

A l 1 : 1 . 35

そしてこの開発は前後3 ti、, 大規模に行なわれているが, 昭和4  0年,  4 1年に行なわれた最後の
開発直後に死魚の発見されたことは,興味あることと考える。そしてこの釧路川にぉ,けるァル ミ ニ ウ
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ムにっいては,このものの排出機構からみてその影響は今後共下流域へと移動してい<ものと考えら

れる。

2 表  A 1 援 度 の 流 下 に と も な う 変 化

s t  ・ 成

場 所

川ロからの

距 離

( Km )

1 9 6 8

4.1 9  9.5

1 9 6 9

3.25 4 . 11  5.7

l 9 7 0

4.20

1 9 7 1

5.7

1 9 7 2

2 7
4 河

(11

川 口

(21

(3)

美 豊 川

(4)

美 留 和 橋

(5)
美留和川合流前

(6)

美 留 和 川

(7)

美留里橋(合流後)

(3)

札 友 内 橋

(9)

病 院 基

(l0
1駅 前

a 1)
当 別 川

02l
放 流 点

l
0

2.1

6.6

7.2

10.7

10.7

10.9

l 3 . 2

20.8

22 .2

22.6

l 24.7
̃24.9-1

2.93

(2.60)

2.62

t r

2.0

(0.95)

1.6

0. l l

1.6

1.89 1.54 1.75
1 .90

(0.17)
2.32
(0.30)
1.98(0.51→0.34)

2.04( →0.41)

0.08

1.55
(0.27)

1 .89 1 .66 1 .58
1.25

(0.04)

1 .17

(0.05)

0.60

( t r )

1 . 0 l
(0.0l)

1.8 2
(0.11)

1 . 6 5 ,

(0.06)

1.50

(0.02)

1 .52

(0.02)

2.04(0.34→0.15)

2.10( →0.21)

1.96(0.16→0.11)

1:04 (  →0.17)

1.84(0.06→0.02)

1.83( →0.02)

1.84(0.07→0.03)

1.5
1 .16

( t r )

0.80
( t r )

0.36

( t r )

0.37
( t r )

0.4
1.02
(0.08)

l . 0 l

( o ) 2.03(0.03→t r )

e t ・ 7 にis・ける生物試験死亡率
5 2. 2 % / 5 h

1 0  0 % / 2 4 h

7 6 . 3 %/ 1 6 h  PHS

l 0 0 %/24h
<i るb 6 0 . 9 % / 2 4 h

( )内はモノ一'r一 態A1の量を表わし, 1 9 7  2年の→印は, モ ノ マ 一態A1溶有量の採水から測定ま
での時間経過にともなう変化を示したもので 一印後の値は, ほぼ197 l年以前の測定条件での操度を
表わし. →印の前の値は採水直後の演度を表わす。
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3 表  致死演度測定 に 用 い た さ け 稚 魚 の 大 き さ

( -a士 t . 0 5 S E )
実 験 , ]I m

BW  l 0.28 士 0.01 0.32 士 0 .02 0.44 士 0.02

F L m 3 3 . 9 士 0 .; 3 6 . 3 士 0 . 9 39 .6  士 0.8

実 験 条 件

実 験 , ]I III

W . T 2 4 h

℃ 4 8 h

9.0 0 士 0.11

8.90 士 0.10

8 . 9 7  士 0.16

8.94 士 0.10

9 . 0 0  士 0 . 0 8

8.96 士 0 .06

D 0 %  2 4 h 9 3 . 1  士 0.8 92 . 5  士 1.9

2 4 h 平 均

1 区 → 7 区

P H

4 8 h 平 均

1 区 → 7 区

5 . 0 2  士 0.10

4.89士0.29→5.19士0.93

5 . 0 5  士 0.07

4.96士0.22→5.19士0.24

4 . 9 2  士 0.07

4.79士0.22→5.05士0.20

・ l

5.05 士 0.04 1 4 . 9 5  士 0.07

l

4.97士0.11→5.16士0.12 l 4.84士0.20→5.05士0. l7

4.89 士 0.08

4.77士0.20→5.16士0.26

1

' 2

A 1 3

r;
1 . 1 4 5  士 0 . 2 7 5 0 . 6 5 3  士 0 . 097 0 . 6 0 6  士 0 . 0 0 8

0 . 9 7 7  士 0 . 1 7 1 0 . 5 6 7  士 0 . 038 0 . 5 0 3  士. 0 . 0 1 7

0.7 4 8  士 0 . 1 0 2 0.;ll.9 4  士 0 . 0 2 2 0 . 3 77  士 0 .017

0 . 494  士 0 . 1 0 7 0 . 3 0 0  士 0 . 0 4 4 0 . 2 7 7  士 0 . 0 1 6

0 . 321  士 0 . 1 2 3 0 . 134  士 0 . 0 27 0 . 1 3 0  士 0 . 0 0 6

0 . 1 2 5  士 0 . 0 7 1 0 . 0 4 9  士 0 . 0 2 3 0 . 0 4 9  士 0 . 0 0 4

l '

士 0 l
l

士 0
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国

一

．
-

u
l

8t
l

-

一一-一一 :

l
-

ul
t

一一 :
1
-

ult
e

1
-

-2 l 2-

-
0

0

0
-

O
lC

0

0
-

0

一一c

0

0
-

0
0_

‘表 半数数死t ti,, よび安全i度
( P P M )

実 a I - 2 4 h :II- 2 4 h llI - 2 4 h llI- 4 8 h

T ・ L M 値

( i 士 s a )

0 . 4 l 6

0.308

0.3 9 4

0.368

0.276

0.277

0 . l 3 0

0 . l 0 4

0 . l 7 8

0 . l 3 0 -

0. l 0 4

( 0 . 3 5 2  士 0.0 5 9 ) ・ ( 0 . l 7 0士0.0 9 3 ) ( 0 . l 3 7士0 .038 )

安 全 最 度 0 . 0 2 7

玄全震度は, H a r t ,  Dou lio r u f f 及 び 0 r e e n b a n :kの式

_ 4 8 h  T L MX 0.3 _ し一.,.
( 2 4 T  L M / 4 8 T  LM

.:し-
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6. 支笏湖の生物生産・に関する調査

( l )  支易湖の生物生産に関する調査

支物湖のひめますの生産構造解明のための資料書積を主体にした生物統計調査(漁獲量の推定, 線

獲物の組成),生育環境調査(理化学的条件, 幅考1性物 ) を行なった。

漁獲量の推定, 並びに年令組成にっいては現在整理分析中である。 .

湖の水温条件は6月中旬には表面が9̃ 1 0 ℃ と な り , 水 深 1 2~ 1 3 n,に弱いialiが出現し,水
深 l 5 n'以下は4 . 5̃ 6℃の条件となる。そし.て7月,  8月には国1iの発達も著し<なる。

ひめますの生活水深は漁探並びに釣などにより, 6月には表1i生活であることが知られ. 7月, 8
月・と時期の推移にともなってl l?下の深1iに移動する。 なi,・, 国?下の生活1iも時期にょって;言Tの
深浅移動がうかがわれた。 -
また,湖内の魚群の分布にっいても, 7月には密度の大小はあるが,湖岸,湖心をとゎず魚の分布

が認められるが, 8月以降魚の成熱にともなって産卵場のあるポロピナイ , 元 山, 湖時と湖の北測の

水域の湖岸周辺への移行が認められる。

産卵場の大きさは現在明らかでないが, 産卵場の地域は従来から指摘されていた地区であることが

魚探で明らかにされた。

湖の1i耳料条件にっいて

定点はふ化場沖 ,ポロピナイ沖 ,モーラップ沖の 3 ケ点で, 2 5cm口径の目合 ),( >( l 3 のプラ ン ク

ト ン ネ ッ ト を 用 い て水深 1 0  0 ,nからの垂直採集を行なった。 ,_
出現種は1 9 7 1年 , ' 7 2年と比べて大きな変化がなく , ダフニヤとァ力ンソデアプトーマスが優・
であった。沈般量は次のと .is りである。

沈 1般 量 ( 平均値  'a4 )

月

3 月

1 9 7 1 年

m,.ι

0 . 9

l 9 7 2 年

0.3 ni.e
6

7

0 . 8

1 . 9  '

2 . 68

9 l 2 . 8
l

:
1 0  l 5 . 6 3.3̃ 3.9

-2 4 6-

ll 沿 岸  水 域 調 査

1. 沿岸水域におけるサケ  ・マス稚魚の生態調査

細走, 斜里地区を中心と したォホーツク海東部のサケ資源の增大は近年著しい。 これらの原因は人工

ふ化放流の充実・拡大と考えられるが, 網走湾内の稚魚期の生育環境条fヤも大き<関与しているものと

推察される。 これら問題にっいて従来から色々と論議され,その解明を強く要望さ.れていたが, よ う や

く47年度より網走,斜里の沿岸域の稚魚に関する調査が着手された。その結果概要を報告する。

調査は常昌川河口から斜里川河ロまでの間,定点10ケ所(斜里川口,籌釣沼,止別川口,原生花l東l,

a浦,綱走海岸町,能取岬,能取湖,常呂港東,常呂川口)にぉ,いて水深5 m , 1 5 n',線での稚魚の移
動,分布密度, f l料環境,また水温,塩分,透視度などの海洋条件についても調査した。

水理学的環境について

細走湾内の水温条件は能取,常呂方面と顯著な相違が見られ, 4月下旬には常昌, 能取方面では底li・

表1iの水温は5℃前後で,温度差も極めて小さいのに対して網走湾内は水温2̃3℃と低く,湾内に水

温の低い水が常留していることがうかがわれる。

5月下旬, 6月下旬にぉ-いて水温の上昇が見られ, 湾内と湾外の温度差は次第に小さくなるとはいえ,
明らかに水温の違う水の存在が示された。

一方,塩分について4月下旬には湾内の塩素量は表后15 ̃ 1 6 .a%0 , 5 m li 1 7 ・ 5̃ 1 7・9%0と,
能取 , 常 呂方面 ( 1 8 ̃ 1 8 . 3%0 )に比べて低<,明らかに低塩分の水が15 'n以操の沿岸帯に常留し
ていることが知られた。

5月 ,  6月と時期の推移に伴つて湾内の塩分演度の上昇が若千認められ, また能取方面との差も小さ

くなるが,常呂方面に比べて低い傾向が示された。

このような湾内の低水温, . 低塩分の水の存在が湾内の生物生産にどのように反映しているか, 今の所

未だ充分に明らかでないが, これらの現象は湾という地形的,2i:物理的条件と流氷, 海流などの語条件に

大さく関係するものと考えられる。

サ ケ  ・マス稚魚分布状態

網走川への稚魚の放流は3月中句よ り5月下旬の間で. さけ稚魚1 , 8  0 0万尾, からふとます8  0 0
万尾である。稚魚の沿岸域での分布調査は5月下旬,6月下旬の2回行なったが,この時期の稚魚の分

布は5月には何れも5 m.以浅の極みて限定された地域で生活し, 6 月には 1 5 m, ̃ 2 5 m・水深の沖合に

生活域を広げ, 項火湾内で観察されたと全<同一の型が示された。 稚魚の分布密度にっいては現在分析

- 2 4 7-



中であるが, 6月下句の細走湾にぉ。いては水深l 0̃ l 5 m水域に機厚な群も認められるなど, 精留後

期の稚魚の生活は能取,常呂域とは若干異る傾向があることがうかがわれた。 また6月下旬には科里の

前浜で稚魚の分布がなく,他の地区に比ぺて大さな相違が示された。また,からふとます稚魚はさけ確

魚と混合して生活していることが示された。

生長にっいては, 5月には3 . 6̃ 8 . 3 cm, 平均 4 . 4 ̃ 6 . 6 cmと平均値のパラツキも大きいが,細走川

を中心とした地域が小さい傾向が示された。 6月にかいては,稚魚体長(F ・ 1 , )は平均値で5・ 5̃

6 . 8 cmと全般的に生長していることが示された。

稚魚の摂解状況にっいて,全般にょく摂解している傾向が示された。 胃の内容量は採集時間にょる差

も考慮されなければならないが, 空胃の個体は比較的少なく , 5月のさけでは1尾当り摂解量の平均は

1 5 り ̃ 6 2?, 6 月 に は 2 8 'mf̃ 4 8 me, からふとますでは5月 : 9時̃ 3 3 m;, 6 月 : 3 7り̃

6 31nf と示され, 般的に6月の摂解量の増大が示された。 これらの標本分析の範囲では摂西量は体重

に対して 1 0 %という高い値を示すものもあるが,平均して2 % ̃3 %前後の摂解量であったo

摂解内容は項火湾と同様,他魚種の稚幼魚(コナゴ類), ア ミ 類 , 端 脚 類 ( テ ミ ス ト , ガ ン マ ル ス ) ,

携脚類 ( ヵ ラ ヌ ス類),尾虫類,陸上昆虫と極めて雑多な食性が示された。特に6月下旬に ;i1'いては止

別沖ではァブラムシ類, また能取岬では尾虫類の捕食が極めて顯著で,時期, 地区にょる 1国条件に特徴

のあることがうかがわれた。

= 資 料 の 刊 行 =

※ 1 9 7 1 年度 ( 昭和 4  6年度)の北海道沿岸・河川域へのアキサケの来遊状況

※

※

※

※

1 9 7 2 年度 (昭和 4  7年度)の来遊予報

魚 と 卵 1 3 9  ̃ 1 4 0

ふ化場研究報告 2 7

資料1 1 7 , 本場・支場・事業場所在地案内(含流獲採卵場)

資 料 1 1 8 ,  内水面漁業調整規則資料
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ならびに

昭和 4 7 年 8 月

昭 和 4 7 年 8 月̃ 4 8 年 2 月

昭和 4  a 年 2 月

昭和 4 7 年 1 0 月

昭 和 4 7 年 l 2 月


